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　　　　序章




　吹きさらしの長い回廊を進んだ先に、目指す会堂の入り口があった。

　両開きの大きくて重い扉の片方の取っ手を右手でつかみ、手前に向かって引き開けると、パーシヴァル・レクスは空いた隙すき間まに体を滑すべり込ませていった。

　会堂の中は一定間隔で並んでいる太い柱以外何も見当たらず、広大な空間が広がっているばかりだった。今は昼間だったが、採光用の窓が少ないのに加えて、松明たいまつなどがまったく掲かかげられていないせいもあって、全体的に薄暗くなっている。他には誰の姿も見当たらなかった。

　静せい寂じやくが支配する空間の中に、大理石の床を踏ふみしめるパーシヴァルの足音が響ひびき渡る。

「パーシヴァル・レクス、ただいま帰還いたしました」

　パーシヴァルは会堂の中心まで進んだところで足を止めると、奥に向かって張りのある声で呼ばわった。均整の取れた筋肉質の体つきときびきびとした身のこなしは、紛まぎれもなく、戦いの場に常に身を置いている現役の戦士のものだった。今は赤しやく銅どう色をした金属製の胸当てをまとい、前立の部分に鷲わしを象かたどった兜かぶとを小こ脇わきに抱えている。肩までかかる髪が鬣たてがみのごときたっぷりとした量感をたたえ、精せい悍かんな中に気品を感じさせる顔立ちともあいまって、彼の外見は獅子のような、あるいは翼を広げて大空を飛翔する猛もう禽きん類のような貫禄を、自然に醸かもし出していた。

　やがて、会堂の一番奥にある小さな扉が音もなく開き、そこからひとりの人物が姿を現した。黒くて裾すその長い衣装に全身を覆っているせいで、見ようによってはまるで闇が形を取ったようにも見える。

　現れたのは老人だった。禿とく頭とうで、顎あごのところに白く、短い顎髭ひげをたたえている。

「ご苦労だった。レクス卿きよう」

　老人はパーシヴァルに向かって悠然とした足取りで近づいて来ると、しわがれた声を発した。

「これはこれは。十二賢者位階第五位のジオット様直じき々じきにお出迎えをいただけるとは、恐縮の至りです」

　パーシヴァルは床に片かた膝ひざをつき、老人に向かって礼を取った。

「卿はアトヴァールに遠征していたそうだな。首尾はどうだった？」

「いつも通りでした」

　パーシヴァルは再び立ち上がると、両手を広げ、肩をすくめた。

「『青』の行方ゆくえを突き止めたと報告を受け、現地に出向きましたが、待っていたのはいつも通りのまがい物でした。思い焦こがれる相手には決して巡り合えない。そんな詩人の歌があったことを思い出しました」

「それで、その偽物はどうした？」

　ジオットと呼ばれた老人は、パーシヴァルの物言いにまったく顔色を変えることなく、淡々とした口調で尋ねた。

「これまたいつも通りに。せめて新たに拝領した機巧鎧アームネインガラチアのならしにでもなれば、遠出した意味もあったのでしょうが、残念ながら剣の錆さびにもなりませんでした」

「それは残念だったな。この分だと、亡霊探しはまだしばらく続くことになるか」

「せめて後進に今の地位を譲ゆずる前に、一度は本物に巡り合いたいものです」

　パーシヴァルは右手を自らの胸にあてながら、もう一度ジオットに向かい頭を下げた。

「……さて、それはそうとレクス卿きよう。戻って来て早々に悪いが、新たな任務を貴公に頼みたい」

「そうだろうと思いました。さもなければ、ジオット様がわざわざ姿をお見せになることはないでしょうから」

　頭を上げたパーシヴァルは、背筋を伸ばし、ジオットの次の言葉を待ち受けるかのように胸を張った。

「今度はどこに向かえばよろしいのでしょう？　熱砂の海を越えた先にあるエルタード？　それともウォルタリアの先の先、発した声すら凍るといわれる極寒の地？　ご下か命めいあらば、どこへなりとも参ります。教導機士たるこの身は、十二賢者の方々の忠実な僕しもべに過ぎません」

「向かってほしいのはリュクサリアだ」

　ジオットが告げると、パーシヴァルはやや意外そうな、肩透かしを食ったような顔を見せた。

「……リュクサリア、ですか。確かに今の季節に訪れるにはよい所ですが」

「軽い任務と侮あなどられては困るぞ。教導機士団随ずい一いちといわれる卿の力がぜひとも必要なのだ……あの国にフェノメナの使い手が出現した」

　ジオットは重大な秘密を口にするかのように、重々しい口調で告げた。

　だがパーシヴァルは、そんなジオットの言葉を聞いても、まるで驚いた様子を見せなかった。

「ふむ。そういった話なら、私もこれまで何度となく耳にしております。残念ながら本当だったためしはありませんが」

「今回は間違いない。報告は同時に、複数の筋から寄せられている。フェノメナを発したのはエリュシオンだ」

「……なるほど、それならあり得る話ですね」

　パーシヴァルは納得したように大きく頷うなずいた。

「確かにエリュシオンであれば、フェノメナを発現させても不思議はありません。フランシスカ王女ですか？　あそこの王家も近年は血が薄まり、かの姫君もあまり期待はできそうにないという話を聞いたことがありますが、どうやら当たりだったようですな。しかし……」

「今回フェノメナを発現させたのは王女ではない。突然現れた、キンゲイド四世の庶しよ出しゆつの王子だ」

　ジオットはパーシヴァルの言葉を遮さえぎり、告げた。

「レクス卿きよう。貴公にはかの国に赴おもむき、その王子の素す性じようを確かめてもらいたい」

「……十二賢者のジオット様直じき々じきのご下か命めいとあれば」

　パーシヴァルは即答した。だがその口調は、これまでの流りゆう暢ちような喋しやべりに対し、明らかに歯切れの悪いものだった。

　そんなパーシヴァルに向かって、背後から別の誰かの声が飛んできた。

「あらパーシヴァル。教導機士団アエトス隊を率いるあなたともあろう人間が、ジオット様のご命令に不満を抱いたりしていいのかしら？」

「まったくだ」

　パーシヴァルは背後を振り返った。不意に聞こえてきた声は、彼の入ってきた会堂の入り口に立っていたふたりの人物が発したものだった。

「……シンクレア？　それにブランシュも」

　ふたりの人物は、パーシヴァルに名を呼ばれたのを合図に、会堂内にそろって足を踏ふみ入れてきた。

「ここで会うなんて驚いたって顔してるわね」

　パーシヴァルにそう声をかけたのは、向かって左側を進んでくるシンクレア・ジュノスだった。白い肌に切れ長の瞳ひとみの端正な顔立ちをしたまだ年若い少女で、細身だが引き締まった体つきの全身から若々しさとしなやかさが横おう溢いつしている。胸のところまで伸ばした髪が、彼女が歩くのに合わせてさらさらとなびくのがパーシヴァルの目に映った。

　その隣のブランシュ・サレオスは、シンクレアとは対照的に、巌いわおのような巨漢だった。ふたりともパーシヴァル同様、金属製の胸当てをまとった姿をしていたが、ブランシュのほうは、首や両腕のあたりの筋肉が、今にも板金を弾はじき飛ばしてしまいそうなほどに張り詰めている。そんな彼は、大きな目で周囲を睥へい睨げいしながら、パーシヴァルとジオットのほうに歩いて来た。

「パンテル隊、ガレオス隊の両隊長までもがそろって召集されていたとは。我々三人が一堂に会するなどいつ以来だろうな。貴公らにも何か指令が下ったのか？」

「レクス卿、今回の任務は、三隊合同で当たってもらう」

　ジオットの発言に、パーシヴァルは驚きの表情を浮かべて再び彼のほうを振り向いた。

「三隊合同？　それはつまり、教導機士団の全戦力をもって、リュクサリアに乗り込むということですか？」

「その通りだ」

　ジオットがパーシヴァルの質問を肯こう定ていすると、パーシヴァルは信じられないとばかりにかぶりを振った。

「そんな話は聞いたことがありません。もしや十二賢者の方々は、リュクサリアとオルガンドの戦争に第三勢力として首を突っ込もうというおつもりですか？」

「それは考えすぎじゃない？　相変わらず、大げさなんだから」

　そばまでやってきたシンクレアが、からかうような口調で異議を唱となえる。

「シンクレア、お前は前からこの話を知っていたのか？」

「パーシヴァルが来る少し前に、ブランシュと一緒にジオット様からご下か命めいをいただいたのよ」

　シンクレアの言葉に、傍かたわらのブランシュが黙だまって頷うなずいた。

「……それでよく、落ち着いていられるものだな」

　パーシヴァルは不思議なものを見るような目を、シンクレアとブランシュに向けた。

「どんな指令だろうと、下されたからにはそれを完遂するだけ。それが私たち、教導機士団のありようでしょ。まあ私は、ガラチアを存分に乗り回せればそれでいいんだけどね」

　シンクレアは年上のパーシヴァルに対し、まるで物もの怖おじしないきっぱりした口調で答えた。

「レクス卿きよう、今回の任務はそれだけ特別ということだ。それを理解した上で、ジュノス卿、サレオス卿と共に事に当たってもらいたい」

「……かしこまりました。取り乱したところを見せて、申し訳ありません」

　パーシヴァルは気持ちを落ち着けるように大きくひとつ呼吸をすると、ジオットに向かい、深々と頭を下げた。

「無論、レクス卿の懸け念ねんするところも理解している。教導機士団の性質上、全戦力をもってリュクサリアに向かうといっても、その正体が周囲に知れ渡るようなことはあってはならん」

「恐れながら十二賢者の皆々様におかれましては、既にその方策も立てておいでなのではありませんか？」

　パーシヴァルが問うと、ジオットは重々しく頷いた。

「その通りだ。それでは我ら『工房』が誇る教導機士団を率いる三機士がそろったところで、詳くわしいことを話すとしよう」

　シンクレアとブランシュが姿勢をただす気配が、頭を下げたままにしているパーシヴァルにも伝わってきた。

　本部はリュクサリアに新たに現れた王子のことを、どうやらよほど重視しているらしい。

　そこにどのような事情が含まれているのか、全ぜん貌ぼうは定かではないが、少なくともかの国に待ち受けているのは、本物と考えていいのかもしれない──

　話し始めたジオットの声に耳を傾けながら、教導機士パーシヴァル・レクスは、自分の胸が久々に期待に高ぶり始めているのを自覚していた。




　聖暦四〇七年十月二十日にリュクサリア王国軍とオルガンド軍の間で繰り広げられたウェンズロー会戦。その戦いにおいて、リュクサリア方に劇的な勝利をもたらした『奇跡の王子』アルトゥールの噂うわさは、数日を経ずしてリュクサリア王国内はもとより、周辺諸国に至るまで広く伝でん播ぱしたと後世に伝わっている。当時の一般的な情報伝達の速度を考えると、その早さは異例といってもいいほどだった。それが単なる自然発生的なものでなく、誰かの作為によるものではないかという説は、当時から既に囁ささやかれていたようだ。今こん日にちの一般的な解釈では、誰かの手が加わっていることは間違いないものの、それだけで全ての事象を説明できるものではなく、おそらくは様々な要素が組み合わさることで、半ば偶然、半ば意図的にそうなったのだろうというところで落ち着いている。

　それを一言で言い表すなら、時代の流れ、ということになるのかもしれない。

　いずれにせよ、アルトゥールの出現が、当時の人々の間に驚きをもって広く迎えられたことは事実だった。

　彼の存在は、西方世界一帯を激動の渦うずへと巻き込み、旧来の体制から新しい枠組へと変へん貌ぼうさせていく大きな鍵かぎとなる。

　だがここで、ひとまず時計の針は、会戦が行なわれた翌日のウェンズロー砦とりでへと戻る──
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　　　　１




　操縦席を開け放ち、機体の外へと身を乗り出す。

　その途端、周囲を埋うめ尽くした味方の兵や機士たちの間から、一斉に歓呼の声が湧わき起こった。

　勝利を称たたえる言葉が、耳を圧さんばかりの勢いで響ひびき渡る。

　傍かたわらに寄り添う美しい王女と視線を交わしながら、私は歓声の洪水に身を浸ひたす。

　英雄の名を呼ぶ声が、賞賛に混じって聞こえてきた。

　アルトゥール様、万歳！

　……アルトゥール？　違う。私はアルトゥールではない。

　ふと気がつくと、傍らにいたはずの王女の姿がない。何と彼女は、いつの間にか見知らぬ若者のそばにいて、彼に向かって微笑ほほえみかけているではないか！

　これは何かの間違いだ。そこにいるのは私のはず。私は──




　目を開いた瞬しゆん間かん、視界に飛び込んできたのは天井だった。ジェラルド・エリクソンは寝台の上で勢いよく上半身を起こした。

「夢……か……」

　白レ日ヴ夢リならぬ本物の夢、それも見たくもない悪夢だった。

　全身が汗にまみれ、息が乱れている。エリクソンはかぶりを振って、今しがた目にした忌いま々いましい夢を記憶の彼方かなたに押しやった。改めてあたりを見渡す。彼がいたのは見慣れない部屋だった。おそらくウェンズロー砦とりで内のどこかだと思われるが、少なくとも彼がそれまで使っていた個室ではない。

　壁の窓掛けを通して外の光が差し込んでいるのが目に入った。光は弱い。それが時間によるものか、それとも天候のせいなのかはわからなかった。今が朝なのか、昼なのか、夕方なのか、それすらもにわかには判断できない。ふと耳を澄ますと、何かが激しく地面を叩たたきつける音が聞こえてきた。どうやら雨が降っているらしい。それも、かなりの勢いで。

「ここは……どこだ……？」

　自分はいつ、どうやってこの部屋までやって来たのだろう？　エリクソンにはまったく覚えがなかった。彼は脳のう裏りに浮かび上がる記憶の断片をたどたどしくつなぎ合わせ、自分の身に起こったことを何とか思い返そうと試みた。

　フランシスカを連れ砦とりでから脱出したところで、森の中に潜ひそんでいたオルガンド軍の機巧鎧アームネイン部隊と鉢合わせしたことは覚えている。あのときは意表を衝つかれたこともあって、心臓が飛び出すかと思うほどの衝しよう撃げきを受けた。直後に何が起こったのかは記憶が茫ぼうとなっているせいで判然としない。ふと気がつくと、たったひとりで地面に身を横たえていた。周囲に敵の姿はなく、一緒にいたはずのフランシスカも見当たらなかった。すぐそばに自分が乗ってきた襲歩機ギヤロツパー、さらに少し離れたところに、いつの間に現れたのかわからない大破したライオットが転がっているばかりだった。

　ここはどこだ。つい今しがた発したのと同じ問いを、やはり口にしたような気がする。

　そのときだった。遠くのほうから、歓声がかすかに聞こえてきたのは。

　エリクソンはその場を離れ、声の聞こえてくる方向に向かって歩いて行った。

　そして──

　砦とりでの外壁を回りこむように歩いて行き、森を抜けて視界が開けたところで、彼はあの光景を目にすることとなった。

　国王専用の機巧鎧アームネインであるエリュシオン。その白い機体が味方の将兵に囲まれ、大地を揺ゆるがさんばかりの賞賛を受けているさまを。

　エリュシオンの操縦席の扉は開け放たれ、見知らぬ若者が姿を見せていた。いつの間にか、フランシスカまでも機体のそばにいて、まるで寄り添うかのように、若者の足下にたたずんでいる。

　エリクソンは我が目と我が耳を疑った。到底信じられるものではなかった。

　なぜ自分の白レ日ヴ夢リのような情景が、現実になっているのか？

　しかも、その主役は自分ではない。今まで一度も見たことのない、どこの誰とも知らぬ若造だった。

　たちまち、彼の胸は疑問と憤いきどおりではち切れんばかりとなった。

　なぜあの若造は皆の歓呼の声を浴びている。褒ほめ称たたえられるべきは自分のはずだ。なのになぜ、自分はこんなところで将兵たちに混じって、まるで脇わき役やくよろしくあんな奴やつを見ていなければならないのか。そもそもあいつは誰だ。

　将兵たちの叫さけび声が耳に入った。アルトゥール様。アルトゥール様。アルトゥール様。

　エリクソンははっとなった。アルトゥール。その名は確か──

　エリクソンは改めて、エリュシオンの操縦席にいた若者の姿を思い浮かべた。アルトゥール。あれが誰なのか、思い至るまでに努力は必要としなかった。最近になって突然出現したフランシスカの兄が、確かそう呼ばれていたはずだった。

　一体どういうことかと思う。今更のこのこ出て来て兄などと、いかにも怪あやしいではないか。なのになぜ、皆あいつを賞賛するのか。

　不意に、部屋の扉が開き、ひとりの若い女が中へと入って来た。

「あら、目が覚めたんですか」

「おお、あなたは」

　エリクソンは思考を中断し、声のしたほうを見た。やって来たのはフランシスカ付きの侍女、ミリアムだった。

　エリクソンはこれまでミリアムと直接会話を交わしたことはなかったが、彼女がフランシスカ付きで普段からその姿をよく目にしていたため、名前と顔は知っていた。

「ミリアムさん、あなたが私を介抱してくれたのですか？」

「本当は嫌だったんですけど。医師の方にどうしても人手が足りないと懇こん願がんされたものですから、仕方なく」

　ミリアムはフランシスカに対するときとはまるで異なる、素っ気ない口調で答えた。日ごろの笑顔も、今はまったく影を潜ひそめている。フランシスカに対して向けられるときはいかにも優しげな眼まな差ざしが、今や単なる物を見るような冷たい視線となって、エリクソンに注がれていた。

　予想外のミリアムの態度に、エリクソンは驚き、たちまち落ち着かない気持ちになった。胸の奥がざわつき始め、何ともいえない居心地の悪さを感じる。

「それで、体の調子はどうなんですか」

　ミリアムが尋ねてきた。その口ぶりは冷たく、とてもエリクソンのことを心配しているようには感じられなかった。

「え、あ……だ、大丈夫です。ほらこの通り」

　それでもエリクソンは、あわてて寝台から起き出し、立ち上がった。全身に痛みが走り、うめきそうになったが、そこはかろうじてこらえる。

「私も機士の端くれ。多少のことでは参ったりはしません。はは、は……」

　無理やり愛想笑いをしてみたが、ミリアムは付き合いで笑うことはなく、くすりともしなかった。

　エリクソンは自分が背中に冷たくて嫌いやな汗をかいていることに気がついた。

　何なのだ、この感じは。どうして全身がちりちりする。これでまるで、自分がこの女の機き嫌げんを取ろうと必死になっているようではないか。こんな侍女を相手に──

「そ、そういえばミリアムさんは、戦いの間どちらへ？　フランシスカ様のそばにはいなかったようですが……」

　内心の動どう揺ようをごまかすように、エリクソンはそう口にした。

　次の瞬しゆん間かん、彼はそれがとんでもない失言だったことを思い知らされた。

　ミリアムの両目がすう、と細められた。彼女の全身から冷たく重い気が、あふれんばかりの勢いで発せされ、それが殺気のごとき凄すごみとなって、エリクソンを押し包まんと迫ってくる。

「フランシスカ様を探しておりました」

　そう答えて、ミリアムは役者のような笑顔を見せた。

「それはもう、懸命に。どこかのどなたかが、勝手に連れ出してしまわれたものですから」

　エリクソンはごく、と息を吞のんだ。ミリアムの笑顔からは和みの気配はまったく感じられない。手負いの猛もう獣じゆうを前にしたときでさえここまでの圧迫感は感じないのではないかと思わせる、自分が危地にあることがはっきりわかる感覚に全身が浸ひたされるのがわかった。

　このままではまずい。弁明しなければ。今すぐ……！

「あ、あのときは……ああするしかないと思った。なぜなら……」

「申し開きは私に対してではなく、フランシスカ様やファウラー様の前でしてくださいませ」

　ミリアムはエリクソンの言葉をぴしゃりと遮さえぎった。

　扉を叩たたく音が聞こえてきたのは、それとほぼ同時だった。

「失礼いたします。エリクソン侯こうはお目覚めになられましたでしょうか」

「あ……」

　エリクソンが返事をするよりも早く、ミリアムが背後を振り返り、扉を開けた。

「どうぞ。侯は既にお起きになられていますわ」

「失礼いたします」

　胸当てをまとった機士がふたり、床を踏ふみ鳴らしながら部屋の中に入って来た。ふたりはエリクソンの前まで来て敬礼した。

「失礼いたします。エリクソン侯、さっそくですが私たちと一緒にお越しいただけますか？」

「どこへ？」

「はっ。いつも話し合いが行なわれている部屋です。皆様、既にお待ちになられています」

　エリクソンははたと手を叩いた。

「そ、そうか。軍議が始まるのだな」

　エリクソンの言葉に、ふたりの機士は顔を見合わせた。

　ややあって、機士のひとりがエリクソンに向き直り、若じやつ干かん困ったような声で告げた。

「それもありますが……先に、侯を尋問なさるとのことです」

「じ、尋問……？」

　尋問。その言葉を耳にした瞬しゆん間かん、エリクソンは寒気を覚えた。オルグレンやヒューム、それにファウラーらが、自分のしたことをどう思っているか。その一言でわかった気がした。このままのこのこ出ていこうものなら、どのような結果になるか、わかったものではない。

「す、すまない。私は少し気分が……」

　エリクソンは身を翻ひるがえし、寝台へと戻ろうとした。

　だが──

　いつの間にかすぐ近くにいたミリアムが、寝台に逃げ込もうとしたエリクソンの脇わきの下から腕を回し、彼の体を無理やり引き起こした。
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　エリクソンはその場から動けなくなってしまった。彼はミリアムの腕を振りほどこうとしたが、特に力を入れているように見えないにもかかわらず、なぜか彼女はびくともしなかった。

　一体どこにこんな力が……？

　ミリアムと目が合う。彼女はにっこりと微笑ほほえみ、エリクソンの耳元に口を寄せてきた。

　そして彼にしか聞こえない、密やかな声で囁ささやいた。

「お覚悟なさいませ、エリクソン侯こう」

「う……」

　その言葉を聞くなり、エリクソンの全身の血の気が引いた。寝台に戻ろうとしていた足が凍りついたようにその場で止まる。

　その様子を見たミリアムは満足そうに頷うなずくと、エリクソンからようやく手を離し、ふたりの機士のほうを振り返った。

「エリクソン侯は何ともないそうですよ。さあ、お連れしてくださいな」

　ふたりの機士が背後から近寄ってくる足音を、エリクソンはまるでこの世ならぬ場所から、死を運ぶ使者が到来したかのような気持ちで聞いていた。




　　　　２




　部屋の扉が重い音を立てて閉まった。

　ふたりの兵士に左右の腕を取られ、エリクソンの姿が完全に消えたのを見届けると、リュクサリア王国近衛このえ長官エリック・ファウラーは座っていた椅い子すからゆっくりと立ち上がった。

　聖紀四〇七年十月二十一日。歴史上、ウェンズロー会戦と後に呼ばれることになる戦いから、一夜が明けた朝だった。

　六十を超えてもなお矍かく鑠しやくとしているファウラーだったが、全身を蝕むしばむ疲労感はいかんともしがたかった。昨日きのうからろくに眠っていない。肩書きこそ近衛このえ長官だが、事実上全軍に目を配らなければならない立場にある彼には、戦いが終わってからもやるべきことがいくらでもあった。

　被害状況の把は握あくと戦力の再編。負傷した将兵の救護体制の整備。戦死者の名簿の作成。損傷した機巧鎧アームネインやその他の兵器の修理の手配。敵の捕ほ虜りよや鹵ろ獲かくした敵機の調査──

　ファウラーの両肩にのしかかっていたのは、いずれも疎おろそかにすることは許されない、重要な責務ばかりだった。戦闘が終了したのは概おおむね昨日の正午くらいだったが、その直後から、彼はずっと、次々押し寄せる諸事に忙ぼう殺さつされっ放しだった。無論、勝利の美酒に酔っている暇いとまなどあるはずもない。

　ファウラーは壁際まで歩いて行き、窓に顔を近づけ外の様子を窺うかがった。大粒の雨が地面を叩たたき、そこかしこに水みず溜たまりを作り出している様子が目に入る。

「……よく降るな」

　視線を上空に転じ、空に垂れ込める厚い雲を見上げながら、彼は呟つぶやいた。雨が降り始めたのは昨日の夕方だったが、この様子では当分止やむことはないだろう。

　ファウラーは砦とりでに入りきれず、外で天幕生活を強しいられている兵士や機士たちのことを思った。彼らもこの天候にさぞ難儀しているに違いない。警戒すべきは体調を崩す者が続出し、疫病が蔓まん延えんすることだった。もし今そのような事態になれば、全軍の士気と戦力におびただしい悪影響が生じることは避けられない。ただでさえ負傷者の救護で、今は医師の手も薬の蓄えも足りないのだ。ファウラーにとっては気になる雨だった。

「それでは、エリクソン侯こうの処遇についてですが……当面は、今あてがわれている部屋で謹慎していただくということでよろしいですね」

　ファウラーは背後を振り返った。発言したのは、卓を挟はさんで彼の斜め左の位置に座っていた、ジョエル・オルグレン公こう爵しやくだった。リュクサリア貴族社会の頂点に立つ五人の大貴族、通称『五公こう』。その一角を占める彼は、あらゆる意味において非常に目立つ人物だった。外見も優美そのもので、今も両手を組んで肘ひじを卓の上につくという、何気ない姿勢を取っているだけにもかかわらず、まるで絵の中から抜け出したかのようにその姿は一いち分ぶの隙すきなく決まっている。昨日の戦いで、オルグレンがオルガンド軍の猛将ガズレイと数十合に及ぶ激しい戦いを繰り広げたことはファウラーも聞いていた。そう考えると疲労も相当なはずだが、彼はそうした様子をまったく見せていなかった。

　オルグレンの言葉に、すぐには誰も反応しなかった。自分の席へと戻りながら、ファウラーは室内を一いち瞥べつした。今この部屋では、リュクサリア王国軍の今後の作戦方針を決めるための話し合いが持たれているところだった。ほんの数日前まで、こうした場はほぼ五公だけで固められていたが、王都陥かん落らくから昨日の戦いを経て、状況は大きく様変わりしていた。

　五公こうのうち、オルガンド軍に寝返り王都陥かん落らくの原因を作ったシオドリク・バーナビーはファウラーとヴィクトの手で討うち取られ、ダーレイ・アシュフォードは戦死した。さらに、レオポルド・エリクソンの弟で、兄の代理を務めていたジェラルドは、王女フランシスカを命の危険に陥おとしいれるという大失態をしでかし、この場に参加する資格を失った。こうして三名が一時に姿を消し、五公の中でこの場に列しているのはオルグレンと、もうひとりのランディ・ヒュームのみとなっている。

　代わってファウラーと、近衛このえ副長官を務めるヴィクト・フォティオスが出席し、その四名で話し合いが行なわれていたのだった。

「ヒューム公、先ほどからずっと黙だまられたままですが、何か意見はありますか？　あるなら発言していただかないと、このまま決まってしまいますよ」

　オルグレンが彼の正面、ファウラーの席の左隣に座っているヒュームに声をかけた。

「あの男のことなどどうでもいい。勝手にしろ」

　ヒュームは面白くなさそうな口調で答えた。そんな彼の態度に、オルグレンが肩をすくめる。

「そんな態度では困りますね。残った五公同士、これからはより密接に協力し合っていくべきだとは思いませんか？　昨日きのうの戦いのようにね」

「……別に協力などしたつもりはない。貴公がやられそうになったところを、助けてやった記憶ならあるが」

　また始まった。

　ファウラーはオルグレンとヒュームのやり取りを聞いて、憮ぶ然ぜんとなった。彼らは元々あまり仲がよくない。昨日は珍しく、ふたりで力を合わせてガズレイに当たったと聞いて、ようやく和解したかと思ったものだが、この分だとどうやら気のせいだったようだ。

「随分とご自分に都合のいい記憶ですね。最初に危あやうい目に遭ったのは君で、それを助けて差し上げたのは私でしょう」

「頼んだ覚えはない。余計なお世話だ」

「その余計なお世話のお陰で、生きてここにいられるんじゃありませんか？」

　オルグレンとヒュームの不毛な言い合いが続く。オルグレンは前髪に手をやりながら、相手を小こ馬ば鹿かにしたような微笑を口元に浮かべていた。一方のヒュームは苛いら立だたしそうに顔をしかめている。

　ファウラーはふたりに気付かれないよう、嘆たん息そくした。今後、このふたりの間に入り、折せつ衝しよう役を務めるのはさぞ骨が折れるだろう。そのことも、彼にとっては心配の種のひとつだった。彼らの対立が原因で、物事の決定が遅れるという事態が、これまでにも何度となく起こっていたことを、果たして当人たちは自覚しているのだろうか。

「……まあヒューム公のことはおいて、エリクソン侯こうに話を戻しましょう。確かにあの方のなさったことは重大な過失ではありますが、だからといってたとえば処刑するなどと、そうそう滅多に厳罰に処することもできません。侯こうの後ろにはレオポルド公こうもいらっしゃいますから」

　レオポルド・エリクソンは東の隣国ウィリニアに備えることを理由にこれまで本拠地を動こうとしなかった。そんな彼の下にも、おっつけ昨日きのうの顚てん末まつに関する報告が届くころだろう。レオポルドは弟の不始末に対してどのような態度に出るだろうか？　それが、かねてから色々と取り沙ざ汰たされている彼の真意を測るひとつの試金石になるのは間違いのないところだった。

　オルグレンがなおも言葉を続ける。

「それに……あれだけ誠意のこもった謝罪を見せられてしまうとね……」

　そこまで口にしたところで、オルグレンはこらえきれなくなって吹き出した。

　つい先ほどまで、この部屋ではエリクソンの尋問が執とり行われていた。そのときはフランシスカも出席しており、兵士によって引き立てられてきたエリクソンの弁明を、表情を硬かたくしながら聞いていた。

　エリクソンの取った行動は、誰しもまったく予想していなかっただろうと思われるものだった。部屋に入って来るなり、彼はフランシスカの前に這はいつくばり、額ひたいを床にこすりつけながら、ただひたすら申し訳ありません申し訳ありませんと謝罪し始めたのだ。これにはフランシスカばかりでなく、部屋にいた誰もが啞あ然ぜんとなった。もちろんファウラーとて例外ではない。

　エリクソンは顔中を滂ぼう沱だの涙と鼻水とでぐちゃぐちゃにしながら、ただひたすら、詫わびの言葉を連呼した。三十八歳という彼の年齢、侯こう爵しやくとしての矜きよう持じ、そういったものを全てかなぐり捨てたかのような振る舞いだった。

　フランシスカはやつれて青ざめた表情のままエリクソンの弁明を黙だまって聞き、ようやく終わったところで一言、わかりました、とだけ答えた。それきり彼女は黙り込んでしまい、許すとも許さないともいわなかった。

　オルグレンがそんなフランシスカを見かね、エリクソンの謹慎を提案すると、彼女はそうですね、と力なく答えた。それにより、ひとまずエリクソンの尋問は終わりを告げたのだった。

　ファウラーの目に、フランシスカは終始心ここにあらずというか、何かに悩んでいるように映った。ファウラーは彼女のことが心配でたまらなかった。敵の機巧鎧アームネインに拉ら致ちされるなどというとんでもない目に遭って、彼女はどれほど、心と体に傷を受けたことだろう。アシュフォードの死も、彼女の中に暗い影を落としているのかもしれない。昨日、彼の死の報告を聞いたとき、フランシスカはその場で卒倒するのではないかと思うほど、顔を青ざめさせていた。

　それもこれも、全てはエリクソンの軽率すぎる行動が原因だ。フランシスカを実の孫のように大切に思っているファウラーにしてみれば、謹慎など生ぬるい、いっそこの場で斬きり殺してやりたいというのが偽らざる本音だった。

　フランシスカは、気分が優れないので後は任せますと言い残し、エリクソンよりも先に部屋を出て行った。

　エリクソンの一件はこうして片付いたが、もちろんこれで終わりではない。話し合いの本当の始まりはこれからだった。

「ところで、アルトゥール殿でん下かは出席しないのか？」

　なおも笑っているオルグレンを無視して、ヒュームがファウラーのほうを見ながら口を開いた。鋭い目つきをした彼は、オルグレンとは外見も声もまるで対照的だった。いかにも貴公子然としたオルグレンと比べると全てが荒々しく精せい悍かんで、大貴族というよりも戦いの場に身を置く機士としての印象のほうが先に立つ。それが、ヒュームを知る誰もが共通して抱く認識だった。

「まだお休みになられているようだ」

　ファウラーはヒュームに向かって答えた。噓うそではない。この部屋に集合する前、彼は直接様子を見に行った。公おおやけにはフランシスカの異母兄アルトゥールということになっているあの戦闘奴ど隷れいの若者イアンは、朝になっても深い眠りに就ついたままだった。

　機巧鎧アームネインの操縦は長時間に及ぶ精神集中を必要とする。そのため、戦いが終わった後の疲労も甚大だった。機士として長年の鍛たん錬れんを積んでいればこそ、ファウラーもオルグレンたちもこうして次の日に平然としているが、誰にでもいきなり同じことができるわけではない。イアンのこれまでの境遇や、昨日きのうの戦いぶりを考えれば、すぐに起きられないのは無理もなかった。

　昨日の戦い。そう思った途端、ファウラーの脳のう裏りに、イアンの乗ったエリュシオンが黒い牙きば相手に謎の技を炸さく裂れつさせたあの鮮烈な光景が蘇よみがえった。

「エリュシオンが使ったあの技は……一体何なのだろうな」

　ヒュームがぽつりと呟つぶやいた。どうやら彼も、ファウラーと同じことを考えていたらしい。

「今のところ不明だ。エリュシオンを修理しがてら、その辺も調べるよう鎧がい師しには指示を出しているが」

　老将はヒュームに向かって述べた。ヴィクトはエリュシオンの繰り出した技を、奇跡の技、フェノメナなどといっていたが、ファウラーはヴィクトの言葉を鵜う吞のみにはしていなかった。あくまであれはエリュシオンに備わった機能のひとつだと解釈している。ただ、その仕組みはきちんと知っておきたかった。

　オルグレンが口を挟はさむ。

「私としてはエリュシオンよりも、やはり王子殿下ご自身のことが気になりますね。正式なお目通りが未だにかなわないのが、残念でなりませんよ」

「……お目覚めになり次第、アルトゥール様にもこちらへお越しいただくことになっている。焦あせらずとも、そのときにご挨あい拶さつすればよかろう」

　ファウラーは憮ぶ然ぜんとした口調で答えた。オルグレンのいわんとしていることはわかっている。彼はファウラーがアルトゥールを自らの手元に確保したまま、五公こうたちと接触させないようにしていると考え、皮肉めいた物言いで不満を表明しているのだ。

　昨日、イアンはまだエリュシオンの操縦席にいるときに、おそらくは極度の疲労からその場で不意に意識を失った。すぐそばにはフランシスカもいたが、彼の身に何かあったのではないかと動転し、あわててその場にかけつけたファウラーに必死の形相ですがり付いた。兄様が、じい、兄様が。そうやって同じ言葉を繰り返すフランシスカを見て、ファウラーは激しい良心の呵か責しやくにとらわれた。

　それほど心配している兄が、実は真っ赤な偽物だと知ったら、フランシスカはどれほど怒り、失望し、傷付くだろうか、と。

　そうした経緯もあり、未だにオルグレン、ヒュームらとイアンの正式な対面は果たされていない。

　いつ、どのような形でそれを行なうか。

　この先彼らと、どう付き合っていくか。

　その点も、ファウラーの大きな悩みのひとつだった。

「そうさせていただきますよ。臣下たる私たちが、いつまでもご挨あい拶さつをせずにいて、礼を失していると思われては困りますのでね」

　幸い、今の時点ではオルグレンはそれ以上追求してこようとしなかった。

「さて、それでは本題に入りましょうか。王子殿でん下かのご活躍、並びに味方の勇戦より、我が軍は昨日きのうの戦いで勝利を収めることができました。ですが問題はこの後です」

　オルグレンは卓の上に広げられていた地形図に目を落とした。リュクサリア王国全土が記載されたものだった。ファウラーたちが今いるウェンズロー砦とりでと、王都リュクシスの位置に印がつけられている。

「昨日の勝利をかりそめのものとしないためには、次の戦いに勝つことこそが重要といえましょう。即すなわち……」

「王都の奪だつ還かん」

　ヒュームが低い、しかしはっきりした声で口にした。オルグレンは一いつ瞬しゆん嫌いやそうな顔を浮かべたが、特に彼を咎とがめることはしなかった。

　そう。昨日勝利したといっても、現時点ではあくまで、これまで連敗中だったオルガンド軍に対し、一回の反撃を食らわせただけに過ぎない。最低でも、奪われた王都を取り戻さないことには、真に勝利したとはいいがたかった。その認識は、改めて言葉に出さずとも、この場にいる全員が共通して持っているはずだった。

「今、味み方かたの数は？」

「それについてはヴィクトから説明させよう」

　ファウラーが水を向けると、ヴィクトはかしこまりました、と答えて席から立ち上がった。すらりとした体つきをして、まるで武ぶ張ばったところのない彼は、一見すると貴族や機士というよりも、学者といったほうが通りがよさそうな印象を見る者に与える。今日きようの彼は胸当ては外していたが、いつものように裾すその長い上着を羽織り、例によって長い髪を頭の後ろでまとめていた。

「昨日きのうの戦いにおける我が軍の機巧鎧アームネインの損害は全九千機中三百六十七機。うち大破は五十三機となっております。歩兵の損害に関してはまだ集計中のため明確な数字は申し上げられませんが、こちらは目立った減少はなさそうです」

「つまり総勢は約四万のまま変わらず。そのうち機巧鎧アームネインは八千六百から七百といったところか」

　ファウラーが確認の意味をこめて尋ねると、ヴィクトははい、と答え、頷うなずいた。

　続いて彼は、オルガンド軍の戦力に関する予測値を述べた。昨日の会戦に動員された敵の兵数は、バーナビーの軍勢と合わせて五万五千。潰かい走そうしたところに味方が散々追撃を加えたため、かなりの痛手を与えたのは確かだが、それでも殲せん滅めつするまでに至ったわけではない。最終的には七割程度の兵が王都へ向け撤てつ退たいしていっただろうというのがヴィクトの見立てだった。

　それら撤退した軍勢と合わせて、王都にいるオルガンド軍の総勢は、五万余になるとのことだった。その中にバーナビーの軍勢は含まれていない。緒戦で総崩れになった彼らはシオドリクの息子、小バーナビーによって立て直され、本拠地サッカレー方面に向かったとの報告があったため、除外されているらしい。つまりその分を差し引いても、まだ五万もの戦力を、オルガンド軍は擁ようしているということになる。

「そうとなれば、こちらも総力を結集して、臨まねばなりませんね。これは『永遠の都』を取り戻す決戦なのですから」

　オルグレンがヴィクトに続いて、席から立ち上がった。

「ここで申し上げたいことがあります。昨日の戦いが終わった後、私はすぐに国くに許もとに対して伝令を派遣し、全軍の出陣を指示しました。我が三万の軍勢は、速やかに準備を整え、ウェンズロー砦とりでに合流する手はずになっております」

「おお」

　ファウラーは思わず声をあげた。

「オルグレン公こうの『青あお備ぞなえ』がいよいよ本格的に参陣か。待ちわびたぞ」

「次の戦いでは、ご期待に応えてみせますよ。私は王女殿でん下かに、先せん鋒ぽうを願い出るつもりです」

　そう述べて、オルグレンは自分の正面にいるヒュームに目を向けた。まるで挑いどむような視線だった。

　ヒュームは黙だまって自分の席に座ったまま、オルグレンの眼まな差ざしを身じろぎひとつせず受け止める。

　オルグレンの対応はまず妥だ当とうといえるだろうとファウラーは思った。もっと早ければよりよかったが、それはいっても仕方のないことだ。問題は、オルグレンの今の言葉を聞いて、果たしてヒュームがどう出るかという点だった。

　次の戦いは王都を巡る、攻城戦となるだろう。機巧鎧アームネインが戦争の主力兵器となったこの時代においても、古来よりの戦争の鉄則に変わりはない。即すなわち、城攻めにおいては攻め手の兵力が守り手の数倍はないと成功させるのは難しいということだ。今ウェンズロー砦とりでに結集している軍勢が四万。オルグレンの増援が三万。合わせて七万の軍勢は確かに大兵力といえるが、それでも五万の敵軍がこもる、あの王都リュクシスを攻略するには心こころ許もとない。ここはヒュームにも、ぜひとも足並みをそろえてもらいたいところだった。彼もオルグレンと同様、三万の動員可能な兵力を有している。その分を合わせて十万。少なくとも敵に倍する数を、ぜひともそろえたいところだった。

　ファウラーを初め、室内にいる者たちの関心が一斉にヒュームに向けられたかと思った、そのときだった。

「お待ちください」

　静かな声が、不意に別のところから発せられた。

　声の主はヴィクトだった。
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「ヴィクト……？」

　ファウラーはヒュームから視線を外し、ヴィクトのほうを見た。

「私はオルグレン公こうの援軍を待たず、今ウェンズロー砦にいる四万で、速やかに王都へ向け進軍することを提案いたします」

　ヴィクトはいつもの落ち着き払った口調でそう述べた。

　ファウラーは彼の言葉に息を吞のんだ。あまりにも意表を衝つかれた発言だった。

「四万で……速やかに、だと？」

　ファウラーが問い返すと、ヴィクトは彼のほうを見、そうですと答えた。

「早ければ早いほど好都合です。できれば今日きよう中、遅くても明日あしたには出陣すべきでしょう」

「そんなことができるものか。たった四万で、勝てるはずがない。貴公は大事な兵を無む駄だにする気か？」

　声を荒げるファウラーを、オルグレンが口元に微笑を浮かべながら、右手を挙げて制した。

「まあまあ、ファウラー伯。まずはフォティオス卿きようのお考えを伺うかがおうではありませんか。仮にも昨日きのうの戦いにおいて、我が軍に勝利をもたらす鮮やかな策を生み出した方なのですから。また目の覚めるような秘策を思い描いているのなら、ぜひともお聞きしたいものです」

　言葉だけをとらえれば場を取り成す発言にも聞こえるが、その口ぶりはヴィクトに対してお世辞にも好意的とは感じられない、温度の低いものだった。

「五万の敵軍よりも明らかに少ないとわかる、四万の軍勢で攻め上るからこそ、勝機が生まれるのです」

　ヴィクトは動じる様子をまったく見せず、場を見渡しながら口を開いた。

「今、四万の軍勢で王都に迫れば、敵は間違いなく、私たちを迎撃しようと王都の外に出て来るでしょう」

「なぜそう言い切れる？」

　質問を発したのはヒュームだった。彼の眼光は鋭く、射るような視線をヴィクトに対して向けている。

「王都に進駐しているオルガンド軍の総司令官は、ゲイルグル大王の長子であるボラドー王太子です。モーリス河か畔はんの戦い以降の全ての会戦において陣頭に立ち、真っ先に我が軍に斬きり込んできたほか、その間十回を越える一機打ちに臨んだとの報告もあります。こうした戦いぶりから推察するに、剽ひよう悍かんで鳴らすオルガンド軍将兵の頂点に立つ人物らしく、自らの力を恃たのむところの多い方と考えられます」

　ヴィクトはヒュームを見み据すえながら答えた。

「そのような方が、ただでさえ手ひどい敗北を喫した直後に、まるで挑発するかのように現れた四万の軍勢を前にして、城壁の内側におとなしく引きこもっているとは思えません。それに王太子の父のゲイルグル大王は、身内といえども失敗に対して非常に厳しい態度で臨む方とも聞き及んでいます」

「そういえば……過去にあの国の第二王子が、大王の命令で粛しゆく清せいされたとかいう話もあったな」

　ヴィクトはファウラーの言葉に頷うなずいた。

「その点ももちろん考慮しています。今の王太子は、心理的にはかなり追い詰められているはずです。ここで私たちが王都に至れば、必ずや雪せつ辱じよくを期して出て来るでしょう」

「しかし……出てきても五万だぞ。我が軍よりも多くなるが、その点は……？」

　ボラドーがたとえ出て来たとしても、数で負けてしまっては意味がないのではないか。そう思いながらファウラーは尋ねた。

「今なら、その五万が全て動員されることはありません。オルガンド軍は未だに敗戦の混乱から立ち直れていないはずです。まるで奇襲するかのような私たちの動きに、対応し切れないでしょう。また、彼らは王都内の守りにも戦力を割さかなければなりません。いうまでもないことですが、あの王都は私たちにとってこそ安息の場所たり得るものの、彼らにとっては決してそうではないからです。これらの事情を差し引いて考えると、最終的に戦力差はほぼなくなると私は見ています」

「なるほど、そうか……」

　ファウラーはヴィクトの考えに納得した。いわれてみればその通りだった。

　行けるかもしれない。そんな思いが老将の中に兆きざした。まともに攻城戦を仕掛けるよりも、野戦によって決着をつけられるならそのほうが望ましいのは確かだ。今も多くの市民が残る王都を、戦場にしなくて済む。

　一方で、ファウラーの中にはまだ懸け念ねん事項もあった。彼はその点を尋ねた。

「しかし、エリュシオンはどうする？　昨日きのうの戦いで、かなりの損傷を受けたが……今日きよう明あ日すの出陣で、修理は可能なのか？」

「鎧がい師しのスコルドさんにお話を伺うかがいました。一日あれば最低限動く状態には戻せるそうです。さすがに、昨日のように一機打ちを行なうことが可能なまでに修復させることはかなわないそうですが」

　ファウラーの問いに対するヴィクトの答えは明快だった。

「アルトゥール様には引き続きエリュシオンにご機乗いただき、全軍を督とく戦せんしていただきます。それにより我が軍の将兵はますます奮い立ち、気持ちをひとつに敵軍に向かうことができるでしょう」

「ふむ。確かに……」

　ファウラーはまるで目の覚めるような思いを味わっていた。どうやら自分は、用兵の鉄則にとらわれすぎていたらしい。否いや応おうなくそう思い知らされた。

　あるいはそれは、この場にいるヴィクト以外の全員が、同じだったかもしれない。誰もが、敵を上回る数の軍勢を擁ようしてでなければ、王都を攻め落とすことはできないという考えに凝り固まっていたはずだ。しかるにヴィクトは、敵に籠ろう城じようさせないようにするにはどうすればいいかを考え、その具体案を提示することで、ファウラーたちの蒙もうを鮮やかに啓ひらいてみせた。

　敵にこもられると厄介なのはわかりきっている。

　ならば、そうさせなければいい。

　確かにこれほど理にかなっている提案もなかった。昨日の今日で出撃するのは容易なことではないが、無理を押してでも実行する価値はあるとファウラーは思った。

　そのためにはどうすればいいかと、具体的な段取りを頭の中で彼が考え始めた矢先だった。

「なるほど。さすがはフォティオス卿きようですね。非常に合理的な、よい作戦です」

　こちらも立ったままのオルグレンが、相変わらず余裕のある表情を見せたまま、そう述べた。

　ヴィクトは無言で、オルグレンに向かって軽く頭を下げる。

「しかし……それでも私は、あくまで全軍をここウェンズローに集結させた上で、堂々と王都に向けて進軍するべきだと思いますよ」

　オルグレンは右手を拳こぶしに握って腰に当て、胸をそらし気味にしながら、言葉を続けた。

「繰り返すようですが、次に行なわれるのはただの戦いではありません。我らが王国の威信をかけた決戦なのです。ただ勝てばいいというものではなく、いかに勝つかが重要なのではないでしょうか」

「いかに勝つか、だと？」

　ファウラーが問いかけると、オルグレンはそうです、と答え、頷うなずいた。

「全軍を集結させた後で王都に迫り、圧倒的な力でもって敵を殲せん滅めつすることこそ、何より肝要だと私は考えます。徹底的かつ完璧な勝利をこそ、目指さなければなりません。オルガンドの将兵にあまねく恐怖心を植え付け、二度と彼らに、我らが王国を侵そうなどと考えさせないようにするためにもね」

「しかし、七万の軍勢で王都に迫れば、さすがのボラドー王太子も籠ろう城じよう策を採るでしょう。長期戦になれば、王都に残された人々にも甚大な被害が生じる可能性がありますが」

　ヴィクトが冷静な声で反論を述べた。

「我々が王都を取り戻すためであれば、市民も我慢してくれるでしょう。正義が我々の側にあるということは、彼らもよくわかっているはずですよ」

　オルグレンはいらついたように深く瞬まばたきをすると、ヴィクトに向き直り、すかさず言い返した。

　ヴィクトはなおも、異議を唱となえる。

「公こうの本拠地フリマスとウェンズローの距離を考えると、援軍の到着までにはかなりの時間がかかるでしょう。その間に我が軍は時の利を失ってしまいます」

「確かに……敵に立ち直りの機会を与える上に、その間にオルガンド本国から援軍が到来する可能性もあるな」

　ファウラーが言葉を継いだ。彼の中ではヴィクトの提案に賛成する方向で既に心は決まっており、発言も自然と、彼の側に立ったものとなる。

「そのときは、我が軍はそれ以上の戦力と戦意でもって、相手を叩たたき潰つぶせばいいのですよ」

　オルグレンはファウラーに向かって断言した。それからすぐに、ヴィクトに視線を戻す。

　ヴィクトとオルグレンは真っ向から見つめあう形となった。ふたりのどちらも、決して激げつ昂こうした態度を見せたり、声を荒げたりすることはなかったが、両者の間で厳しい意志と意志のぶつかり合いが発生していることは誰の目にも明らかだった。ふたりの双そう眸ぼうはいつしか強い光を帯び、ひたと相手に向かって据すえられていた。

　その様子は、まるで自らの眼まな差ざしを、目に見えぬ刃物に変えて斬きり結んでいるかのようだった。

「ヒューム公はどう考える？」

　ファウラーはヒュームに話を振った。半ば無意識にではあったが、そこにはヒュームとオルグレンの反目を利用し、彼の口からヴィクトの提案に有利な発言を引き出したいという計算もあった。

　ヒュームは椅い子すから、ゆらりとした動作で立ち上がった。

　全員の視線が、今度は彼に向かって集中する。

「……オルグレン公の発言は聞き捨てならん」

　ヒュームはオルグレンをにらみつけながら、不ふ機き嫌げんそうな声で切り出した。

「先ほどから公はまるで、自分だけが増援を呼び寄せたかのように話しているが……誤解を招く言い方はやめてもらおう」

「すると、ヒューム公こうも？」

　ファウラーの問いかけに、ヒュームが胸を張って答える。

「そうだ。俺も昨日きのうのうちに、エミンガムに使者を送っている。我が三万の軍勢が、数日以内に向こうを進発する」

「おや、そうでしたか」

　オルグレンは肩をすくめた。それを見たヒュームが憮ぶ然ぜんとした顔つきになる。

　予想通りだ、とファウラーは思った。この様子なら、ヒュームがオルグレンに同調することはまずあるまい。彼がヴィクトの提案を支持すれば、この場は三対一となる。そうすれば──

　不意にヒュームが、視線をオルグレンから、ファウラーとヴィクトのほうへと転じた。

「……ただし、目的地はここ、ウェンズローだ。それを変えるつもりはない」

「なんだと……」

　ファウラーは愕がく然ぜんとなった。ヒュームの発言は、彼がオルグレンの提案に同意すると宣言したも同然だったからだ。

　オルグレンの顔に、勝ち誇ったような笑みが浮かぶ。

「珍しくヒューム公こうと意見が一致しましたね。さて、どうしますか？　このあたりでそろそろ、決を採ってもいいかと思いますが」

「それは」

　ファウラーはなおも抵抗しようとした。だがそこに、ヴィクトの言葉が被さった。

「……いえ、その必要はないでしょう。五公のお二方の同意となれば、それがこの場の総意と見なしていいかと」

　彼は軽くかぶりを振って、今までのやり取りは何だったのかと思うほど、あっさり自らの提案を取り下げた。

　そうした彼の態度に、かえってファウラーのほうがあわてる。

「ヴィクト……？　いいのか」

　ヴィクトは答えず、深々と頭を下げるばかりだった。

　拍子抜けしたファウラーだったが、再び頭を上げたヴィクトと目が合った瞬しゆん間かん、はっとなった。ヴィクトの両目が、なおも強い輝きを宿したままだったのだ。決して何かをあきらめた者の目ではない。

　まだ何か考えていることがあるのか。

　ファウラーは声には出さず、心の中でそう問いかけた。

　こうして、リュクサリア王国軍の方針は、ウェンズロー砦とりでにてオルグレンとヒュームの増援勢力と合流し、総勢十万でもって王都へ向け進軍することに決定した。

　この他に、領地に戻った小バーナビーに対し、改めて王国方に帰順するよう使者を送ることと、レオポルド・エリクソンに対しても増援派遣の指示を出すことが取り決められた。

　さらに、それ以外にもいくつかの決定がなされ、散会となったのは、正午ちょうどだった。
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　夜に入って、雨はますますその勢いを増した。

　昼の間、砦とりでとその周辺一帯は、戦いの後の高こう揚よう感が未だ覚めやらないこともあってあわただしくざわめいた空気に包まれていたが、深しん更こうになってようやくそれも少しは落ち着いたようだった。

　交代で寝ずの番を行なう歩ほ哨しようたちが、篠しのつく雨に打たれつつ、闇に溶け込むようにして、周囲を警戒しながら歩き回っている。

　そうした中、王女フランシスカを初め、主だった者たちが部屋をあてがわれている本館の一室に、ファウラーとヴィクトふたりの姿があった。

「イアンさんは夕方に目を覚まされたようです」

　後から部屋にやって来たヴィクトが、ファウラーに向かって開口一番そう告げた。書状でもしたためていたのか、手に筒状に丸めた紙を持っている。

「具合は？」

「医師の診断によれば、体調に問題はないと」

　ヴィクトの答えを聞いて、ファウラーは短く息をついた。

「ふむ……ならば早ければ明日あした、遅くても数日中には、五公こうの方々と対面ということになるな」

　口にしながら、いよいよこのときがきたかと彼は思った。避けえぬこととわかってはいたものの、いざとなるといやでも緊張が高まる。

　あの若者、イアンは、こちらが教えた通りに口裏を合わせられるだろうか。心配なのはその点だった。オルグレンとヒュームにイアンの素す性じようを知られるわけにはいかない。彼らとの顔合わせは何としても、うまく切り抜けなければならなかった。

　キンゲイド四世の忘れ形見で、フランシスカがかねてからその存在を知っていた異母兄アルトゥールだからこそ、全軍を束ねる象徴たりえるのだ。それが偽者だとばれたら、少なくとも五公に対する押さえは間違いなく利かなくなる。それでは意味がなかった。

　オルグレンたちがイアンに会えば、当然のように今までどこで何をしていたかという話になるだろう。そのあたりの対応策もヴィクトによって既に考えられており、イアン本人にも伝えられている。本当だったら昨日きのう、戦いが終わってすぐの時点で、対面が行なわれていてもおかしくなかったからだ。

　アルトゥールの存在に信しん憑ぴよう性を持たせるため、ヴィクトは彼に虚構の経歴を用意していた。それはこのようなものだった。

　アルトゥールは生まれてすぐ、密かにキンゲイド四世の命を受けたひとりの年配の機士によって引き取られた。年配の機士の故郷へと連れていかれた彼は、以後その地で成長した。アルトゥールは、ずっと自分が年配の機士の実の孫であると信じており、事実を知らされたのはつい最近だった。これまで機士となるための訓練は特に受けておらず、帰農した祖父と共に、野の良ら仕事に従事して生計を立てていた。一度だけ、知らない人に連れていかれ、キンゲイド四世とフランシスカに対面したことがあるが、そのときはそれが国王と王女であるとは知らされていなかった。年配の機士の正体に関しては、キンゲイド四世の勅ちよく命めいで固く伏せられているため明かせない──

　一般民ということにするのは、そうしたほうがぼろが出ないで済むという理由からだった。今のイアンに機士や貴族の所作を求めても、一朝一夕に取りつくろえるものではない。それなら最初から、そういった環境にはなかったといってしまったほうがいいというのがヴィクトの考えだった。

　この経歴の要点は、イアンが奴ど隷れい身分だったことを隠す点にあった。救国の王子の正体が実は奴隷だとわかったら、五公こうはもちろんのこと、今リュクサリア王国の旗の下に集っている機士や貴族たちの動どう揺ようを招き、王家に対する信頼を失墜させることは間違いないだろう。

　たとえイアンが、エリュシオンを乗りこなし、奇跡の技を操ってみせたという事実があったとしてもだ。

　何となればファウラー自身ですら、未だにイアンが奴隷であるという点に関して、完全にわだかまりを解いたとはいいがたいほどなのだ。いわんや他の人間をや、と思う。

　そもそも、イアンをアルトゥールの身代わりに仕立てたのは、彼を全軍の旗はた頭がしらとし、戦力を結集するためだった。そこに不協和音をもたらしては元も子もない。最悪、階級社会であることを大前提とする王国のありようそのものが揺ゆらぐ可能性すらある。イアンの本当の身分は、何としても秘しておかなければならない事実だった。

　それにしても、と改めてファウラーは考える。まさかこんなことになるとは、というのが彼の偽らざる本音だった。

　当初の予定では、アルトゥールの存在をここまで公おおやけにするつもりはなかった。エリュシオンに乗っているのはあくまでフランシスカということにして、王都奪だつ還かんまでをしのぎ、その後はフランシスカを頂点に据すえた新たな政治体制を作り上げる。その上で本物のアルトゥールを探し出し、身代わりを務めていたイアンは誰にも知られないうちに、その任から解放する──

　それが、ヴィクトが最初にファウラーに持ちかけ、ファウラー自身も承しよう諾だくした企き図とだった。

　その場合、アルトゥールの存在を知るのは五公までで、それ以外の者には何も明らかにしないまま、事を終えるつもりだった。

　しかし、今やイアンを巡る状況は、当初の想定から大きく変わってしまっていた。イアンは王子アルトゥールとして味み方かた将兵の前に生身の姿を現したばかりでなく、あの黒い牙きばとの一機打ちを受けて名乗りをあげることまでした。彼の存在は、敵味方問わず多くの人々に広く知れ渡るようになった。

　当然、それに合わせた対応が、ヴィクトやファウラーにも求められることになるのだった。

　だが目下、彼の最大の関心はイアンとは別のところにあった。

「……それはそうと、本当にあれでよかったのか？」

　ファウラーが尋ねたのは、朝行なわれた軍議の結果のことだった。曖あい昧まいな言い方だったが、ヴィクトは質問の意図を即座に理解したらしく、戸惑う様子も見せずにはい、と答えた。

「あの場で話し合いを続けても、オルグレン公こうとヒューム公を翻ほん意いさせることは難しかったでしょう」

「うむ……」

　確かにヴィクトのいう通りだとファウラーも思った。ふたりのあの様子では、ヴィクトの提案に沿う形で話をまとめるのは不可能だったに違いない。

「今は身内でもめているときではないのだから、これでよかったのかもしれんということか」

「そんなところです。他にも、私が出撃を急ぎたいと考えた理由は、実はこの天候にもあったのですが」

　ヴィクトが窓のほうに目を向けながら口を開いた。ファウラーもつられて同じほうを見る。雨が窓に向かって激しく叩たたきつける音が聞こえてきた。

「それは、雨だからということか？」

「はい」

　ヴィクトの答えに、ファウラーは首を傾かしげた。雨だから進軍をためらうというのならわかるが、その逆とはどういうことだろうか？

「地理上のことで少々気になる点があったもので……ですがそれは、今口にしても仕方がありません。かくなる上は、決まった方針に基いて、全力を尽くすだけです」

　ヴィクトは気を取り直したようにそう口にすると、ファウラーのほうに視線を戻した。

「時間ができたことによる利点ももちろんあります。幸い、イアンさんは昨日きのうの戦いにおいて、この上ない形で存在感を示されました。この事実を広く内外に喧けん伝でんし、私たちに勢いがあるかのような空気を作り上げるのも先々を考えれば大切ですし、時間があればこそできることです。そういった意味では、オルグレン公とヒューム公の増援を待つのも意味のあることかと」

「それはそうだが……」

　ヴィクトの言葉にファウラーはある程度納得しつつも、同時にどこか物足りなさを禁じえなかった。

　たったそれだけか？　というのが正直な気持ちだった。軍議が終わった後のヴィクトの様子を見て、ファウラーは彼がもっと深い、戦局を決定付ける切り札のような策を、頭に描いているのではないかと思ったのだ。

　それは単なる自分の思い違いだったのだろうか？

　そんなことを考えながら、ファウラーは心に湧わいた疑問を直ちよく截さいにぶつけた。

「わしが懸け念ねんしているのは、敵が籠ろう城じよう策を採った場合に、果たして勝てるのかということだ。相手が王都にこもった五万では、たとえこちらが十万でも苦しいぞ」

「その件に関して、閣下にご相談したいことがあります」

　ヴィクトは視線をファウラーに向けたまま、ここぞとばかり、手にしていた紙を広げ始めた。彼の両目に、先ほど見たときのような強い光がともる。

　その、どこか不敵にも見える表情を見て、ファウラーは今度こそ得心した。

　やはり他にも考えていることがあったか。

「実はこれは、王都が落ちる前から密かに準備を進めていた案なのですが……」

　ヴィクトが開いた紙をファウラーに向かって見せた。ファウラーはそばまで近づいて行き、目を眇すがめて、紙に描かれていた内容を確認する。

　途端、彼の顔色が変わった。

「これは……何だ？」

「決戦に勝利するための秘策です」

　露ろ骨こつに動どう揺ようする声を漏もらしたファウラーに対し、ヴィクトは平然と答えた。

「本当に、こんなことが可能なのか？」

　その紙に書かれていたことは完全にファウラーの想像の埒らち外がいで、確かに秘策だった。もしも実現できるのであれば、間違いなく決戦の切り札になり得るだろう。王都にこもった敵を攻略するにあたっても、目覚しい効果を発揮することは間違いない。

　だがあくまで、実現できたら、の話だ。それくらい、その策はファウラーの中ではあり得ない類たぐいのものだった。

「ご相談したいことというのは、この計画を実現するにあたり、今ウェンズロー砦とりでにいる鎧がい師しの協力を仰あおぎたいということです。これまでもスコルドさんには、個人的に時々相談を持ちかけたりもしていたのですが、次の戦いに間に合わせるためには、どうしてもある程度の人手が必要となりますので」

「他に誰か、このことを知っている者は？」

　ファウラーの質問に、ヴィクトはかぶりを振った。

「実際にお話ししたのは閣かつ下かが初めてです」

「そうか……」

　ファウラーはヴィクトの策が実現したときの光景を頭に思い浮かべてみた。彼自身は、未だ成否に関して懐疑の念を拭ぬぐいきれなかったが、うまくいけば、確かに効果は大きそうだった。

　賭けてみるか。

　ファウラーは決意を固めた。

「……わかった。わしが許可する。この案に関しては、ヴィクトの思う通り進めてくれ」

「ありがとうございます」

　ヴィクトはファウラーに向かい、頭を下げた。

「それと、例の調査のほうも忘れるな。何かわかり次第教えろ」

「はい」

「とにかく……今は王都を取り戻すことだ」

　まるで自分に言い聞かせるように、ファウラーはそう呟つぶやいた。

　そんな彼に向かって、ヴィクトが口を開く。

「その前に、さっそく越えなくてはならない山がいくつかありますね。五公こうのお二方とイアンさんの対面もそうですし、それ以外にも」

「そうだったな……頭が痛い」

　ファウラーは嘆たん息そくした。

「何もこんなときにやらなくても、と思わなくもないが……逆にこんなときだからこそ、ともいえるのか」

「私たちが乗り越えるべき山は数多くあります。それらをひとつひとつ、確実にこなしていくしかありません」

「……そうだな」

　そう答えたきり、ファウラーは黙だまり込み、外から聞こえてくる物音に耳をじっと澄ませた。

　窓を叩たたく雨音が、にわかに強まったような気がした。







[image: ]










　　　　１




　先日の戦いの勝利を祝う宴うたげを開催するとイアンがヴィクトから告げられたのは、あの戦いから一週間ほどが経過した日の夜だった。

　その日は朝から周囲があわただしく、一時はイアンがいる部屋の前の廊下を人が行き来する音が途絶えることがないほどだった。

　そうした中、イアンは侍女が持ってきた礼服に着替え、部屋の中で所在なさそうに歩き回っていた。先ほどから心臓が高鳴りっぱなしで、握った拳こぶしにはうっすらと汗がにじんでいる。

　そこへ、ファウラーが迎えにやって来た。

　扉を開けて入ってきた彼は初めから露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうな顔をしており、イアンに対してろくに話しかけようともせず、彼を急せかした。

「……どうした、行くぞ」

　イアンの姿を上から下までじろりと一いつ瞥べつすると、彼は顎あごをしゃくってようやくそれだけ口にし、さっさと部屋を出て行った。

「は、はい」

　イアンはあわてて後を追いかけた。

　廊下をファウラーと共に歩いて行くと、そこかしこに立っている警備の兵が、イアンたちの姿を認めるなり全身を硬直させ、直立不動の姿勢で敬礼してきた。その前を通り過ぎながら、イアンは緊張にその身を包んでいた。

　彼の頭の中は、これから行なわれる貴族たちとの対面を無事に果たせるか、また、フランシスカの兄のアルトゥール王子という役を演じられるかという心配で一杯になっていた。

　たかだか一介の奴ど隷れい身分に過ぎなかったはずの自分が、国王専用の機巧鎧アームネインエリュシオンに乗って戦場に出、さらには国王の血を継ぐ王子と身分を偽って貴族たちと対面する。我が身に降りかかったことながら、全てがまるで夢、それも自分の立ち位置もわからず、どこへ向かっているのかも定かでない、暗闇を歩かされているかのような、覚おぼ束つかなさだけが感じられる夢のようだった。

　唯一わかっているのは、王都を取り戻すまでこの夢が続くということだけだ。それが具体的にいつまでになるのかは、まったく見当がつかなかった。

　自分がこの夢を見続けたいと思っているのか、それともすぐ覚めてほしいと願っているのか、それすらもイアンにはよくわからなかった。

　前を歩いていたファウラーが突然足を止め、背後を振り返る。

　鋭い目でにらみ据すえられ、イアンの全身がたちまちすくみ上がった。

「ところでお前、きちんと覚えているだろうな？」

　ファウラーがいっているのは、アルトゥールの経歴のことだろう。もちろん、忘れてはいない。初めて内容を伝えられたときから、イアンはずっと頭の中で自分の偽りの過去を反はん芻すうし、尋ねられたらすぐに答えられるよう心の準備を重ねていた。

　覚えておくよういわれた項目をひとつひとつ、改めて心の中で思い返す。

　後はこれを、しかるべきときに声に出しさえすればいい。

「……は、はい。なんとか」

「ならばいい。くれぐれも、教えられた以外のことを口にしたりしないように」

　ファウラーは憮ぶ然ぜんとした表情で吐はき捨てると、再び前を向いて歩き出した。

　そんな彼の後ろ姿を見つめながら、イアンも再び歩き出した。ファウラーに気付かれないよう、小さく息をつく。

　今、彼が多大な緊張を強しいられているのは、これから見ず知らずの貴族たちと会わなければならないことがもちろん最大の原因だったが、理由はそれだけではなかった。このファウラーがそばにいることも、イアンにとっては心理的に大きな負荷となっていた。

　初めて出会ったときからだいぶ日が経ち、この一週間も何度となく顔を合わせていたにもかかわらず、イアンにとってファウラーは今も、ただ怖いだけの存在だった。

　会うたびに、いかにも不満そうな厳しい表情を向けられ、口を開けば飛んでくるのは叱しつ責せきばかり。ファウラーが奴ど隷れいの自分に、王子アルトゥールの身代わりをさせることを、本当はよく思っていないのだということはわかっていた。それゆえ、厳しい態度になるのだということも。

　だが自分だって、好きでやっているわけではない。

　そう言い返したい気持ちがイアンの中に湧わき出すこともあったが、もちろん面と向かってそんなことを口にできるはずもなかった。鋭い視線でにらまれるだけで気持ちが萎い縮しゆくしてしまい、ごく短い返事の言葉すら、喉のどに引っかかってろくに出せなくなる始末だ。

　それゆえ、黙だまって彼の後をついて行くしかなかった。

　廊下には一定の間隔で採光用の窓が設けられていた。開いた窓を通じて、外から水気を含んだ空気が流れ込んでくる。雨は降り始めから一週間以上がたった今日きようも、やむ気配を見せていなかった。この季節の長雨は毎年恒例なので格別驚くことでもなかったが、今年ことしは特に勢いが強いようだ。

　イアンは雨が嫌いではなかった。奴隷として日々農作業に従事していたときは、雨が激しくなると、束の間重労働から解放されたからだ。そんなときは粗末な小屋の中で日がな一日体を休め、薄い屋根に叩たたきつける雨音に耳を澄ませていたものだった。

　そんなことを頭の片隅で思い出しながら、やがてイアンたちは、フランシスカの部屋の前へと到着した。

　祝勝会の会場となる部屋には、既に出席者たちが集まっているらしい。そこに、イアンとフランシスカが連れ立って登場する段取りになっているとのことだった。

　ファウラーが部屋の扉を叩たたき、おとないを告げる。

「姫様、お支度はお済みですか」

「どうぞお入りくださいませ。フランシスカ様はアルトゥール様がお迎えにいらしてくださるのを、今か今かとお待ちになられていましたわ」

　部屋の中からミリアムの返事が聞こえてきた。ファウラーが扉を開く。

　ミリアムが開いた扉のすぐ近くに立っていた。彼女の背後に、フランシスカの姿も見える。

　イアンの視線はフランシスカに釘くぎ付けになった。今日きようの彼女は裾すその長い、淡い空色のドレスをまとっていた。両手は肘ひじの上まで長い手袋に覆われ、長い金髪を結い上げて頭の上でまとめている。額ひたいには双そう眸ぼうと同じ青い色をした宝石をはめ込んだティアラが輝いていた。髪型と服装のせいなのか、これまでとはまったく異なる雰囲気だった。大人びて見えるといえばいいのだろうか。

　イアンが初めてフランシスカに会ったとき、彼女の姿は月に照り映えていた。今はそのときとは異なり、内側からあふれ出す清せい楚そで高貴な輝きが、彼女の全身を浸ひたしているかのようだった。

　イアンは身じろぎもせず、フランシスカの全身を見つめた。フランシスカもイアンの視線に気付き、彼のほうに顔を向けたが、目が合った途端恥ずかしそうにうつむいてしまう。

「どうですか？　アルトゥール様」

　ミリアムがイアンに向かって話しかけてきた。

「フランシスカ様は大好きなお兄様にきれいな自分を見ていただこうと、朝から一生懸命お支度をなさっていたんですよ。そうですよね？」

　ミリアムが、にっこりと微笑ほほえみながらそう口にすると、フランシスカはうう、と小声でうめいた。

　その様子を楽しそうに見てから、ミリアムが視線をイアンに移した。

「アルトゥール様、いかがですか？　正直なご感想を、妹君にいってさしあげてくださいな」

　ミリアムの問いに、イアンの頭はたちまち真っ白になった。こんな状況は想定しておらず、答えもあらかじめ用意されてはいなかった。

　フランシスカは体の前で組んだ両手の指先を、もじもじと突き合せていた。顔は相変わらずうつむいたままだったが、耳を澄まし、イアンの言葉を待っているようにも見える。

　黙だまっていては駄だ目めだ。早く何かいわなければ。早く。

「ええと……か、かわいいと思うよ」

　イアンは素直に、思ったままを口にした。

「え……？」

　イアンの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、フランシスカが驚いた表情を浮かべて、彼のほうに目を向けた。彼女の顔が、まるで発熱したかのようにたちまち紅潮する。
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　フランシスカは口を開き、何かをいおうとした。

　だがそれよりも、イアンの横にいたファウラーの発言のほうが早かった。

「かわいい……!?」

「うっ……！」

　ファウラーの声の大きさに、イアンは反射的に首をすくめていた。

「あらファウラー様、フランシスカ様は実際にとても素敵で、かわいらしくていらっしゃるじゃないですか。それともファウラー様は、そうお思いにならないのでしょうか？」

　ミリアムがにこやかな表情を浮かべながらファウラーに向かって尋ねた。彼女の口調は柔やわらかだったが、追求の内容は容よう赦しやがない。

「いや、それはだな……姫様が戸惑っておられたゆえ……」

「いえ、その……そのように褒ほめられたことがなかったもので、びっくりして……」

　フランシスカが弁解するように口を開いた。

「そうですよね。いつもはあれこれ大げさに飾り立てられた言葉で、称たたえられることが多いですものね」

「ごめんなさい……」

　イアンは詫わびの言葉を口にした。

「いえ、そんな……」

「姫様、アルトゥール様、そろそろ会場に向かいませんと。皆、待っておりますぞ」

　ファウラーがイアンとフランシスカの会話を中断するように口を挟はさんだ。そのまま彼は背後を振り返り、部屋を出て行く。フランシスカの前だというのにその足取りは荒々しく、隠し切れない苛いら立だちと気まずさが露ろ骨こつに表れていた。

「あ、そ、そうですね……」

　イアンもあわててその後を追った。ファウラーに続いて部屋の外に出、いったん扉を閉めてから、彼のそばに近づいて行く。

「あの……すみませんでした」

　イアンが謝罪すると、ファウラーが彼のことをじろりとにらみつけた。

「調子に乗るなよ。アルトゥール様に成りすましているからといって、何をいっても許されるわけではないぞ。よくもかわいい、などと……軽率だ。身分の違いをわきまえろ」

「は、はい……」

　そういわれてしまっては、イアンに返す言葉はなかった。

　ここでまた扉が開き、フランシスカとミリアムが廊下に出て来たため、ファウラーもそれきり口をつぐんだ。

　イアンはフランシスカ、ミリアムと一緒に、ファウラーに先導され、祝勝会の会場へと向かい歩き始めた。

　自分はそんなにいけないことを口にしてしまったのだろうか。消しよう沈ちんする気持ちの中、心の片隅で、ずっとそのことを考える。

　こんな調子で、これから先本当に大丈夫なのかと思った。




　　　　２




　祝勝会の会場は、砦とりでの本館にある大広間だった。

　ファウラーに伴われ、フランシスカと一緒にその大広間に足を踏ふみ入れた途端、イアンの全身は熱気と喧けん騒そうに包み込まれた。

　部屋は立りつ錐すいの余地もないほど、大勢の人で埋うまっていた。男性だけでなく、色とりどりの華はなやかな衣装で着飾った女性の姿も目立つ。

　イアンの緊張は瞬しゆん時じに頂点に達した。背筋を冷たい汗が流れ落ち、息苦しささえ感じる。想像以上の人の多さだった。これからどれくらいの時間、ここにいる人々の好奇の視線にさらされ続けなければならないのだろう。エリュシオンに乗っていた先日の戦いのときと違って、今度は生身で、この大勢の人々の前に出るのだ。そう考えると、ますます気が気でなくなった。

　イアンたちは大広間の真ん中を、奥に向かって進んでいった。正面にいた人たちがさっと左右に分かれ、彼らの前方に通り道が出現する。そのお陰で、イアンたちは人をよけたり進路を変えたりすることなく、まっすぐに歩くことができた。

『フランシスカ様、今日きようはまた一段と麗うるわしい……』

『まるで全身から光が立ち上っているようですわ。先代大おお神み子このアルミラ様を見ているよう』

　貴族たちがフランシスカに対し、口々に賞賛の声をあげるのがイアンの耳に入る。

　大広間の一番奥は段になっており、他と比べて少し高かった。そこまでたどり着いたところで彼らは立ち止まり、背後を振り返った。

　イアンは改めて、大広間の様子を見渡した。その場にいる全員の視線が自分たちに向かって突き刺さってくるのを感じる。室内の喧けん騒そうはぴたりとやみ、咳せき払いひとつ聞こえなくなっていた。

　フランシスカが出席者たちに向かって口を開いた。

「こうして皆の無事を確認することができ、安心しています。王都を失った悲しみと苦しみはさぞ大きいでしょうが、どうかいま少し、耐え忍んでください」

　静まり返った部屋の中に、フランシスカの声が朗々と響ひびき渡る。

　イアンは感心した。彼女の立場を考えれば当たり前なのかもしれないが、よくこれだけの人を前に、平然と喋しやべれると思う。自分にはとてもできそうにない。

「しかし、この苦境は決して長くは続きません。私はここにいる皆や、ウェンズロー砦とりでに集う全ての将兵たちに約束いたします。必ずや王都と、失われた国土を取り戻してみせると」

　出席者たちの間からたちまち歓声と、割れんばかりの拍手が湧わき起こった。

『王女殿でん下か！　どうか私たちをお導きください！』

『我らが王国に栄光あれ！』

　フランシスカはひとまず場が静まるまで待って、それから再び口を開いた。

「ここにいる皆は既に知っていることと思いますが……先日の戦いにおいて、私たちはこの上ない助けを得ることができました」

　ここでいったん言葉を切り、フランシスカは傍かたわらにいたイアンに視線を向けた。どうやら皆に紹介するつもりらしい。

　落ち着け。イアンは心の中で己に言い聞かせた。自分の名前はアルトゥール。亡くなられた前国王陛下の庶しよ子しで、フランシスカの兄。ここにいるのは何らおかしいことではない──

　フランシスカは再び出席者たちのほうに向き直り、告げた。

「この方が、私のたったひとりの肉親にして命の恩人……兄のアルトゥールです」

　彼女が言い終えた瞬しゆん間かん、先ほど以上の喝かつ采さいが人々の間から発せられた。

『おお、あれがかの奇跡を体現した……』

『何と凜り々りしく、気高いお姿なのでしょう。さすがは神み子こ姫ひめと同じ貴き血を受け継ぐ、兄君でいらっしゃいますね』

　貴族たちの声が次々とイアンの耳に飛び込んでくる。

「このたび、私たちは無事、戦いに勝利することができました。今日きようはささやかではありますが宴うたげを催し、戦いに参加した全ての者たちをねぎらうと共に、皆で喜びを分かち合いたいと思います」

　みたび出席者たちの間から歓声が発せられる中、フランシスカがイアンのほうをまた振り向いた。

「兄様……どうか兄様からも一言、ご挨あい拶さつをお願いできないでしょうか？　きっと皆、兄様の声を聞きたがっていると思いますので」

「……う、うん」

　まわりの貴族たちが一斉に静まり、期待をこめた視線を注いでくるのがわかった。

　イアンは深呼吸した。落ち着け、落ち着け、と心の中で連呼する。フランシスカと事前に打ち合わせていたわけではないが、きっとこうなるだろうということは、ヴィクトからあらかじめいわれていた。心の準備はできているはずだった。答えるべき内容も最初から決まっている。

　初めまして、アルトゥールです。

　我が妹にして王国の希望たるフランシスカ様の御おん為ために、これからも全力を尽くします。

　どうかよろしく──

　イアンは前もって覚えていた文句を、その通りに口にしようとした。だが、どうしても声が出てこない。

　落ち着け。今フランシスカがやったようにすればいいだけだ。落ち着け。

　内なる声で懸命に己の高ぶった気持ちを鎮しずめようとするものの、まるで効果はなかった。大勢の貴族たちにじっと見つめられていると思っただけで全身がのぼせ、喉のどがひりひりと痛む。

　なぜだ。なぜ声が出ない。覚えたことをそのまま口にすればいいだけじゃないか。さあ──

「……よ、よろしくお願いします」

　イアンは今にも消え入りそうな、かすれた声で、ようやくそれだけを口にした。覚えていたはずの言葉はいつの間にかほとんど頭の中から抜け落ち、かろうじていえたのはたったそれだけだった。

　貴族たちは、すぐには誰も、何の反応も示さなかった。だがやがて、イアンの言葉を待ち受けていた彼らの間に戸惑いの空気が生じ、たちまち全体に充満していくのがはっきりと感じられた。互いに視線と視線を見交わす者や、小声で会話を始める者が、そこかしこでちらちらと出始める。

　イアンは失敗した、と思った。あまりにも短すぎたか、それとも声が小さすぎたか。

　やはり自分にはこんな真ま似ねは無理なのだと痛感した。フランシスカのようにはとても振舞えない。いくら格かつ好こうだけそれらしく着飾ってみても、中身はどうにもならないのだ。きっとこの場にいる誰もが、心の中で失笑していることだろう。イアンの正体に疑いを抱いた人もいるかもしれない。

　もう駄だ目めだ。これ以上は耐えられそうにない──

　フランシスカが周囲を見渡し、ある一点に目を留めた。彼女の視線の先には、杯さかずきを載せた盆を両手に持って待機するミリアムの姿があった。

　ミリアムはフランシスカの眼まな差ざしに気付くと、得たりとばかりすかさず彼女の下へと歩み寄って行く。

　フランシスカはミリアムの持つ盆から杯さかずきをひとつ手に取ると、出席者たちに向かって掲かかげた。

「それでは、皆の健勝と、来きたるべき戦いの勝利を祈念して」

　フランシスカが口上を述べ始める。貴族たちもあわてて姿勢をただし、皆が手にしていた杯を目の高さに掲げた。

「神のご加護に感謝を、我らが王国に永と久わの繁栄を」

『神のご加護に感謝を、我らが王国に永久の繁栄を！』

　フランシスカの発した言葉に、貴族たちの一斉唱和が続いた。杯が打ち鳴らされ、室内はイアンたちがやってきたときと同じように再び喧けん騒そうに包まれる。鳥の丸焼きや果物などをふんだんに載せた大皿が、侍女や従者たちによって次々と室内に運び込まれてきた。たちまちそこかしこから、にぎやかな談笑の声があがる。

　そうした様子を見ながら、イアンは大きく息を吐はいた。

　フランシスカが心配そうな表情を浮かべて、彼のそばに近づいて来る。

「すみませんでした、兄様。急にご挨あい拶さつをお願いしたりして」

「い、いや、こちらこそ……ごめん」

　イアンにはそれしか口にすることができなかった。彼の心の中は覚えたことを満足に口にできなかったという後悔の思いと、フランシスカに迷惑をかけたという申し訳なさとであふれんばかりになっていた。すぐ後ろに控えているはずのファウラーの顔は、恐ろしくてとても見られなかった。きっと物もの凄すごい形ぎよう相そうで、自分のことをにらみ据すえているだろう。

「兄様……お顔の色が優れないようですが、もしやまだお体の具合が……」

「あ、いや……」

　そういえば、とイアンはヴィクトに聞かされていたことを思い出した。確か自分は、体調が優れないことを理由に、この一週間決まった人間以外とは誰とも会わずにいたのではなかったか。フランシスカの口ぶりからすると、どうやら彼女にもそう伝わっているらしい。

　イアンはますますいたたまれない気持ちになった。

　彼女に対して正体を偽っているばかりか、こうして細かい噓うそをさらに重ね、あろうことかそれを心配されるとは。

　口にできない思いが後から後から込み上げ、イアンの胸を圧迫する。

「やはりお体がまだ……」

　フランシスカはなおも何か口にしようとしたが、それ以上彼女が言葉を紡つむぐことはできなかった。彼女のまわりに、何人もの貴族たちがやって来てたちまち周囲に人垣を作り、イアンとの間を隔へだててしまったからだ。

「王女殿でん下か、今日きようもなんとお美しくあらせられるのでしょう。その可か憐れんなお姿を拝見しただけで、私の胸は喜びに押し潰つぶされそうです」

「よくぞご無事であらせられました、殿下」

　貴族たちがフランシスカに話しかける声が、イアンの耳にも聞こえてくる。イアンはそちらに目を向けた。貴族たちの言葉に応対するフランシスカは、いかにも慣れた様子だった。イアンの目に、彼らのさまはごく自然なものとして映った。

　あれが本物の王族と貴族だ。生まれながらにして別格の、尊い存在である人たち。自分とはあまりにも違う。自分は到底、あの中に混ざることはできそうにない──

「王子殿下、よろしいでしょうか？」

　不意に呼びかけられ、イアンはあわてて声のしたほうを振り返った。いつの間にか、彼の下にも、多くの人々が近寄って来ていた。男性ばかりでなく、女性の姿も含まれている。

　この人たちは一体？

「こうして拝はい謁えつの栄誉に浴し、恐縮の至りにございます。このたびの会戦の勝利に対し、心からお祝いを申し上げます」

「あ、ありがとうございます」

　イアンは動どう揺ようする気持ちを何とかこらえつつ、答えた。

　彼はたちまち、何人もの貴族たちに取り囲まれてしまった。

「まこと、今回のお味み方かたの大勝利こそは、ひとえにアルトゥール王子殿下のご奮戦の賜たま物ものでございましょう。モーリス河の戦い以来、我らが王国の栄はえある機士たちの間で恐怖の象徴として悪名を轟とどろかせていたあの黒い牙きばを、いともたやすく退けた王子殿下の他に比類なきご武勇、想像するだけでこの身も歓喜と興奮に打ち震えるばかりでございます」

「まさしく。殿下こそは我が王国の希望そのものでございます。こうしてお姿を拝見すると、先の陛下の若かりし頃に何と似ていらっしゃることか。尊き血筋がこうして脈々と受け継がれていることを目まの当たりにし、感かん涙るいを禁じえません」

　貴族たちは口々に、イアンに対して賞賛の言葉を浴びせかけてきた。イアンは彼らの熱気に満ちた態度や、過剰な修辞に満ちた言葉遣いに圧倒された。これが貴族の会話か。事前にヴィクトから教えられ、彼自身も心の準備はしていたつもりだったが、実際は想像していた以上だった。

　イアンはすっかり、貴族たちの雰囲気に吞のまれてしまっていた。そんな状態ではまともな応対ができるはずもない。彼が取り得る態度といえば、意味もよくわからないまま相あい槌づちを打ったり、せいぜいが短い言葉でええまあ、とか、ありがとう、などと答えたりするくらいだった。

　イアンはそれとなく周囲の様子を窺うかがった。そこかしこに人々の歓談の輪ができている。酒のつがれた杯さかずきと杯を打ち鳴らす高い音や、料理を載せた皿に食器が突き立てられる金属音、それに人々のさんざめきなどで、会場全体が大層な賑にぎわいぶりを見せていた。

　イアンが初めて砦とりでにやって来たころは、砦にいたのは兵士や機士ばかりだった。この一週間の間に随分と多くの貴族が集まったものだと思う。ヴィクトに聞いた話では、王都リュクシスやそれ以外のところからかなりの人数がこの地に避難してきており、今では砦とその周辺に、大都市さながらの人口がひしめいているとのことだった。

　それもこれも、全ては一週間前の戦いに勝利できたから、ということになるのだろう。

　もしあのとき敗れていたら、今のように大勢の人々が集まり、祝杯をあげることなどできなかったに違いない。

　そして、そうなっていた可能性は十分あるとイアンは思っていた。目の前の貴族たちの話しぶりからすると、どうも彼らは今回の勝利をさも当然のことと思っているらしいが、イアンの考えはまったく正反対だった。

　戦いに勝てたのは、偶然の積み重ねがたまたまうまい方向に転んだからだ。

　あのとき、自分が黒い牙きばを退けることができなかったら。

　黒い牙が一機打ちの代わりにフランシスカを解放してくれていなかったら。

　濃紺の機巧鎧アームネインが、あの場で機体に不調をきたさなかったら。

　あるいは、バーナビーを真っ先に倒し、彼の軍勢を敗走させることができなかったら──

　どれかひとつの要素が欠けていただけでも、結果はまるで変わっていたに違いない。

　自分のことだけを取ってみても、よく生きていられたものだとつくづく思う。黒い牙が繰り出してきた息もつけぬほどの凄すさまじい攻撃、濃紺の機巧鎧アームネインが叩たたきつけて来た圧倒的な殺意の暴風、いずれも思い返すだけで未だに全身に冷たい汗がにじんでくるほどだった。勝利の実感を抱くことなど到底できそうにない。

　そんな思いでいたせいだろうか。このような祝勝会が行なわれることに対しても、違和感を覚えてならないというのが、イアンの誰にもいえない、密かなる本音だった。

「……思えば太たい祖そ、ルパート一世こそは、機巧鎧アームネインエリュシオンの最初の操縦者として、輝かしき戦功を歴史に刻みつけた偉大なるお方でした。アルトゥール王子殿でん下かの華はな々ばなしいご活躍ぶりこそは、まさにその太祖の生まれ変わりと呼ぶにふさわしいものと、私は考える次第でございます」

　目の前の貴族たちの話はなおも続いている。その内容はひたすら、イアンのエリュシオンに乗っての戦いぶりを褒ほめそやすものだった。

　まさかこうして話している相手が、王子ならぬ戦闘奴ど隷れいだとは、彼らは夢にも思っていないだろう。もし自分の正体がばれたら、果たしてどんな反応を示すのだろうか。

　ヴィクトは本物のアルトゥールの捜索も行なうといっていたが、見つかったという話はまだ聞いていない。今となっては一日も早く、その報告が来ることを願うばかりだった。

　こんな綱渡りが、いつまでも続けられるとは思えない──

「……時に王子殿でん下か、今日きようは我が娘たちをこの場に伴っております。どうか娘の挨あい拶さつもお受けくださいませ」

　目の前で長ちよう広こう舌ぜつを振るっていた貴族のひとりが、背後を振り返り、右手を軽く上げた。するとそれを待っていたかのように、三人の若い女性が人の間をすり抜けるようにして、イアンの下へと近づいて来た。

　女性たちはいずれも、随所に宝石や凝った編地などをあしらった、見るからに高級そうなドレスに身を包んでいた。年齢はひとりがフランシスカよりもやや上、ひとりが同じくらい、ひとりがやや年下といったところだろうか。華はなやかに着飾った彼女たちの姿を見て、イアンは春の花畑を連想した。

　父親である貴族が後ろに下がり、入れ替わりに女性たちがイアンの前で横一列に並ぶ。真ん中にいた、黄色いドレスを着たひとりが裾すそを両手で軽く持ち上げ、深々と頭を下げた。

「サミュエル・マレットの娘、プリシラでございます。おめもじかないまして嬉うれしゅうございます、王子殿下」

　残りのふたりも、プリシラと名乗った女性にならい、一礼した。

「……ど、どうも」

　イアンは女性たちに向かって声をかけた。彼女たちが着ているドレスの、いかにも贅ぜいを凝らしていそうなきらびやかなさまに、目がくらみそうになる。王女でありながら、フランシスカの装いのほうがよほどおとなしいと思えるほどだった。

　このプリシラたちもオルガンド軍の攻撃を潜くぐり抜け、王都から脱出してきたのだろうか。その割りには豪華なドレスや宝石などをきちんと持ち出せているのがイアンには不思議でならなかった。よくそんな余裕があったものだと思う。

　もっとも彼らにしてみれば、これでもあくまで財産のごく一部を持って来ただけに過ぎないのかもしれないが。

　プリシラが瞳ひとみを輝かせ、いかにも期待に満ちているといった表情でイアンを見つめてきた。

「王子殿下、エリュシオンに乗って黒い牙きばをやっつけたときのお話を、ぜひとも詳くわしくお聞かせいただけませんか？　わたくし、殿下からそのお話をお伺うかがいするのを、それはそれは楽しみにしておりましたの」

「それは……」

　イアンは返事をためらった。自分では黒い牙をやっつけたなどと思っていないばかりか、あのとき何をしていたかの記憶さえ実際のところ定かではなかったからだ。話せることなど何もないというのが実情だった。

　だがそれを正直に話しても、この人は喜ぶまい。

「私もぜひお聞きしたいですわ」

「私も」

　プリシラの左右にいた彼女の姉妹たちも、口々に同じことをせがんでくる。

　イアンは頭に血が上り、たちまち顔が熱を帯び始めるのを自覚した。的確な言葉がまるで思い浮かばない。ヴィクトやファウラーから事前に受けていた、誰かにこう聞かれたらこう返答する、という指南の内容は、全て消し飛んでしまっていた。

　彼の背後に控えていたファウラーの声が聞こえてきたのは、そのときだった。

「王子殿でん下かは他にも多くの方々のご挨あい拶さつを受けねばならぬ。すまないが、本日はここまでにしていただこう」

　イアンはファウラーを振り返った。老将は相変わらず厳しい表情をして、射るような鋭い視線を彼に向けている。

　その目が、お前は何もいうな、と無言で訴えかけているのをイアンは感じ取った。

　女性たちの間から、たちまち抗議の声があがる。

「もう少しくらいいいじゃありませんか、ファウラー伯はく」

「そうですわ。意地悪なさらないでくださいな」

「そうですよ。いいじゃありませんか」

　三人がファウラーに向かい、次々と不平の言葉を並び立てた。そのさまはイアンに、空腹に抗議するひな鳥のさえずりを思い起こさせた。

　ファウラーは足を一歩前に踏ふみ出し、イアンの姿を女性たちから遮さえぎるようにして立った。そして彼女たちの抗議を黙だまって受け止めた後、おもむろに告げる。

「先ほどのお言葉にもあった通り、今日きようの宴うたげは、先の会戦で実際に戦った将兵の労をねぎらうべく、王女殿下の特別のお計らいをもって開催されたものだ。ご令嬢方におかれては、今がまだ戦時下であることをよもや忘れたわけではあるまいな？」

「そ、それは……もちろん忘れてなどいませんわ」

　答えたのはプリシラだった。彼女の言葉を聞いて、ファウラーは大きく頷うなずいた。

「ならば結構。姸けんを競うのは、王都の雪せつ月げつ宮きゆうに無事帰還できた暁あかつきでもよかろう」

　ファウラーの言葉に、三人は何も言い返せずに黙り込んでしまった。

「ファウラー伯、何もそこまで硬いことをいわずとも」

　後ろにいた父親の貴族が異議を唱となえる。

　だがそのとき、不意に近くでざわめきが生じたため、イアンを含む皆の視線が一斉にそちらに引き付けられた。

　イアンは人垣の向こう、やや離れたところに、真正面からにらみ合うふたりの人物の姿を見た。

「オルグレン公こうに……ヒューム公」

　ファウラーが、小声でそう呟つぶやくのが聞こえてきた。
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　オルグレンとヒュームはいつからそうしていたのか、周囲の騒さわぎもまったく気にしていない様子で、互いに厳しい表情を浮かべながら何やら言い合っていた。だが不意に、同時に相手から目をそらすと、今度は横に並んで足並みをそろえるようにしながら、イアンたちのいるほうに向かって歩いて来た。

　イアンとフランシスカが会場に入ってきたときと同様、進行方向にいた貴族たちがあわてて横にのき、場所を空ける。

　周辺にいた全ての人々の視線が、彼らふたりに向かって注がれていた。まるで人目を引き付ける見えない力が、彼らの内から発せられているかのようだった。

　オルグレンとヒューム自身もまた、そうしたまわりの反応をさも当然のことと考えているかのように、その態度は悠然かつ堂々としている。

「私について来るのはご遠慮願えませんか、ヒューム公こう」

「オルグレン公こそ、俺の真ま似ねをしないでもらいたい」

　ふたりの言葉の応酬が、イアンの耳にも聞こえてきた。

　彼らこそが、あまたの貴族たちの中で最も強大な力を持つといわれる、五公──

　イアンは自分に向かって近づいて来るふたりを見ながら、心の中でそう呟つぶやいた。心臓の鼓こ動どうが、爆発しそうなほど高まっているのを自覚する。オルグレンとヒューム、どちらの名前も、ヴィクトやファウラーから既に何度も聞かされていたため、頭の中に刷り込まれていた。漠然と想像していたよりもふたりがずっと若いことに意外な思いも抱いたが、多くの人間の注目を集めながら、まるで動じる風のないその貫禄は、他の貴族たちと比べてもなるほど別格と頷うなずけるものだった。

　オルグレンとヒュームは互いに譲ることなく、同時にイアンとファウラーのすぐ前までやって来た。

「お二方とも、また言い争いか。大たい概がいにされてはどうか？」

　ファウラーがイアンの横に並びながら、彼らをたしなめた。

「どちらが先にアルトゥール殿でん下かにご挨あい拶さつするか、話し合っていただけだ。あまり遅くなって、礼を欠いた男と思われては困るのでな」

「こうやって押しかけて来た時点で、十分礼を欠いているのではありませんか？」

　オルグレンが口を挟はさんだが、ヒュームは取り合わなかった。彼はイアンに向き直り、姿勢をただして礼を取った。

「ランディ・ヒュームと申します。アルトゥール殿下にはお初にお目にかかる」

　オルグレンもすかさずヒュームに続く。

「初めまして、王子殿でん下か。ジョエル・オルグレンと申します。ようやくお目にかかることができ、光栄に存じます」

「ど、どうも……」

　イアンは小声で返事をした。顔を上げたふたりの視線が、痛いほどに突き刺さってくるのを感じる。まるでこちらの全てを見通し、その正体を見極めようとしているかのような、鋭い眼まな差ざしだった。

「お体の具合が優れないと伺うかがっていましたが、もうよろしいのですか？」

「は、はい」

　オルグレンの質問に、イアンはかすれた声で答えた。

「そうですか。そのお言葉を聞いて安心しました。何といっても王子殿下は、今や王国の命運そのものを担になうと申し上げても過言ではない、大切なお方ですからね。何かあっては大変だと、私も陰ながら、心を痛めていたのですよ」

「ご、ご心配をおかけして申し訳ありません」

　イアンはあらかじめ用意されていた返事を、そのまま口にした。

　オルグレンは口元に微笑を浮かべながら、鷹おう揚ように頷うなずく。

「ええ、ええ、それは心配しましたとも。戦いから一週間以上たった今日きようまで、ファウラー伯はくを通じて何度もお願いしたにもかかわらず、お目通りがかないませんでしたしね。これだけ空いてしまうと、もしや別の理由があるのではないかとも考えてしまったくらいですよ」

「別の……？」

「ええ、そうです。たとえば……私だけが、殿下のご不ふ興きようを買ったがために拝はい謁えつを許されないのではないか、とかね」

　イアンは息を吞のんだ。オルグレンの言葉は、事前にこんなことをいわれるかもしれないと聞かされていたものの中になかったからだ。

「会えなかったのは俺も同じだ」

　ヒュームが口を挟はさむ。

　そのまま、五公こうのふたりはじっとりした視線をイアンに向けてきた。

　彼らに見つめられ、イアンはますます動転した。何と答えればいいのかまったくわからない。

　まずい。どうすれば……。

　イアンは救いを求めるようにファウラーのほうに目を向けた。そんな彼の気持ちが伝わったのか、ファウラーがイアンに代わって口を開く。

「それは考えすぎだ。アルトゥール様はお疲れになっていたに過ぎぬ。あの、黒い牙きばとの激闘を目まの当たりにしていたお二方ならば、事情はご理解いただけるはずだが」

「もちろん、わかっておりますよ。今のはほんの戯たわむれに申し上げたまで。どうかお忘れください」

　オルグレンは両手を広げ、おどけたような態度を見せた。そしてようやくイアンから視線を外し、改めて周囲を見渡した。

「それにしても大盛況ですね」

「ああ、そうだな」

　ファウラーが同意する。

「これもひとえに、王女殿でん下かのご威光の賜たま物ものでしょう……いや、失礼。王女殿下と王子殿下おふたりの、と申し上げなくてはいけませんね」

　オルグレンは近くの卓の上にあった杯さかずきを手に取り、口に運んだ。

　彼の、ふたりの部分をやけに強調した物言いに、ファウラーが身を固くして構えるのが、そばにいるイアンにも伝わってきた。

　おそらく、オルグレンの言葉の真意を測りかねているのだろう。

　彼は一体どういうつもりでこんなことをいっているのか？

　もしや、何かを知っているのではないか？

　そんなことを考えているのに違いない。

　それはイアンにしてもまったく同じだった。

　この間、ヒュームのほうは口をまっすぐに引き結び、じっとイアンのことを見つめていた。イアンにとっては、一いつ瞬しゆんたりと心を落ち着かせることのできない状態が続く。

　オルグレンがイアンとファウラーのほうを振り向いた。

「そうそう、王子殿下とファウラー伯はくにご報告しておきます。ちょうど今日きよう、我が増援部隊三万がフリマスを進発しました。昨日きのう、伝令の報告が届きましてね」

「そうか。あそこからだと、到着は五日後……十一月二日あたりになるな」

　ファウラーが右手の指を折って、日にちを数える。

「……俺のほうも、弟が軍勢を率いて今日エミンガムを発したはずだ。到着は一週間後になる」

「五公こうのお二方のご決断に感謝する」

　ファウラーはオルグレンとヒュームに向かい頭を下げた。

「何をおっしゃいます、ファウラー伯。臣下たる者、王家と王国のために持てる力の全てを発揮するのは当然のこと。私自身も、次の戦いでは少しでもお役に立てるよう、精一杯努力させていただきますよ……それでも、エリュシオンを操る王子殿下のご武勇には到底及ばないとは思いますがね」

　オルグレンが再び、イアンの顔を見つめながら口にした。相変わらず口元をわずかにほころばせているものの、目はまったく笑っていない。

「謙けん遜そんする必要はなかろう、オルグレン公。オルガンド軍の誇るガズレイ将軍と互角に渡り合った公の豪勇ぶりとて、将兵の間で既に語り草になっているではないか」

「いやいや……渡り合ったといっても、こちらは私とヒューム公の二機がかりでしたからね。せめてあそこで相手を討うち取っていれば、面目も立ったのですが」

「オルグレン公こうが俺に合わせていれば、むざむざガズレイを取り逃がしたりはしなかった」

　ヒュームの言葉に、オルグレンはやれやれとばかりに肩をすくめた。

「……とにかく。王子殿でん下かの、あまりにも華はな々ばなしいご活躍に比べれば、私たちの働きなど些さ細さいなものに過ぎませんよ。特にあの、黒い牙きばを一撃で退けた光の高貴な輝きたるや！　奇跡の技と呼ばれているのもむべなるかな、ですね」

「そんな風にいわれているのか？」

「おや、ヒューム公はご存じなかったのですか。今はどこへいってもその話で持ちきりですよ」

　オルグレンはヒュームに向かって、呆あきれたような口調で答えた。

「『救国の王子、奇跡の技を用いて王国の危機を救う』だそうです。誰が言い出したのか定かではありませんが、的確な表現なのは間違いないですね。ただ……」

「ただ？」

　ヒュームがなおも尋ねる。

「ただ……私はこうも思うのですよ。奇跡というなら、あの技だけでなく、そもそも王子殿下がこうして私たちの前にいらっしゃるということ、それこそが最も奇跡と呼ぶにふさわしいのではないかとね」

「どういう意味だ？」

　今度はファウラーが、オルグレンに向かって質問した。

　オルグレンは中身を飲み干し、空になった杯さかずきを再び卓上に戻した。

「言葉通りの意味ですよ。そうではありませんか？　エリュシオンをあれほど軽々と乗りこなす才能をお持ちの、亡き先王陛へい下かのお血筋を受け継ぐ王子殿下が、これ以上はないという絶妙の頃合に、王女殿下を助けに現れたのですからね。これを奇跡と呼ばずして何を奇跡と呼ぶか？　私はそう考えています……おや、どうかなさいましたか、王子殿下？　お顔色が優れないようですが」

　イアンはほとんど卒倒しかかっていた。彼の耳には、オルグレンの口ぶりは明らかに何かを含んでいるようにしか聞こえなかった。

　自分は間違いなく疑われている、と思った。いや、本当は彼らはとうにこちらの正体に気付いているのかもしれない。その上で反応を見ているだけなのではないか。

　イアンは自分の周囲の空気が薄くなっていく感覚にとらわれた。呼吸がみるみる荒くなっていくのがわかる。いくら吸っても吸い足りず、息苦しさばかりが募つのっていく感じがした。

　駄だ目めだ、これ以上ここにはいられない──

「王子殿下は、もしかしたらご気分が優れないのではありませんか？　本当に大丈夫ですか？　よろしければ私の抱えている医師を、殿下の下へ差し遣わしても構いませんが」

　オルグレンの言葉に、ファウラーがあわてて口を挟はさむ。

「オルグレン公こう、待たれよ。そのように矢継ぎ早に話されては、アルトゥール様もお答えになるきっかけをつかめないだろう」

「そうですわ、オルグレン公。王子様をあまりいじめないでくださいな」

　近くでイアンたちのやり取りを聞いていたプリシラも声をあげた。左右にいた、彼女の姉妹たちもこくこくと頷うなずいている。

「ああ、これは……私としたことが失礼いたしました。お詫わび申し上げます」

　オルグレンは女性たちの攻撃が意外だったのか、幾分焦あせったような口調で答えてから、イアンに向かって深々と頭を下げた。

　そんな彼の様子を見て、ヒュームがおかしそうに呟つぶやく。

「マレット家のご令嬢方は、すっかりアルトゥール殿でん下かびいきになったと見える。殿下の登場で、もうオルグレン公の独裁時代は終わったようだな」

　オルグレンはヒュームの言葉に一いつ瞬しゆんむっとした表情を見せたが、下へ手たに言い返して図星と見なされるのが嫌いやだったのか、何もいわなかった。

「どうかお許しのほどを。これもひとえに、王子殿下のことをもっと詳くわしく知りたいと思ったがゆえなのですよ。今後、いっそうの忠勤を励はげむためにもね」

　イアンはファウラーのほうに顔を向けた。もう限界だった。これ以上オルグレンたちとの会話を続けていたら、きっと致命的な失敗を犯してしまうだろう。

　そんな内心の思いを、言葉に出さず眼まな差ざしだけで懸命に伝える。

　ファウラーがイアンの意を汲くんだとばかりに、小さく頷いた。

「アルトゥール様は少々お疲れになられたようだ。何分、まだご快復なさったばかりだからな。次の戦いを前に、ご無理をさせるわけにはいかぬ。この辺でいったんお休みいただこうと思うが」

「そうしていただいたほうがいいかもしれない。オルグレン公の長話に付き合わされていると、体力を消耗するからな」

　ヒュームがファウラーの言葉に同意した。どうやら、結果的にオルグレンをやり込めることができて、満足しているようだった。

　オルグレンがヒュームに抗議しようとするかのように口を開きかけたそのとき、フランシスカが、立ち並ぶ人々の間を縫って、再びイアンの近くに戻って来た。

「随分大勢の人が集まっていると思ったら……オルグレンとヒュームもここにいたのですね」

「フランシスカ様……？」

「これは王女殿下」

　ヒュームとオルグレンが彼女に向かって姿勢をただした。それ以外の、近くにいた貴族たちもあわてて同じようにする。

「兄様、すみません。どうしても兄様に一言ご挨あい拶さつしたいという者が私の所へ来たので、連れてきてあげると約束してしまったのですが……お話中でしたか？」

　フランシスカは困ったような表情を浮かべて、イアン、オルグレン、ヒュームの顔を順番に見た。

「ご心配には及びません。こちらの話はちょうど終わりました」

　ヒュームが間かん髪はつ入れず、フランシスカに向かって答える

「ありがとうございます、ヒューム」

　フランシスカは彼に向かって礼の言葉を口にし、それからイアンのほうに顔を向けた。

「兄様、いかがですか？　お嫌いやでなければ、ぜひ私と一緒に……」

「う、うん……いえ、は、はい」

　イアンが同意すると、フランシスカは安あん堵どした様子を見せた。

「よかった。それでしたら、さっそくご案内しますね」

　そう口にしながら、彼女はごく自然にイアンの手を取った。

「なっ、手を……」

　ヒュームが小声で呟つぶやくのが、イアンの耳に入る。

　フランシスカはイアンの手を取ったまま歩き出し、イアンも自然に、それについて行く形となった。

　彼女がそうしたのは、おそらく人が多いから離れてしまわないようにという程度の、軽い気持ちに過ぎないのだろう。

　だがそれを、ヒュームがどう思ったかは別の問題だった。

　現に、イアンは見ることができなかったが、去り行く彼らの後ろ姿を、その場に取り残される形となったヒュームが、今にも何か言い出しそうな引きつった顔をして見送っていた。

　そんな彼に向かい、オルグレンがどこか小気味よさそうな口調で言葉をかける。

「おやおや、王女殿でん下かは王子殿下を随分と頼りになさっているようですね。今までずっと王女殿下に兄のように接してきた君の心中、お察ししますよ」

　ヒュームはオルグレンを鋭い視線でにらみつけ、忌いま々いましそうに大きく息を吐はき出すばかりだった。




　イアンがフランシスカに連れていかれたのは、ひとりの中年の女性の下だった。

　最初、イアンはその女性を男性と見間違えた。服装がドレスでなく、機士のような軍服だったからだ。何より、立ち方が堂々としている。背筋をぴんと伸ばし、胸を張ったその姿は、雄々しいとさえ感じられるほどだった。上うわ背ぜいはそれほどでもないが、とにかく恰かつ幅ぷくがいい。長い髪を結い上げてまとめているところだけは他の貴族の女性たちと同じだったが、それ以外はまるで共通点がなかった。

　この人は誰だろう？

　イアンにとって初めて出会う相手であることは間違いない。だが誰かに似ているような気もした。太い眉まゆを吊つり上げ、こちらをにらみつけるように見つめてくるところなど、特に──

「すみません、姫様。わざわざお兄様をお連れいただいて」

　フランシスカとイアンに向かって礼をしながら、女性はそう口にして、笑顔を見せた。最初はいかめしそうに見えた顔つきが、笑うと途端に圧迫感のない、人ひと懐なつこそうなものになる。

「いいの。私がそうしたかったんだから」

　女性は改めてイアンに向き直った。

「お初にお目にかかります、アルトゥール殿でん下か。エリック・ファウラーの次女、シルヴィア・ダレンスと申します」

「ファウラーさんの……？」

　イアンは意識の片隅に引っかかっていたものの正体に思い至った。彼女の表情や顔つきは、ファウラーのそれとよく似ていたのだ。

「うちの年寄りがうるさいことばかりいって、さぞご迷惑をおかけしていると思いますが、よろしくお願いしますね。何か困ったことがあったら、私にいってください。がつんと叱しかってやりますから」

「は、はあ……」

「シルヴィア！　誰かと思えばお前だったのか！　ひ、姫様に用事を言い付けるとは何たる無礼か！」

　イアンの背後で、ファウラーの怒声が炸さく裂れつした。彼も、イアンたちの後について、こちらへやって来ていたらしい。

　自分が叱られたわけではなかったが、その剣幕の激しさに、イアンは思わず身をすくめていた。周囲にいた人々も、何事かと一斉にこちらを見る。

　いわれた当のシルヴィアは、ファウラーの叱しつ責せきにもまるで動じる気配を見せず、イアンとフランシスカに向かって目配せしてきた。

「あんな年寄りのいうこと、いちいち真に受けなくていいですからね。あの人は小言が趣味みたいなものなんですから。無視しちゃって構いませんよ」

「シルヴィア！」

　ファウラーは荒々しく床を踏ふみ鳴らしながらイアンの前に回り込むと、彼の姿をシルヴィアの目から隠すようにして立った。

「まったく、お前という奴やつは……そもそも、なぜここにいるのだ」

「そんなの、答えるまでもないでしょうが」

　シルヴィアは涼しい声で答えると、上体を横にずらしてイアンのほうを覗のぞき込み、同意を求めるようにねえ、と声をかけてきた。

「姫様やお父様が一大事だと知って、すっ飛んできたのよ。本当は、一週間前の戦いに間に合えばよかったんだけどね」

「そういうのはスコットの役目だろう。お前も子し爵しやく夫人なら、それらしく……」

　シルヴィアは顔をしかめ、右手を顔の前でひらつかせてファウラーの言葉を遮さえぎった。

「今更何いってんの。私をこんな風に育てたのは他ならぬお父様でしょう。これは何度もいってるけど、うちのことに口は出さなくて結構。旦だん那なとはちゃんと話がついてます。ああそうそう、オーレリーが心配してたわよ。おじいちゃま、だいじょうぶ？　って。それと、さっき向こうで姉さんにも会ったわ。ご主人も一緒だったわね」

「む……」

　シルヴィアのまくしたてるような喋しやべりに、ファウラーは短く唸うなるだけだった。

　あのファウラーさんが押されている？

　イアンは内心驚きを隠せなかった。

「父はね、本当は男の子がほしくて仕方なかったんですよ」

　シルヴィアが再びイアンのほうを覗のぞき込み、口の横に右手を当てて内緒話をするような仕草で話しかけてきた。

「男のお子さんはいないんですか？」

　イアンは話に引き込まれ、反射的に問い返した。

「いないんですねえ、これが。父は子どもを四人作ったけど、私を含めてみんな娘、娘、娘、娘！　孫もふたりいるけどこれまた娘、娘！　このままだと我が一族は女ばかりになるわね」

「シルヴィア！　余計なことをいうな！」

　ファウラーが怒鳴ったが、シルヴィアはどこ吹く風とばかり、一向に気にする様子を見せない。

「……でもね、それだけ多くの娘に恵まれたくせに、一番かわいがっていたのは姫様なんですよ。まあ、仕方ないですけどね。私たち娘全員男勝りで、女らしさのかけらもないんじゃね」

　そういって、シルヴィアは快活に笑った。彼女の様子は貴族の奥方というよりも、噂うわさ好きの街のおばさんとでもいったほうがふさわしそうな、まったく気取ったところのないものだった。

「いい加減にせんか！　アルトゥール様にご挨あい拶さつが済んだなら、さっさと行け！」

「はいはい……そういうわけで王子様、私もこれからは近衛このえ部隊の一員に加えていただくことになりました。王子様のことはしっかりお守りしますからね」

「何だと？　そんな話、わしは聞いておらんぞ！」

　シルヴィアの言葉に、ファウラーが目をむいた。そんな父親に向かい、娘はしれっとした口調でいってのける。

「姫様のご承認はいただいたわよ。ねえ姫様、そうですよね？」

「え、ええ。シルヴィアが兄様のそばにいてくれるなら、とても安心だと思ったのだけれど」

「いつの間に……」

　ファウラーが苦にが々にがしい表情になる。

　シルヴィアは高らかに笑うと、イアンとフランシスカに向かって姿勢をただした。

「では姫様、アルトゥール様、本日はこれにて。くれぐれも、年寄りのいうことなんて気にしないでくださいね」

　そう告げると、彼女は踵きびすを返し、颯さつ爽そうとした足取りで去って行った。

「まったく……なぜあいつはいつもああなのか」

　ファウラーが忌いま々いましそうに呟つぶやく。

「あんな大きな娘さんがいらっしゃったんですね……」

　イアンが感慨深そうに口にした途端、ファウラーが鋭い視線でにらみ付けてきた。

「……す、すみません……」

　イアンはあわててファウラーに背を向けた。とばっちりを受けて、また何か嫌いやなことをいわれてはたまらない。

　フランシスカがイアンに顔を寄せ、小声で囁ささやいた。

「シルヴィアとじいのやり取りって、いつもあんな感じで、とても面白いんですよ」

「姫様……聞こえておりますぞ。それと、お願いですからこれ以上、あれを甘やかさないでいただけませんか」

　相手がフランシスカとあってはファウラーも強くは出られないらしく、懇こん願がんするような口調になる。

　しかしフランシスカのほうは、そんなファウラーの言葉に耳を傾ける様子はないようだった。

「兄様、もう少しだけいいですか？　実は他にも、紹介しておきたい者がいるんです。従姉いとこのミルドレッドとか、叔お母ばのドジソン侯こう爵しやく夫人とか……特にミルドレッドは、兄様の昔の話をすごく聞きたがってました。もちろん、それは私も同じなので、ぜひ一緒に……」

「え？　あ、ち、ちょっと待って」

　イアンは右手を挙げ、フランシスカを制した。今のシルヴィアに対しては悪い印象は抱かなかったが、それでもこれ以上、誰かと引き合わされるのは勘弁してほしいというのが本音だった。これ以上気を張り続けていると、どうにかなってしまいそうだったからだ。

　イアンの言葉を聞いて、フランシスカがたちまち眉まゆを曇くもらせる。

「す、すみません。そうでしたね。兄様は体調が……」

「いや、そうじゃなくて」

　イアンは正直な気持ちを打ち明けることにした。フランシスカに余計な心配はかけたくない、そう思ったからだった。

「緊張して、疲れているんだ。こういう場は慣れてないから……」

「そ、そうですよね……それなのに私、自分の都合ばかり……ごめんなさい」

　フランシスカはますますしおれた様子になっていく。そんな彼女を見て、イアンの中に罪悪感が募つのった。

「あ、いや、別に君のせいじゃ……」

　イアンがそう口にしかけたところへ、ファウラーの咳せき払いが被さった。

「それほどお疲れなら、やはりアルトゥール様はお部屋にお戻りになられたほうがいいでしょうな」

　フランシスカもファウラーの言葉に同意する。

「そうですね……兄様、ご無理はなさらないでください。この場は私が何とかしますから」

「でも」

　彼女は無理に笑っていたが、とても大丈夫そうには見えなかった。

　だが、それ以上彼が彼女に声をかけることはできなかった。ファウラーに促うながされ、ほとんど引き立てられるようにその場を後にすることになったからだ。

　去り際に見たフランシスカのどこか寂しそうにも見える表情が、イアンの脳のう裏りにずっと焼き付いて、離れなかった。
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　フランシスカたちが行ってしまった後も、ランディ・ヒュームはその場を動かずにいた。新参の王子がフランシスカのそばに寄り添い、ファウラー父娘も交えて談笑する様子を、彼は身じろぎせず、離れたところから見つめていた。

「そんなに怖い顔をしなくてもいいんじゃありませんか？」

　横合いからオルグレンが声をかけてくる。

「どうやら君は、王女殿でん下かが兄君に懐なついていらっしゃるのが、よほど気に入らないようですね」

　ヒュームはフランシスカたちからオルグレンのほうへと視線を移した。

「いいがかりはやめてもらおう」

「おや、そうでしょうか」

　オルグレンは口元に小こ馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべていた。ヒュームにとっては幼少のころから見慣れた表情で、見るたび癪しやくに障さわるところも相変わらずだった。

「そういうオルグレン公こうこそ、令嬢方の人気第一位の座をアルトゥール殿でん下かに奪われたのを、面白く思っていないように俺には見えるが」

「別に……私は気にしていませんよ、そんな瑣さ末まつなことは」

　オルグレンは両手を広げ、かぶりを振った。だがいくらそうやって何気ない風を装おうと、彼の内心が穏やかでないだろうということは、ヒュームには見ただけでわかる。これも、昔から彼をよく知っていたがゆえだった。

　そばにいたマレット家の娘たちは、既に別のところで話に花を咲かせている。話題はもちろん王子のことだろう。

「……王子殿でん下かにああして女性方の支持が集まるのは、大変に結構なことだと思いますよ。もとより、私に張り合うつもりなどありません。それこそ不敬というものです」

「不敬か……」

　ヒュームはオルグレンの負け惜しみに付き合う気などなかった。先日の戦いのときは行動を共にし、軍議の際も同調はしたが、そこまでだ。それ以上なれ合うつもりは毛頭ない。

　彼はオルグレンに背を向け、立ち去ろうとした。フランシスカもアルトゥールもいなくなった以上、この場に留まる理由はなかった。

　そんなヒュームに向かって、オルグレンが小声で話しかけてきた。

「ところで……彼のことをどう思いましたか？」

　その一言で、ヒュームは足を止め、再びオルグレンのほうを振り返った。

　オルグレンは口元に薄い笑みを貼り付けたままだったが、目つきは真剣なものに変わっている。

　何を、と問い返すまでもなかった。オルグレンが聞いているのがアルトゥールのことだと、ヒュームにわからないはずはなかった。

「……あまりこういった場には、慣れていないようだな」

　より直ちよく截さいな言い方も頭の中に思い浮かんだが、今いる場所が場所だけに、そこまで口にするのは差し控えた。

「ええ、そうですね。彼のこれまでの経歴を考えれば、そうなるのも無理からぬところでしょう」

　オルグレンは前髪に手をやりながらそう口にした。いつの間にか、彼は顔をヒュームのすぐそばまで近づけており、声もヒュームにしか聞こえないくらいに絞しぼっている。

「……私にいわせれば、あまりにもそつのない、できすぎの経歴だという気もしますがね」

「それは確かに……だが、しかし……」

　ヒュームは周囲の様子を窺うかがった。五公こうふたりが話し込んでいるとなれば、いつもだったら彼らを中心として、人の輪が生じるのが当たり前だったろう。こういった華はなやかな場は、常に彼らのためにあったといっても過言ではないからだ。

　しかし今、ヒュームたちの下に近づいて来ようとする者はおらず、皆が少し離れたところから、ちらちらと様子を窺っているばかりだった。ヒュームたちの顔つきや態度に、何やらただならぬ雰囲気を感じ取ったのかもしれない。

　だがたとえ他の誰にも聞かれなかったとしても、オルグレンの発言がそれこそ不敬を咎とがめられても文句のいえない、危あやういものであることは間違いなかった。

「……本気で疑っているのか？　嫉しつ妬となどではなく？」

　ヒュームも自然と声を潜ひそめながら、オルグレンに向かって尋ねた。

「……さあ、どうでしょうね」

　確かにヒュームも、戦いの前に、アルトゥールが現れたという話をフランシスカから聞かされたときは、それが本物なのかと疑問を抱いた。ファウラーは前々からアルトゥールを探し出し、呼び寄せていたという。だがそれでも、王都陥かん落らくの際のあれだけの混乱状態の中、あまりにも物事がうまく運びすぎではないかという思いは拭ぬぐえなかった。

　その辺の彼の心情は、アルトゥールの経歴をそつがないと言い切ったオルグレンと通じるのかもしれない。

　だがそんなアルトゥールが、王家の人間にしか動かせないはずの機巧鎧アームネインエリュシオンを操り、あの黒い牙きば相手に勝利したこともまた事実だった。血統を証明するのに、あれ以上のものはない。

　無論、だからといってそれが即すなわち『アルトゥール』という『王子』が実在することの証明にはならないのだが──

　ヒュームの脳のう裏りにそんな考えが浮かんだが、あえて口にはしなかった。

「……まあ、彼の出現こそは、次代の大おお神み子こたる王女殿でん下かをお守りせんとする神のご加護なのかもしれませんね。今のところはそう考えるのが一番いいのでしょう」

　オルグレンはそう述べて、軽く肩をすくめた。

「私たちも、しばらくの間はそのご加護にあやかるべきだと思いますよ。実際、それによって将兵の士気が高まっていることは事実ですし」

「その後は？」

「それは考えるまでもないでしょう」

　オルグレンはふっと笑った。

「正当な跡継ぎなら、既に王女殿下がいらっしゃいますから。当然、色々あるでしょうね」

「……そうだな」

　ヒュームはオルグレンの言葉に同意した。

　ファウラーや、その副官に納まったヴィクトがどこまでのことを考えているかは定かでない。だがもし彼らが、身の丈に合わない大それたことを目もく論ろんでいたとしたら。

　そのときこそ彼らは、自分たち五公こうの本当の力を思い知ることになるだろう。

　確かに今現在、ヒュームたちの置かれている状況は厳しい。バーナビーとアシュフォードの死、さらにエリクソンの失態により、五公の権力基盤が大きく揺ゆらいでいることは確かだ。

　だが振り返ってみれば、これまでも、五公が常に安あん泰たいだったわけではない。時には下からの突き上げを食らい、時には王家からの圧迫を受け、それでも今こん日にちまで至る繁はん栄えいの軌き跡せきを、自分たちの先祖は四百年に渡り綿々と刻んできた。

　その理由はさまざまだろうが、中でも最たるものは、五家の結束力にあったと見て間違いない。平時には政敵として鎬しのぎを削けずる間柄であっても、一朝事あるときは全ての家が手を携たずさえ、水も漏もらさぬ結束によって局面に立ち向かい、打開する。そうやって、五公こうは栄光の歴史を、リュクサリア王国に記してきたのだ。

　恐らく今も、そうすべきときなのだろう。このままでは終わらせない。

　そんなことを思いながら、周囲を見るともなしに見ていたヒュームだったが、やがて彼の視線は、ひとりの人物に釘くぎ付けになった。

「あれは……！　よくもぬけぬけと、この場に顔を出せたものだな」

　ヒュームの口ぶりは、まるで吐はき捨てるかのような、怒りと軽けい蔑べつの感情がたっぷりまぶされたものだった。

　彼の視線の先にいたのは、ジェラルド・エリクソンだった。取り巻きのひとりも連れず、たったひとりで、中庭に並べられた卓と卓の間を所在なさそうに歩いている。そんな彼に近づこうとする者はひとりもおらず、皆が彼を遠巻きに見たまま、隣の者と目配せしたり、顔を寄せ合い何やら囁ささやきあったりしていた。

　今ヒュームたちが直面している五公の危機の最大の原因を作ったのが、オルガンドに寝返ったバーナビーと、あのエリクソンにあることは疑いようもなかった。エリクソンが先日の戦いで引き起こした不始末の件は、既に人々の間に広く知れ渡っているようだった。まかり間違えば王国そのものを滅亡させるところだった彼の不始末は、本来なら謹慎程度で許されるものではない。もはやエリクソン本人に五公代理としての威厳はかけらもなく、誰からも相手にされないのも仕方のないところではあった。

　オルグレンが口を挟はさむ。

「エリクソン候こうがいても問題はないでしょう。候に祝勝会への出席を許可なさったのは王女殿でん下かですから。今日きようだけは特別ということでね」

「しかしそこは、候のほうから自じ粛しゆくするのが筋だろう」

「あの方は特別ですから。そういったことは考えもしなかったと思いますよ」

　オルグレンが突き放したような口調で呟つぶやいた。

　ヒュームはなおも、目で中庭をふらふらと歩くエリクソンの姿をずっと追っていた。そのとき、ひとりの機士がエリクソンに向かって足早に近づいて行くのが、彼の視界に入った。

　ヒュームの見覚えのある顔だった。エドワード・オーウェン。先の戦いで戦死したアシュフォードの家来で、主人の最期を看取った若い機士だった。アシュフォードの死の知らせをヒュームたちの下に持って来たときの、彼の目を真っ赤に腫はらして懸命に涙をこらえていた顔を思い出す。

　オーウェンがエリクソンに近づいたところで歩みを止め、彼に向かって何やら話しかけた。エリクソンが激しくかぶりを振る。するとオーウェンが、あからさまに激げつ昂こうした態度を見せた。それを見たエリクソンが怯おびえた様子となる。

　周囲にいた人々が好奇に満ちた視線を送りながら、一斉に距離を取るのがわかった。

「あいつ……まさか」

　ヒュームはそう口にするなり、エリクソンとオーウェンのいる方に向かって急ぎ足で歩いて行った。オーウェンがエリクソンに何をいっているのか、聞かずとも容易に推察できたからだ。

　近づいて行くにつれ、案の定ヒュームが想像した通りのやり取りが彼の耳に入ってくる。

「あなたの軽率な行動のせいで、お屋や形かた様はお亡くなりになったんですよ！　それなのにこんなところに顔を出すなんて一体どういうつもりなんだ！」

　オーウェンの怒声が響ひびき渡る中、ヒュームは彼に近づいて行き、制止するように声をかけた。

「おいお前、俺と一緒に来い」

「ヒューム公こう……？　私はエリクソン候こうに話があるんです」

「いいからこっちへ来い」

　そう話しかけるなり、ヒュームはやにわにオーウェンの肩をつかみ、歩くよう促うながした。

　オーウェンの気持ちはわからないでもなかったが、まがりなりにも五公代理たる人物に対し、今ここで取るべき態度ではない。

「止めないでください。まだ話は終わっていない！」

　オーウェンが抵抗するそぶりを見せたが、ヒュームはそんな彼を無理やり連れて歩き出した。

「立場をわきまえろ！　こんなことをして、どうなるかわかっているのか」

「初めから覚悟の上です！」

　ヒュームとオーウェンが声を荒げているのを見て、この機会を逃がすまいと、エリクソンはそそくさとその場を離れていく。

「エリクソン候！」

　オーウェンの懸命に呼びかける声を背に、エリクソンはこれ幸いと逃げるようにふたりの下を後にした。




　大広間を横切るようにして歩き、入り口までたどり着いて扉の陰に身を潜ひそめたところで、エリクソンはようやく背後を振り返った。

　今しがたいきなり彼に嚙かみ付いてきたオーウェンが、今度はヒュームに向かって何やらまくし立てている様子が、人波の間からちらと見える。

　自分はもう大丈夫だと思った途端、エリクソンの中に、なんともやるせない気持ちが湧わき上がってきた。

　確かに自分は相当のことをしでかしはした。だが当の本人のフランシスカが許してくれたのだからもういいではないか。なぜこのようにこそこそ逃げ出すような真ま似ねをしなければならないのか。そもそも、あんなはるか格下の若造にからまれるいわれなどないはずだ──

　やるせない気持ちは、次第にオーウェンに対する怒りへと転化していく。

　まったく、なんだあの無礼な態度は。まるで狂犬ではないか。この私を誰だと思っているのだ。ふざけるな。

　オーウェンに対する罵ののしりの言葉を、エリクソンは思い付くまま次々と小声で吐はき出していった。

　エリクソンにしてみれば、フランシスカが祝勝会に出てほしいといっていると聞いたからこそ、わざわざ顔を出したのだ。それなのに、肝心の彼女に会う前にあんな変な奴やつに付きまとわれる羽目になった。まったくもって心外だった。これなら部屋に戻ってひとりでいたほうがまだいい。

　そう考えたエリクソンが踵きびすを返した瞬しゆん間かん、横合いから彼を呼び止める声がかかった。

「あの……エリクソン候こうでいらっしゃいますか」

　エリクソンは声のしたほうを振り返った。ひとりの侍女が、彼のすぐそばまで寄って来ていた。小柄で瘦やせており、服装によっては少年にも見えそうな外見をしている。色素の薄い髪が短く乱雑に切られているせいで、ますます中性的な印象が強まっている感じだった。

「だ、誰だお前は」

　侍女はエリクソンに向かい、一礼した。

「さるご婦人からのご伝言をお伝えしに参りました……」

「伝言……？」

　侍女の声はか細く、うっかりすると聞き逃してしまいそうなほどだった。エリクソンがいわれるまま片耳を向けると、侍女が顔を寄せてきて、ほとんど囁ささやくように語った。

「ご婦人は候の勇気ある行動をとても頼もしく思っております……つきましてはふたりきりでお会いしたく、西の塔の二階でお待ちしております、とのことです……」

　侍女の言葉を聞き終えるなり、エリクソンは目を丸くして、相手の顔をまじまじと見つめた。

「そ、それは……一体誰がそんなことを」

「侯のことを常に見つめている方です……」

　エリクソンははっとした表情になり、たちまち頰ほおを紅潮させた。

「まさか……」

「それでは……私はこれで」

　侍女はもう一度エリクソンに頭を下げると、小走りで去って行った。

　エリクソンは侍女が姿を消すのを見届けると、すぐに指定された西の塔に向かって、足早に歩き始めた。

　自分のことを常に見つめている女性。そう聞いて、彼の中で思い当たるのはたったひとりしかいなかった。

　フランシスカ・リュクサリア。

　それしかあり得ない。

　やはりフランシスカは、自分のことを気にかけてくれていた──

　エリクソンは早くも頭の中で、彼女と会ったときにかける言葉について、思いを巡らせていった。
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　本当はあなたの気持ちをとても嬉うれしく思っているんです。

　彼女は恥じらいの混ざった表情でそう口にした。

　でもごめんなさい、それをはっきりいうわけにはいかなかったんです。なぜなら……

　わかっているさ。

　皆までいわせず、片手を挙げて彼女を制した。

　君の立場からすれば、あの場であのような態度を取るしかなかったのも無理はない。結果的に苦しめてしまって、謝らなければならないのは自分のほうだ。

　彼女は嬉しそうに微笑ほほえみ、潤うるんだ瞳ひとみでじっと自分のことを見つめてきた。

　でも、今ここにはふたりしかいません。

　ああ、その通りだ。

　私……やっと本当の気持ちを、包み隠さずお伝えすることができます。

　そういって、彼女はゆっくりと歩み寄って来た。

　両腕を広げて待ち構え、そんな彼女の小さな体を優しく受け止める。

　白く細い顎あごにそっと手を沿え、うつむいた顔を上げさせた。

　彼女は両目を閉じ、わずかに口を開き気味にして、待っている。

　そんな彼女の唇くちびるに、自分も顔を近づけていき、そして──




　肝心の場面になったところで目指す西の塔の二階に到着したため、エリクソンは白レ日ヴ夢リをいったん中断した。

　部屋の中は真っ暗だった。エリクソンが手にしていたランプの他はなんの照明器具もない。いくつもの樽たるや木箱などが所狭しと置かれているのが見えた。どうやらこの部屋は、倉庫として使われているらしい。

　本当にここでいいのか？　と訝いぶかしく思ったエリクソンだったが、おそらく他に空いている場所がないのだろうとすぐに思い直した。

　壁にランプをかけ、改めて周囲を見渡す。誰の姿も見当たらず、大広間で続いている祝勝会の喧けん騒そうが、雨の音に混ざって細波のように聞こえてくるばかりだった。

「フランシスカ様、エリクソンです。いらっしゃいませんか？」

　暗闇に向かって呼びかけてみたが、返事はない。お待ちしておりますといっていたくらいだから、てっきり先に来ていると思ったのだが、うまく抜け出せなかったのだろうか？

　頭の中でそんなことを考えていると、背後でこと、と床板の鳴る音がした。

　エリクソンは苦笑してから、音のしたほうを振り返った。

「そちらにいらっしゃったのですか。フラ……」

　視界の中にひとりの女性の姿を認めた瞬しゆん間かん、エリクソンは口にしようとしていた名前を途中で止めた。

「お、お前は……さっきの……」

　そこにいたのは思い描いていたフランシスカではなく、彼に伝言を伝えに来たあの侍女だった。

「ど、どうしてお前がここにいる？　フランシスカ様は一体……」

「……フェリス」

　少女がぽつりと口にした。

「フェリス……？」

「私の名前です……」

「私を待っていたのは……まさか、お前だったのか……？」

　エリクソンの言葉に、侍女は無言で頷うなずいた。

「な、なぜ……？」

「……ふたりだけになりたくて」

　エリクソンはため息をついた。フランシスカが待っていると思えばこそ、いそいそとやって来たというのに、何ということだ。こんな貧相で男か女かもわからない見た目の、死にかけのように生気の感じられない陰気な喋しやべりをする侍女になど、用はない。

　自分はもしかして、この侍女にからかわれたのか？

　そう思った途端、屈辱感と怒りとが同時に込み上げ、いたたまれない気持ちに襲われた。

　もう一いつ瞬しゆんたりとも、こんなところにはいたくない。

　エリクソンは壁にかけたランプを再び手に取ると、自分がやって来た梯はし子ごのほうに向かって歩き出した。

　そんなエリクソンに向かって、フェリスがぽつりと呟つぶやいた。

「このままだと……二度と浮かび上がれない」

「何……？」

　エリクソンは足を止め、フェリスの顔をにらんだ。彼女のほうもじっと彼のことを見つめている。そこには何の表情も浮かんでおらず、何を考えているのかまるでわからなかった。

「そ、それは……わ、私のことをいっているのか……？」

　感情が高ぶるあまり、声が上ずってしまう。フェリスが再び頷いた。それを見て、エリクソンは怒りを爆発させた。

「こ、この……ふざけるな！」

　エリクソンは梯子から足を離し、フェリスに向かって近づいて行った。

　馬ば鹿かにするな。女だからといって自分が何もせず、いわれるままにしているとでも思っているのか。なめるな──

　手の届くところまで近づいたところで、右手を肩の上まで振り上げ、彼女の頰ほおを打ってやろうと力をこめる。

「でも……私のいう通りにすれば、元に戻れます。いえ、今以上にも……」

「え……？」

　フェリスの言葉に、エリクソンは右手を上げた姿勢のまま固まってしまった。

　元に戻れる、だと？

　こんな侍女ごときに、そんなことが本当にできるというのか？

　相変わらずの無表情のまま、自分を見つめるフェリスの顔を見ているうち、高ぶったエリクソンの感情は次第に収まっていった。

　右手を上げた姿勢のまま、どれくらいの間彼女のことを見つめていただろう。

　もしかしたらこの侍女は、自分に有益な情報をもたらしてくれようとしているのかもしれない。彼女の眼まな差ざしには、そう感じさせるだけの強い説得力があった。

「ほ、本当に……戻れるのか？」

　エリクソンはフェリスに向かって尋ねた。

　フェリスと名乗った侍女は、まるで表情を変えることなく、もう一度こくりと頷うなずいた。
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　低く、鈍にぶい音が断続的に聞こえてくる。

　それが耳鳴りなのか、そうでないのか、酒しゆ精せいと戯たわむれるうちに朦もう朧ろうとなった意識では判断がつかなかった。

　それでも、まだ飲み足りなかった。もっと深く酔いたい。

　自分の意識が完全に溶け切ってしまうほどに──

　そう思いながら、ハーデイ・ゼファーは震える手を、卓上に置いた酒さか瓶びんに向かって伸ばした。

　ハーデイは今年で五十歳になる。酒に酔っていないときでも常に赤ら顔をしており、そこらの若者と力比べをしても簡単には負けないほどの隆りゆう々りゆうとした上半身の筋肉と、貫禄たっぷりの太たい鼓こ腹ばらを抱えた男だった。

　彼の身分はリュクサリア王国の王都リュクシスにある王国軍の工こう廠しようで、機巧鎧アームネインの設計、整備を行う、鎧がい師しと呼ばれる技術者だった。たとえどんな分野であろうと厳しい徒弟制度が敷かれているのが職人の世界の常であり、それは鎧師にしても変わらなかったが、そうした中でハーデイの地位はかなりのものといってよかった。見習いも含めると百名以上の鎧師がいた工廠の中で、彼は全部で四名しかいない、熟練工の肩書きを持つ立場にまでに登り詰めていたからだ。工廠長のベケットが高齢で引退同然の身だったため、ハーデイと、同じく熟練工のひとりである双子の弟スコルドが、事実上現場を取り仕切る立場にあったといっていい。

　技術者としてのハーデイの誇りはふたつあった。

　ひとつは、ライオットに代わる次期主力機巧鎧アームネインの設計を任されたこと。

　そしてもうひとつは、エリュシオンの専属整備の役を託されていたこと。

　どちらも弟スコルドと共同ではあったが、これらの仕事を請け負っていたということは、取りも直さず、彼ら兄弟がリュクサリア王国において当代一の鎧師として誰からも認められていることの証あかしといえた。

　彼ら兄弟は鎧師として絶頂を極めていた。このまま行けばやがてはベケットに代わって工廠長を務め、最終的には名誉機士の位を授かるまで栄達できたに違いない。

　しかし、それも今となっては、泡ほう沫まつのごとく消え去った空しい夢でしかなかった。彼らの寄る辺べとしていた王国は滅亡したも同然のありさまで、王家の人々や貴族たちが逃げ去った王都リュクシスは、異国の軍隊に蹂じゆう躙りんされるがままとなっている。栄達どころか、今日きよう明あ日すの命の保障すらなかった。

　王都が陥かん落らくしたあの夜、ハーデイとスコルドの兄弟間の明暗も、はっきり分かれることとなった。

　オルガンド軍が王都内部へ侵入してきたとの報が入ったとき、スコルドはすぐに脱出することを主張した。その言葉に素直に従っていれば、今頃はハーデイも安全な場所まで逃げおおせていたかもしれない。

　しかし彼は、そうしなかった。これまで長年かけて進めてきた次期主力機巧鎧アームネインの設計図を敵の手に渡すことに我慢がならず、工こう廠しようまで取りに戻ったのだ。折悪しく、そこへオルガンド軍が突入してきたため、彼はたちまちとらわれの身となってしまったのだった。

　今頃弟はどうしているだろう、とふと思った。無事でいるだろうか。あいつは少々腰を悪くしていたから、どこへ逃げたにせよ、機巧輿キヤバリーや襲歩機ギヤロツパーでの長時間の移動はきついはずだが。遠くへ行けないうちに捕まってしまい、連れ戻されたりしていないだろうか──

　オルガンド軍の扱い自体は、自分だけでなく他の技術者に対してもそう悪いものではなかった。工廠内に監禁されたのも最初の数日だけで、じきに許可を取れば工廠の外に出て、自宅に戻ることもできるようになった。今では捕ほ虜りよになった技術者全員に対し、これまでと同じか、人によってはより厚遇をもって、引き続き働くよう達しが出ている。

　ハーデイも好条件を提示されたひとりだったが、彼はその話をきっぱりと断っていた。オルガンドのために奮う腕など持ち合わせていない。そう思ったからだ。これまで、平時においてはお上のやり方に不満を抱き、何かと悪態をつくことも多かった彼だったが、本人にいわせればそれらはすべて愛情表現の一種に過ぎなかった。彼の中では、王家と王国に対する忠誠心は揺ゆるぎないものであり、それゆえ敵であるオルガンド軍にわずかでも利するような行為をすることは考えられなかった。

　ハーデイは工廠内にあった自分の作業所を閉じてしまうと、酒さか瓶びんを山ほど抱えて、自宅に立てこもった。王都の出入りはオルガンド軍の兵士によって厳しく制限されていたとはいえ、その気になれば外へ出る方法はあったのだが、彼は王都に留まることを選んだ。

　それから一週間以上の間、ハーデイは誰とも接触せず、外の状況がどうなったかもわからないまま、日々を過ごしていた。このまま死んでもいい、とさえ思っていた。王国と共に滅びるのであればそれも悪くない──

　酒瓶を直接口まで持っていき、中に入っていた液体を流し込む。だがハーデイの期待した完全なる酩めい酊ていは訪れず、むしろ酔いが少しずつ覚めていっているのが自分でもわかった。先ほどから聞こえてくるあの音のせいかもしれない。

　エリュシオンのことが頭に浮かんだ。王女殿でん下かが王都から脱出する際に乗って行ったという情報はハーデイの耳にも届いていた。自分が工廠にいた時点では、その後とらえられたり破壊されたりしたという話は聞かなかったが、今ではどうなったかわからない。スコルドがそばにいて整備を担当しているなら何とかなるだろうが、そうでなければ、万全の状態を維持し続けるのは難しいだろう。エリュシオンをまともに調整できる人間は、現時点では自分とスコルドのふたりしかいないからだ。スコルドの下で修行中の若者がひとりいたが、一人前にはまだ程遠い。

　再びあの低く鈍にぶい音が、今度は連続して聞こえてきた。ハーデイはそれが耳鳴りでなく、自分の家の扉を外から強く叩たたいている音であることにようやく気がついた。

　それと同時に扉が蹴け破やぶられ、家の中にオルガンド軍の兵士が数名、一斉になだれ込んでくる。

　ハーデイは酒さか瓶びんを手にしたまま、黙だまってその様子を眺ながめていた。不思議と、驚きはなかった。

「ハーデイ・ゼファーだな。我々と一緒に来てもらおう」

　兵士の中に混じっていた将校らしき身なりの男が、ハーデイの前に進み出て、いきなりそう切り出した。

「どこへ連れて行く気だ？　俺は工こう廠しようには戻らんぞ」

「我が軍の機巧鎧アームネインを修理する者の手が足りないのだ。お前はリュクサリアの鎧がい師しの中で一番の腕利ききと聞いている」

　ハーデイは将校の言葉を鼻で笑った。

「こんな酔っ払いが役に立つかよ。第一……」

　ハーデイはいったん言葉を中断し、手にしていた酒瓶を再び口に運んだ。その一方で、空いたほうの手を服のかくしの中へと忍ばせ、中に入っていたものをそっとつかむ。

　彼は一口、二口と瓶の中の酒をあおってから、続きの言葉を口にした。

「……あんな不細工なドラードをいじるなんざ、命令されたってごめんだな」

「いい気になるなよ」

　将校は右手を上げ、横にいた兵に合図した。兵士のひとりが距離を詰め、ハーデイの胸倉をつかもうと手を伸ばしてくる。

「触るんじゃねえ！」

　ハーデイはかくしの中に忍ばせていた手を外に出し、つかんでいたものを思い切り横に振った。それは鉄製のスパナだった。

　ハーデイの振ったスパナは兵士の手に思い切り当たり、鈍にぶい音と、兵士の苦く悶もんの声を生じさせた。

「この……！」

　将校と残りの兵士たちが一斉にハーデイにつかみかかって来た。ハーデイは立ち上がって応戦しようとしたが、体がついていかなかった。

　こんなときに酒が効きやがった。

　そう思うのと、将校の拳こぶしを思い切り頰ほおに食らって吹っ飛んだのとはほぼ同時だった。床に倒れたところに、すぐさま追い討ちがかかる。顔を、腹を、背中を立て続けに蹴られ、息が詰まった。体を丸め、必死に防御したが、それで痛みがやわらぐわけでもない。口の中にねっとりした血が広がっていくのがわかった。舌の上で何かが転がる感じがするのは、どこかの歯が折れたせいか。

　ここで俺は死ぬのか、と頭の中のどこかでちらと考えた。

「もう一度聞く。我々と一緒に来い」

　ひとしきり続いた暴行がようやく止まったところで、息を切らせた将校の声が頭の上から降ってきた。

「断ればお前をここで殺す」

　ハーデイは痛みをこらえながら体を仰あお向むけにし、将校と兵士たちの顔を仰ぎ見た。そして将校に向かい、言い放った。

「殺すならさっさと殺せ。このオルガンドのクソ野郎」

　ハーデイの言葉を聞くなり、将校はこめかみをひくつかせ、腰に差した剣に手を伸ばした。

　刀身が鈍にぶい輝きを放ちながら、鞘さやから引き抜かれていく。

　やれやれ、どうやら本当にここまでのようだ。できればあまり痛くないやり方で幕を引きたかったが、こればかりは仕方ない──

　ハーデイは両目を閉じ、冷たい刃が自分の体に振り下ろされる瞬しゆん間かんを待ち構えた。

　だが、なかなかそのときが訪れない。怪け訝げんに思い、再び目を開けて様子を窺うかがった。最初は薄目で恐る恐るだったが、視界に映った意外な光景に、たちまち彼の双そう眸ぼうは大きく見開かれた。

　自分に刃を振り下ろそうとしていた将校の手が、横にいた別の男の手によって止められていた。

　こいつは──

　ハーデイは新たにこの場に現れたその男の姿をまじまじと見つめた。髪を短く刈り込み、顎あごに無ぶ精しよう髭ひげを生やした、目つきの鋭い男だった。

　兵士のひとりが気色ばみ、男につかみかかろうとする。

「なんだ貴様は！」

「よせ。こいつは……マンフレート・クロイツだ」

　男に手を押さえられた将校が、兵士を制した。

「く、黒い牙きば……！」

　兵士たちの間に緊張が走るのがわかった。

　黒い牙？　どこかで聞いたような……

　ハーデイは記憶をまさぐり、言葉の意味を思い出そうとする。

　黒い牙と呼ばれた男は、将校の手を離した。

「……なぜ止めた？」

　将校が剣を鞘に納めながら、男に向かって尋ねた。

「この人物の身はこちらで預からせてもらいたい」

「そんな要求が聞けるか。これは我々治安維持部隊の管かん轄かつだ」

「シュマイザー将軍にも許可はいただいている」

　男がそう口にするなり、将校の顔色が変わった。

「シュマイザー将軍だと……」

　将校が男の顔をにらみ付けた。男はまるで動じる様子を見せない。やがて将校は男から視線を外すと、舌打ちをひとつしてから兵士たちに向き直った。

「引き上げだ。行くぞ」

「し、しかし……」

　躊ちゆう躇ちよする兵士たちに向かって、将校の怒声が飛ぶ。

「いいから行くぞ。さっさと来い！」

　将校と兵士たちは入ってきたときと同様あわただしく家から出て行き、後にはハーデイと、黒い牙きばと呼ばれた男だけが残された。

　男は将校たちがいなくなったのを見届けると、ハーデイの傍かたわらにかがみ込んだ。

「申し訳ない」

　詫わびの言葉を口にして、ハーデイを起こそうと手を差し伸べてくる。

　ハーデイは男に支えられながら、起き上がった。

「何……あれくらいでぶっ壊れるようなやわな体はしてねえよ」

　全身に痛みが走ったが、耐えられないというほどではなかった。もっともそれは酒のせいで、感覚が鈍にぶくなっているだけなのかもしれないが。

「オルガンドの人間に礼をいうのは癪しやくだが、助けられたのは事実だ。ありがとよ」

　ハーデイは目の前の男に向かって声をかけた。

「だがな。あんたも俺を工こう廠しように連れ戻しに来たってのなら、その話は聞けないぜ。俺はもう鎧がい師しを廃業したんだ。帰ってなんとか将軍とやらにそう伝えてくれ」

「シュマイザー将軍の名を出したのは彼らを引き下がらせるためだ。私がここへ来たのは誰の命を受けたからでもない。自分の意志でやって来た」

「なんだと……」

　ハーデイは改めて男の顔を見つめた。そのとき、それまで忘却の彼方かなたへと押しやっていたひとつの記憶が、唐突に脳のう裏りに蘇った。

「思い出した……黒い牙っていや、あれじゃねえか。モーリス河の戦いで、王国軍を散々打ちのめしたっていう……」

　国王キンゲイド四世の死を招いた半年前の戦いには、リュクサリア王国軍の機士たちを恐怖と絶望のどん底に叩たたき込んだふたりのオルガンド軍機士が参戦していたという。そのうちのひとりが、確か黒い牙と呼ばれる人物だった。そのことを、ハーデイは思い出した。

「そうかい……あんたが散々暴れてくれたお陰で、俺たちの仕事は増えたようなもんだな。お陰でこの半年間というもの、嫌いやになるくらいライオットの修理と整備に追われたぜ」

　そのせいで次期主力機巧鎧アームネインの開発も止まっちまった、そうぼやきたくなるのを、かろうじてこらえた。

「……で、その黒い牙きばさんが、俺に何の用だ？」

「見てもらいたい機巧鎧アームネインがある。あなた以外の人間では、おそらく手に負えないだろう」

　男はハーデイの目をひたと見つめ、そう口にした。眼光がひときわ鋭さを増す。そのまま射殺されるのではないかと思うほどの、強い眼まな差ざしだった。

「頼む。私と一緒に来てもらえないだろうか。娘の命がかかっているのだ」




　　　　２




　城門を出て、王都に隣接する森に入り込んだ途端、冷たく清涼な空気に全身を包まれた。

　体の中に溜まっていた澱おりのようなものが抜け出て行く感覚にとらわれながら、オルガンド軍千機長イェルク・メルツァーは襲歩機ギヤロツパーを操り、降りしきる雨の中を進んで行った。

　未だ王都攻略の際の戦いの跡が所々に残る森をしばらく行ったところで、目的の場所へとたどり着く。彼の部下であるマンフレートの部隊が駐ちゆう屯とんしている野営地だった。

　十日前にもメルツァーはここを訪れている。前回は実戦さながらの厳しい調練を行なっているところに来合わせたが、今回はそのようなことはなかった。機巧鎧アームネインはいずれも木々の間に雑然と待機している状態になっており、雨に濡ぬれそぼっている。稼動している機体は見当たらなかった。機士やそれ以外の人間が何人か、機巧鎧アームネインの周囲をせわしなく動き回っているのが散見できる。どうやら機体の修理、整備に追われている様子だった。メルツァーにとっては既に見慣れた光景といえた。王都の中でも、今はほとんどの部隊で同じことが行われていたからだ。

　ウェンズローでの敗退は、オルガンド軍の間に蔓延していた戦勝気分を一気に吹き飛ばした。半年前のモーリス河の戦い以来、これまでずっと攻勢にあったオルガンド軍は、一転して守勢に立たされたといっていい。遠からず、リュクサリア王国軍が王都を取り戻すため、軍を進めて来ることは明らかだった。ウェンズローに出陣した者もそうでない者も、皆が次の戦いに向け、準備に余念のない状況だった。

　メルツァーがやって来たことに気付いたひとりの若い機士が、走り寄って来て敬礼した。メルツァーがマンフレートはどこかと尋ねたところ、今は不在との答えが返ってきた。どこへ行ったのかわからず、いつ戻るかも把握していないという。

　ここでこのままマンフレートの帰りを待つか、それとももう一度出直すか。メルツァーが思案に暮れたそのときだった。

　何かのわめき叫さけぶ声が耳に飛び込んできた。それは人の悲鳴にも、獣けものの雄お叫たけびにも聞こえた。苦痛に身をのたうたせているような、あるいは悪夢にうなされているような、聞いている者の耳にこびりつく声だった。

「今のは……？」

「……ああ、メイですよ」

　機士はいいにくそうに答えた。

「何かあったのか？　あの声は、明らかに普通ではない様子だったが」

「ここへ戻って来るときから、ずっとあんな調子です。彼女に関しては私たちにも……」

　機士は言葉を濁にごし、首を傾かしげた。まだ若者らしさを多分に残した顔に、困惑した表情が浮かんでいる。

　その様子を見て、メルツァーはため息をついた。

「彼女はどこにいる？」

「向こうの天幕の中です」

　機士が指差した方向に向かい、メルツァーは歩き出した。メイに対して得体が知れない思いを抱いているのは彼も同じで、できればあまり関わりたくないというのが本音だったが、さすがにあんな叫さけび声を聞いてしまっては放置もできない。マンフレートがいない間に、彼女の身に何かあったら後が大変だという思いもあった。

　機士もメルツァーの後をついて来たため、ふたりしてメイのいる天幕へと近づいて行く。

　入り口のところから中を覗のぞき込み、メルツァーはたちまち目を瞠みはった。

「な、何だこれは！」

　あわてて中へと入って行く。機士の言った通り、メイは確かに天幕の中にいた。ただし、その状態はメルツァーのまったく想像していなかったものだった。

　メイは天幕の中央に置かれた仮設の寝台の上に、縄で全身を何重にも縛られた状態で横たわっていた。まるでいやいやをするように、唯一自由に動く首をせわしなく左右に振っている。両目は閉じられ、眠っているのか起きているのかわからない。口からはうめき声が、断続的に漏もれていた。

「メイ、大丈夫か、おい」

　メルツァーが呼びかけたが、メイの反応はない。

「これは……！」

　メルツァーに続いて天幕の中に入って来た機士が、メイの様子を見て絶句した。どうやらこんな状態になっていることまでは知らなかったらしい。

「手を貸せ。とにかくこの縄を解かなければ」

「は、はい」

　一体誰がこんなことを、そう思いながら、メルツァーがメイの体を縛る縄に手を伸ばしかけた、そのときだった。

「お待ちください、隊長」

　聞き覚えのある声が、天幕の入り口の所からかかった。

「マンフレート……！　戻ったのか。大変だ、メイが」

　メルツァーが会いに来たマンフレート・クロイツその人が、そこに立っていた。傍かたわらには見覚えのない、屈強そうな男の姿も見える。

「問題ありません」

「問題ない？　どういうことだ」

「そうしたのは私です」

　マンフレートの答えに、メルツァーは仰ぎよう天てんした。

「何だと……？」

　マンフレートは天幕の中に入って来ると、メイのそばにかがみ込んだ。手を伸ばし、指先でメイの頰ほおに軽く触れる。途端にメイが、眠りから覚めたかのように、両目をゆっくりと開いた。

「お父とう……」

「大丈夫か」

　マンフレートが静かな声で問う。メイはそんな彼の顔を見つめながら、小さく頷うなずき、再び両目を閉じた。荒くなっていた息が、ゆっくりと落ち着きを取り戻していく。

　マンフレートは立ち上がると、メルツァーに向き直った。

「外すと危険なので、こうしています。どうかこのまま」

「危険？　メイにとってか？」

　メルツァーが尋ねると、マンフレートはかぶりを振った。

「我々にとってです」

　そういわれても、簡単に納得できるものではない。メルツァーはマンフレートの顔とメイの顔を交互に見た。一体こいつらは何なのだ、という不審の思いが、心の中に込み上げてくる。マンフレートに関する芳かんばしくない噂うわさの数々が思い出された。実の娘を連れ回して虐ぎやく待たいしている、いや、あれはあの男の特殊な性的嗜し好こうの対象で、本当の娘ではない、等々──

「マンフレート、君はよもや……」

「……取り込み中のところ悪いが、さっさと見せるもんを見せてくれねえか？」

　マンフレートと一緒に現れた男が、メルツァーの言葉を遮さえぎった。かすれてはいたがくっきりとよく聞き取れる、力強い声だった。

「今すぐ案内する」

　マンフレートが男にそう答えてから、再びメルツァーのほうを見た。

「先に私の用を済ませてからでいいでしょうか」

「あ、ああ……」

　マンフレートの有無をいわせない口調に押し切られ、メルツァーは頷くしかなかった。

　天幕を出て、マンフレートの先導で森の中をさらに歩いて行く。雨脚が先ほどよりも強くなったようだった。若い機士はもうついて来ず、マンフレートの後に続くのはメルツァーとあの男だけだった。

　マンフレートに男が誰なのかと問うと、鎧がい師しのハーデイ・ゼファー氏です、と紹介された。メルツァーの聞いたことのない名だった。

　メルツァーはハーデイの歩いている様子を見て、心の中でこいつは駄だ目めだと結論を出した。酒に溺おぼれているのは明らかだった。足取りはふらついており、何度も下した生ばえに足を取られてひっくり返りそうになっている。さらには、息を吐はくたびすえた臭いを周囲に撒まき散らしている始末で、到底まともな仕事ができるとは思えなかった。

　メルツァーとハーデイがマンフレートに連れて行かれたのは、メイの機巧鎧アームネインであるユリシーズの所だった。ユリシーズは駐ちゆう屯とん地の外れに、右手と左足を失った状態のまま横たわっていた。一週間前の戦いで、メイがマンフレートを助けようとしてエリュシオンに戦いを挑いどみ、機体の不調により撤退を余儀なくされたことはメルツァーも報告で聞いて知っている。

　ユリシーズを見た途端、ハーデイの様子が一変した。

「こいつは……」

　うめくようにそう呟つぶやくなり、ハーデイはユリシーズのそばに小走りで近づいて行った。手足の千切れ飛んだ箇所を覗のぞき込んだり、感触を確かめるようにあちこちの装甲を撫なで回したりし始める。手つきも目つきも、ほんの少し前まで見せていた醜しゆう態たいぶりは噓のように消え失せ、しっかりしていた。

　メルツァーはマンフレートと共に、そんなハーデイの様子を黙だまって見つめていた。するとやにわに、ハーデイが彼らのほうを振り向き、怒鳴り声を浴びせてきた。

「そうやって見られてると、気が散るだろうが。向こう行ってろ」

「おいおい……」

　ハーデイの態度にさすがにメルツァーは眉まゆをひそめたが、マンフレートは気にした様子を見せなかった。彼はわかった、と答えるなり、ユリシーズに背を向け、歩き出した。

　メルツァーもマンフレートの後をついて行った。

　ユリシーズから少し離れた場所には、マンフレートの乗機であるネストールが、地面に片かた膝ひざをついた状態で待機していた。マンフレートはそこまで行ったところでようやく足を止めた。

　自分のほうを振り向いたマンフレートに、メルツァーは問いかけた。

「メイをいつまでああしておくんだ？」

「今はああするしかないのです。暴れ出してからでは遅い」

　メルツァーはマンフレートの顔を見つめた。黒い牙きばの通り名を敵から授かった男の表情は真ま面じ目めそのもので、冗談をいっているようにはとても見えない。眼まな差ざしも理性的で、惑わく乱らんしている様子もなかった。

　つまり、マンフレートは本気でメイが暴れることを恐れ、あのような処置を施ほどこしているということになる。普通に考えればありえない話だった。あんな体の小さな少女に対し、まるで猛獣を押さえ込むような扱いをするなどと──

　これ以上は深入りしないほうがよさそうだ。心のどこかで、抑制を促うながす警告が発せられるのを、メルツァーは感じ取った。それは特に根拠のない、ただの勘だったが、彼はそういうとき、素直に従うことに決めていた。

　メイのことは置いておこう。マンフレートと彼女がどのような関係で結ばれていようと自分には関係ない。必要なのはマンフレートの戦力、それだけだ。

　心の中でそう言い聞かせ、メルツァーは自分がここへやってきた本題に移ることにした。

「先日の戦いに関する、上層部の判断が決定したので伝えに来た。我が部隊に対するお咎とがめはなしだ」

　ウェンズローでの戦いに敗れ、王都に戻って来るなり、指揮官たちの間では敗戦の責任を巡り喧けん々けん囂ごう々ごうの非難合戦が繰り広げられることとなった。メルツァーもそれに絡からみ、この一週間というもの、ずっと各所への報告と弁明に追われ続けていたのだった。

　無論、最大の戦犯とされたのは、緒戦で討ち取られ、オルガンド軍全体を混乱に陥おとしいれる原因を作ったシオドリク・バーナビーだった。だがそれだけに留まらず、中にはマンフレートの一連の行動を無断暴走とみなし、責任を取らせるよう主張する者もいた。特に声高にマンフレートを非難していたのは、ウェンズローで行われた戦いで総司令官ボラドーから軍の指揮権を預かっていた王族の一員、ガーラシュだった。

　神み子こ姫ひめを一度は手中に収め、勝利を確定的にしておきながら、独断でエリュシオンに一機打ちを仕掛け、あまつさえ神子姫を手放してしまった行動は許しがたい。ガーラシュはそういって、マンフレートと、直属の上官たるメルツァーを厳罰に処すことを、しきりに主張した。王都に進駐しているオルガンド軍は、大王ゲイルグルの長子、王太子ボラドーを総司令官とし、その下にシュマイザー、バルテル、ガズレイの三人の万ばん機き将が、副指令格としてつく形を取っている。この三人のうち、バルテルがガーラシュの主張に同調したため、マンフレートとメルツァーは一時はかなり危あやうい立場にまで追いつめられた。それが、メルツァーの上にいる万機将シュマイザーの粘ねばり強い弁護によって、どうにか無罪放免といえる形に落ち着いたのだった。

「だが安心してもいられない。シュマイザー閣かつ下かから伝言だ。任務は続行せよ。この意味がわかるな？」

「エリュシオンを倒す目的に変わりはないということですね」

　マンフレートの表情にも声にも、特に変化は現れなかった。それが当然と思っているかのような、落ち着いた態度だった。

「次の戦いは王都近辺で行なわれることになるだろう。いつ出動命令が出てもいいよう、準備を急ぐ必要がある」

　メルツァーは間近に控えるネストールに視線を向けた。今や敵味み方かたにその存在が知れ渡っている漆しつ黒こくの機巧鎧アームネインは、右肩から右腕にかけての装甲を思い切りひしゃげさせた、無残な姿を雨空の下にさらしていた。まるで巨大な質量の物体を、思い切り肩の部分に叩たたきつけたようなありさまだった。

「……一体何をどうすれば、このようになるのだろうな」

　ユリシーズよりも、こっちを直すほうが先なのではないか。そんなことを心の中で思いながら、メルツァーは呟つぶやいた。彼はネストールのこの損傷が、エリュシオンの放った何かしらの技によるものだということも知っていた。一機打ちを見ていた者の話によれば、戦いは終始マンフレートが押していたという。ただ、最後の最後でエリュシオンが繰り出した謎の攻撃、そのたった一撃のせいで、状況が逆転してしまったらしい。攻撃が具体的にどのようなものだったのかは誰に聞いても要領を得ず、詳くわしいことはわかっていなかった。

「……フェノメナです」

　マンフレートが低い声で呟いた。

　フェノメナ。決戦機と呼ばれるごく少数の機巧鎧アームネインのみが発動可能と伝えられている、特別な技のことだった。確かマンフレートは、出撃前にも、その話題を口にしていたはずだ。

「あのアルトゥールという王子が、まさかそこまでの素質の持ち主とは思わなかった。私の油断です」

　メルツァーは胸の前で腕を組み、唸うなった。己を現実主義者と自認している彼にしてみれば、フェノメナなどという怪あやしげなものの実在を素直に認めることには抵抗があった。

　とはいえ、ネストールがエリュシオンの放った何らかの技によって退けられたのは事実だった。技の正体を探り、対策を講じる必要がある。

　エリュシオンに関する情報を、もっと集めなければならない、と思った。あのハーデイとかいう鎧がい師しの男に話を聞ければ、詳くわしいことが色々とわかるかもしれないが、あの様子では喋しやべらせるのは難しいだろう。他に誰かいないか──

　そんなことを考えながらふとマンフレートのほうを見たメルツァーは、彼がネストールのある一点をじっと見つめているのに気付いた。

「どうかしたのか？」

「額ひたいのところが見えますか」

　マンフレートは右手を上に伸ばし、ネストールの頭部を指し示した。いわれてメルツァーもそちらを見る。よくよく目を凝らして観察すると、顔の上のほう、人間でいうと額にあたる部分に、かすかに抉えぐられたような跡がついているのがわかった。

「……傷か？」

「エリュシオンの打ち込みを払いのけた際、受けたものと思われます」

　それがどうかしたのか、そう問いかける視線をメルツァーが投げかけると、マンフレートはこれまでと変わらぬ淡たん々たんとした口調で答えた。

「ネストールの額ひたいに傷をつけた者は未だかつていませんでした。それほどの相手だということです。あのフェノメナがなかったとしても」

　メルツァーは怪け訝げんな思いにとらわれた。マンフレートはなぜそんなことを口にするのだろう？　己に対する戒いましめのつもりか、それとも臆しているとでもいうのか──

「……だが我々は、その相手に勝たなくてはならない」

　メルツァーの口調はマンフレートに言い聞かせるかのようだった。たとえ相手が想像していた以上の強敵だったとしても、自分たちのやるべきことは変わらない。全力でぶつかり、倒すしかないのだ。

　そんなことは、今更いうまでもないことだった。他に選択の余地はない。

　マンフレートは黙だまったままだった。

「……話は大体こんなところだ。私はいったん王都へ戻る。何かあればまた連絡する」

　他に何かいっておくことはなかったか。メルツァーは記憶を探り、先ほど部下のひとりから耳にしたある噂うわさを思い出した。

「あと、これは本当かどうかわからないが……もしかするとあの方が戻ってくるかもしれない」

「……ダジェス殿でん下かでしょうか」

　マンフレートはすぐに察しをつけた。

「そう。あの『兄殺し』だ」

　まるで存在そのものを忌いむかのように、メルツァーは声を潜ひそめていた。

　オルガンドの大王として君臨するゲイルグルには、王都進駐軍総司令官でもある跡継ぎの長子ボラドーのほかにも、何人かの男子がいた。そのうちのひとりが第二王子のグリムトで、兄ボラドーと同じく正せい妃ひアルマーの腹から出た子だった。かつてはこのふたりのうち、どちらが次の大王位を継ぐ王太子として立てられるのかという話題が、オルガンドの人々の口の端はによくのぼったものだった。

　しかし今では、そんな話をする者は誰もいない。

　今から三年前、グリムトは突然この世を去ったからだ。父ゲイルグルに対し反乱を企くわだてたという理由で、粛しゆく清せいされたのだった。

　そのときのオルガンドが国を挙げての大騒ぎとなったことを、メルツァーは今でもよく覚えている。

　そしてそのグリムトを手にかけた人物こそ、ゲイルグルの第三王子であり、ボラドー、グリムトの異母弟にあたるダジェスだった。

　ダジェスはそれまで表舞台に一切姿を現すことがなく、その存在は謎に包まれていた。正妃アルマーが彼の存在を憎み、ゲイルグルに讒ざん言げんして辺境の地へ追いやっていたなどとも噂されていたが、真相は定かでない。

　とにかく、実の兄を手にかけるという、忌まわしくも鮮烈な出来事を端緒として、ダジェスは一躍人々の注目を集める存在となった。

　ダジェスは半年前のモーリス河の戦いにも参戦し、めざましい武功を上げていた。オルガンド軍の勝利の最大の要因と考えられている、敵陣中央の一点突破作戦は、他ならぬダジェスによって初めて実践されたものだった。ダジェスは自ら機巧鎧アームネインを操って陣頭に立ち、機体が壊れて動かなくなるまで激しく暴れまわった。そして結果的に多数のリュクサリア王国機士を打ち倒した。彼の存在は『黒い牙きば』マンフレートと共に、恐怖の象徴、憎悪の対象として、敵であるリュクサリア王国軍にも広く知れ渡っていることだろう。

「大王陛下はこのたびの敗戦に、いたくお怒りらしい。このままにはしておけないと考え、ダジェス殿でん下かを送って来るというのはない話ではない」

　もっとも、そうなったらそうなったで、別の問題が発生することは確実だった。メルツァーにはあのボラドーがダジェスを御ぎよせるとはとても思えなかった。

　かの第三王子の投入が今後の戦局にどのような影響を及ぼすことになるのか、彼にはまるで見当がつかなかった。

「そうですか。ダジェス殿下が……」

　マンフレートが何やら考え込む様子になった。何か引っかかることでもあるのか、そう尋ねようとしたメルツァーだったが、そこへハーデイが戻って来たため、問いを発する機会を逸いつしてしまった。

「……見たぜ」

　ハーデイはぶっきら棒な声で、そう切り出した。

「確かにあれをいじれるのは、俺しかいねえだろうな……それはそうと、あんたあれをどこで手に入れた？」

　ハーデイがマンフレートに問いかける。まるで詰問しているかのような、厳しい口調だった。

「……悪いが、その質問には答えられない」

「あれがただもんじゃねえってことは、わかってんだろ？」

　ハーデイが言葉をたたみかける。マンフレートは無言のままハーデイを見つめた。

　メルツァーの目には、ふたりがまるでにらみあっているかのように映った。

　ふたりとも、なぜこんなに真剣な顔をしているのだ？　あのユリシーズは、そんなに凄すごい機巧鎧アームネインなのか？

「あれを直すことと、あんたの娘の命を助けることが、どうつながってるってんだ？」

「とにかく直してほしい。そうすればわかる」

　マンフレートの言葉に、ハーデイはため息をついて黙だまり込んだ。ややあって、彼はおもむろに頭に手を伸ばすと、苛いら立だたしそうに髪をかきむしった。

「なぜかあまり信じてもらえないんだが、こう見えても俺は子供好きでな。いつまでもああして苦しんでるのを、黙だまって見てられねえぜ」

「では、やってもらえるか？」

「理屈はよくわからんが……この分だと、やらないことにはどうしようもねえだろう」

　ハーデイは自分の背後、ユリシーズのある方向を、右手の親指で指し示した。

「あれを、王都にある俺の作業場へ運んでくれ」
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　右の手首をつかまれ、頭の上まで持ち上げられた。振りほどこうと力をこめたが、女の力ではどうにもならなかった。

「助けて……！」

　口から悲鳴が漏もれたが、どこからも、誰も現れる気配はない。

「は、離してください。痛いです」

　娘は目の前にいる、自分の手をつかんでいる男に向かって頼んだ。硬そうな髭ひげに覆われた男の口が、好色そうに歪ゆがむ。それを見た娘は、自分の願いがかなえられることはあるまいと確信せざるを得なかった。

　こんなことなら、外に出るのではなかった。自分の行動を後悔したが、もはや後の祭りだった。夜になったといってもまだ時間は早いし、近所だから大丈夫だろうと思ったのだが、見通しが甘かった。

　娘が家を出たのは、医師の所へ行って父の薬をもらうためだった。父には持病があり、治療のためずっと飲み続けている薬があったのだが、それが切れてしまったのだ。父は明日あしたでも構わないといってくれたが、苦しそうにしている姿を見るにしのびなかった。

　永遠の都と称たたえられ、かつては一晩中喧けん騒そうの絶えることのなかった王都も、今は街全体が喪もに服しているかのように静まり返っていた。昼間のうちはまだしもそれなりの人出があるが、夜ともなるとそれもめっきり少なくなる。オルガンド兵の乱暴狼ろう藉ぜきぶりは既に王都の人々のよく知るところとなっていた。うっかり目をつけられたりしてはたまらないと、誰もが家の中に閉じ込もり、息を潜ひそめているものと思われた。

　娘はなるべく用心して歩いていたつもりだったが、それでも連中に見つかってしまったのは運が悪かったとしかいいようがない。気がついたときには周囲を数人のオルガンドの男たちに囲まれていた。下げ卑びた笑い声と不ぶ躾しつけな視線を浴びせられ、一緒に来るよういわれた。病気の父に薬を持ち帰らなければいけないんです、といっても聞いてもらえなかった。

　でも、とさらに言い募つのろうとした途端、いきなり頰ほおを張られた。あっと思ったときには雨で濡ぬれた地面に膝ひざをついていた。医師にもらった薬が石畳の上に散らばってしまい、それを気にしているうちに手首をつかまれ、無理やり立たされたのだった。

　今娘たちがいるのは左右に家々の建て込んだ路地の一角だった。父の待つ家までそう遠くない。他にも何人かいたはずの通行人は皆蜘く蛛もの子を散らすように逃げ去ってしまい、視界に入る範囲には誰もいなかった。

　薄情なものだと思う。だが考えてみれば、自分もそうだった。この数日、家の中で鳴りを潜めている間、何度外から、助けを求める悲鳴が聞こえてきたかわからない。その中には知り合いだっていたかもしれない。しかし娘は、そのことごとくを聞かなかったことにした。そのつけが回ってきたのかもしれない、そんなことをふと考えた。

　噂うわさによれば、どこかでまた大きな戦いがあり、今度はリュクサリア王国軍が勝利したそうだ。もう少し待っていれば、いずれ王国軍が王都を取り返し、また元の安全な暮らしが戻ってくるかもしれない。そんな希望が胸にともった矢先の、この有様だった。これが自分の星回りなのだろうか。

　家で自分の帰りを待っている父の顔が思い浮かぶ。

　ひとりの男が角を曲がって現れ、娘たちのそばに近づいて来た。それまで娘を囲んでいた者たちは身なりもそれほどよくはなく、兵士というよりならず者といったほうがふさわしそうな者たちばかりだった。だが新たに現れた男は違った。他の者たちと違って仕立てのいい軍服を着ており、明らかに身分が高そうだった。もしかしたら機士かもしれない。だが、どこかただれている印象を娘は受けた。体つきはぶくぶくと太ってしまりがなく、軍服の着方もだらしがない。現役の軍人や機士なら当然持っているはずの緊迫感が、その新たに現れた男からはまるで感じられなかった。

「ふん、ようやくひとりか」

　新たに現れた男は娘の顎あごに手をやり、上を向かせた。男の指はぶよぶよと柔やわららかい感触をしていて、まるで巨大な芋虫を押し付けられたような気がした。娘の全身が総毛立つ。

「顔と体つきは悪くないが、これだけでは物足りんな」

　男が不満そうに口にした。

「申し訳ありません、ズーヒャー様。他にも探してはいるのですが」

　まわりにいた者たちが一斉に周囲を見渡す。

「あれは……何だ、まだ子供か」

　ひとりがそう口にすると、皆の視線が一点に集まった。娘も男たちと同じほうを見る。自分たちのいるところへ向かって、ひとりの小さな人影が近づいて来るのが目に入った。背丈からして明らかに子供、それも恐らくは女の子だった。他には誰もいない。

　こんな夜、しかも雨の中を、子供がひとりで歩いているのは明らかに普通ではなかった。しかも歩き方がどこかおかしい。まるで熱にうなされてでもいるかのように足取りは覚おぼ束つかず、路地を左右にふらふらしていた。左手が右手を押さえるようにずっと添えられている。もしかしたら怪け我がでもしているか、あるいはよほど体調が悪いのかもしれない。

「あの子供、どこから……？」

「連れてこい」

　ズーヒャーと呼ばれた男がそう命じるのを聞いて、娘はぎょっとなった。思わずズーヒャーの顔を見る。彼の声には、少女の出現を喜んでいるような響ひびきが感じ取れたからだ。

　案の定、ズーヒャーは笑みを見せていた。まるで舌なめずりするかのような、熱っぽい視線を歩いて来る少女に向かって注いでいる。

　信じられない。あんな子供まで……

　ひとりの男が、少女に向かって近づいて行く。

「お譲ちゃん、どうしたのかな？」

　男がそう声をかけ、手にしていたランプを少女に向かって掲かかげた。橙だいだい色の光に映し出された少女の顔つきを見て、娘はまた驚きに見舞われた。

　なんてきれいな顔をした子なんだろう。

「お譲ちゃん、迷子かな？　だったらおじちゃんたちが……」

　男が空いたほうの手を少女に向かって伸ばす。

　その次に何が起こったのか、娘にはよくわからなかった。少女が頭上に向かってすっと左手を挙げ、その手の先が男の顔に当たった途端、めき、と何かの潰つぶれた音がして、男がその場に力なくかがみ込んでしまったからだ。

　今、何が……？

　娘の周囲にいた男たちがたちまち騒そう然ぜんとなった。どうした、とかしっかりしろ、といった声が、次々にかがみ込んだ男に向かってかけられる。

「何をやっている。捕まえろ」

　ズーヒャーが苛いら立だたしげに口にしたのを合図に、娘の手をつかんでいた男以外の全員が、一斉に少女に向かって行った。全部で五名だった。

　少女は走り寄ってくる男たちにまるで関心を払っていない様子だった。

「痛い……痛い……」

　呪じゆ文もんのようなうめきが口から漏もれ出ているのが娘の耳に入る。左手で右手をさするようにしているところを見ると、やはり怪け我がをしているのか。とにかく、その痛みに気を取られるあまり、まわりに目を向ける余裕がなくなっているようだった。

　娘は焦あせった。

　そんなところにじっとしていてはいけない。こいつらに捕まったら、この変態野郎にどんな目に遭わされるか、わかったものではない。

「駄だ目め、逃げて！」

　娘の口から、思わず切迫した叫さけび声がほとばしっていた。

　そして次の瞬しゆん間かん、彼女は自分の目を疑った。真っ先に近寄ってきた男に対し、少女はまるで虫でも追い払うかのように、左手を思い切り振った。
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　今度は間違いなかった。拳こぶしに握った少女の手が当たった瞬間、打撃音と共に、男の首がぐにゃりと不自然な方向に曲がる。男はそのまま、声もあげずその場に倒れた。

「な、何だこいつは!?」

　残った男たちがたちまち全員足を止める。

　次の瞬しゆん間かん、少女が絶ぜつ叫きようした。

　男たちへの威い嚇かくというよりも、苦痛に耐えかねて発したと思われるその声は、周囲の建物の壁を、地面を、そして娘の鼓こ膜まくをも打ち振るわせた。こんな小さな体のどこからそんな大きな声が出るのかと驚くような、猛獣の咆ほう哮こうのような叫さけびだった。そう思ったのが娘だけでないことは、男たちが一斉に身をすくませているのを見ても明らかだった。

　まさかそんな、あんな小さな子が……？

　娘は自分が何を目にしているのか、わからなくなった。

「ひ、ひいっ……！」

　近くにいたズーヒャーが、情けない声をあげる。

　少女は娘とズーヒャーのほうをじっと見つめた後、再び叫び声をあげた。




　メルツァーとマンフレートは、ユリシーズを王都の中にある工こう廠しようへと搬はん送そうし、ハーデイにいわれるまま、彼の作業所に機体を安置した。作業を終えたころには、既に日はとっぷりと暮れていた。

　工廠内は活気に満ちていた。多くの技術者が詰めていて、皆忙しそうに立ち働いている。そこかしこから、槌つちを振るう打撃音や、機体を載せた台車を大勢で力を合わせて押すかけ声などが聞こえてきた。運び込まれている機巧鎧アームネインはオルガンド軍の制式採用機であるドラードばかりだった。

　メルツァーが何より驚いたのは、ハーデイが工こう廠しように姿を現すなり、周辺にいた技術者たちが、次々と彼の下へ走り寄って来たことだった。

「おやっさん、やっと復帰ですね」

「待ってましたよ、おやっさん」

　メルツァーは最初はただの酔っ払いにしか見えなかったハーデイが、この工廠において、技術者たちの深い尊敬と信頼を集めている存在であることを実感した。

　だがそうした技術者たちに対するハーデイの態度は、つれないものだった。

「いちいち近づいて来るんじゃねえ。おまえらみてえなむさ苦しい連中にベタベタされても、こちとらうれしかねえんだよ。さっさと仕事に戻りやがれ」

　ハーデイは集まってきた技術者たちをどやしつけ、追い散らすと、改めて自分のほうから何人かを呼び付け、あれやこれやと細かい指示を出していった。

　しばらくして、指示を受けた者たちが、機巧鎧アームネインの右腕と左足を、台車に載せてユリシーズのそばまで運んできた。どうやらハーデイはそれを取り付けるつもりらしい。

「これは……ライオットの部品か？」

　メルツァーの質問には特に意図があったわけではない。ただ何の気なしに尋ねただけだった。

　だがそれを聞いたハーデイはたちまち不ふ機き嫌げんそうな顔つきになり、メルツァーをにらみ付けてきた。

「何か文句でもあるのか？」

「いや、特にはないが」

　ハーデイはふん、と鼻から息を漏もらすと、腰に差していたスパナを手に持ち、ユリシーズに向き合い始めた。

　その背中を見ながら、メルツァーはどうやらこの男とはよほど相性が悪いらしい、と思った。

　メルツァーの傍かたわらにはマンフレートの姿もあった。彼はずっと無言のまま、ハーデイの作業ぶりを鋭い視線で見つめていた。

　ややあって、ハーデイが作業の手を止めないまま、質問を発した。

「こいつ、今までにも何度か手足のつぎはぎをしているようだな。全部ドラードか？」

「いや。直前につけていたのは、リュクサリア製の機巧鎧アームネインの手足だ。ライオットではなかったようだが」

　マンフレートがハーデイの質問に答える。周囲が喧けん騒そうに包まれているため、ふたりとも声が大きくなっていた。

「ライオットじゃないとすると、ガレーか。個人向けに放出された奴やつが、まだ結構出回っているからな……おい！　六番と七番のレンチをよこせ！」

　ハーデイは近くにいた技術者に向かって声をかけた。恐らくは見習いの立場と思われる、まだ若い技術者が工具を持って走って来る。その工具を手に取り、吟ぎん味みしながら、ハーデイはさらに話を続けた。

「いずれにせよ、こいつをまともに整備できるやつは、オルガンドにはひとりもいなかっただろうな。こんなの見たこともないとか、いわれなかったか？」

「あなたのいう通りだ」

　ハーデイとマンフレートの間に交わされる会話を聞いて、メルツァーは戸惑いを深めるばかりだった。確かにユリシーズは変わった外見をした機巧鎧アームネインだとは思うが、中身もそんなに他の機体と異なるのだろうか？

「こうして見ている分には、そこまで違いがあるようには思えないが」

　マンフレートとハーデイが一斉にメルツァーのほうを振り向いた。マンフレートが何かを答えようとするより、ハーデイが口を開くほうが早かった。

「何もわかっちゃいねえな。こいつは決戦機だぜ」

「何だと……」

　決戦機。特別な場所で作られたとされる、ごく少数の機巧鎧アームネインにのみ冠かんせられる呼称。メルツァーはその名で呼ばれる機体を他に一機しか知らない。

　それはリュクサリア国王の専用機である、あのエリュシオンだった。

「マンフレート、本当なのか」

「はい」

　マンフレートはメルツァーの問いかけに、平然と答えた。メルツァーは啞あ然ぜんとした。なぜエリュシオンと同じ決戦機が、こんな所にあるのか？　しかもなぜ乗っているのが、あんな少女なのか？　次から次へと疑問が湧わき出てきて、頭が混乱しそうになる。

「シュマイザー閣かつ下かはこのことを……？」

「ご存知です」

　マンフレートは頷うなずいた。

「他の人間は？」

　マンフレートは今度は無言のまま、かすかにかぶりを振るだけだった。

　一体これはどういうことなのか。

　メルツァーは記憶を掘り起こし、自分が知っている限りの決戦機に関する知識を、頭の中で思い返そうと試みた。

　決戦機といわれる機巧鎧アームネインは、メルツァーがかつて聞いた話によれば全部で十二機存在していたはずだ。あくまで伝承のため、本当のところはどうかわからない。そのほとんどが今では散り散りになってしまい、現存している機体がどれだけあるかも定かではなかった。今では所在がはっきりしている機体は、エリュシオンの他はほとんど残っていないとも聞く。メルツァーがかろうじて知っているのは、はるか遠方の北方世界にあって、リュクサリアと同程度の歴史を誇る王国アトヴァールに、一機が存在するという噂うわさのみだった。

　そしてもうひとつ、決戦機の特徴としていわれていることでメルツァーが知っているのは、フェノメナと呼ばれる特別な力を発動させられる点だった。仮にマンフレートのいう通り、エリュシオンがネストールを退けたあの技がフェノメナだったとするなら、ユリシーズにも同じことができるというのだろうか？

　自分は一体何を期待されているのだろう、とメルツァーはふと思った。彼の上官であるシュマイザーは、ユリシーズの正体を知っているらしい。その上でメルツァーにメイごとマンフレートの部隊を預けたということは、そこに何か、意図するところがあるからではないのか？

　メルツァーはシュマイザーの顔を思い浮かべた。万ばん機き将の地位にありながら他の将軍、たとえばガズレイのように武ぶ張ばったところはあまりなく、一見すると実直そうな人物に見える。だがそんなシュマイザーが、こと政事においては、あの手この手を使って事態を自らの思い通りに導こうとする、したたかで食えない人物であることは、メルツァーもよく知っていた。

　メルツァーは改めてマンフレートを見た。聞きたいことはいくらでもあった。中でも一番の疑問は、一体いつ、どうやって彼がユリシーズを手に入れたのかということと、どういった経緯でメイをユリシーズに乗せることになったのかということだった。だがそれを口に出して問いかけることははばかられた。例の警告が心の中で発せられるのを、メルツァーは敏感に感じ取っていた。

　代わりに口に出したのは、別の質問だった。

「メイの不調は、ユリシーズがこんなことになったのと関係があるというのか？」

　マンフレートは頷うなずいた。

「これまでにも、何度か同じことがありました」

　機巧鎧アームネインをうまく動かすための不可欠な要素として、機体と操縦者の親和性を高めることの重要性がよく挙げられる。そのために同期調整といって、機士が出撃前に機巧鎧アームネインの操縦席にこもるのもよくある話だ。メルツァーにはそこまでの経験はないが、中にはその同期が進んで、機体と己の体が一体化したような感覚に包まれる者もいるという。そうなることにより、機体の性能がより効率的に引き出されるのは確かだが、決して利点ばかりではなかった。機体と自身の肉体が一体化したように感じられるがゆえに、そういった者たちは機巧鎧アームネインが損傷を蒙こうむると、まるで自分自身が負傷したかのように苦しむのだという。

　だがそれも、普通は機巧鎧アームネインに乗っている間だけのことだ。メイがユリシーズを降りた後も、相変わらず機体との一体感を維持し続けているとしたら、やはりそれはただ事ではない。

　メイが子供ゆえ、そういった反応を見せているのか、それともメイ特有のものなのか──

　メルツァーには答えを推察する術すべはなかった。

　彼にわかるのは、少なくともマンフレートはメイの不調をユリシーズの損傷と結び付けて考えているらしいということと、ハーデイもそれに同意しているらしいということくらいだった。

　メルツァーもマンフレートもそれきり黙だまり込み、しばらくはふたりして、ハーデイの作業を見守っていた。

「よし、準備は整った。これで手足をつけられるぜ」

　やがて、ハーデイが額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、そう口にした。

「おいそこの。酒……いや、水でいい。持って来い」

　そう命じられるなり、ハーデイの作業を手伝っていた若い技術者が、近くに置かれていた水みず瓶がめのところへ走って行き、碗で水をすくって戻って来た。その碗を受け取って口元に運び、一気に飲み干してから、ハーデイはマンフレートのほうを振り返った。

「断っておくが、過度な期待はするんじゃねえぞ。直してやるのはこれっきりだ。俺はオルガンドのために働く気はねえ。お前さんに借りがひとつあるからそれを返す。それだけだ」

「わかった」

　マンフレートは顔色ひとつ変えることなく答えた。そんな彼を、ハーデイは鋭い目でにらみ付けた。

「……あと、これは余計なお節介だが、嬢ちゃんをこの鎧よろいに乗せるのはやめたほうがいいぜ。確かにこいつの操縦席は、嬢ちゃんくらいの子供でなけりゃ、入るのも苦労するほど狭い。だがな」

　ハーデイはそう口にして、横たわっているユリシーズのほうを振り返った。

「……だがこいつは、子供の遊ぶおもちゃじゃねえ。人殺しの機械なんだ。そういうもんを使うのは、大人だけにするべきじゃねえのか？」

「……そうだな」

　マンフレートは、あっさりとハーデイの言葉に同意した。短い答えの中にどのような思いがこめられているかまでは、メルツァーにはわからなかった。マンフレートの表情には目立った変化は見受けられず、口調もこれまで通り、淡たん々たんとしたものだった。

　ハーデイはそんなマンフレートのほうに再び向き直り、彼の様子を見つめていた。だがマンフレートがそれ以上何もいいそうにないとわかると、あきらめたようにため息をついた。

「たとえ今回直しても、あまり無茶をするとまた同じことの繰り返しになるぞ。それだけは忘れるなよ」

「あなたほどの腕をもってしてもか」

　メルツァーは、初めてマンフレートの口調に、感情の乱れが入り込んだように感じた。あくまでわずかにではあるが。

　ハーデイは右手を頭に伸ばし、苛いら立だたしそうにかきむしった。

「こればかりはどうにもならん。決戦機とそうでない機体ってのは、同じ機巧鎧アームネインに括くくられちゃいるが、中身はまるで別物なんだよ。俺は今まで見慣れたのがあったから、他の奴やつよりはごまかしが効きくが……ごまかしは所しよ詮せんごまかしだ」

「では、同じ決戦機であるエリュシオンの手足なら？」

　マンフレートがそう口にするのを聞いて、メルツァーははっとなった。ウェンズローへ出陣する前、シュマイザーの指令をマンフレートに伝えに行ったときの、彼の様子が思い浮かぶ。

　マンフレートがエリュシオンの破壊という、あまりにも難易度の高い指令を何の抵抗もなく受け入れるのは、彼自身に、エリュシオンを狙ねらう理由があるからではないか？

　エリュシオンの部品なら、ユリシーズを完全に修理できるかもしれない。そう考えたからこそ、マンフレートは──

「……そいつを俺に答えさせようってのか」

　ハーデイはマンフレートの問いに、顔をしかめた。だが明言はしなくても、そんな彼の態度を見ていれば、答えは明らかだった。

「……やはりそうか」

　マンフレートが何やら考え込む素振りを見せた。

　メルツァーはそんなマンフレートとハーデイの様子を、黙だまって見つめていた。

　見覚えのある若い機士が作業場の中に走ってやって来たのはそのときだった。

「マンフレート隊長！」

　若い機士はマンフレートの姿を見るなり、走り寄って行った。そばにいるメルツァーには見向きもしない。よほどあわてているらしいということが、その様子からわかった。

「どうした？」

「はっ、そ、それが……メイが駐ちゆう屯とん地から脱け出し、王都で我が軍の一隊を襲ったと……」

「何だと？　あの状態で、どうやって脱け出せるというんだ！」

　メルツァーが、驚いて口を挟はさんだ。

「どうやら自分で縄を引きちぎったようです。隊長たちがいなくなってからしばらくして彼女の悲鳴が聞こえてきたため、様子を見に行ったところ既に姿はなく……どこへ行ったのかと探していたところ、伝令が」

「場所はどこだ？」

　マンフレートが若い機士に問いかけた。若い機士の報告を聞くなり、彼の顔つきは一変していた。

「西門の近くです」

　マンフレートの反応は早かった。メルツァーに向かってすぐに戻ります、と声をかけるや、次の瞬しゆん間かん、まっしぐらに外に向かって走り出していた。

「待て、マンフレート！」

　メルツァーは若い機士とハーデイと瞬間顔を見合わせ、すぐに彼の後を追った。
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　メルツァーとハーデイ、それに報告に来た若い機士は、工こう廠しようの外に出たところでマンフレートに追い付いた。敷地内に置かれていた襲歩機ギヤロツパーに分乗し、四人は現場へと向かった。

　襲歩機ギヤロツパーは雨の降りしきる夜の街路をひた走った。機械じかけの脚が石畳を踏ふみしめるたび、水の跳はねる音と、接地面から生じる振動がメルツァーの全身に伝わってくる。

　雨はますます勢いを強めており、それが顔に当たって目を開けているのが困難なほどだった。

　道の左右に建物が隙すき間まなく立ち並び、似たような景色が続く中を、案内役の若い機士は迷う素振りを見せることなく次々角を曲がり、あるいは直進して行った。

　やがて一行は、目的の場所へとたどり着いた。

　現場は人だかりができていた。いるのはいずれもオルガンド軍の軍服に身を包んだ者ばかりで、一般民の姿は見当たらない。それでも、周辺の建物の窓がかすかに開き、そこからちらちらと外の様子を覗のぞいている者が何人もいるのが見て取れた。

　とにかく状況を確認しなければ、そう思いながらメルツァーは襲歩機ギヤロツパーを降り、人だかりのほうへと向かって足を踏み出す。

　その途端、なじみのあるにおいが鼻をついた。

「こいつは……」

　メルツァーのすぐ後ろにいたハーデイが、そう呟つぶやいて顔をしかめ、手で鼻を押さえる。

　においの正体が、メルツァーにはすぐにわかった。多少の雨くらいでは消えることのない、戦場に身を置く者であれば誰にとってもなじみある、濃厚な血のにおいだった。

　不意に、人だかりを形成していた者たちの間から一斉にどよめきが起こり、皆が大きく後ずさるのが目に入った。

　くそ、一体何が起きているんだ。

　心の中で毒づきながら、メルツァーはマンフレートと共に人だかりに飛び込むと、そこにいた者たちをかきわけ、前へと進んで行った。

　やがて眼前に現れた光景に、彼は愕がく然ぜんとなった。

「何てことだ……」

　石畳の上に、血の海が広がっていた。何人もの男が口や鼻から鮮血をしたたらせ、あるいはうつろな目を下に向けながら、地面に倒れている。剣を抜いている者もひとりふたりではなかった。

　そして──

　男たちの間、血の海の中心に、ぼんやりと立ち尽くすメイの姿があった。

　周囲を取り囲んだ者たちが距離を取りつつ、彼女に向かってランプの明かりを向けている。橙だいだい色の光に照らし出されたその立ち姿を見て、メルツァーは思わず、現世に迷い出て来た幽ゆう鬼きを想像した。

　メイは元から表情が乏とぼしく、ともすれば感情が抜け落ちているように見えることが多かったが、それは今も同じだった。うっすらと半目になった両目はどこを見ているかも定かでない。白はく磁じのような肌に、返り血と思われるどす黒い染みがところどころ飛び散っていた。着ているドレスがべったりと濡ぬれ、布地が肌に張り付いている。だらりと下に垂らした左手の先から地面に滴したたり落ちる雫しずくは、明らかに雨水だけではなかった。

「メイ……」

　横にいたマンフレートがメイに向かって呼びかけたが、メイに変化はない。それを見たマンフレートは、血の海に向かって足を一歩踏ふみ出した。その途端、メイの全身に反応が生じた。鋭いうなり声を発したかと思うと、その場で腰を落とし、今にも彼に向かって飛びかかりそうな体勢で身構える。

　メルツァーの周辺にいた者たちの間から再びどよめきが起こり、皆がさらに後ろに下った。メルツァーもそれに合わせ、メイと距離を取る。

　まるで手負いの獣けものと対たい峙じしているかのようだった。

　そうした中、マンフレートだけはその場を動かなかった。

「先ほどからずっとこの調子です。近づこうとすると威い嚇かくされるので、手が出せません」

　メルツァーの隣にいたひとりの兵士が、そう口にした。

「これを全部……メイがやったのか」

　メルツァーは自分が目にしている光景が信じられなかった。倒れているのはいずれもオルガンド軍の関係者ばかりで、中にはひとり、機士とおぼしき服装の者まで混じっている。

　メイはこれだけの人数を、たったひとりで倒してしまったというのか。

　メルツァーは慄りつ然ぜんとなった。駐ちゆう屯とん地で見た光景と、そのときのマンフレートの言葉が思い出される。メイを拘こう束そくしておかなければ自分たちの身が危ないといったあの発言は、大げさでも何でもなく、真実そのものだったのだ。

　そのとき、メイの背後でひとりの男が、ゆらりと立ち上がった。

　男はよろめきながら、近くに落ちていた剣を拾い上げると、血で潰つぶれた目でメイをにらみ据すえ、上段に振りかぶった。

「こ、この、化け物が……！」

　そう叫さけぶなり、メイに向かって斬きりかかっていく。

「よせ！」

　マンフレートが警告を発したが、間に合わなかった。

　メイの動きは早かった。男の振り下ろした剣身が肉薄してくるや、その場で瞬しゆん時じに身を翻ひるがえし、流れるような動作で刃を交わす。それと同時に、指先まで伸ばした左手をすかさず男の喉のど下へと突き入れた。

　肉と骨が潰つぶれる鈍にぶい音が聞こえ、メイの指先が男の喉のどへとめり込む。

　男の口からぐえ、という声が漏もれ、口の端はから血がこぼれ出るのがメルツァーの目に映った。男は両手でメイの手をつかみ、外そうともがくが、メイは微動だにしない。男の顔のあちこちにみるみる筋が浮かび、眼球が飛び出しそうなほどに、両目が大きく見開かれた。

　このままでは窒ちつ息そく死してしまう、メルツァーがそう思った瞬しゆん間かん、マンフレートが叫さけんだ。

「やめろ、メイ！」

　マンフレートはそう口にするなり、メイの下に走り寄ると、男の喉に突き入れていた彼女の左腕を両手でつかんだ。

　まっすぐに伸ばしていたメイの左腕が曲がり、その弾はずみで手が男から離れる。

　男は水しぶきを立てながら地面に頽くずおれた。

「メイ」

　マンフレートが再び彼女の名を呼ぶ。メイの体から力が抜け、彼女の左腕がマンフレートの手の間をすり抜けて下に落ちた。

「いたい……いたい……」

　メイは熱にうなされたようなうめき声を漏らしながら腰を折り、自由になった左手で、だらりと垂らした右腕を押さえた。

「メイ、しっかりするんだ」

　マンフレートが彼女の肩に手を置こうとしたそのとき、メイの全身に再び力がこもった。いきなり、彼女はまとわりつく虫を払おうとするかのように、左手を地面と水平に素早く振った。その手がマンフレートの脇わき腹ばらを、思い切り直撃する。

「む……」

　マンフレートが息を詰まらせた。

「マンフレート！」

　メルツァーの口から叫び声がほとばしった。

マンフレートの上半身がぐらつき、膝ひざがその場に落ちそうになる。だがそれを、彼はかろうじてこらえた。

「メイ、私だ」

　彼はその場に立ったまま、もう一度メイに向かって呼びかけた。

　メイはまたしても左手で右手で押さえ、顔を伏せた態勢となって、唸うなり声を発する。

　マンフレートはそんな彼女に向かって両手を伸ばし、その小さな体を、包み込むようにして抱きしめた。

　メイの口から、耳をつんざくような鋭い叫び声が発せられた。メルツァーは思わず身をすくめた。

　まるで拘こう束そくから逃れようとするかのように、メイがその体を激しくくねらせる。

　まずい。このままでは……！

　メルツァーは次の瞬しゆん間かん起こるであろう惨さん劇げきを思い、身を硬くした。

　だが、彼のその予想は外れた。

「大丈夫だ。ユリシーズを完全に元通りにする方法がわかったんだ」

　マンフレートがそう口にするや、暴れていたメイがぴたりと動きを止めたからだ。

「ユリシーズを……？」

「そうだ」

　正気に戻ったのか？

　メルツァーは驚きに目を瞠みはった。

　マンフレートはいったんメイの体を離すと、その場に腰を落とし、血に濡ぬれるのもいとわず石畳に膝ひざをついた。そして改めて、今度はメイの両肩に、そっと自分の両手を乗せた。

　今度はメイは抵抗しなかった。

　彼女はマンフレートに向かい、左手で右腕を押さえながら訴えた。

「お父、痛いよ。手も足も痛い。本当に直る？　痛いの……直る？　またすぐに痛くなったりしない？」

「……すまない。もう少しだ。もう少しだけ、待ってくれ。もうすぐユリシーズに新しい手足がつく。そうすればお前のその痛みも、収まる」

　マンフレートはメイに言い含めるようにゆっくりと告げた。

「本当？」

「ああ。約束する」

「お父……ありがとう」

　そう口にするなり、まるで張り詰めていた糸が切れたかのように、メイの全身から力が抜けた。その場に頽くずおれそうになるのを、マンフレートが両手で腰をつかみ、支える。

　メイの首が、がくりと下に落ちた。

「どうした？　大丈夫か？」

「意識を失っただけです。今のうちに野営地へ戻ります」

　マンフレートの口調はそうするのが当然といわんばかりだった。だが事はそう簡単ではない。メルツァーは改めて、地面に転がっている人間の数を数えた。メイに斬きりかかった男はかろうじて命を取り留めたらしく、今はこの場にいた別の者に介抱されている。それ以外に全部で六名が、物いわぬ死体となっていた。そもそもなぜこんなことになったのか事情は定かでないが、それだけの数の同胞の命を奪ったメイの責任は、理由はどうあれあまりにも重い。このまま何もせず、現場を立ち去るわけにはいかなかった。

　メルツァーは事態の深刻さを改めて痛感した。これは自分ひとりではどうにもならない。シュマイザーに至急事の次第を報告し、対応策を協議する必要があるだろう。

　ふと、彼は足下に薬のような包みが散乱しているのに気がついた。何だろうと思い、かがみ込んで拾おうとする。だがそこへ、数機の襲歩機ギヤロツパーがまとまって近づいて来る音が耳に入って来たため、すぐに意識がそちらへと移った。

「あいつ……」

　近づいて来る襲歩機ギヤロツパーを見ながら、横にいたハーデイが声を潜ひそめて呟つぶやいた。

「知っているのか」

「ああ。昼間、俺の家にいきなり踏ふみ込んできやがった奴やつだ」

　メルツァーにはやってきた者の正体がすぐにわかった。その場に現れたのは、王都の秩序の回復と、市民の監視を目的として編成された、治安維持部隊の一隊だった。

　専用の軍服に身を包んだ者たちが、次々と襲歩機ギヤロツパーを降り、石畳の上をこちらに向かって歩いて来る。

「また会ったな」

　先頭にいた、部隊を率いる隊長とおぼしき男が、マンフレートのすぐそばまで近づいて来て、彼に向かって声をかけた。

　マンフレートは隊長の男に背を向けたまま、無言だった。

「その娘は本部に連行する。かかれ」

　隊長の男は、自分が連れて来た部下たちのほうを振り向くと、そう命じた。

　ようやくここでマンフレートが立ち上がり、隊長の男を振り返った。

「娘は関係ない。連れて行くなら私を連れて行け」

「かばおうとしても無む駄だだ。こちらには目撃証言も寄せられている」

　マンフレートと隊長の男がにらみ合う。

　メルツァーは前に進み出た。

「ちょっと待ってくれ」

　彼は足早に歩いて、マンフレートと隊長の男の間に割って入った。近いうちに次の戦いが始まるともいわれる今の時期に、マンフレートの身柄を治安維持部隊に拘こう束そくされるわけにはいかなかった。下へ手たに尋問が長びけば、いつ釈放されるかわかったものではない。

　メルツァーは隊長の男に向かって名乗った。

「万ばん機き将シュマイザー閣かつ下か直属、千機長のイェルク・メルツァーだ。この一件は、ひとまず私に任せてもらえないだろうか」

「それはできかねます」

　隊長の男はメルツァーに向かって敬礼したが、返答はにべもなかった。メルツァーには予想外の反応だった。シュマイザーの名を出せばあっさり引き下がると思っていたからだ。

「……別にもみ消そうというわけではない。先にシュマイザー閣下にご報告しておきたいだけだ。その後で私とマンフレートのふたりで、貴き公こうの下へ出頭する。それでどうだ？」

「ですから、それはできかねます」

　隊長の男の答えは変わらなかった。メルツァーはなおも食い下がる。

「……このマンフレートは、シュマイザー閣かつ下かの信任が非常に厚い。あまり事を荒立てないほうが、貴公にとっても我々にとってもいいと思うが」

　メルツァーとしては、切り札を出したつもりだった。だが隊長の男は、そんなメルツァーの言葉を聞くと、まるで小こ馬ば鹿かにしたような薄笑いを口元に浮かべた。

「そう何度も、同じ手が通用するとは思わないでいただきたい。失礼ながら千機長殿は、あそこに倒れている方がどなたかご存知ですか」

　隊長の男が、地面に倒れていた機士とおぼしき服装の死体を指し示した。

「いや……見覚えがあるようにも思うが、はっきりとは」

「あの方はダルク・ズーヒャー千機長。ガーラシュ閣下のお身内です」

　メルツァーは自分の血の気が引くのを自覚した。

　よりにもよって、あのガーラシュの関係者だと？　メルツァーとマンフレートを目の敵にし、先の敗戦の責任を押し付けようとした張本人ではないか。

「我々は自らの職務を遂行するだけです。口出しは無用に願います」

　隊長の男はもう一度メルツァーに敬礼すると、部下に向かって改めて合図を出した。

　マンフレートとメイ、それにメルツァーは、武器を構えた治安維持部隊の兵士たちによって、たちまち取り囲まれてしまった。

「おい、一体どうなっちまうんだ。何とかできねえのかよ！」

　包囲の外から、ハーデイが、怒ったような口調で叫さけぶのが耳に入る。

　周囲の兵士たちに視線を走らせながら、メルツァーはこれから自分がどうするべきかを、頭の中で懸命に考えようとした。だが動転しているせいか、答えはまったく出てこなかった。
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　聖紀四〇七年十一月四日。

　ヒュームが自らの本拠地エミンガムから呼び寄せた三万の部隊が、ウェンズロー砦とりでに着陣した。これより二日前に到着していたオルグレンの部隊、さらにそれ以外に国内外から参じた諸しよ侯こうや機士、傭よう兵へいなども合わせて、リュクサリア王国軍は総勢十万五千に及ぶ戦力を擁ようすることとなった。

　しばらく降り続いていた雨がようやく一時的に止やみ、厚い雨雲の切れ目から晩秋の日差しがうっすらと差し込める中、イアンやフランシスカも臨席して全軍の閲えつ兵ぺい式が執とり行われた。

「我らが忠誠、我らが力、それら全てを祖国の勝利と、王女殿でん下かの御為に」
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　オルグレンとヒュームが並んでフランシスカの前に出、臣下の礼を取ったあと、オルグレンが将兵全員を代表して誓せい詞しを述べた。「公こうの威い風ふう、まさに堂々なり」。この場に立ち会っていたさる貴族の遺した記録には、そのような記述も見える。実際、このときのオルグレンは、得意の絶頂にあったといえるかもしれない。前日の段階で、彼はフランシスカに対し全軍の先せん鋒ぽうたることを願い出、首尾よくその栄誉を勝ち取っていたからだ。このまま戦いに勝利し、王都奪だつ還かんに成功した暁あかつきには、彼の功績が他に比類ないほど巨大なものとなることは間違いなかった。あるいはオルグレンは、この段階でさらに先のことまで見み据すえ、大いに気負いをかきたてられていたのかもしれない。そのことが、彼の威厳をさらに高める効果を発揮していたというのも、これまた十分にあり得る話だった。

　同じ記録によれば、この閲兵式では出陣の日取りが二日後の十一月六日である旨も正式に発表され、将兵たちの士気は大いに上がったという。

　王都攻防を巡るリュクサリア王国軍とオルガンド軍の戦いが、いよいよ始まろうとしていた。




　閲兵式が終わった後、砦とりで内の一室で軍議が開かれた。

　出席者はファウラー、ヴィクト、五公のオルグレンとヒュームの他、主だった部隊の指揮官たちも集まり、総勢十名以上となっていた。イアンもその中のひとりだった。あくまで名目上ではあったが、彼は全軍を束ねる総司令官の立場にあったからだ。玉ぎよく座ざにも等しい重みを持つといわれる機巧鎧アームネインエリュシオンに乗り、戦場に立つというのはそういうことだった。

　会議の冒頭で、指揮官たちから出撃準備の進しん捗ちよくが報告され、それに続いて進軍に関する細々した取り決めが確認された。

　その後、部屋の中央にある卓の上に広げられた地形図を見ながら、オルガンド軍の展開状況に関する報告が行なわれた。

「敵の動きですが、ボラドー王太子の本隊の他、これまで我が国の北部地域に展開していた約一万の別働隊も、王都に集結を完了したと報告がありました。相手方の総数は当初の見積もり通り、五万と見込まれます」

　説明役となったのはヴィクトだった。彼は席を立ち、地形図の王都周辺を指し示しながらそう述べた。

「我々を迎え撃つ態勢は整っているというわけだな」

　ファウラーが渋い声で答える。

「我が軍はウェンズローを進発した後、南方街道を北上する形で王都へ向かいます。今の状況ですと、王都に至るまでにオルガンド軍の大部隊と接触する可能性は低いと見ていいでしょう。無論、警戒は必要ですが」

　ヴィクトは地形図の上の一点を指し示した。

「特に気をつけるべきは、この地点かと」

「……カーマイン峡きよう谷こくか」

　ウェンズロー砦がある中央平原は、リュクサリア王国の中心部に広がる広大な平野で、北部平原と南部平原に二分されている。王都リュクシスは北部平原に、ウェンズロー砦は南部平原にそれぞれ位置しており、南北はエルナスと呼ばれる山地と、平原を南東から北西に向かって流れるオルティス河によって隔へだてられていた。

　エルナス山地は険しい山々が連なって形成された、交通上の難所として知られていた。また、エルナス山地と交差するように流れるオルティス河も、王国屈指の急流としてつとに有名だった。

　建国以来、リュクサリア王家はこのエルナス山地とオルティス河を王都の最終防衛線のひとつとして位置付けており、山地を通る道や、河に架かる橋を厳しく統制してきた。

　カーマイン峡きよう谷こくは、王都とウェンズローのちょうど中間の地点にある、南方街道上の一地点だった。エルナス山地を往還するにあたって唯一、大軍の通行を可能としている場所でもある。街道の両りよう脇わきに、高さ数百リムにも及ぶ峻しゆん険けんなエルナス山地の山並みが迫っており、さらに加えて、ちょうどこの地点で山地を横切るオルティス河の激しい流れが、街道と並行して走る隘あい路ろとなっていた。そうした地形のため、大軍が通れるとはいっても自然とその行動は著しい制限を受けることとなり、大がかりな動きは望むべくもない。

「峡谷に設けられた関には、既に我が軍の先遣隊が入り、守りを固めているではありませんか。フォティオス卿きようのご心配は杞き憂ゆうだと思いますよ」

　オルグレンが自信たっぷりに答えた。

　リュクサリア王家は昔から峡谷に関を設け、街道の通行を制限してきた。その関は王都陥かん落らくの際、オルガンド軍の追撃を食い止め、リュクサリア王国軍を守る役割も果たしている。いったんは敵方に落ちたものの、二週間前の会戦で敗れたオルガンド軍が王都に敗走する際兵を残していかなかったため、労せずして再び王国方に帰すこととなったのだった。現在はリュクサリア王国軍により、機巧鎧アームネイン五百機を含む三千の戦力が置かれ、オルガンド軍に備えている。

「わしの把握している情報では、峡谷の近辺に敵勢は見えないとのことだったが……何かわかったのか？」

「いえ、今のところ、特に目立った報告はありません。ただ、大軍が展開していれば嫌いやでも気付きますが、小規模の部隊が極秘に行動していた場合は、その動きを完全に見切ることは不可能です。何分、この天候でもありますので」

　ヴィクトは窓のほうに目を向けた。いったんやんだはずの雨が、再び降り始めていた。

　彼はすぐに視線を地形図に戻し、話を続けた。

「オルガンド軍がこちらの監視をすり抜け、何かを仕掛けてくるとしたら、このカーマイン峡谷をおいて他にはないでしょう。実はこの地に関しては、私が懸け念ねんしていることがもうひとつあります。悪い状況が重ならなければいいのですが」

「懸念とは何ですか？　フォティオス卿きよう」

　指揮官のひとりが、心配そうな口調で尋ねた。

「ここしばらく降り続いている雨の影響で、各地の地盤が相当緩ゆるんでいると考えられます。カーマイン峡谷も例外ではありません」

「それは……」

　ファウラーはヴィクトが先日、雨を気にしていたことを思い出した。

　あのとき彼がいっていた地理上の気になる点とは、カーマイン峡きよう谷こくのことだったのか？

「まさかとは思いますが、フォティオス卿きようは山崩れのご心配でもなさっているのですか？」

　オルグレンが口を挟はさんだ。

「その通りです」

「これはこれは……フォティオス卿が古今各地の文献に通じた博識の士であることは存じておりましたが、どうやら未来を見通す力までお持ちだったようですね」

　オルグレンのどこか小こ馬ば鹿かにしたような物言いに、イアンとファウラーを除く出席者たちの間から、一斉に失笑が漏もれた。

「これまでとは事情が異なります」

　ヴィクトがきっぱりとした口調で答えた。彼はオルグレンや指揮官たちの反応にも怯ひるむ様子を見せなかった。

「オルガンドとの戦争を遂行するため、ここ半年ほどの間に、エルナス山地で大量の木々の伐採が行なわれたことは皆様もご存知のはずです。そういった環境下において、集中的な大雨などいくつかの条件が重なると、災害の発生確率が飛躍的に高まるという記録を見たことがあります。何が起きても対応できるよう、できる限りの備えはしておくべきかと」

「その点に関してはやぶさかではありませんよ。ならば私も、神のご加護を祈るとしましょう。それも備えのひとつでしょうから」

　オルグレンが肩をすくめながら答えた。その口調からはヴィクトの言葉を真剣に受け止めている様子はまったくといっていいほど感じられなかった。

　ファウラーはそんな彼の様子をちらと見やった後、顎あご髭ひげを指先で弄もてあそびながら口を開いた。

「オルガンドの援軍についてだが……先ほど届いた情報によると、およそ一万の軍勢が、我が国とオルガンドの国境を越えたらしい。王都に向かっていると見て間違いなかろう」

「一万……率いているのは万ばん機き将の誰かでしょうか？」

　別の指揮官が席から立ち上がり、質問を発した。

　オルガンド軍の将軍である万機将は全部で八名。そのうちバルテル、シュマイザー、ガズレイの三人が、王太子ボラドーと共に王都リュクシスにいることが判明している。つまり、残り五名はまだオルガンド本国におり、状況に応じて新たに派遣されてくる可能性を常に秘めていることになるのだった。

「わしも初めはそう思ったが、そうではないかもしれん。これはまだ未確定の情報だが……部隊を率いているのは、ダジェス王子の可能性もある」

　その名が出た途端、一同の間に明らかな緊迫が走った。イアンだけは事情が飲み込めないといった風に、怪け訝げんそうに皆の顔を見渡している。

「ダジェス……あの男か……」

　ヒュームが嚙かみしめるように呟つぶやいた。

「軍勢の規模や時間的なことを考えると、その可能性は高いでしょう。確かダジェス王子は、モーリス河か畔はんでの戦いの後、オルガンドの首都まで戻らず、比較的王国から近い地域に留め置かれていたとも聞いています」

　ヴィクトがファウラーの言葉を継いだ。指揮官たちは互いに顔を見合わせた。彼らが不安になるのも無理はない。オルガンドの第三王子ダジェスの名は、『黒い牙きば』マンフレート・クロイツと並んで、リュクサリア王国の機士の間で恐怖と死の代名詞として鳴り響ひびいていたからだ。知名度でいえば、むしろマンフレートよりもダジェスのほうが、開戦以前から有名だったとさえいえるかもしれない。恐らくはゲイルグルの意図を含んでのことだろうが、ダジェスが兄である第二王子グリムトを粛しゆく清せいの名目でためらいなく惨ざん殺さつしたという情報は、リュクサリア王国にも聞こえていた。

『兄殺し』。オルガンド軍の将兵たちの間でも、ダジェスはそう呼ばれ、恐れられているという。

　そんな彼は、苛か烈れつな性格の持ち主というばかりでなく、機士としても戦術家としても非凡な才を持つ人物だった。そのことを、リュクサリア王国の人々は、今から半年前のモーリス河の戦いで、嫌いやというほど思い知らされていた。

　ダジェスはオルガンド軍全体の先頭に立ち、己が部隊を率いて火が出るほどの猛攻を見せ、リュクサリア王国軍の守りをずたずたに切り裂いた。王族である彼は、万ばん機き将と同等の一万の兵を率いていたため影響は大きく、結果的にリュクサリア王国軍敗退の最大の原因を作ったともいわれている。

　そのダジェスが、再びリュクサリア王国に姿を現したかもしれない──

　指揮官たちが過敏な反応を見せるのも、当然といえた。

「何、それでもたかが一万です。今の私たちに負ける理由はありません。雪せつ辱じよくの機会を得られたと考えればいいではありませんか」

　そうした中、オルグレンだけは強気な姿勢を変えることはなかった。

　ヴィクトがさらに言葉を続ける。

「ダジェス王子以外に気になる情報といえば、小バーナビー卿きようの動向ということになるでしょう。今のところ再び動く気配はないようですが、油断はできません」

「結局、こちらに引き込むことはできなかったな」

　ファウラーは苦々しそうな口調で呟つぶやいた。

　先日の話し合いの後、小バーナビーとレオポルド・エリクソンの下に使者が派遣された。このうちレオポルドのほうは、一族の長老格の人物に四千の兵と弟ジェラルドの失態に関する謝罪の書簡を託たくし、ウェンズローに派遣してきていた。ウィリニアに備えるという理由があるとはいえ、レオポルド本人が来なかったことと、兵四千という数をどう解釈するかはなお議論の余地があったが、ひとまず恭きよう順じゆんの意は示したといえる。

　問題は小バーナビーのほうだった。王国への復帰を促うながす使者が一度ならず彼の本拠地サッカレーを訪れたが、確約を得て戻って来た者はいなかったからだ。

「どうせ日ひ和より見みを決め込む気だろう。卑ひ劣れつな父親の陰いん謀ぼうに加担したあの男の考えそうなことだ」

　ヒュームが忌いま々いましそうに吐はき捨てた。

「それでも、小バーナビー卿きようへの働きかけは、引き続き行なっていくべきでしょう。先日の会戦で仮に戦力が半減していたとしても、まだあの方の下には優に一万を越える兵力が残っていることになります。無視できない戦力です」

「ちっ……！」

　ヒュームの舌打ちが室内に響ひびき渡った。よほど腹に据すえかねているらしい。だがヒュームの気持ちはどうあれ、現実問題として、小バーナビーをこのまま放置できるはずもないというのは、軍議に出席していた誰もがわかっていることのはずだった。

　ヴィクトが提案した、小バーナビーへの働きかけの継続に関しては、特に誰からも反対の声はあがらなかった。

　その後は特に新しい議題も出ず、このまま会議は終わるかに見えたが、最後になってヒュームからイアンに対して問いかけがあった。

「そういえば……弟が連れて来た軍勢の中に、クルドニアから来た義勇兵の一隊が混ざっており、そこの隊長がアルトゥール殿下への謁えつ見けんを望んでいます。ひとまず答えは保留しておいたが、どうしますか？」

「え……？」

　突然の問いかけに、イアンが目を丸くする。

「クルドニアだと……？　随分と遠くからやって来たものだな」

　ファウラーがすかさず、彼に代わって答えた。

「我が家はあの国と、昔から結び付きが深いのでな」

「そうかもしれんが……いかに義勇兵とはいえ、よくやって来られたものだ」

　クルドニアはリュクサリアの南、海を越えた先にある王政国家だった。いわゆる南方世界と呼ばれる地域の中ではかなり古い歴史を持つ国だが、長年に渡り鎖さ国こく政策を取っているため詳くわしいことはわかっていない。リュクサリア王国との間に正式な国交も結ばれてはいなかった。

「ちなみにクルドニアの王家とは無関係だ。何でもイグニス教徒の巡礼者を守る、護衛機士団の一隊らしい」

　ヒュームは義勇兵の素す性じように関して説明した。義勇兵は全百機からなる機巧鎧アームネインの部隊だという。クルドニアではかねてからイグニス教の信仰が盛んで、教徒の中には聖地巡礼と称し、個人や集団で船を仕立てて、クルドニア王家の規制を振り切りリュクサリアへやってくる者も多かった。その際、彼らを受け入れる窓口となっていたのがヒュームの本拠地であるエミンガムだったため、自然とヒューム家と、クルドニアのイグニス教徒の間に交流が生まれた。そういう経緯があるらしい。護衛機士団とはクルドニアのイグニス教徒たちが編成した私設の機士団で、その目的は巡礼の際に彼らの身を守らせることにあるという。機士団はクルドニア本国ではかなりの勢力を誇り、そのうちの百名が、今回派遣されてきたとのことだった。

「いずれにしろ、機巧鎧アームネイン百機となれば相当な戦力であることは間違いないが……その隊長というのは、本当にアルトゥール様に謁えつ見けんしたいといっていたのか？」

「間違いない」

　ファウラーの質問にヒュームが頷うなずいた。

「俺もその点は確認した。フランシスカ様でなく、アルトゥール殿でん下かにお目にかかりたいと、確かにそういっていた」

「その隊長というのは、どのような方でしたか？」

　ファウラーに続いて、今度はヴィクトがヒュームに向かって尋ねた。

「たたずまいからそう感じただけだが、相当な手だれであることは間違いあるまい。態度も堂々としていて、一国の正規の機士団の所属といわれても納得できそうなほどだった。名は……パーシヴァル・レクスといっていたな」

「なるほど……アルトゥール様、今ヒューム公こうがおっしゃられた方々に何かお心当たりはありますか？」

「……いえ、ないです」

　イアンはそう答えてかぶりを振った。

「疑うわけではないが……彼らの身元は本当に確かなのだろうな？」

　再び、ファウラーがヒュームに向かって質問した。

「その点は大丈夫だ。我が家と長年に渡って付き合いのある、あの国の豪商や貴族の連名の推薦状も携たずさえてきている」

「それでも、一応監視は怠おこたらないほうがいいと思いますがね。肝心なときにおかしな動きをされても困りますし。まあその辺に関しては、もちろんヒューム公も考えているとは思いますが」

　オルグレンが皮肉めいた口調で述べた。

「当然だ。オルグレン公に心配されるまでもない」

「結構。まあそれはそれとして……クルドニアの王家の方がやって来たというならともかく、一介の機士に過ぎないのであれば、正式な面会は実際の働きを見た後で、考えればいいのではありませんか」

「そうだな。俺もそれがいいと思う」

　ヒュームもさほどこだわってはいなかったらしく、あっさりとオルグレンの言葉に同意した。

　ヴィクトやファウラー、それに他の指揮官たちも何もいわなかったため、イアンがその隊長と会う話は、ひとまず先延ばしとなった。

「話し合うべきは、およそこんなところでしょうか。後は各おの々おの滞とどこおりなく準備を進め、出陣当日を迎えられるようにしましょう」

　最後を締めたのは、オルグレンの言葉だった。
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　軍議が終わった後、イアンはヴィクトと共にすぐさま部屋を出て、エリュシオンの置かれている機巧鎧アームネインの格納庫へと向かった。修理が終わったので調子を見てほしいと、ヴィクトの下に連絡が入ったらしい。

「話し合いでお疲れのところ、申し訳ありません。アルトゥール様」

「いえ……」

　イアンは言葉を濁にごした。疲れているのは事実だったが、軍議だけが理由というわけでもない。この状態はあの祝勝会以降、ずっと続いているも同然だったからだ。

　イアンはアルトゥールの身代わりを務めることに、相変わらず慣れないままだった。むしろ日を追うに従い、自分が場違いなところにいるという違和感が彼の心の中を大きく占めるようになっていて、そのせいで多大な消しよう耗もうを強しいられていたというほうが正しい。それがずっと続く疲労の最大の原因だった。

　貴族や王族の人々と同じ空間に身を置き、同じ時間を共有する。そうすればするほど、彼らが物の考え方から日々の生活様式に至るまで、奴ど隷れい身分の自分とはまったく違うのだということを、嫌いやでも実感させられた。それは食事の内容や各種の礼儀作法、会話の中身に至るまで、あらゆる局面で感じられたことだった。

　彼らのいる世界と、自分の本来いた世界はあまりにも異なる。

　そして──

　イアンの心に何より大きな影響を及ぼしていたのは、フランシスカも彼らの側の人間だということを、今更のように改めて思い知ったことだった。

　祝勝会のとき、大勢の人々の視線を受け止め、平然と振舞っていた彼女は、イアンの目に堂々たる存在として映った。

　恐らくあのときだ。イアンが自分と彼女の立ち位置の違いを、まざまざと実感したのは。

　今の自分は、王女である彼女に対して何ができるのだろう──

　そんな思いが、ずっと彼の中に渦うず巻まいていた。

　砦とりでの中は激しい喧けん騒そうに包まれていた。大勢の人々が通路や中庭をせわしなく動き回り、あちこちの部屋で頻ひん繁ぱんに人が出入りしている様子が目に入る。

　予定通り明後日あさつてに砦を出陣したとして、途中で何事もなければ、軍勢はどんなに遅くとも数日後には王都に到達するだろう。

　全てを終わらせるために、自分はもう一度戦場に立たなくてはならない。

　あの黒い牙きばや、濃紺の機巧鎧アームネインは再び姿を現すだろうか。

　そう考えただけで、いやでも全身の緊張が高まってくるのをイアンは実感した。

　格納庫は砦とりでの内、外壁に隣接した一角に位置していた。イアンたちは軍議の行われていた本館を出て、再び雨が降りしきるようになった中を、そちらに向けて歩いて行った。

　格納庫の周囲には、中に収容しきれなかったとおぼしき機巧鎧アームネインが多数、雨に濡ぬれるまま置かれていた。腕や脚を失っていたり、胴体部分に大きな傷を負っていたりするだけでなく、中には操縦席が原型をとどめないほど壊れてしまっている機巧鎧アームネインもあった。乗っていた人間がどのような運命をたどったのかと考えると、イアンの気持ちは暗然となった。

「先の戦いが終わった後で、修理が必要となった機体を格納庫に集めています」

　前を歩くヴィクトがイアンのほうを振り返り、話しかけてきた。

「大破して修理が不可能となった機体についても、使える部品を取り外すためにひとまずここまで運んで来ています。外に出ているのはほとんどがそれでしょう」

　イアンは改めて周囲にあった機巧鎧アームネインに目を向けた。確かにどの機体も、多少修理したところでどうにかなりそうには思えなかった。

　まるで機巧鎧アームネインの墓場だ、そんな考えが頭に浮かぶ。

　しかもヴィクトの話しぶりだと、たとえ墓場という最後の地にたどり着いても、機巧鎧アームネインが安息の眠りにつくことは許されないらしい。それはまるで、自分のような奴ど隷れい身分の人間の行く末を見ているかのようだった。

　なおも雨ざらしになった機巧鎧アームネインの間を進み、やがて彼らは格納庫の入り口へとたどり着いた。

　格納庫の中は熱気と活気に満ちていた。多くの機巧鎧アームネインがほとんど隙すき間まもなく並べられており、その間を大勢の人間が忙しそうに動き回っている。槌つちを振るって金属の装甲を叩たたく音や機体の稼動する機械音、人と人の話し声や怒鳴り声などがそこかしこから聞こえ、残響を伴って格納庫の中に響ひびき渡っていた。その喧かしましさは砦内の他のどの場所よりも上で、まるで一足先にここで戦いが始まったかのような錯覚をイアンに起こさせた。

「エリュシオンが置いてあるのはここの一番奥です。そこまで参りましょう」

「あ、はい」

　イアンたちは格納庫の中へと入って行った。

　途中で何人もの人間のすぐそばを通ったが、よほど切羽詰まっているのか、誰も彼らのほうを振り向くことはなかった。イアンにしてみれば、やたらと注目を集めるより、そのほうがずっと気楽だった。

　地面に片かた膝ひざをついた姿勢で整列している機巧鎧アームネインの間をすり抜け、進んで行く。やがてイアンの視界にエリュシオンの姿が入ってきた。ヴィクトのいった通り格納庫の一番奥、外壁のすぐ手前だった。戦場から搬送する際に載せられた台車の上に、仰あお向むけに寝かされている。

「凄すごい……直ってる」

　エリュシオンの状態を見て、イアンは思わず感嘆の声をあげた。先日の、黒い牙きばと濃紺の機巧鎧アームネインを相手にした戦闘で、エリュシオンは大破寸前といっていいほどの損傷を受けた。特に両腕と、操縦席のある胴体の傷は激しく、修理しても元には戻らないのではないかと密かに考えていたほどだ。

　しかし今、エリュシオンの外見は、どこにも傷ひとつ見当たらないほど、元通りに復元されていた。短い期間で、よくもここまで修理できたものだと思う。

「そうでもねえですよ」

　不意に背後からいかついしわがれ声が聞こえてきて、イアンはすくみ上がった。あわてて振り返り、息を吞のむ。

　イアンたちのすぐ近くに立っていたのは、恰かつ幅ぷくがよく、赤ら顔をした五十年配の男だった。

「これはスコルドさん。ご苦労様です」

　ヴィクトはまったく動どう揺ようした様子もなく、男に声をかけた。スコルドと呼ばれた男はどうも、と答え、ヴィクトに向かって軽く頭を下げた。

「ヴィクト様、今日きようは何の用で？　例のことでしたら、あれから新しく報告できることはまだありませんぜ。何分、こっちが最優先なんでね」

「今日お伺うかがいしたのはスコルドさんのご依頼の件です。アルトゥール様をお連れしました」

　ヴィクトがスコルドに向かってイアンを紹介した。

　スコルドがイアンを見、驚いた顔を浮かべる。

「こいつはとんだ不ぶ調ちよう法ほうを……まさか殿でん下かがこんなひょろっこい、失礼、繊細そうな方だとは思わなかったんで。何せ鎧よろい乗りは、ごついのが多いですから」

　スコルドはばつが悪そうに頭をかくと、イアンに向かって深々と頭を下げた。

「……頭を上げてください。あの……僕なら気にしていませんから」

　スコルドは本当にとんだことで、などと小声で呟つぶやきながら、再び顔を上げた。

「このスコルドさんは、双子のお兄さんであるハーデイさんと共に、長らくエリュシオンの整備に携たずさわってこられた方です。スコルドさんがいらっしゃらなければ、エリュシオンをここまで直すことは不可能だったでしょう」

　ヴィクトがイアンに向かって説明した。

「直したっていっても、完璧じゃねえです。特に腕なんざ、なんとか取りつくろったってとこが精々で」

　スコルドはエリュシオンのそばに近づくと、レンチで腕の装甲を軽く叩たたき、反響音を確認した。

「そんなわけですから、こないだみたいな無茶はなしにしてくださいよ。また同じことをやらかしたら、今の状態じゃもつかどうか保証できませんぜ」

「わかっています。あんな、アルトゥール様に剣を振らせるような真ま似ねは、まわりにいる私たちがさせません」

　ヴィクトがスコルドに向かって断言した。

「それじゃ殿でん下か、さっそくですがこいつに乗ってみてもらえますか」

「わかりました」

　イアンはエリュシオンに近づいて行った。

　スコルドが荷台の上に乗り、操縦席の扉を外から開ける。

　イアンは足の付け根のほうにまわり、そこからエリュシオンの胴体の上に登った。仰あお向むけになった操縦席に自分も体を横たえる。太い梁はりが縦横に巡らされた天井が目に入った。

　スコルドの手で再び扉が閉ざされる。

「さてと。まずは機体を起こしてもらえますかね」

　イアンは首に提げていたペンダントに手を伸ばした。指先が石に触れた途端、輝きが発し、操縦席の中に青い光が満ちる。

　イアンはエリュシオンが起き上がるさまを頭の中に思い浮かべた。即座に反応があった。荷台の上で機体が起き上がっていく。全身の部品が一斉に稼動を始め、そこかしこから軋きしんだ音が発するのが聞こえてきた。

　エリュシオンはイアンが思い描いた通りに、上体を起こした。

「その調子で、立ってみてもらえますかね」

　スコルドはイアンに向かって声をかけてから、ヴィクトのほうを振り向いた。

「まさかこんな敏感に反応するとは。前の陛下のときは、始動させるだけでも一苦労だったんですがね」

「それだけ、アルトゥール様とエリュシオンの相性がいいということでしょう」

　ふたりの会話は、エリュシオンの操縦席にいるイアンの耳にも入ってきた。相性といわれてもまるで実感が湧わかない。イアンとしては、いわれたことをいわれた通りにやっているという思いしかなかった。

　そんなことを考えながら、エリュシオンを立ち上がらせた彼は、続いて機体の手足を動かしてみた。

「あれ……？」

　両足を曲げ、機体の腰を落とした瞬しゆん間かん、イアンは右足に何か引っかかりを感じた。機体の動きに乱れが生じたかどうかはわからない。

　これは自分の勘違いだろうか？

　イアンはとりあえず、その後もスコルドの指示に従い機体を動かし続けた。その間、右足の違和感はずっと澱おりのように彼の中に留まり、消えることがなかった。

　やがて、もういいですよ、とスコルドにいわれたため、イアンは再び荷台の上に機体を横たえ、操縦席の外に出た。

「殿でん下か、何か気になることでもありましたかい？」

「あの、足が……」

「足？」

　スコルドの心外そうな口調に内心たじろいだが、イアンは思い切って言葉を続けた。

「いえ、具体的にどうというわけじゃないんですが……何か引っかかったような感覚があって」

「どっちの足が？」

「右です」

　スコルドは憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべながら、エリュシオンのそばへと歩いて行った。右足の関節部分を覗のぞき込んだり、手にしたレンチで装甲を叩たたいて音を確認したりし始める。

「うーん……」

　スコルドはしばらくあちこちを調べた後、首を傾かしげながらイアンとヴィクトの近くまで戻って来た。

　そんなスコルドに向かってヴィクトが声をかける。

「どうでしたか？」

「ぱっと見はわかりませんが……でもまあ、乗ってる方がいうんですから、きっと間違いないでしょう。明日あしたまでにもう一度、点検しときますよ」

　スコルドは右手に握ったレンチの先を、左の掌こぶしに打ち付けながら答えた。

「やっぱりここだと、やれることに限界があるぜ。王都へ戻ったらもう一度、全部点検し直さないといかんな……」

「王都へ戻れば、ハーデイさんもいらっしゃいますしね」

「生きていればの話ですがね。まあ、あいつがそう簡単に死ぬこともないでしょうが」

　ヴィクトとスコルドが話し始める。

　そんな中、イアンは自分たちのほうに向かって近づいて来るあわただしい足音に気がついた。

　やがてひとりの若者が、並んでいる機巧鎧アームネインの間を抜けて姿を現した。上背はあるが、ひょろりと瘦やせた体格をしている。前髪を額ひたいの上で横一直線に切りそろえた髪形が印象的だった。大きくて藪やぶにらみ気味の目を、さらに強調するような眼鏡めがねをかけている。裾すその長い服を着、腰のところに工具の入った袋をぶら下げて大股でこちらへ向かって歩いて来る姿は、憮ぶ然ぜんとした顔つきに似合わない、操あやつり人形のようなどこか滑こつ稽けいなものだった。

　イアンはその動きを、呆あつ気けに取られて見つめていた。

「おやっさん、例の機士様がまた来てますよ。もうしつこいのなんのって。あの性格、どうにかしたほうがいいですよねえ、全く……」

「ハスロー……！」

　スコルドが咎とがめるような声をあげた。ハスローと呼ばれたその若者は、イアンたちのすぐそばまできたところでようやく彼らがいることに気付いたらしく、驚いた表情を浮かべた。眼鏡の下の大きな目が、ヴィクトとイアンの間をせわしげに往復する。

　やがて、その視線がひた、とイアンに向かって据すえられた。

「あれ、あんた……」

　ハスローがイアンを見つめながら、口を開いた。最初は訝いぶかしげだった表情が、不意に破顔する。

「いやあ、奇遇だね！　こんなところでまた会うなんて」

　ハスローはイアンに近づいて来ると、なれなれしそうに彼の肩を叩たたいた。

「えっ？」

　イアンの全身を激しい衝しよう撃げきが見舞った。

　また会えた？　それはどういう意味だ？

　まさか自分の正体を、知っているのか？

　たちまち全身から冷や汗が流れ始める。そんなイアンの心情を知ってか知らずか、ハスローはなおも気安い調子で話しかけてきた。

「あれから機体の調子は？　良くなった？」

「き、機体……？」

　ハスローが何をいっているのかわからない。記憶を懸命にまさぐったが、イアンにはハスローとこれまでに会ったという心当たりがまったくなかった。

「もしかしてここまで訪ねて来てくれたのかな？　礼なんて別によかったのに。こっちだって、それが欲しくてやったわけじゃないしさ……でもまあ、わざわざ来てくれたのなら、受け取ってやってもいいけどね」

「お、お礼……？」

「おいおい、忘れたのかよ。じゃあ何しにここまで来……」

　ハスローは最後まで言葉を続けられなかった。スコルドが大きな手を拳げん骨こつに握って、彼の頭を思い切り殴なぐり付けたからだ。

　スコルドの拳こぶしが頭に当たる鈍にぶい音と共に、ハスローがぐえ、と苦しそうな声を漏もらした。

「痛……！　何すんですか、おや……」

「このバカ野郎が！」

　両手で頭を押さえたハスローが恨うらめしそうな顔でにらむのも構わず、スコルドは大声で彼を怒鳴り付けた。そばで見ていたイアンも思わず身をすくませる。

「一体誰と勘違いしてやがる！　この方は王子殿でん下かだぞ！」

「えええーっ!?」

　たちまちハスローの態度が豹ひよう変へんした。両目を飛び出さんばかりに見開き、飛び退しさるようにしてイアンと距離を取ると、床に這はいつくばってぺこぺこと何度も頭を下げる。

「も、ももも、申し訳ありません！　とと、とんだ無礼を……！」

　スコルドもハスローの横に並び、一緒に頭を下げた。

「本当にすみません。この野郎は昔からそそっかしくて……」

「スコルドさんのお弟子さんですか」

　ヴィクトが尋ねた。

「ええ。ハスロー・ルーサムっていいます。もう長いこと、そばにおいてしごいてるんですが、どうも今時の若いもんは……この大バカ野郎！　俺に恥かかせやがるたあ、どういう了見だ！」

「すみません、おやっさん、すみません」

　イアンはヴィクトのほうを見、小さくかぶりを振った。ヴィクトがそんなイアンの意を汲くみ取ったといわんばかりに頷うなずく。

「おふたりとも、顔を上げてください。アルトゥール様は気にしていらっしゃらないとのことです」

「あ、本当ですか？　そりゃあよかった」

　ハスローが明るい声になって顔を上げ、そこをまたスコルドに一発殴なぐられた。

「調子に乗るんじゃねえ」

　イアンはハスローの頭が心配になった。あんな大きな手で何度も殴なぐられて、大丈夫なのだろうか？

「まったく……それでハスロー、誰が来たって？」

「は、はい。例の機士様です。また同じ用件ですよ。あの機体を引き取らせろってうるさくて。俺じゃ何をいっても聞いてもらえないです」

　スコルドは困ったように頭をかいた。

「まあ気持ちはわかるがな……こっちも忙しい身なんだ、勘弁してほしいぜ」

　ヴィクトがイアンのほうに向き直った。

「それではアルトゥール様、私たちはそろそろ戻るといたしましょうか」

「あ、はい……」

「すいませんね、あわただしくて。足のほうは、ちゃんと見ておきます。出撃までには何としても間に合わせますんで」

　スコルドが頭を下げた。

　イアンはヴィクトについて、格納庫の出口に向かって歩き始めた。

　スコルドのお陰でうやむやになったが、頭の中では、ハスローにいわれたことの驚きがずっと尾を引いたままだった。

　あの口ぶりだと、自分の正体を知っているというわけではなく、別の誰かと間違えたようだが……一体、誰と間違えたというのだろう？

　気にはなったが、もう一度ハスローにそのことを問い質ただそうという気力はとても湧わいてこなかった。
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　格納庫を出てすぐのところで、イアンはひとりの機士が立っているのを目に留めた。雨に濡ぬれるのも構わない様子で、格納庫の外に置かれていた大破した機体のうちのひとつを、じっと見つめている。その機体は周囲にある他の機巧鎧アームネインと比べても特に損傷が激しく、頭部と操縦席の部分に刻まれた大きな裂傷が痛々しいさまを晒さらしていた。

　イアンとヴィクトが現れたことに気付くと、その機士は彼らのほうに向き直り、露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「フォティオス卿きよう……それに王子殿でん下か……」

　小声でそう呟つぶやくのがイアンの耳に入る。機士はイアンたちに向かって敬礼した。年はかなり若い。イアンとあまり差はなさそうだった。イアンは機士の顔に何となく見覚えがある気もしたが、はっきりとは思い出せなかった。

「オーウェン卿、あなたでしたか。スコルドさんの下を訪ねられた機士というのは」

　ヴィクトが返礼しながら、オーウェンと呼ばれた機士の見ていた機巧鎧アームネインに視線を移した。

「すると……こちらの機体はアシュフォード公の？」

　オーウェンはヴィクトと視線を合わせることなく頷うなずいた。

「私のほうで引き取りたいと、交渉しているところです。このまま解体されるだけだなんて、あまりにひどすぎますから……」

「なるほど……」

　ヴィクトは一いつ瞬しゆん考え込む素振りを見せた。

「アシュフォード公こうの身を挺ていしてのご活躍がなければ、先日の戦いはどうなっていたかわかりませんでした。公のご功績を忘れることのないよう、確かにこの機体はこのまま残すべきだと私も思います」

「死んでからいくら褒ほめたって……遅くないですか」

　オーウェンは目をそむけたまま、吐はき捨てるような口調で答えた。

　イアンは思わずヴィクトと顔を見合わせた。まさかこんな答えが返ってくるとは想像していなかったからだ。

　ここでようやく、オーウェンがヴィクトのほうに顔を向けた。にらむような強烈な眼差まなざしを注ぎながら、彼は言葉を継ぐ。

「あんなに強く、王国にかの人ありとまでいわれたお屋や形かた様が死んだのは、エリクソン侯こうのせいです。それなのに、なぜあの人をあのままにしておくんですか!?　死んでからお屋形様を褒めるくらいなら、先に侯を何とかしてください！」

「エリクソン侯に対する処分は、既に決定されています」

　ヴィクトはオーウェンが激げつ昂こうする様子を見ても顔色を変えず、冷静な口調で答えた。

「たかだか謹慎でしょう。人の命を奪っておいて、その程度なんですか？」

「諸般の状況を鑑かんがみた上で、今、侯こうを厳罰に処すのはよくないと判断しました」

　ヴィクトの言葉を聞いて、オーウェンは口をまっすぐに引き結び、黙だまり込んだ。眉まゆ根ねを寄せたその表情は、込み上げる怒りを必死にこらえているようにも見える。

　そんな彼の視線が、今度は固かた唾ずを吞んでふたりの様子を見守っていたイアンに向けられた。

「殿でん下かも……同じ考えなんですか」

「あ、僕は……」

「答えてください！」

　何て激しい感情を宿しているのだろう。

　オーウェンの自分を見つめる憎にく々にくしげな視線に、イアンが慄りつ然ぜんとなったそのときだった。

「……いつまで子供みたいにわめいてるのよ、あんた」

　不意に、別の方向から誰かの声が聞こえてきた。イアンは反射的に声のしたほうを振り向く。

　彼の視線の先には、降りしきる雨をものともせず、颯さつ爽そうとした足取りで近づいて来るひとりの少女の姿があった。金属製の胸当てをまとい、前立に鷲わしをあしらった面めん頰ぽおのない兜かぶとを被っている。格かつ好こうからすると、どうやら機士らしい。

　少女はまっすぐにイアンたちのそばまで歩いて来て、足を止めた。

「誰だ、お前は」

「あんたのように、いつまでもうじうじしている男に名乗る名はないわよ」

　訝いぶかしげに問いかけるオーウェンに対し、少女は胸を張ってきっぱりとした口調で答えた。

　イアンは少女の顔をまじまじと見つめた。年はイアンと同じか、あるいは下かもしれない。兜の中の顔立ちは整っており、切れ長の瞳ひとみが強い意志の光を宿してきらめいている。

「部外者は引っ込んでもらえないか」

「ところが部外者じゃないんだな、これが」

　少女は肩をすくめると、イアンのほうに視線を向けた。

「初めまして。あなたが件くだんの王子様ね？」

「あなたは……？」

　イアンが尋ねると、少女は口元に微笑を浮かべながら答えた。
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「私はシンクレア・ジュノス。クルドニアから来たといえば、素す性じようはわかってもらえるかしら？」

「なるほど、例の護衛機士団の方でしたか」

　ヴィクトが口を挟はさんだ。

「ええ、そうです。うちの隊長が王子様に拝はい謁えつを願い出ていたんですけど、なぜか断られちゃったんで、こっちから押しかけて来ました」

「クルドニアって……やっぱり部外者じゃないか。今は大切な話をしているんだから、割り込まないでくれないか」

　オーウェンが憤ふん然ぜんとした口調で抗議する。

　シンクレアと名乗った少女は再びオーウェンのほうに顔を向けた。

「大切な話？　自分の恨うらみつらみを、ただ撒まき散らしてるだけじゃない」

「何だと……！」

　オーウェンの顔が怒りのあまりか、たちまち紅潮する。だがシンクレアはそれを見てもどこ吹く風で、まるで気にする様子もなく言葉を続けた。

「あなたのお屋や形かた様ってのがそれほど立派な人だっていうなら、きっと何とか侯こうの処分なんて望んでいないと思うわよ。それともあなたの夢枕に立って、そうしてくれとでもいったの？」

「それは……」

　オーウェンは絶句した。シンクレアはそんな彼に向かってさらにたたみかける。

「違うんでしょ。今は終わったことを振り返るより、これからやるべきことについて考えたほうがいいと思うけど？」

　オーウェンは何かをいいたそうにしながらシンクレアを見つめたが、結局、彼の内なる激情が、外に向かって放出されることはなかった。

　彼は全身を震わせながら、その場でイアンたちに背を向けた。

「……それでも、私はエリクソン侯を許せません。しかるべき処分が下されるまで、あきらめませんから」

　かみ締めるような口調でそう告げると、オーウェンは歩き去った。雨に濡ぬれるその後ろ姿はまるで打ちひしがれているようだった。

　確かにシンクレアのいうことは正論だとイアンは思った。しかしオーウェンのやり切れない気持ちを、正論で片付けてしまうことには違和感を覚えた。

　自分は彼に、何でもいい、彼の心が安やすんじられるような一言を、かけてやるべきだったのではないか──

　そんなことを考えながら、オーウェンの姿が地面に転がっている機巧鎧アームネインの陰に隠れて見えなくなるまで、イアンはそちらを見つめていた。

「ありがとうございます、シンクレアさん。お陰さまで助かりました。私たちがオーウェン卿きように何かいうと、どうしても角が立ってしまうもので」

　ヴィクトがシンクレアに向かって話しかけた。

「礼には及びません。私は思ったことを口にしたまでですから」

　そう答えて、シンクレアは再びイアンのほうを振り向いた。いかにも興味津しん々しんといった風に、その双そう眸ぼうがひたとイアンに据すえられる。

　彼女と目が合った瞬しゆん間かん、イアンの心臓が跳はねた。

「ところで王子様は、私が来なかったら彼に何て答えるつもりだったの？」

「え……？」

　不意打ちのように突き付けられたその一言に、イアンは思わず息を吞のんだ。

　死んだアシュフォードのことも、その原因を作ったというエリクソンのことも、イアンはほとんど知らない。あのオーウェンにどう思うのかと尋ねられても、王子という立場では答えようがないのだ。

　だがそれを、目の前のシンクレアに正直に告げることはためらわれた。

　イアンは黙だまり込んだ。自分のことをじっと見つめてくるシンクレアの視線が痛いほどに感じられ、心臓の鼓こ動どうがますます早まる。

　シンクレアはイアンが何もいいそうにないとわかると、小さくため息をついた。

「……さっきの人が文句のひとつもいいたくなるのも、わかる気がするわね。まあいいわ、とりあえずよろしく」

　彼女はそう述べると、イアンとヴィクトにもう一度礼をし、オーウェンが去ったのと同じほうへ向かって歩いて行った。

　もうここには用はないといわんばかりに、その態度はきっぱりとしており、ためらいは一切感じられなかった。

「シンクレア・ジュノスさんですか……」

「知っている人ですか？」

「いえ。クルドニアのことは私も詳くわしくありませんので……ですがあの方が、かなりの実力を持った機士であることは間違いないと思います」

　ヴィクトは右手を顎あごにあて、何か考える素振りを見せた。

「この様子ですと、どうやらクルドニアの方々は、よほどアルトゥール様に関心をお持ちのようですね」

　傍かたわらのヴィクトの言葉を聞きながら、イアンはシンクレアの去った方向をじっと見つめていた。




　これより二日後、聖紀四〇七年十一月六日。

　既にカーマイン峡きよう谷こくにいる先遣部隊、並びに留守部隊を除く十万のリュクサリア王国軍が、王都リュクシスに向けウェンズロー砦とりでを進発した。

　雨は未明になって一時やんだものの、夜明けと共に再び断続的に降り始めていた。

　ある従軍医師の残した記録には、こう記されている。




「空模様は一向にはっきりしなかった。それはまるで、先行きの見えないこの戦いの行く末を、暗示しているようでもあった」
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「ダジェスはまだ来ないのか!?」

　雪せつ月げつ宮きゆうの名で呼ばれるリュクサリア王国の白亜の王城、その中でもひときわ壮そう麗れいな造りを誇る玉ぎよく座ざの間に、甲かん高だかい怒号が響ひびき渡った。

　声の主はボラドー・ファズカーン。オルガンド連合王国を統すべるゲイルグル大王の長子にして王太子、さらにリュクサリア征せい討とう軍の総司令官でもある。

　大柄の肉体をオルガンド伝統の軍服にきつそうに押し込めた彼は、玉座の前をうろうろとせわしなく歩き回っていた。鉄靴を履いた足が白い床を踏ふみしめるたび、金属片がじゃり、じゃり、と耳障ざわりな音を立てる。いかにも落ち着きのないそのさまは、彼の持っている肩書きや、三十四歳という年齢に見合ったものとはお世辞にもいいがたかった。

　そんなことを、イェルク・メルツァーは玉座から離れた位置で直立不動の姿勢を取りながら、心の中で考えていた。

「殿でん下か、少し落ち着いてください。総大将がそのような有様では、全軍の士気に差し障りが生じます」

　ボラドーのそばに控えていたひとりの老将が、静かだが威厳に満ちた声で彼をたしなめた。

　その人物こそ、オルガンド軍が誇る八名の将軍、万ばん機き将のひとりであり、メルツァーの直属の上官にあたるカルステン・シュマイザーだった。

　今年で五十四歳になるシュマイザーは、元々はゲイルグルのファズカーン家よりも格上といっていい、有力部族のひとつを束ねる長おさだった。オルガンドは古来よりいくつもの部族が割かつ拠きよし、互いに覇は権けんを巡って抗争を繰り広げてきた地だった。それを歴史上初めてひとつにまとめ、有力部族の集合体たる連合王国を誕生させた人物こそ、他ならぬゲイルグルだった。その功績は比類なく、彼が一代の英えい傑けつたることに異論を挟はさむ者は、オルガンド国内にはひとりもいないだろう。ゲイルグルが統一を成し遂げたことによって、オルガンドはようやく国家としての体をなし、隣国のリュクサリア、ウィリニアに抗するだけの力を得たといってよかった。

　ゲイルグルのオルガンド統一の過程で、多くの部族があるいは歴史の闇へ消え去り、あるいはゲイルグルの下で諸しよ侯こうとして列せられることとなった。シュマイザーもそのうちのひとりだった。

　若いころは機士としての槍やり働ばたらきで、老いては老練な政治力でもって、彼は浮き沈みの激しい戦国の世をしたたかに生き抜いてきたと評されている。今は年相応にも頭髪にも顎あご髭ひげにも白いものが目立つようになり、体つきも瘦やせているシュマイザーだったが、そんな彼をただの枯れた老人と侮あなどる者は誰もいなかった。一見すると文官にも見えなくもない、落ち着いた物腰の奥に、シュマイザーが生きつ粋すいのいくさ人としての凄すさまじい胆たん力りよくを未だに宿していることは、彼を知る誰もが認めるところだった。そんなシュマイザーの真しん骨こつ頂ちようはボラドーに対し、この場にいる誰もが恐らくは心の中で思い、口にできなかったことをずばりといってのけたところにも表れているといえた。

　ボラドーはシュマイザーを憎にく々にくしげな目でにらみ付けたが、口に出しては何もいわなかった。代わりにそばにあった玉ぎよく座ざが、ボラドーの怒りを受け止め、思い切り蹴けりつけられる羽目となった。床にしっかりと据すえつけられた伝統あるリュクサリア王国至し尊そんの座は、無論それくらいではびくともしない。ボラドーの鉄靴の装甲がへこむ音が、高い吹き抜けの天井を持つ広間に騒々しく響ひびいた。

　今、玉座の間にはメルツァーを含め、十数名の部将たちが集結している。リュクサリア王国軍がウェンズロー砦とりでを進発したという情報は、その日の午後になってここ王都にももたらされていた。

　無論、オルガンド側とてこれまで手をこまねいていたわけではない。ウェンズローでの会戦に勝利したリュクサリアが次に王都を奪だつ還かんすべく軍を進めてくることは明白だったため、それに対する備えが大急ぎで進められてきたのだった。シュマイザー旗き下かで千機長を務めるメルツァーも、部下を率いて王都防衛の一角を担になうことが決まっていた。今、彼がこの場にいるのは、己の部隊の配置状況、並びに先日の王都攻略戦の際自らの目で確認した、この近辺の地形に関する報告をするためだった。メルツァーのまわりには同じ目的で呼ばれた同格の千機長たちが、他にも何人か集まっていた。

　メルツァー自身は今のオルガンド軍の置かれている状況を、そう悪いものとは思っていなかった。基本、籠ろう城じよう策を採ることは既に決まっている。リュクサリア王国軍がどれほどの数で攻めてこようと、こちらが守りに徹していれば、一定期間を持ちこたえるのはそう難しいことではないはずだった。どのみち、同じ状態がいつまでも続くわけでもない。ゲイルグルが本国の軍勢を率い、親征してくるまでの期間を耐えさえすればいいのだ。それがいつになるかはまだわからないが、そう遠い日のことではあるまい。無論楽観はできないが、悲観したりあわてふためいたりしなければならない状況ではないことは確かだった。

　だがボラドーの様子を見ていると、どうも彼はそうは考えていないようだった。メルツァーは自分が千機長に昇格し、首脳陣と同座するようになって初めて、ボラドーに関して将兵の間で囁ささやかれていた風評が正しいことを実感した。いわく、「攻めの戦いにおいては勇ゆう猛もう果か敢かんだが、こらえが効かず守りの局面には弱い」というものだ。それはまるで、オルガンド軍の特徴そのものを言い表しているようでもあった。

「……バルテル、ガズレイ、お前たちの下に、ダジェスの動きに関する情報は入っていないのか？」

　ボラドーはシュマイザーと並んで控えていた他のふたりの万ばん機き将、クサヴァー・ガズレイとゲルトルーデ・バルテルに向かって問いかけた。

　ガズレイのほうは今年で三十六歳の男盛りで、屈強な肉体に戦場焼けした顔を載せた、見るからに猛将といった押し出しの堂々たる偉い丈じよう夫ふだった。オルガンド軍随一の膂りよ力りよくを誇るといわれる彼は、今回の征せい討とう戦でも、軍功第一の座こそマンフレートやダジェスに譲ってはいるものの、一軍の将として安定した戦果を常に上げ続けている。

　もうひとりのバルテルは、女性の将軍だった。年はガズレイよりも若く、確か今年で二十八歳になるはずだ。短く刈りそろえられた髪や、少しの乱れもなく着こなされている軍服が、彼女の生き真ま面じ目めで融通の利きかない性格を如によ実じつに表しているかのようだった。まわりにいる者たちが次第に姿勢を崩していっているのにも流されず、両の踵かかとをそろえ、直立不動を維持し続けているところも、規律に人一倍厳しい彼女の内面を彷ほう彿ふつとさせる。家系をたどるとウィリニアの高貴な身分に行き着くともいわれるバルテルは、オルガンドにあっては比較的珍しい、色素の薄い肌合いをしていた。そんな彼女を美しいと賞賛する者も多い。だがバルテルの名をなさしめていたのは、女性としての魅力よりも、あくまで機士としての実力だった。彼女はマンフレートのネストールと同様の手法で製造された特別製の機巧鎧アームネインピッケレルを巧みに操り、幾多の戦場を閃せん光こうのごとく走り抜けてきた歴戦の勇将だった。彼女の率いる直属の機巧鎧アームネイン部隊は、彼女のピッケレル同様赤紫の色彩を基調としていたことから、『紫電』と呼ばれオルガンド軍でも特に名高い。

　ガズレイ、バルテルのふたりとも、シュマイザーと異なり、ファズカーン家に古くから仕える譜ふ代だいの出だった。共にゲイルグルのオルガンド統一戦に従って武功を重ね、今こん日にちの万ばん機き将の地位を得ている。ボラドーもまた、シュマイザーよりもガズレイとバルテルのほうに、より信頼を置いているようだった。

　ボラドーに質問されたガズレイ、バルテルのふたりは顔を見合わせ、同時にかぶりを振った。

「あいにく……殿でん下かが知る以上のことは、私たちにもわかりませんな」

　ガズレイが憮ぶ然ぜんとした口調で答えた。

「おそらくまだ、途中のウェントスに滞陣中でしょう。あの地を発たったという報告は未だ入っておりません」

「黙だまれ。貴様には聞いておらぬ」

　ガズレイたちに代わって答えたシュマイザーに対し、ボラドーは邪じや険けんそうに手を打ち振った。

　シュマイザーは発言をやめ、黙って頭を下げた。

　このやり取りでも明らかなように、ボラドーとシュマイザーは折り合いがよくなかった。不仲の理由は色々と考えられる。シュマイザーがガズレイやバルテルのような譜代でなく、外と様ざまであるがゆえの元々の距離感しかり、ふたりの年齢が離れていることや性格的な相性しかり。

　だが今のボラドーは、明らかにシュマイザーに対して、これまで以上に悪感情を抱いているはずだった。それはメルツァーにとっても決して他ひ人と事ごとではなかった。彼は図らずして、ボラドーとシュマイザーの仲をこじれさせる原因を作った当事者のひとりになってしまっていたからだ。

　ふたりの関係が少しでも好転してくれることを、メルツァーとしては祈るばかりだった。問題は彼らのことばかりではない。ここに新たにダジェスがやって来れば、確実に揉もめ事の種がもうひとつ増えるだろう。ゲイルグルがどのような意図をもってダジェスを援軍として遣わしたのかは定かでないが、噂うわさに聞く彼と、ボラドーとの相性がいいとはメルツァーにはとても思えなかった。ボラドーと母を同じくする第二王子グリムトをダジェスが殺したという過去もある。絆きずなを喪そう失しつした家族関係ほど、根が深くたちの悪い間柄はない。

　兄弟ふたりが顔を合わせたとき何が起こるのか、メルツァーは戦々恐々だった。

「おのれ、ダジェスめ……我が下へやって来たら、決して勝手な真ま似ねはさせんぞ。どちらの立場が上なのかを、思い知らせてくれる」

「その通りです。弟君とはいえ、ダジェス殿でん下かには臣下としてふさわしい振る舞いを見せていただかねば」

　苛いら立だたしげに呟つぶやいたボラドーの言葉に、バルテルが冷静な口調で同意した。

　ボラドーの物言いからは、ダジェスに対する兄としての情愛はかけらほども感じ取れない。

　メルツァーの不安はますます高まった。

　ボラドーとシュマイザー。ボラドーとダジェス。この組み合わせで本当に大丈夫だろうか。内紛により足並みに乱れが生じ、肝心の戦いに敗れた軍の例は歴史上枚まい挙きよに暇いとまがない。自分がそうした負の流れに巻き込まれるのは勘弁してもらいたかった。

　それが、メルツァーの切なる願いだった。




　ボラドーの下から解放され、雪せつ月げつ宮きゆうの正面入り口から出て来たところで、メルツァーは待たせていた副官のレクター、及びメイと合流した。

「雨はやんだか……」

　メルツァーは空を見上げながら呟いた。やんだといっても、空模様は相変わらずすっきりしない。黒い雨雲が空を一面に覆っており、いつまた降り出してもおかしくなさそうな雰囲気だった。

「お疲れ様です。隊長。マンフレートの件で何か進展はありましたか？」

「いや……とても話のできる空気ではなかったな」

　レクターの質問に、メルツァーは空を見上げるのをやめかぶりを振った。

『黒い牙きば』マンフレートが率いる、全五十機からなる機巧鎧アームネイン部隊は、メルツァーが従えている部下の中でも間違いなく最高の戦闘力を誇っていた。メルツァーとしては当然、その実力を如何いかんなく発揮させたいところだったが、その雲行きは空と同様怪あやしくなっていた。

　隊長であるマンフレートの身柄が、治安維持部隊によって今も拘こう束そくされたままになっていたからだ。

　メルツァーが手を尽くして調べたところ、今マンフレートは、王都の四方にそびえる塔のひとつの、地下に設けられた監獄にその身を移されていることが判明した。

　あの惨さん劇げきから今日きようで既に一週間以上が経過していた。あのとき、マンフレートはかけつけた治安維持部隊の隊長に向かい、ここで起きた出来事は全て自分がひとりで引き起こしたもので、他の人間は関係ないと断言した。メイが関わっていたことを、一切口にしようとしなかったのだ。

　自分が責任を被る。あの場で彼は、ためらいなくそうすることを決めたのだった。

　それを聞いたメルツァーはもちろん驚き、止めようとした。だがマンフレートの決然とした表情を見て、何もいえなくなってしまった。

　隊長、メイのことを頼みます。

　治安維持部隊の面々に囲まれ、連行されていく際、マンフレートがメルツァーに向かっていった一言が、今も彼の耳にはっきりと残っていた。

　絆きずなが強すぎるのもそれはそれで考え物だ。ボラドーとダジェス、マンフレートとメイ、それぞれの関係を頭の中で対比させながら、メルツァーはそんなことを思った。

　家族の関係というのは簡単ではない。薄すぎても、強すぎても、問題を引き起こす──

「そうなると、マンフレートはこのまま牢につながれっ放しですか。何とかなりませんかね」

　レクターが困ったような口調で呟つぶやいた。

「今のままでは難しいだろう」

　あの日、マンフレートが連行された後、メルツァーはすぐにシュマイザーの下へ急行して事の次第を訴え、マンフレートを釈放してもらうための働きかけを依頼した。だがさしもの万ばん機き将シュマイザーも、今回ばかりは事が大きすぎて、思い通りにはいかないようだった。

　相手が悪かったとしかいいようがない。メイが殺あやめた千機長ダルク・ズーヒャーは、よりにもよって王族であるガーラシュの配下だったからだ。事態はすぐにガーラシュや総司令官ボラドーの知るところとなった。ふたりは沸騰し、マンフレートをただちに軍法会議にかけ、極刑に処してやると吼ほえたてたという。それをシュマイザーが、ここまで何とか食い止めてきたという状況だった。ただでさえガーラシュやボラドーは、ウェンズローでの敗戦の責任の所在を巡ってマンフレートを目の敵かたきにしており、そんな彼をかばったシュマイザーとも関係をより悪化させている。その余よ韻いんが未だくすぶる中での新たな事件の勃ぼつ発ぱつは、ボラドーたちとシュマイザーの仲をますます冷え込ませるのに、これ以上ないというほどの効果をもたらしていた。

　他の万機将のうち、ガズレイはどちらかというとマンフレートに同情的で、せめて次の戦いが終わるまで収監を待つべきだと意見を述べたという。だがボラドーには聞き入れられなかったらしい。ちなみにバルテルのほうは、軍紀に従い厳格に処罰すべし、の一点張りだったとのことだった。

　メルツァーとしては、リュクサリア王国軍が動いたという情報を得たことで、あるいはボラドーが気を変えるかもしれないという期待もあった。マンフレートがこと戦力という点において、極めて有用であることは、誰もが認めるところだったからだ。だが今しがたの話し合いで彼の話題が出ることはついになかった。シュマイザーも今はそのときではないと判断したのか、マンフレートの件を切り出そうとはしなかった。

「もちろん、あきらめてはいないがな。いずれ折りを見て、改めてシュマイザー閣かつ下かにマンフレートの釈放を働きかけてもらうつもりだ」

「そうしてください。あいつの部隊は、あいつでなければ仕切れません。償つぐないは戦場でさせるべきですよ」

　マンフレートがズーヒャーたちを殺したという情報は既に王都進駐のオルガンド軍の間にも広まり、将兵たちを震しん撼かんさせていた。レクターの口ぶりからすると、どうやら彼もその話を信じているらしい。メルツァーが真相を話していないのだから無理もないことではあった。その点はマンフレートの部下たちにしても同じだった。

　本当のことを知っているのはあの場にいたメルツァー、マンフレート、鎧がい師しのハーデイ、それに真の当事者たるメイだけだった。メルツァーがここまで口をつぐんでいたのは、やはりマンフレートにそうするよう頼まれていたためだった。

　メイのほうはあれ以来、暴れたり叫さけんだりすることはなくなり、ひとまず落ち着きを取り戻したようだった。今はメルツァー、レクターのいる位置から少し離れたところで、地面にしゃがみ込んで何かをやっている。駐ちゆう屯とん地でメルツァーが目にしたときのように、縄で拘こう束そくする必要がなくなったのはせめてもの幸いといえた。彼女がおとなしくなったのがマンフレートに言い含められたためなのか、ユリシーズの修理がひとまず終わったことによるものなのかはわからない。メイは相変わらず何を考えているのかよくわからず、自ら口を開くこともなかった。何事もなかったかのようにあまりにも平然としているため、自分がしたことを覚えていないのではないかとメルツァーが思ったほどだった。実際のところどうなのかは、彼女が喋しやべらない以上確かめようがなかった。

「それと、王都の様子はどうだ？　何か変わったことはあったか」

　メルツァーはメイの方を見ながら、レクターに向かって他に気になっていたことを尋ねた。

「ここ最近、街に人通りが戻りつつあったんですが、またぱたりとやみましたね。皆家の奥に引きこもっているようです。戦いが近いことを、敏感に嗅かぎ取っているんでしょう」

「我々のほうがこれだけ殺気立っていれば、気付かないほうが異常というものだ。どこかから情報が伝わっている可能性もあるしな」

　オルガンド軍が警戒すべきは、ウェンズロー方面からやってくるリュクサリア王国の軍勢ばかりではなかった。王都にいる市民たちが蜂ほう起きしたり、外の軍勢を手引きしたりすることのないよう、常に目を配っている必要があった。ボラドーやシュマイザーら上層部もその点はもちろんわかっているようで、かなりの数の兵力が、市中の警備にあてられている。オルガンド軍としては内と外の二面作戦を強しいられているようなものだったが、こればかりは致し方のないことだった。

　メルツァーは右手を拳こぶしに握り、左の掌てのひらに打ち付けた。

「まあいい。部隊に戻るとしよう。今はとにかく準備だ。敵は早ければ明日あしたには姿を現す。それまでにできることをやっておかねば」

「わかりました。メイ、行くぞ」

　レクターはメイに向かって呼びかけた。

　メイは振り向こうとしなかった。

「メイ、どうかしたのか？」

　今度はメルツァーが呼びかける。メイの反応は相変わらずない。代わりに別の、動物の鳴き声のようなものがメルツァーの耳に聞こえてきた。

　メルツァーはレクターと顔を見合わせた。それから、ふたりしてメイの下へと歩いて行った。

「……猫か」

　メイの足下に、やせこけた一匹の子猫がいた。どうやら彼女は、ずっとその子猫をかまっていたらしい。

　子猫は全身を真っ黒な毛で覆っていた。メイが差し伸べた指の先を手で何度もはたいたり、じゃれついたりといったことを繰り返して遊んでいる。

「メイ、これから部隊に戻る。一緒に来るんだ」

　メルツァーはメイに向かい、改めて嚙かんで含めるように告げた。

　メイは顔を上げてメルツァーを見つめた後、ようやくいわれたことを理解したかのように、その場でゆっくりと立ち上がった。

　彼女の両腕には、子猫が抱かれていた。
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「いや、その猫は……」

　どうやらメイは、子猫を一緒に連れて行こうとしているようだった。メルツァーが困ったような声をあげても、彼女はきょとんとした表情を浮かべたまま、決して子猫を地面に下ろそうとしなかった。

　子猫は満足そうに、メイの腕の中で喉のどを鳴らしている。

　メルツァーとレクターはもう一度顔を見合わせた。

　レクターがあきらめろとばかり、黙だまって肩をすくめた。




　　　　２




　六日の朝、リュクサリア王国軍は予定通りウェンズロー砦とりでを発たち、王都リュクシスへ向けて進軍を開始した。

　前日の夜半になって再び雨が、これまで以上に強く降り始め、一時は出発が危ぶまれるほどだった。雨は朝になってもやや小ぶりになりつつも降り続いていたが、昼ごろにはようやくそれもやんだため、進軍に影響が出ることはなかった。

　懸け念ねんされたオルガンド軍との接触もなく、軍勢は予定通りに進んだ。そして午後になって、全行程のおよそ半分の距離にあるカーマイン峡きよう谷こくへと到達したのだった。

『ここが……カーマイン峡谷……』

　イアンはエリュシオンの操縦席の中で呟つぶやいた。彼は目の前に広がる雄大な景観に目を奪われていた。

　街道は峡谷の名前の由来ともなった赤せつ褐かつ色しよくの断だん崖がいに、張り付くようにして続いていた。進行方向の向かって左手を見ると、絶ぜつ壁ぺきが街道のすぐ脇わきから、ほとんど地面と垂直と思われるほどの急傾斜で天空に向かいそそり立っている。ちょっとした弾はずみでたちまち上から覆い被さってきそうなほどの圧迫感だった。ところどころに今にも崩れてきそうな巨大な岩壁や、両手で抱えきれないほどの太さの幹を上に向かってねじ曲げつつ、崖がけに根を穿うがちへばり付くようにして枝葉を広げている木々が見える。

　向かって右手のほうは、イアンの今いる位置からさらに下に向かって勾こう配ばいが続いており、街道と並行するように流れるオルティス河へと至っていた。河の水面は折からの雨のせいか茶色く濁にごり、まるで巨大な生物が咆ほう哮こうしているかのような音を立てて、激しい勢いで奔はしっている。対岸に目を移すと、こちら側にあるのと負けず劣らずの傾斜を持ったもう一方の断だん崖がいが、河の中から突き出すようにそびえていた。

　峡きよう谷こくに差しかかってからというもの、街道の幅は目に見えて狭くなっていた。王都へ向かって大軍を進められる唯一の経路とのことだったが、それでも機巧鎧アームネインや機構輿キヤバリーが三、四機も並べば道を塞ふさいでしまいそうなほどの広さしかない場所もところどころにある。そんな地形が、延々と一リグド（約五キロ）以上に渡って続いているとのことだった。ここが難所であるという話はイアンもたびたび耳にしていたが、実際にこの光景を目にすればそれも納得だった。

　実はイアンがこのカーマイン峡谷を通るのは二度目になるらしい。先日、王都からウェンズロー砦とりでに落ち延びる際にも、今とは方向が逆だったものの、同じ道を進んだとのことだった。ただし、イアンは意識を失っていたため、そのときのことをまったく覚えていなかった。

『今日きよう中に本隊はこの峡谷を抜け、反対側の出口のところにある関まで進む予定になっています。そこまでもう少しかかりそうですが、大丈夫ですか？』

　イアンの横についていたヴィクトが、機巧鎧アームネインの伝声器を通して話しかけてきた。

『あ、はい。平気です』

　イアンは即答した。実際ここまで、特に問題に感じたことはなかった。進軍の速度は速すぎず遅すぎずといった感じで一定しており、さほど疲労を感じずに済んでいた。エリュシオンの調子も悪くない。二日前には若じやつ干かん気になった右足の引っかかりも、解消していた。あれから鎧がい師しのスコルドが、それこそ部品のひとつひとつに至るまで念入りに機体を調べ、ようやく原因を特定したらしい。何でも歯車のひとつに亀裂が入り、欠けていたとのことだった。あれくらいだと機体の動きにはほとんど影響がないはずなんですがね、とスコルドは首をひねっていた。どうしてイアンがそれを感じ取ることができたのか、イアン自身にもよくわからなかった。

　イアンたちのいる本隊は、全軍のちょうど真ん中あたりに位置しているとのことだった。彼の目の前では、隊列を作って先を進む軍勢が狭い街道をびっしりと埋うめ尽くしていた。機巧鎧アームネインの稼動音と足音が断崖に反響し、地鳴りのような大音響となって耳に迫ってくる。峡谷に差しかかってからというもの、進軍の速度は明らかに落ちていた。十万からの大軍がこれだけ狭い場所を通り抜けようというのだから、そうなるのも無理はないのだろう。

　イアンは前方に目をやった。彼のいる場所から少し先を、フランシスカを乗せた機巧輿キヤバリーが進んでいた。

『それにしても、すごい数ですね』

　イアンはヴィクトに向かって感想を述べた。

『そうですね。実はウェンズローを出発してから、さらに数が増えています。進軍の途中で追いつき、合流する方もいらっしゃいますので』

『今まで様子見を決め込んでた連中が、あわてて集まって来たんでしょう。戦いが終わった後になって、のこのこ顔を出しても遅いしね』

　横合いから別の声が割り込んできた。ファウラーの娘、シルヴィアだった。祝勝会の席で宣言した通り、近衛このえ部隊に加わることになった彼女は、一般機士用と同じライオットに乗り、イアンたちのそばについていた。

『まあそれだけ、皆がアルトゥール様に期待してるってこと。奇跡の技を使う王子様が突然現れたなんて聞いたら、そりゃあね。王国内だけじゃなく、今じゃ世界中がその話題で持ちきりなんじゃないかしら』

『うるさいぞ。黙だまって進まんか』

　これも近くにいたファウラーが、厳しい口調でシルヴィアをたしなめた。

　ヴィクトはイアンたちの下を離れ、機巧鎧アームネインを崖がけのほうへと寄せていった。断だん崖がいの状態を確認するかのように機体の拳こぶしで岩肌を軽く叩たたいたり、足を止めて周囲を見渡したりしている。峡きよう谷こくに入って以来、彼は同じ行動を何度も繰り返していた。

　ヴィクトはしばらくそうした後で、再びイアンたちの近くまで戻って来た。

『何か気になることはあったか？』

　ファウラーが彼に向かって尋ねた。

『今のところは大丈夫のようです』

　ヴィクトがそう答えた矢先、不意に隊列の行進が止まった。

『どうした？』

『前のほうで何か起きたようですね』

　ヴィクトたちのやり取りを耳に挟はさみながら、イアンも前方に目をやった。前進していた隊列が、今や一斉にその動きを止めていた。

　機巧輿キヤバリーの扉が開き、中からフランシスカが上半身を乗り出すのが目に入った。彼女は最初にイアンたちのほうに顔を向け、どうしたのだろうといわんばかりに首を傾かしげてから、前のほうを振り向いた。

　機巧鎧アームネインの間を進んでいた歩兵たちが、あちこちで顔を見合わせているのも見える。

『ここからじゃ何もわからないわね。オーウェン、ちょっと行って、様子を見てきてくれる？』

『……はい』

　シルヴィアが近くにいた一機に命じた。その機巧鎧アームネインは返事をするなり、前方へ向かって走り出していた。

　イアンは走り去る機巧鎧アームネインの後ろ姿を見送った。乗っているのは二日前にウェンズロー砦とりでの格納庫で顔を合わせた、あの若い機士だった。

　どういった経緯でそうなったのかは不明だが、彼もまた、近衛部隊の一員になっていたのだった。

　フランシスカの乗っていた機巧輿キヤバリーに歩兵が走り寄り、乗降用の階段を横付けした。フランシスカが中から姿を現し、階段の最上段に足を乗せる。どうやら機巧輿キヤバリーから降りようとしているらしい。彼女も前方の様子が気になったのだろうか。

　そんなフランシスカの背後から、ミリアムも顔を出した。彼女はフランシスカに付き添い、機巧輿キヤバリーに同乗していた。

　フランシスカがミリアムのほうを振り返る。ふたりの間で何やら会話が交わされているようだったが、内容までは聞き取ることができなかった。

　そうこうするうちに、隊列が再び、前のほうから順番に行進を再開し始めた。

『動き出したか』

　ファウラーの呟つぶやきが聞こえてくる。どこかほっとしているような口調だった。

　オーウェンが戻って来たのもちょうどこのときだった。彼はひとりではなく、背後にもう一機、全身を青い装甲で覆ったライオットを伴っていた。

　イアンはその青い機巧鎧アームネインに見覚えがあった。確かオルグレンの機体だったはずだ。

　オルグレンはフランシスカの真横で足を止めたが、オーウェンのほうはシルヴィアのそばまでまっすぐに帰ってきた。

『どうも大したことではなかったようです。既に前のほうは、再び動き出しています』

『そうみたいね。ところでどうしてわざわざオルグレン公こうを連れて来たの？』

『戻ろうとしたときに、ちょうどこちらへ向かってきているオルグレン公こうとお会いしたのです。公は王女殿でん下かに事情をご説明されるとのことでしたので、ここまでお連れしました』

　オーウェンが話している向こう側で青いライオットの操縦席の扉が開き、中からオルグレンが姿を現した。

「申し訳ありません、王女殿下。行軍中につき、機中から失礼いたします」

「何があったのですか？」

　フランシスカがオルグレンに向かって尋ねる。

「ご心配には及びません。この先にぬかるみが生じた場所がありまして、そのせいでやや進みにくくなっただけです」

「そうですか。こんな場所だけに、何か事故でも起きたのではないかと心配したのですが……そうではないということですね」

　フランシスカは胸に手をあて、安心したように息を吐はいた。

「ありがとうございます、オルグレン。わざわざ報告に来ていただいて」

「とんでもございません。王女殿下の御心を安やすんじるのも私たち臣下の務めなれば」

　オルグレンはどこかわざとらしくも見える大おお仰ぎような仕草で、かぶりを振った。次いで彼は、視線をイアンやヴィクトたちのほうに向けた。

「それに……王子殿下や近衛このえ部隊の方々も、さぞ不安に思われたことでしょうからね。これは私が直接ご説明にあがったほうがいいだろうと、そう思ったのですよ」

『わざわざ恐れ入る、オルグレン公。公のいた地点からだと、この狭い道をここまで戻って来るのはさぞ骨が折れただろう』

　ファウラーがオルグレンに向かって口を開いた。

「いえ、大したことはありませんよ。後ろの方々が不安で胸をいっぱいにし、それが全軍に悪影響を及ぼすような事態になるより、よほどましというものです」

　オルグレンは前髪に手をやりながら述べた。

「さて、それでは私はそろそろ前に戻るとしましょうか。重ねて申し上げますが、フォティオス卿きようがご懸け念ねんなさっているような事態が起こったわけではありませんので」

『失礼ですがオルグレン公こう、そのぬかるみというのは、どの程度のものですか？』

　操縦席の扉に手をかけ、閉めようとしたオルグレンに向かって、ヴィクトが声をかけた。

「それほど大したことはありません。横の崖がけから水がしみ出してきましてね。それがいきなりだったため、多少の混乱が生じたというわけです。そのせいで行進が止まったのですが、大騒ぎするまでもないと思いますよ」

　オルグレンはヴィクトに向かい、口元に笑みを浮かべた余裕あふれる表情で答えた。

『崖から急に水がしみ出した……？』

　ヴィクトが確認するようにオルグレンの言葉を繰り返す。それを聞いたイアンははっとなって、思わずヴィクトの乗っている機体を見た。ヴィクトの口調は、いつもの落ち着き払った彼のものとは、どこか違っているように聞こえた。

　ヴィクトは機巧輿キヤバリーの外に出ていたフランシスカに向かい、緊迫した口調で声をかけた。

『恐れ入ります、王女殿でん下か。機巧輿キヤバリーの中にお戻りください』

『どうした、ヴィクト。何かあったのか』

　ファウラーがヴィクトに問いかけた。彼もヴィクトの口調にただならぬものを感じたようだった。

『その水というのは、もしかすると……』

『ちょっと、何かしら、この音？』

　シルヴィアがヴィクトの言葉を遮さえぎった。

　イアンの耳にも、はっきりとそれが聞こえてきた。

　横の断だん崖がいが重々しく軋きしんだ音を発していた。断続的に、何かが千切れるような音も混ざる。そこへ、上のほうから石がいくつも、立て続けに落下してきた。心なしか、地面全体が揺ゆれているようにも感じる。

『これは……』

　ファウラーがそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、断崖が爆はぜた。

　今まで動きを潜ひそめていた巨大な生物が突とつ如じよとしてその身を躍おどらせたかのように、圧倒的な質量の土砂が、叩たたきつけるような大音響を伴い、街道の上のリュクサリア王国軍に襲いかかってきた。

　地面が弾はずむように激しく揺ゆれ、エリュシオンがたちまち体勢を崩す。大地が一斉に雄お叫たけびをあげる中、イアンは両手の操そう演えん桿かんを咄とつ嗟さにつかみ、両足に力をこめて、機体が転倒しないよう体の動きを調節した。

　何が起こったんだ!?

　イアンは全てを下の河へ叩たたき落とそうとするかのような激しい震動と、耳を聾ろうさんばかりの爆発的な轟ごう音おんに、ひたすら圧倒されるばかりだった。

　そして、彼は見た。

　崩れ落ちる断だん崖がいがまさに街道を押し包まんと押し寄せるその進路上に、フランシスカの乗る機巧輿キヤバリーが止まっているのを。

　彼女は輿こしの外に出たまま、呆ぼう然ぜんと自分に向かって迫り来る怒ど濤とうのごとき土砂を見上げていた。

　まずい、と思った瞬しゆん間かん、イアンは機体を躍おどらせ、その場から走り出していた。

『姫様！』

　ファウラーの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡る。地面が水面のように大きく波打ち、誰もが転倒しないようその場で足を踏ふん張ることしかできない中を、イアンはフランシスカの下へ向かって疾しつ走そうした。

　エリュシオンがフランシスカの機巧輿キヤバリーの下へたどり着くのと、その場に崩れた土砂が襲いかかってくるのとはほぼ同時だった。

　イアンは機体を盾たてにし、フランシスカの身をかばった。彼女は階段の上に立ち、輿から振り落とされそうになっているのを、両手で扉をつかんで何とかこらえていた。

　その彼女と、操縦席の扉越しに目が合う。

「兄様!?」

　フランシスカが叫さけんだ瞬間、イアンは機体の背中に莫ばく大だいな質量の大波が叩き付けてくるのを感じた。

『くっ……！』

　両足に力をこめ、何とか踏みとどまろうとする。しかし抗あらがいきれるものではなかった。エリュシオンの全身がたちまち悲鳴を上げる。装甲が軋きしむ甲かん高だかい金属音に加えて、足のどこかの部品が破損したとおぼしき、鈍にぶく不ふ穏おんな感覚がイアンの意識に伝わってきた。

　だめだ、これ以上はもたない……！

　そう思うのと同時に、彼は操演桿から手を離し、操縦席の扉を開け放っていた。機体を乗り越え、押し寄せてくる水気を含んだ冷たい土砂にたちまち全身をずぶ濡ぬれにしながら、イアンはフランシスカに向かい、叫んだ。

「こっちへ！　急いで！」

　そのまま、フランシスカの返事を待たずに手を伸ばす。彼女のほうもためらうことなく、すぐに機巧輿キヤバリーの扉を離すと、イアンに向かってその身を躍らせてきた。

　イアンはフランシスカが伸ばした手をつかみ取り、無我夢中で自分のほうへと引き寄せる。彼女の体が思い切りぶつかってくるのを後ろに倒れ込みながら受け止め、同時に空いた手で、エリュシオンの操縦席の扉を閉める。

　エリュシオンが踏ふみしめていた地面の感触が不意に失われた。機体が街道上から押し出され、下のオルティス河に向かってなだれ落ちているのだと気付いたときには、既にほとんどの部分が土砂に埋うもれていた。操縦席の視界が完全に覆われてしまい、何も見えなくなる。

「兄様……！」

　フランシスカが恐怖のあまりか、短く叫さけんで、イアンの体にしがみ付いてきた。

　イアンは両手両足全てを使って必死に土砂をかき、せめて河に落ちるのだけは食い止めようとした。しかしあまりの勢いと体勢が目まぐるしく変化するせいで、自分がどこにいるのか、どちらを向いているのか、上なのか下なのかさえまったくわからなくなってしまう。

　それでもなお抗あらがおうとしたところへ、さらなる災厄が見舞った。

　恐らくは流木か、それとも岩がん塊がいか。機体の背後から、硬かたく、重い何かが、思い切り速度を乗せた状態でぶつかってきた。

　操縦席の背中越しに、息が詰まりそうなほどの強烈な衝しよう撃げきを受ける。

「くっ……！」

「ああっ……！」

　まるで断末魔の絶ぜつ叫きようのような、機体の装甲がひしゃげる音に鼓こ膜まくを圧せられるまま、イアンたちの意識はたちまち暗転していった。
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　一体どれくらいの時間がたったのか。

「う……」

　自分の体に覆い被さる何かの重さに息苦しさを感じて、イアンは目を覚ました。

　ぼんやりとした意識の中、大量の水が轟ごう々ごうと音を立てて流れる音が聞こえてくる。視界は完全な闇に包まれていた。自分がどうなっているのか、今どこにいるのか見当もつかない。体を動かそうにも、何かが乗っているせいで思うように動けなかった。

　これは、そうだ。彼女だ。

　その体は冷たく、ぐったりとなっていて、まったく動かない。

　まさか……！

　次の瞬しゆん間かん、イアンははっと我に返り、彼女の体を揺ゆさぶった。

「だ、大丈夫!?」

　そう問いかけた途端、彼女がゆっくりと頭を持ち上げるのがわかった。どうやら一命は取り留めたらしい。

「に……兄様……？」

　よかった、無事だったようだ。

　フランシスカの声を聞いて、イアンは大きく息をついた。ひとまず最悪の結果だけは避けられたようだった。もっとも、外の様子やエリュシオンの状態がわからない以上、楽観はできなかったが。

「兄様、ご無事ですか？」

「うん、何とかね」

「よかった……」

　イアンが答えると、フランシスカはほっとした声になった。

「ありがとうございます。あのとき兄様が来てくださらなかったら、私……」

　そう呟つぶやいて、彼女はぶる、と全身を震わせた。多量の土砂が覆い被さってきた瞬しゆん間かんの光景を思い出したのだろう。

　意識がはっきりしてくるにつれ、冷え切っていたフランシスカの体が少しずつ温かさを取り戻してくるのがイアンのほうにも伝わってきた。

　そうなると今度は、狭い操縦席の中で彼女と体を密着させていることがいやでも意識させられるようになった。触れ合っているところに気持ちを向けまいとするほど、かえって変に考えてしまいそうになる。

　イアンは小さくかぶりを振った。内なる雑念を振り払おうと、フランシスカに向かって務めて明るく声をかける。

「危ないところだったけどね。間に合ってよかったよ」

「本当にありがとうございます。ところで兄様、暗くて何も見えないんですが……」

　声の感じからすると、フランシスカはイアンと体を密着させていることを気にしていない様子だった。あるいは彼女は、自分たちが実の兄妹だと信じているがゆえに、何とも思っていないのかもしれない。だが真実を知っているイアンには、彼女と同じように振舞うのは無理な話だった。

　内心の動どう揺ようが隠しようもなく、声に現れてしまう。

「た、たぶん……もう夜になったんじゃないかな……」

「土砂に埋うまってしまったのではと心配しましたが、そうではないんですね」

　そういうなり、フランシスカはイアンの上でもぞもぞと体を動かし始めた。

「す、すみません……私、重いでしょう……」

　自分がどんな体勢になっているか、ようやく思い至ったらしい。彼女はイアンから体を離そうとしたが、元々ひとり乗りの操縦席に無理やりふたりで乗り込んでいたため、そんな余裕はとてもなかった。逆に、変に動くことでかえってふたりの体が密着してしまう。

　まずい。この体勢を早く何とかしなくては。

「ちょっと待って。今、エリュシオンを動かしてみるから」

　イアンはフランシスカに向かってそう口にすると、首に手を伸ばし、ペンダントの鎖くさりを指に引っかけて石を引き寄せた。石はイアンの掌てのひらに載せられるなり、青い輝きを放ち始める。その光でようやく、操縦席の中がほのかに明るくなった。

　イアンは自分のすぐそば、それこそ吐はく息がそのままかかってきそうな位置に、フランシスカの顔があるのを目まの当たりにした。彼女の顔も、髪も、服も、泥まみれになっているばかりでなく、水にまで濡ぬれそぼっている。だがそれがかえって生々しく、彼女の生しよう来らいの美しさを浮き彫りにしていた。

　イアンの緊張はますます高まり、一いつ瞬しゆん気が遠くなりそうになる。

「兄様……ひどい姿に……」

　フランシスカが沈痛そうな表情を浮かべた。おそらく状態だけでいえば、今の自分も彼女と同様なのだろう。あれだけの土砂に包まれたのだから無理もない。エリュシオンや機巧輿キヤバリーから振り落とされ、生身のまま流されなかっただけでも幸運だったと考えるべきだった。もしそうなっていたら、間違いなく命を落としていたに違いない。

　イアンはペンダントを離すと、今度は左右の手で操縦席の横の壁をまさぐった。操そう演えん桿かんを探り当て、そのまま力をこめて握り締める。

　その状態で、エリュシオンの機体の動きを頭の中で思い浮かべた。

　地面に手をついて、上半身を起こし──立つ。

　ペンダントの石が輝きを増した。それに呼応するかのように、エリュシオンの全身が振動し、各部が一斉に稼動を開始する鈍にぶい音が響ひびいてくる。

「……兄様が持つと、このペンダントはこんなに強く光るんですね」

　フランシスカがどこか陶とう然ぜんとした口調で呟つぶやいた。そうした中、エリュシオンがゆっくりと立ち上がっていった。両足でしっかりと地面を踏ふみしめる感触が、操縦席の下から伝わってくる。

　イアンは続いて、機体の手足を動かしてみた。あれだけの衝しよう撃げきをまともに食らったからには、当然無傷とはいかなかった。あちこちの反応が悪くなっているのがはっきりとわかる。中にはかなりひどく損傷している箇所もあるようで、機体が動くたび、みし、と不ふ穏おんな音が聞こえてきた。

　それでも、イアンの受けた印象だと、普通に歩くくらいなら何とかなりそうだった。

「うん、とりあえず大丈夫みたいだ。外が見えないのは、泥で操縦席のところが塗り潰つぶされているからだと思う。とにかく、一度外に出て様子を見てみよう」

　イアンは扉に手を伸ばし、押し開けた。冷たく湿った夜の空気とかすかな月の光が操縦席の中に入って来て、イアンの中にあった雑念を瞬またたく間に覚ましていく。

　それと同時に、フランシスカの体もようやくイアンから離れる。

　エリュシオンが立っているすぐ前を、河が流れていた。その勢いは激しく、足を踏み入れれば機巧鎧アームネインとて抗あらがえずに流されてしまいそうなほどだった。どうやらエリュシオンは、川岸のところに仰あお向むけの姿勢で打ち上げられていたらしい。イアンが必死に抗ったのも空しく、河に落ちてそのまま流されてしまったのだろう。

　自分たちの体が濡ぬれているのは、恐らく土砂のせいだけではなく、操縦席の中に河の水が入り込んでしまったのも大きな原因に違いない。

「あれ？　でも……」

　イアンの中にふと疑問が兆きざす。

　エリュシオンはここまでどうやって流されてきたのだろうか？

　操縦席の中に水が入り込んだのだとしたら、普通ならそのまま水没してしまいそうなものだ。イアンは自分たちがなぜこうして、無事でいられるのかわからなかった。彼の意識はあの崖がけのところで完全に飛んでしまっており、ここへ来るまでの間に何があったのか、まったく覚えていなかった。

　まさかこんな金属の塊のエリュシオンが、水に浮くとも考えられない。

　どうして……？

「兄様、どうかしましたか？」

　フランシスカが心配そうな顔つきで見つめてきた。

「あ、いや。何でもない」

　イアンは心に浮かんだ疑問を脇わきへ押しやった。今は他に考えるべきことがいくらでもある。ここはとりあえず、自分たちが溺おぼれ死なずに済んだという事実だけを、受け入れるべきだろう。

　イアンは操縦席の扉を開けたまま、機体を動かして周辺の様子を窺うかがった。目の前がオルティス河だとすると、水の流れている方向から考えて、どうやら街道があるのと反対側の岸にたどり着いてしまったようだった。

　そのまま今度は、背後を振り向いた。川岸のところから、緩ゆるやかな傾斜が上に向かって続いており、そこに木々が森となって密生しているのが見える。左右を見回すと、例の断だん崖がいがどちらにも厳然と存在していて、このあたりがカーマイン峡きよう谷こくのどこかだということがわかった。ちょうど彼らのいる場所だけ断崖が途切れる地形になっており、そこにうまい具合に引っかかったらしい。

　イアンは再び河のほうに機体を振り向かせた。対岸のほうにも目を凝らし、味み方かたの姿がないか探す。だが月明りしかないため視界はわずかしか利きかず、確認することはできなかった。

　続いて彼は、エリュシオンの右の膝ひざを地面につけ、操縦席の位置を低くした。フランシスカが足下を確かめながら、ゆっくりと地面へと降り立つ。

　イアンもその後に続いた。

　外から見ると、想像した通り、エリュシオンの全身は厚く泥が塗り込められたようになっていた。これなら視界が塞ふさがれてしまうのも無理はない。

　そこへ強い風が吹き付けてきたため、イアンとフランシスカのふたりとも、そろって体を震わせた。

「風が……冷たいですね」

「そうだね」

　濡ぬれた体からたちまち熱が奪われていく。歯の根が震え、手足がかじかんだ。秋も深い今の季節にこのままの状態でいたら、確実に体調を崩してしまいそうだった。

　イアンの中で、まず何をすべきかの答えはすぐに出た。救助を待つにしろ何にしろ、最初にこの濡れた体をどうにかして乾かさなくてはならない。

　とりとめもなくあたりの様子を窺うかがっていたイアンの視線が、やがて森の一点でぴたりと止まった。

「あれは……」

「どうかしましたか？　兄様」

「あそこだったら何とかなるかもしれない。とにかく、行ってみよう」

　イアンはフランシスカを促うながし、たった今見つけたその場所へ向かって、歩き始めた。

　彼が見つけたのは、洞どう窟くつの入り口だった。それは川岸から斜面をやや上がったところに、ぽっかりと口を開けていた。

　ペンダントの石を手に握り、青い輝きを照明代わりにする。足下を照らしながら、イアンとフランシスカはゆっくりと、その洞窟に向かって行った。

　濡ぬれた服が重くまとわりつくせいで何度か足を滑すべらせ、ひやりとなりながらも、やがて目的の場所へとたどり着いた。

　洞窟の入り口は、ふたりの背丈を優に越えるほどの高さがあり、横幅もかなりある。

「この中に入るんですか？」

「うん。ここなら風も防げそうだから。危なくないかどうか、先に入って様子を見てみる。ちょっとここで待ってて」

　イアンはフランシスカにそう告げると、ペンダントの石を目の高さに掲かかげながら、慎重に洞窟へと足を踏ふみ入れた。

　中は入り口よりもさらに広くなっていた。奥行きもかなりありそうに見える。入ってすぐのあたりは連日の雨のせいかさすがに水に濡れていたが、少し進むと、すぐに乾いた地面に変わった。イアンが足を運ぶたび、下に落ちている枯れ葉が踏まれて、かさ、かさ、と音を立てる。

　何かが丸まって地面に転がっているのが目に入った。イアンはペンダントの石を近づけてみたが、ぱっと見では何なのかよくわからなかった。今度は手に取ってみる。それでようやく正体が判明した。

　縄を編んで作られた、狩猟用の網だった。

　イアンは改めて周囲に目をやった。よく見ると他にも、布やら、木を削けずって作った杭くいやらが、地面のあちこちに散らばっていることに気付く。

　どうやらこの洞どう窟くつは、人が出入りしている場所らしい。

　イアンは網を地面に置くと、いったんフランシスカの待つ入り口へと引き返した。

　フランシスカは心細そうに肩を丸め、小さく震えていた。

「ごめん、こんなところでひとりにして。大丈夫みたいだから、一緒に来て」

「わかりました」

　イアンは今度はフランシスカを連れて、再び洞窟の中へ入って行った。フランシスカはイアンに寄り添うように彼のすぐ横を歩いていたが、左右の二の腕を何度もさすり、体を震わせていた。口には出さないが、だいぶ寒さに参っているのだろう。それはイアンにしても同じだった。

「とにかく、まずは火を起こそう。体を温めて、服を乾かさないと」

「え？　でも……ここには暖だん炉ろがありませんが……」

　フランシスカはきょとんとした表情を浮かべた。それを見たイアンは思わず苦笑する。

「大丈夫、任せておいて。この洞窟は人がいた形跡がある。きっと道具も見つかると思うから」

　彼女に向かってそう答えながら、イアンはペンダントの石を手に持ちつつ、周囲を歩き回った。

「兄様、何を……？」

「何か燃やせるもの……ほら、あった」

　やがてイアンは、地面に落ちていた目的のものを見つけ出した。彼はそれを拾って手に取り、フランシスカに見せた。

「これを使えばいいんだ」

「これで……何をするんですか？」

　フランシスカは相変わらず、要領を得ないといった顔をしている。

　イアンは不安を与えないよう、彼女に向かって微笑ほほえんでみせた。

「見てて」




　かき集めた枯れ枝と枯れ葉の間から煙と共に柔やわらかな炎が生じ、並んで座っているイアンたちの全身を橙だいだい色に染め上げていく。

「暖かい……」

　フランシスカが手袋を取り、炎に向かって両りよう掌てのひらをかざしながら、染み入るような声で呟つぶやいた。

「服も乾かさないといけませんね」

　フランシスカはそういうと、着ていたドレスを脱ぎ始めた。

　イアンはあわてて彼女から視線をそらした。濡ぬれた布地がこすれ合う湿った音が妙みようになまめかしく聞こえ、あわてて頭を振ってそんな自分の想念を追い払う。

「兄様も早く服を乾かされたほうがいいですよ」

「あ、う、うん」

　イアンは自分の服に手を伸ばした。だが気が焦あせってうまく脱げない。落ち着け、と自分に言い聞かせるほど、かえって動どう揺ようが広がり、手が震えてしまう。

　自分は彼女の兄なんだから、こんなことで動転してはだめだ──

　心の中で己を叱しつ咤たしながら、イアンは何とか外がい套とうと軍服の上着を取り、布製の胴着と股もも引ひきだけになった。

「ふう……これで少し軽くなりました」

　その間にフランシスカは上着とスカートを脱ぎ、下着姿となっていた。その態度はイアンの内面とは対照的に、まったく屈託がなさそうに見える。下着といっても肌はほとんど覆われていたので、それほど気を遣わなくてもいいはずだったが、こういった経験のないイアンにとっては十分過ぎるほど目の毒だった。

　地面に落とした服を乾きやすいよう広げてから、イアンたちは身を寄せ合うように並んで、改めて炎に向き合った。遮さえぎるものが少なくなった分、温かみが増して感じられる。

　イアンは冷え切った全身が熱を取り戻していくじんわりとした感覚に身をゆだねながら、ようやくひと心地がついた気持ちになった。

　フランシスカが口を開く。

「それにしても兄様は凄すごいですね。何もないところから火を起こせるなんて」

「道具があったからね」

　先ほどイアンが見つけたのは、火打石と火打金だった。網などが置かれていたことから、彼はこの洞どう窟くつが猟師の野営地として定期的に使用されている場所だと察しをつけた。地面には焚たき火の跡もあったため、もしかしたらそれ用の道具も残っているかもしれないと思い、探してみたのが大正解だった。

　火を起こすことができれば、だいぶ状況はよくなる。

　これなら、ここで夜を明かすことになっても大丈夫そうだった。

　それきりしばらくの間は、ふたりとも無言のままだった。枯れ枝の爆はぜる音に混ざって、洞窟の入り口のほうから、雨が散発的に地面に降り付ける音が聞こえてくる。どうやらまたしても天候が崩れたらしい。

　炎に当たりながら、イアンは先ほどフランシスカを救出したときに見た光景を、改めて脳のう裏りに思い浮かべていた。崩れ落ちる崖がけ、自分たちに向かって押し寄せてきた莫ばく大だいな量の土砂、いずれも思い出すだけで身の毛がよだつほどだった。

　実際問題、こうして生きていられるのが不思議なほどの大惨さん事じだったと思う。

「まさか……あんなことになるなんて……」

　フランシスカがぽつりと口にした。イアンは彼女が、自分と同じことを考えていたのだと悟った。

「ヴィクトさんはああなるかもしれないって、予想してたみたいだけど……」

　それでも、まさかよりにもよって災害が本隊を直撃することになるとは、さすがの彼も考えていなかっただろう。

「みんな……無事でしょうか……」

　フランシスカの問いに対する答えを、イアンは持ち合わせていなかった。あのときは彼女を助けるのに夢中だったため、他の人々がどうなったのか、まったくわからなかった。

　イアンの近くにいたヴィクトにファウラー、シルヴィアたちは果たしてどうなっただろうか。それに、フランシスカと共に機巧輿キヤバリーに乗っていたミリアムは。せめて彼女のことはフランシスカと一緒に助けるべきだったのだろうが、あのときはとてもその余裕がなかった──
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「……とにかく、今は下へ手たに動かないほうがいいと思う」

　内心の悔かい悟ごの念を押し隠しながら、イアンはフランシスカに向かってそう告げた。

「この雨じゃ視界もほとんど利きかないし、うっかりまた河に落ちたりしたら大変だから。朝まではここにいて、明るくなってから戻るのが一番だと思う」

「そうですね……少しでも早く皆と合流しないと」

　フランシスカはイアンの言葉に頷うなずいた。彼女は普段に比べれば元気がなかったものの、それでもあわてたり取り乱している様子はなく、しっかりと自分を保っているようにイアンの目には映った。こんな状況下で落ち着いて構えていられるというのも、王族ならではの器量なのかもしれない。

　イアンはフランシスカから目を離し、炎のほうへと視線を移した。手にしていた木の棒で枯れ枝と枯れ葉をかきまぜ、火勢を調整する。

　そのとき、不意に彼の腹が、音を立てて鳴った。

「……ごめん。おなかが……」

　イアンは照れ隠しに空いたほうの手で頭をかいた。もっとも、空腹を覚えるのも当然ではあった。今がどれくらいの時刻なのかわからないが、最後に食事を摂ってからだいぶ経っていることは間違いないからだ。今まで何も感じずにいたのは、それだけ緊張していたせいなのかもしれない。

「あ、そういえば……いいものがありますよ」

　突然フランシスカが、何かを思い出したようにそう口にした。何事かとイアンが見つめる中、彼女は脱いだドレスの裾すその中から、小さな瓶びんを取り出した。

「兄様、よろしかったらこれを」

　フランシスカは瓶の蓋ふたに手をかけ、ひねった。小気味いい音を立てて蓋が緩ゆるみ、外れる。

　甘い匂いがイアンの鼻び腔こうをくすぐった。

「いちごジャム……？」

「はい、前に兄様とお約束していたものです」

　フランシスカが口の開いた瓶を、イアンに向かって差し出してきた。

「どうぞ、兄様。これだけしかなくて申し訳ありませんけれど」

「ありがとう」

　イアンは木の棒を横に置き、彼女の手から両手で瓶を受け取った。中にはいちごの果肉をふんだんに盛り込んだジャムが、いっぱいに詰まっていた。

「休きゆう憩けいのときにでも食べていただこうと思って、用意しておいたんです。あいにく、匙さじはありませんが……」

「大丈夫、指ですくうから」

　イアンは瓶の中身を指でひとすくいし、そのまま口の中へ持っていった。

　酸味と甘味が絶妙に入り混じった豊かな味わいが、たちまちのうちに口の中いっぱいに広がる。

「おいしい……」

「そうですか？　よかったです」

　フランシスカは花が咲いたような、にこやかな笑えみを浮かべた。

　そんな彼女に向かい、今度はイアンのほうが瓶を差し出す。

「君も食べなよ。おいしいよ」

「いえ、私はいいんです。そんなにおなかも空いていませんし。兄様が全部召し上がって……」

　フランシスカがそう答え、かぶりを振った瞬しゆん間かん。

　まるで今の言葉に異議を唱となえるかのように、彼女の腹が盛大に鳴った。

　フランシスカは目を丸くして絶句すると、イアンから顔をそむけ、そのまま黙だまり込んだ。薄暗くてはっきりとはわからなかったが、おそらく、頰ほおを真っ赤に染めていることだろう。

　イアンはそんな彼女に向かい、もう一度優しく声をかけた。

「こんなおいしいもの、ひとりで食べるなんて僕には……だから君も」

　しばしの沈ちん黙もく。やがてフランシスカの口から、消え入りそうな小さな声で返事が聞こえてきた。

「……はい」

　イアンはジャムの入った瓶びんを、彼女が体の前で重ねている手の近くへ持っていった。

　フランシスカはそむけていた顔を戻し、瓶を一いち瞥べつする。なおもためらっているかのようにしばらくは手を動かさずにいたが、やがてそろそろと指を伸ばし、ジャムをすくい取って口へと運んだ。

「どう？」

「……おいしいです……」

　イアンも再び、瓶の中へ指を伸ばしていった。

「ところでこれ、自分で作ったの？」

「あ、いえ……ほとんどミリアムが。私も少しは手伝った……つもりだったんですけれど……」

　フランシスカはがっくりと肩を落とした。

「……全然だめでした。やっぱり私は、お母様の血を引いているんですね」

「どういうこと？」

　イアンが尋ねると、彼女は悲しそうな顔を彼に向けた。

「お母様は自分で厨ちゆう房ぼうに立つのが好きだったんです。でもあまりにも料理が下へ手ただったので、まわりからいつもやめるよういわれていました。きっと私も、お母様に似てしまったんですね」

「そ、そうなんだ……」

　実際にその場を見ていないイアンには何ともいいがたかった。

「ミリアムがジャムを作っているところを見て、私のやり方とは全然違うと思いました。とにかく手際がよくて。まるで宮廷道化師の幻術でも見ているかのようでした。あんなこと、とてもできません」

「へえ……」

　相あい槌づちを打ちながら、イアンはまたジャムを指ですくった。腹が減っていたからということもあるが、それを差し引いても素晴らしい味であることは間違いない。ミリアムが料理上じよう手ずというのはイアンにとっても納得だった。

「それでも味付けのときに、ちょっと揉もめ事があったりもしたんですけど……」

「揉め事……？」

　イアンが尋ねると、フランシスカはええ、と答えて頷うなずいた。

「シルヴィアが、作っている途中で様子を見に来たんです。そうしたらミリアムと、味付けのことで言い合いになってしまって。どちらも自分のやり方が正しいといって譲らないものですから、結局二種類作ることになってしまいました」

「それで、今食べているのが、ミリアムさんの作ったほうなんだね……」

　火の勢いが少し弱くなっているように見えたため、イアンは瓶びんをいったんフランシスカに渡し、木の棒を手にして枯れ枝と枯れ葉をかきまぜる作業に戻った。

　フランシスカはなおも、ジャムを作ったときの話を続ける。

「どちらの作ったもののほうができがいいか、決めるよういわれたんですけれど、私にはどちらもおいしくて……結局、じいまで呼んできて、味見をさせたんですよ」

「ファウラーさんはどっちを選んだの？」

「それがですね……」

　不意に、フランシスカは何かを思い出したかのように、くすりと笑った。

「両方とも甘すぎる、とばっさりでした。そうしたら今度は、それを聞いたシルヴィアが怒ってしまって……後でなだめるのが大変でした」

「そうなんだ」

　木の棒で火をつつきながら、イアンは頭の中でそのときの光景を思い浮かべた。ファウラーはさぞ渋い顔をしていたことだろう。彼にしてみれば、出陣の準備に追われて忙しい中を付き合わされ、挙げ句に怒られたのだから、散々な思いだったに違いない。

「ミリアムは……休きゆう憩けいのときに兄様とご一緒にどうぞといって……この瓶を渡してくれたんです。本当はパンも……用意して……あったんですよ。でもそれは……あの機巧輿キヤバリーの中に……」

　ふと、イアンはフランシスカの言葉が途切れがちになっていることに気付き、どうしたのかと彼女のほうを振り向いた。

　そしてその顔を見た瞬しゆん間かん、はっとなった。

　いつの間にか、フランシスカの両目からは涙がこぼれ、頰ほおを流れ落ちていた。

「え……」

　イアンが驚いた声をあげると、フランシスカは放心したような顔を彼に向けた。次いで、自分の右手を、自分の頰ほおに当てる。

「あれ……私……どうして……」

　彼女は手で自分の目元を拭ぬぐった。まるでたった今、自分が涙を流していることに気付いたかのような反応だった。

「す、すみません……変なところをお見せしてしまって……」

　詫わびの言葉を口にして、唇くちびるを引き結ぶ。その表情は、まるで歯を食いしばり、これ以上泣くまいと懸命に自分を抑えているかのようだった。

　しかし、こらえきれなかった。

「どうしよう……」

　そう口にするなり、彼女の双そう眸ぼうから、みるみる滂ぼう沱だの涙があふれ出す。

「みんな……流されて……ミリアムはずっとあの輿こしの中に……シルヴィアもじいも……みんなどうなって……」

　フランシスカは両手で口元を覆った。必死に嗚お咽えつを止めようと務めているようだった。それでも、涙はとめどなく流れ、止まる様子がない。

「もうこれ以上……誰かがいなくなるのはいや……いやなのに……」

　彼女の視線はずっと炎に向けられていたが、その目に映っているのは、ミリアムやファウラーら、ずっと前から彼女のそばにいた人たちの姿なのかもしれない。

　イアンは小さく震えるフランシスカの頭に、思わず自分の手を伸ばしていた。

　かつて自分が泣いていたときに、姉がそうしてくれたのと同じように。

　イアンの手が触れた瞬しゆん間かん、フランシスカの体がぴく、と震えた。

「兄様……にいさま……！」

　フランシスカがイアンの腕にすがり付いてきた。額ひたいをイアンの肩に押し当て、堰せきを切ったように泣きじゃくり始める。

　イアンはそんな彼女を黙だまって受け止め、無言で頭をなで続けた。きっと無事だよ、そのひとことをいってあげられればどんなにいいだろう。だがそう思いながらも、何の根拠もない口先だけの言葉を投げることが、彼にはどうしてもできなかった。

　あれだけの災害に巻き込まれた以上、楽観はできない。そんな状況で軽々しいことはとてもいえなかった。

　やがて、落ち着きを取り戻したフランシスカが顔を上げた。

「ごめんなさい、兄様……こんなところ、お見せするつもりは……なかったんですけれど……」

「……信じよう」

　ややあって、彼はその一言を口から搾しぼり出した。

「え……？」

「みんな、絶対大丈夫だって信じよう。それで……明るくなったら、すぐに探しに行こう」

　大きく目を見開き、自分を見つめるフランシスカに対し、イアンはゆっくりと、かみ締めるような口調で継げた。

　今の自分たちにでき得る最大限のことを、全力でやるしかない。

　彼の内心はその思いでいっぱいだった。

「兄様……」

　フランシスカは涙で濡ぬれた顔でじっとイアンのことを見つめ、やがてこくりと頷うなずいた。

「……はい」

「よし、そうと決まったら、さっそく朝に備えないとね」

　イアンはフランシスカだけでなく、自らの気持ちも鼓こ舞ぶするべく、殊こと更さらにはきはきした口調でいった。炎のそばに広げて置いていた外がい套とうに手を伸ばし、何度か掌てのひらで叩たたいて状態を確かめる。

「少しは乾いたかな……せっかくだからこの上で横になって休むといいよ」

「え？　でもそれだと兄様が……」

　遠慮するフランシスカに対し、イアンはかぶりを振った。

「僕はこのまま、火の様子を見てる。だから先に休んでて。もし起きられるようなら、途中で交代してもらうから」

「でも……」

　フランシスカはなおもためらう素振りを見せていたが、イアンが重ねて促うながすと、わかりましたと答えて彼の言葉に従った。

「では、少しだけ……すみません」

　広げた外套の上に体を横たえ、彼女は目を閉じた。やはり相当に疲れていたらしく、まもなくかすかな寝息が聞こえ始める。

　それを耳に挟はさみながら、イアンは今しがたのフランシスカの姿を改めて思い返した。

　彼女は辛つらいのをこらえていたのだ。

　フランシスカが気丈に見えたのは、彼女がイアンにさえ心配をかけまいと務めていたからではないのか。

　落ち着いているように見えて、内心ではずっと、不安でたまらなかったに違いない──

　考えてみればそれも当然だろう。両親を失ったフランシスカにとって、ミリアムやファウラーは最も近しい、それこそ家族にも等しい存在だったはずだ。それがいっぺんに失われてしまったかもしれないとなれば、取り乱さないはずがない。

　そうした気持ちは自分にもよくわかる。

　たったひとりの姉を失った経験のある自分なら。

　イアンはかつての自分の姿を脳のう裏りに思い浮かべた。あれは奴ど隷れいになったばかりのころだっただろうか。慣れない重労働を強しいられる過か酷こくな環境に身を置きながら、よく彼は、誰もいないところでひとり、いなくなった姉を思い、涙をこぼしたものだった。

　同じく大切な人を失った、自分と彼女。

　確かに生まれも違う。育ちも違う。だがそれでも、少なくとも今の彼女は、かつての孤独だった自分と変わらない──

　イアンは洞どう窟くつの入り口のほうに目を向けた。相変わらず、雨の降りしきる音が聞こえてくる。

　そういえば、とふと思い出した。

　姉と生き別れになったあの日も、こんな雨だった。

　ひとりきりになって、これからどうすればいいのかとただ途方に暮れながら、奴ど隷れい商人に拾われるまでの間、街道をひとりきりでさまよっていた。

　だが、今は違う。

　今は自分のそばに、家族がいる。

　自分を兄と信じる、彼女が。

　イアンは洞どう窟くつの入り口から視線を外し、フランシスカの寝顔に目をやった。泥と涙ですっかり汚れてしまっているせいか、いつもよりも幼く、はかなく見える。

　彼女を守りたい。

　彼女の大切な人たちを守りたい。

　はっきりと、心の中でそう思った。自分の気持ちの変化に自分で驚く。アルトゥールの身代わりになることを決心したときや、黒い牙きばとの一機討うちを引き受けたときの気持ちとは明らかに違っていた。どちらかといえばあのときは、やるしかない、やらなければ、という思いのほうが強かったように思う。

　変化の理由が、彼女に対して親近感を覚えたためなのかどうかはわからない。

　ただ、これだけははっきりしていた。

　もう一度彼女を、彼らと会わせてあげたい。

　そのためにも──

「みんな……どうか無事で」

　彼はこの場にいない人々のことを思いながら、嚙かみしめるようにそう呟つぶやいていた。




　遠くのほうから、誰かが喋しやべっている声がかすかに聞こえてくる。

　誰か……？

　心の片隅に浮かんだ疑問が、イアンの意識を急速に現実へと引き戻した。

　閉じていた両目を大きく見開く。どうやら火の番をしながら、いつの間にか居眠りをしてしまったらしい。

　彼は焦しよう点てんの合わない目をこすりながら、眠っているフランシスカの様子を確かめようと横を見た。

　その途端、眠気が雲うん散さん霧む消しようした。

　弛し緩かんしていた全身の神経が瞬しゆん時じに張り詰め、心臓が跳はね上がる。

　地面に敷かれた外がい套とうの上には、誰の姿もなかった。

　こんな雨の中、彼女は一体どこへ!?

　イアンはあわてて洞窟の中を見回した。目の届くところにフランシスカの姿は見当たらない。

　そのとき、声が聞こえてきた。

　声の主はフランシスカだった。何をいっているのかまではわからないが、確かに彼女のものとわかる話し声が洞どう窟くつの外から聞こえてくるのを、彼の耳ははっきりととらえていた。

　イアンはすかさず炎のそばから立ち上がると、洞窟の入り口に向かって走り出していた。




　　　　４




　洞窟の外は闇が広がっていた。入り口は斜面の途中にあるため、出てすぐのところから下り坂となっている。イアンが内から外へと足を踏ふみ出した途端、彼の全身に冷たい雨が吹き付けてきた。

　そして──

　洞窟から漏もれ出る炎の明かりがちょうど漆黒の闇の中に溶け込む、まさにその狭はざ間まのところに、フランシスカが立っていた。

　しかも、それだけではない。洞窟の入り口に背を向けて立つ彼女の前には、河のほとりに置いてきたはずのエリュシオンが、片かた膝ひざを地面についた姿勢で鎮ちん座ざしていた。

　彼女がエリュシオンをここまで動かしたのか？

　しかし、それにしてはフランシスカの様子はどこかおかしかった。操縦席の中にいるならまだしも、なぜこんな闇の中、雨にまで打たれて、機体の前に立っているのだろう。

　それに、先ほどから聞こえてくる彼女の話し声。一体、誰と会話しているのだろうか？　見渡す限り、他に人影はないようだが──

「……どうしたの？」

　イアンはフランシスカに向かって声をかけた。どのような事情があるにせよ、このままにしているのはよくないと思った。せっかく乾かした体がまた濡ぬれてしまう。

　フランシスカは返事をしなかった。

「ねえ、何を……？」

　もう一度呼びかける。やはり反応はない。

　イアンは彼女に向かって近づこうと、足を一歩前に踏み出した。

　その瞬しゆん間かん、フランシスカの口から声が発せられるのがはっきりと聞こえてきた。彼女はエリュシオンに向かってしきりに何か話しかけていた。

　イアンはその場で凍り付いた。

　フランシスカが話しているのは、明らかにイアンたちが普段用いているのとは別の言語だった。断続的に短い語句を連ね、その合間に何かの歌のような、一定の韻いんを持った旋せん律りつを口ずさむ。何をいっているのか、イアンにはまったく意味が理解できなかった。

　さらに、呆ぼう然ぜんと見つめるイアンの目の前で、新たな異変が生じた。

　エリュシオンの両目が、突とつ如じよとして光り始めたのだ。まるでフランシスカの言葉に反応しているかのようだった。

　彼女の発する語句、その調子に合わせるように、機体の両目の光の明暗も小刻みに変化する。

　イアンの全身に戦せん慄りつが走った。彼には目の前の光景が、フランシスカとエリュシオンが対話しているようにしか見えなかった。自分が尋じん常じようならざる事態に遭遇しているという感覚が、実感となってひしひしと胸に迫ってくる。

　ややあって、フランシスカがゆっくりとイアンのほうを振り返った。

　彼女と目が合った瞬しゆん間かん、イアンの全身を稲妻に打たれたかのような激しい衝しよう撃げきが走った。たちまち全身がすくみ上がり、動くことはおろか、呼吸さえもままならなくなる。昨日きのうの土砂のような、とてつもない質量の何かがいきなりのしかかってきたかのような圧力をまともに感じた。
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　フランシスカの目つきは異様だった。彼女であって彼女ではないとでもいえばいいのだろうか。決してこちらをにらみ付けているわけではない。それでも、その眼まな差ざしにこめられた存在感は、ただただ圧倒的だった。何気なくこちらを見るというそれだけのことで、イアンの両足を地面に縛り付け、一歩も動けなくさせるほどに。

「……竜の血脈を受け継ぎし者よ」

　イアンのほうを見ながら、フランシスカがおもむろに口を開いた。今度はイアンにもわかる言葉で、声も確かに聞きなれた彼女のものだったが、喋しやべり方はまったく別人のように厳おごそかだった。

　彼女の表情は平静そのもので、面には何の感情も浮かんでいない。

　その背後で、エリュシオンの両目が、彼女の言葉に呼応するかのようにゆっくりと光った。

　今喋しやべったのはどっちだ？

　そんな疑問がふと、イアンの心の内に兆きざした。本当だったら、そんな疑問を抱くことさえおかしいはずなのに、なぜかおかしいと思えない雰囲気が、目の前の光景にはあった。

　フランシスカはなおも、言葉を続ける。

「……竜の血脈を受け継ぎし者よ。白き剣を鞘さやより抜き放て。真の嵐はこれより来たり……」

「白き剣……？　真の嵐……？」

　イアンがそう呟つぶやくのと同時に、エリュシオンの両目がひときわ強い光を放ち始めた。だがそれもごくわずかな間に過ぎず、不意にまた、蠟ろう燭そくの明かりが消えるように全ての輝きが失われた。

　フランシスカは糸が切れたように急に全身の力を失い、その場に倒れかかる。

「大丈夫!?」

　イアンの全身の呪じゆ縛ばくが解けた。彼はフランシスカに向かって一目散に走り、濡ぬれた地面に突っ伏しそうになった彼女の体を、かろうじて受け止めた。

「う……うう……」

　フランシスカの半開きになった口から苦しげなうめきが漏もれた。彼女の両目は固く閉じられており、息も荒くなっている。

　まさか……！

　イアンが彼女の額ひたいに手を当てると明らかに熱くなっていた。彼は左手で彼女の肩をつかみ、強く揺ゆすった。

「しっかりするんだ！」

　イアンの呼びかけが届いたのか、フランシスカの全身がぴく、と反応し、その直後に両瞼まぶたが、ゆっくりと開かれていく。

「兄様……」

　彼女はイアンを見ながら、かすれた声で口にした。いつも通りの彼女の声だった。眼まな差ざしにもあの強烈な眼光は宿っておらず、むしろ今にも消え入りそうなほど弱々しくなっている。

「大丈夫……です……だいじょうぶ……」

　薄い笑みを口辺に浮かべたかと思うと、フランシスカはそのまま、力なくうなだれてしまった。

　大変だ……！

　イアンは両手で彼女の体を抱きかかえると、立ち上がった。

　とにかく、ここにいてはまずい。

　イアンはフランシスカを連れて、急ぎ洞どう窟くつの中へと戻った。炎の傍かたわらに広げていた自分の外がい套とうの上に彼女の体を横たえ、少しでも暖を取ろうと、彼女の全身をくるむ。

　改めて彼女の額ひたいを触ってみると、ほんのわずかの間にさらに熱が高くなったようだった。吐はく息もますます荒くなっており、顔も上気しているように見える。

　明らかにまずい状態だった。

　彼女の体の変調が、雨に打たれたせいなのか、あるいはあの不思議な状態になったがゆえなのか、そこまではイアンにはわからない。

　ひとつだけはっきりしているのは、このまま放っておいたら大変なことになる可能性があるという、その一点だった。

　一刻も早く皆と合流し、医師に診みせなければ──

　そのまま朝まで、イアンはフランシスカの様子を観察しながらまんじりともせず過ごした。




　鳥のさえずりが聞こえ、空が白んできたのを確認するなり、彼は転がるように洞どう窟くつの外へと飛び出した。

　風は相変わらず強く吹いていたが、雨はやんでいる。

　エリュシオンは最後に見たときと同じ位置に、同じ姿勢で置かれていた。イアンは機体の様子を見てみたが、昨夜のように両目が光ることはなかった。

　イアンはエリュシオンの横を通って斜面を降り、河のほとりへと歩いて行った。相変わらず濁だく流りゆうが音を立てながら、激しい勢いで流れている。たとえエリュシオンに乗ったとしても、とても渡と河かはできないだろう。足を踏ふみ入れた途端、たちまち流されてしまうことは目に見えている。周辺を見渡してみたが、近くに橋が架かっている様子もなかった。

　河の対岸にも森が広がっており、そのさらに奥に切り立った断だん崖がいが見えた。密生する木々のせいで見通しは悪く、向こうがどうなっているのかまったくわからない。近くに味み方かたの軍勢がいれば、たとえ姿は見えずとも何かしらの喧けん騒そうが聞こえてきそうなものだったが、そうした気配もまったく感じられなかった。

　もしかすると、土砂崩れに遭った地点からかなり下流に押し流されてしまったのだろうか？

　あるいは、いつの間にかどこかの支流に入り込んで、どこともわからぬ場所へたどり着いてしまったというようなことは──

　さまざまな可能性がイアンの脳のう裏りに浮かんだが、確信を得られそうなものはどれひとつとしてなかった。

　彼は河の背後を振り返った。斜面を少し上がったところ、枝葉を伸ばしている木々の間に例の洞窟の入り口が口を開けており、その手前にエリュシオンがある。機体は雨と泥にまみれて本来の輝きを失い、周囲の地形にすっかり溶け込んでしまったかのようだった。

　イアンはそこからさらに上のほうへと視線を移した。

　この斜面を上って、もう少し高いところに行けば、周囲の状況がつかめるのではないか？

　決断はすぐだった。イアンは河のほとりから離れ、斜面へと戻って行った。エリュシオンと洞どう窟くつの脇わきをすり抜け、密生する木々の中へと足を踏ふみ入れて行く。河の流れと断だん崖がいにほぼ三方を塞ふさがれている以上、進むことができそうなのはもはやこの斜面しかなかった。あの洞窟に出入りしている人間も、おそらくここを通って行き来しているのだろう。あるいは近くに、どこかへ通じる道があるかもしれない。せめて周囲を見晴らすことのできる高台があれば──

　そんなことを考えながら、イアンは斜面を上がって行った。

　だが洞窟の入り口からおよそ百リム（約百メートル）ほど進んだところで、それ以上、上へは進めなくなってしまった。木々が立ち込んでいるせいもあり、近くに行くまで気付かなかったのだが、そのあたりから急に傾斜が険けわしくなっていたためだった。

　イアンは頭上を振り仰あおぎ、ほとんど地面と垂直といっていいほどの急勾こう配ばいを見て嘆たん息そくした。どうあがいても、このまま目の前の絶壁を上がっていくことは不可能に思える。

　このまま崖がけに沿って進んでいけば、どこかから上に上がれないだろうか？

　そんなことを考えながら、彼は背後を振り返った。

　その途端、驚きに目を見張る。

　洞窟の中で眠っていたはずのフランシスカの姿が、すぐ近くにあった。彼女はイアンの外がい套とうにくるまり、荒い息遣いになりながら、ふらふらと覚おぼ束つかない足取りで歩いて来るところだった。

　イアンはあわてて彼女の下へ走り寄った。

「ついて来ちゃだめだ、寝てないと」

「でも……兄様が……」

　フランシスカはイアンの顔を見上げながら、かすれた声で口にした。

「焚たき火のそばで目が覚めたら、兄様のお姿が見えなくて……どうしたんだろうと思っていたら、洞窟の外から足音が聞こえたものですから……心配で……追いかけて来てしまったんです……」

　朝の冷気に身を震わせながら、フランシスカは急に咳せき込み、手で口元を押さえた。

「す、すみません……」

「無理しないで。ちょっと上まで行って、あたりの様子を見てみようと思ったんだ」

　イアンは背後を振り返り、絶壁のほうを指差しながら答えた。

「でも、ここは行き止まりみたいだ。別の道を……」

「に、兄様!?」

　フランシスカの緊迫した声がイアンの話を遮さえぎる。

　彼もすぐに、その異変に気付いた。

　ふたりのいる場所の横合いから、巨大な何かが、木々をかきわけ近づいて来た。

　木の枝が折れる音や、下した生ばえの踏ふみしめられる音に混じって、聞き覚えのある機械の稼動音がイアンの耳に入る。

　この音は……！

　イアンがフランシスカを連れてその場を逃げ出す間もなく、その巨大な何かが彼らの前に忽こつ然ぜんと姿を現した。

　機巧鎧アームネインだった。

　イアンは息を吞のんだ。現れたのは全部で三機。いずれも彼の見たことのない型だった。どうやら絶壁に沿って、縦隊で進んできたらしい。

『こんなところに人が!?』

　先頭を進んでいた機巧鎧アームネインの中から、機士の声が聞こえた。向こうにとっても、イアンたちが自分たちの進む先にいたことは驚きだったらしい。

『人だと……？』

『本当だ。何でこんなところに……』

　後ろにいた二機の機巧鎧アームネインが先頭の機体の横にまわり、イアンたちから見てほぼ一線に並ぶ形になる。

　イアンは咄とつ嗟さに、フランシスカを自分の背にかばった。

「兄様、この機巧鎧アームネインは……？」

　背中に張り付いたフランシスカが、イアンに向かって囁ささやいてきた。

「知ってる？」

「いえ……」

　彼女がかぶりを振るのが、背中に伝わるかすかな振動でわかった。

『お前たち、何者だ？　こんなとこで何してる？』

　先頭の機巧鎧アームネインから、再び声が聞こえてきた。

　イアンの背中に置かれていたフランシスカの両手に、力がこもる。

『放っておけ。他人に構っている余裕なんて、俺たちにはないはずだぞ』

『そうだな。早く遠くまで行かないと、追い付かれるかもしれん。あんな突とつ拍ぴよう子しもないことに付き合わされるのはごめんだ』

　横にまわった二機の機巧鎧アームネインが、イアンたちを放置して再び動き出す気配を見せた。

　だが先頭の一機が、鋭い声をあげてそんな二機を制止する。

『待て。本気であの人から逃げるのなら、必要なものもあるんじゃないか？　……後ろの女は金になりそうだぞ』

　その言葉を耳にした瞬しゆん間かん、イアンの全身を、まるで冷たい氷の柱を押し付けられたかのような悪寒が走った。

　後ろの女は金になる。

　その言葉の意味するところが、彼にわからないはずがなかった。

『なるほど。それもそうだ』

　先頭の機巧鎧アームネインのすぐ横、列の真ん中にいた機巧鎧アームネインが、納得したような返事をした。

　イアンは自分の全身が熱くなるのを感じた。それは自身の内から込み上げてくる怒りだった。

　ふざけるな、と声に出さず呟つぶやく。

　彼女のことは、何としても自分が守る──！

「……逃げて！」

　背後のフランシスカに向かい、イアンは囁ささやいた。

「ここで僕が注意を引き付ける。その間に、早く……！」

　フランシスカが息を吞のむ。だが彼女はイアンにいわれたようにはしようとせず、逆に彼の背に当てていた手に、ますます力をこめてきた。

「……いやです。ひとりだけ逃げるなんて、いやです！」

　フランシスカの声はかすれて元気のないものだったが、そこにこめられた意志が揺ゆるぎのない強固なものであることは、イアンにもすぐにわかった。

　先頭の機巧鎧アームネインを除く二機が動き出し、機敏な動きでイアンたちの横と背後へと回り込んだ。

　しまった……！

　イアンはフランシスカをかばいながら、絶ぜつ壁ぺきを背にして立った。正面の位置に、直前まで列の真ん中にいた機巧鎧アームネインがいる。せめてその脇わきをすり抜けて、エリュシオンのあるところまで戻れれば。だが洞どう窟くつの入り口からここまでのおよそ百リムの距離を、フランシスカを連れたまま逃げ切れるとはとても考えられなかった。

　一体どうすればいい？　どうすれば……？

　そのとき、正面にいた機巧鎧アームネインが、イアンたちに向かって踏ふみ込んできた。逃げようとする間もあればこそ、機体の振るった右腕がイアンの体をかすめ、たったそれだけで鈍にぶい打撃音と共に、彼の体をフランシスカともども地面になぎ倒す。

「ぐっ……！」

　まったく力の入っている様子がない、むしろ機巧鎧アームネインにしては軽すぎるほどの動作だったが、それでも生身のイアンたちに与えた衝しよう撃げきは計り知れなかった。

　降り続いた雨で濡ぬれそぼった地面に横倒しとなり、冷たい土とかびたにおいを発する枯れ葉にまみれながら、イアンは激痛のあまり、全身をのた打ち回らせた。

「うあ……っ！」

「に、兄様……！」

　フランシスカの苦しそうな声が聞こえてくる。イアンは彼女の様子を確認しようと、体を襲う痛みを懸命にこらえ、そちらを振り向こうとした。

　だがそれよりも、たった今イアンたちを襲った機巧鎧アームネインが、機体を覆い被せるようにしてイアンたちの上方から迫り、フランシスカの体をつかみ上げるほうが早かった。

　ようやく体を回転させ、イアンは地面に仰あお向むけとなった。彼はフランシスカが、機巧鎧アームネインの両手に体を抱えられ、上に持ち上げられるところを目まの当たりにした。

　両目を見開いた彼女の表情が、驚きよう愕がくと恐怖に歪ゆがむのがわかる。

　その様子を見た瞬しゆん間かん、イアンの口から叫さけび声がほとばしっていた。

「やめろーっ!!」

　イアンは痛みを押しのけ、その場で跳はね起きた。地面を蹴けって上へと飛び上がり、フランシスカをつかみ上げようとしていた機巧鎧アームネインの手にしがみ付く。そして何とか彼女の体を引き離そうと、渾こん身しんの力をこめた。

「このっ……！」

　だがイアンがどれだけ力を入れようとも、機巧鎧アームネインの手はびくともしなかった。逆に、フランシスカを抱えたままその機巧鎧アームネインが両腕を前に向かって軽く一振りしただけで、イアンの体はあっさり離れ、後方へ飛ばされてしまう。

　鈍にぶい音を発して、彼の背中は絶ぜつ壁ぺきに打ち付けられ、そのままずるずると落下した。

「あ……く……」

「兄様！」

　フランシスカがかすれていた声を張り上げ、絶ぜつ叫きようした。

　イアンは息ができない状態となって、力なく地面に倒れた。

「兄様！　兄様！」

　朦もう朧ろうとする意識の中、彼は彼女が、自分に向かって声を張り上げるのを聞いた。

『うるさい、静かにしろ！　そんなに騒さわぐと気付かれるだろう』

『……男のほうは始末しておくか』

　そう口にしたのは、最初に口を開いた一機だった。

　動かなければ。

　ここで止まっていたら、やられてしまう──

　イアンは全身のあらん限りの力を振り絞って、もう一度、その場に立ち上がった。向かって左、自分を始末するといった機巧鎧アームネインのほうに視線を向ける。

　その機巧鎧アームネインは、いつの間にか抜いていた剣を手に、そのままイアンに向かって距離を詰めて来た。イアンが回避するよりも、その機巧鎧アームネインが剣の届く間合いまで入ってくるほうが早かった。

　機体の手が上に振り上げられる。

　鈍い輝きを放つ刀身を、イアンが見上げたその刹せつ那な──

　剣を振り上げた機巧鎧アームネインのすぐ横にある絶壁、そのはるか高いところから、巨大な塊がいきなり現れた。

　その巨大な塊は途中にあった木々の枝々を次々にへし折り、それでもなお猛もう烈れつな勢いをほとんど衰えさせることなく、まるで突き刺さるように下に落ちて来た。

　それは、イアンに向かい剣を振り下ろそうとしていた機巧鎧アームネインが、ちょうど立っていた場所だった。

　イアンの命を奪おうとしていた機巧鎧アームネインが、耳を圧するほどの轟ごう音おんと共に装甲をひしゃげさせ、瞬しゆん時じに圧あつ壊かいする。

　まるで落雷そのものだった。

　自身の至近距離でにわかに発生した風圧と、音の洪水に身をすくませながら、イアンの目は落ちてきたその巨大な塊に釘くぎ付けとなっていた。

　結果的にイアンの命を永らえさせることとなった、その巨大な塊の正体。

　それは、またしても見たことがない型の、新手の機巧鎧アームネインだった。尖とがった頭部と、左右の腕に大きな手て甲こうを備えている。元は灰色と思われる装甲に、燃え盛る炎を思わせる赤い塗装が施されていた。ものすごい速度で下にいた機巧鎧アームネインと激突し、相手の機体を瞬時にただの鉄くれへと変えてしまったにもかかわらず、落ちてきたほうは何事もなさそうに元の形を保っていた。そればかりか、下敷きになった機体のことなど気にもしていないといわんばかりに、平然とその上に片かた膝ひざをつき、上体を起こした姿勢で静止している。

　この機巧鎧アームネインは、一体……？

　イアンは予想だにしなかった事態の到来に、ただ呆ぼう然ぜんと、その機巧鎧アームネインを見つめるばかりだった。
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　イアンは身じろぎひとつせず、目の前の機巧鎧アームネインを見つめ続けた。

　まるで魅入られてしまったかのように、彼の視線はまっすぐにそちらへと向けられ、微動だにしない。

　そんな彼を現実に引き戻したのは、周囲から立て続けに起こった声だった。

『お、追いかけて来た……！』

『何てところから出て来るんだ……！』

　声を発したのは最初に現れた三機のうちの二機だった。その声に反応するかのように、新手の機巧鎧アームネインがゆっくりと立ち上がる。下になっている機体から軋きしんだ金属音が生じた。

『追いかけて来た、ということは……』

　静かだが底知れぬ凄すごみを感じさせる男の声が、新手の機巧鎧アームネインの中から聞こえてきた。

『……つまり、お前たちは逃げたということか』

『そ、それは……』

　フランシスカをつかんでいた一機からうろたえた声が漏もれた。残るもう一機ともども、全身をよろめかせ、ふらふらと数歩に渡って後退する。

　まるで中の機士の動どう揺ようぶりが、そのまま反映されたかのような動きだった。

　フランシスカをとらえていた一機が、ちょうど真後ろにあった木にぶつかり、機体を傾かしがせた。その弾はずみで、彼女の体が腕の中から滑すべり落ちそうになる。

　イアンはすかさず、フランシスカに向かって走った。だが何とか受け止めようとしたものの間に合わず、彼女の体は機体を滑るようにして、雨で濡ぬれた地面へと力なく落下してしまう。

　そのすぐ近くで、体勢を崩した一機が、尻しり餅もちをつくように地面にへたり込んだ。さらに、残るもう一機も、その場でぴたりと動きを止める。

　イアンはその隙すきにフランシスカの下へと走り寄った。

「しっかり！」

　彼は焦あせった口調で問いかけた。全身を襲う痛みは相変わらずだったが、今はそんなことに構ってはいられない。

　イアンはフランシスカの傍かたわらに膝ひざをつき、地面に突っ伏すように倒れていた彼女の体を、仰あお向むけにして抱えあげた。彼女の両目は固く閉じられており、息もますます荒くなっている。イアンが額ひたいに手を当てると、火傷やけどしそうなほどに熱くなっていた。

　フランシスカの容態は確実に悪化していた。

　このままではまずい。

　イアンは焦りを募つのらせた。もはや少しの猶ゆう予よも許されない。早く味み方かたの下に戻らなければ、最悪の結果になってしまう可能性すらある。とにかく、急がなければならなかった。

　だがどうすればこの状況を打開できるのか？

　フランシスカを抱えたまま、イアンは新手の機巧鎧アームネインのほうに顔を向けた。その機巧鎧アームネインは、ちょうど下敷きにしていた機体から、下へと降り立ったところだった。地面に着地した際に生じた振動が、イアンの下にまで伝わってくる。

『俺は逃げるのは許さないといったはずだが』

　そう口にしながら、新手の機巧鎧アームネインは二機に向かって足を進めていった。

『い、いや、その……』

『こ、これには理由が……』

　二機の間から立て続けに引きつった声が漏もれた、その瞬しゆん間かんだった。

　新手の機巧鎧アームネインが腰を落とし、右手を左手の手て甲こうへ持っていったかと思うと、地面にへたり込んでいた一機に向かって大きく足を踏ふみ込んだ。それと同時に手甲の中から、銀色の鈍にぶい光を放つ剣が抜き放たれる。

　あんなところから!?

　驚きに目をみはったイアンの眼前で、新手の機巧鎧アームネインは抜いた剣を、へたり込んでいた一機の操縦席に目にも留まらぬ速度で突き入れていった。

　耳障ざわりな甲かん高だかい音と共に、攻撃を受けた機巧鎧アームネインの装甲に亀裂が生じ、砕くだけ散る。中にいた機士が驚きよう愕がくの表情を浮かべながら白刃の犠牲になる瞬間を、イアンは目まの当たりにした。

　目をそらす暇いとまさえ与えられない、全てはあっという間の出来事だった。

『ひっ……』

　一連の動きを見ていたとおぼしき、立っていたほうのもう一機が、悲鳴のような声をあげながらその場で背を向けて走り出す。

　だが新手の機巧鎧アームネインは、それを見逃さなかった。

『遅い！』

　叫さけびながら、逃げるもう一機にたちまち肉にく薄はくするや、今度は左手を右の手て甲こうに伸ばしてもう一本の剣を引き抜く。それを大きく上に振りかぶり、背後から機体の頭上目がけて思い切り振り下ろしていく。

　新手の機巧鎧アームネインの放った一撃は、破は砕さい音と共に、もう一機の頭部を深々と叩たたき割っていた。その一撃で、逃げ出した機体はたちまち動きを止め、その場で地面に倒れ伏す。

　新手の機巧鎧アームネインの動きはなおもやまない。倒れた機体を右足で思い切り踏み付けると、頭部に食い込んだ剣を引き抜き、今度はすかさず剣先を下に向け、背部を抉えぐるように突き刺した。

　引きつれた金属音がイアンの耳に飛び込んできて、それで全てが終わった。

　たちまちのうちに三機を葬り去った新手の機巧鎧アームネインは、左手に剣を握ったまま、先に倒した機体のほうへと戻り、操縦席に突き入れられたままになっていた剣を回収した。二本の剣が、再び新手の機巧鎧アームネインの左右の手て甲こうの中へと格納されていく。

　ややあって、操縦席の扉が、ゆっくりと開かれていった。

　中から現れた機士の姿を見た瞬しゆん間かん、イアンの両目が新たな驚きに見開かれた。

　それは突き抜けるような長身と、引き締まった褐かつ色しよくの肌を持った男だった。全ての色素が抜け落ちてしまったかのような真っ白な長髪が、肩のところで揺ゆれている。内面のたぎりがそのまま表に表れたかのような、鮮烈な輝きを放つ双そう眸ぼう。肩のところまでむき出しとなった両腕に彫られた、乗っている機巧鎧アームネインの塗装と意い匠しようを同じくする炎の刺青いれずみ。そのいずれもが、強烈なまでに赤い。まるで紅ぐ蓮れんの炎が、人の形を取って現れたかのようだった。

　男は操縦席の縁に右足をかけ、右手を腰にあてて胸をそらすようにしながら、悠然とあたりを睥へい睨げいした。

　男の存在感は強烈だった。周囲の全てを一いつ瞬しゆんにして制圧し、拘こう束そくせんとするかのような、おびただしくも猛たけ々だけしい気が全身から噴き出している。男が姿を見せるなり、あたり一帯の空気がいっそう険けわしく張り詰めるのをイアンは全身の肌で感じた。

　逃げなければ、と己を急せき立てるものの、両足は地面に縫い付けられてしまったかのごとく、一歩もその場から離れようとしない。

　男の視線が、イアンに向けられたところでぴたりと止まった。

　赤い瞳ひとみから放たれる光こう輝きが、まるで放たれた矢のように、まっすぐにイアンを射抜く。

「……で、お前は何者だ？」

　前置きもなくいきなり声をかけられ、イアンの心臓が躍おどった。たちまち全身が硬こう直ちよくする。全身にのしかかっている圧迫感がさらに増大した気がした。

　イアンはフランシスカの体を抱えている手に力をこめながら、男の視線を受け止めるばかりだった。下へ手たに動こうものならたちまち切り裂かれてしまいそうな、まるで抜き身の刃物のごとき眼光を、彼は男に突き付けられていた。

　イアンが何も答えられずにいると、男の目が細められ、赤い瞳がますます剣けん吞のんそうな光を帯びた。まるでイアンの内面までも見透かそうとするかのような、鋭い眼まな差ざしだった。

　とにかく、フランシスカの正体を悟られるわけにはいかない。イアンの頭の中を占めていたのはその一点だった。自分の腕の中にいる少女が誰なのかわかった途端、男の態度が豹ひよう変へんすることも十分にあり得ると思った。それだけは何としても避けなければ──

「……野の良らにしてはきれいな顔だな」

　不意に男の口から発せられた一言が、萎い縮しゆくしそうになるのを懸命に持ちこたえていたイアンの心に、思い切り冷や水を浴びせかけた。

　ばれている!?

　イアンの全身から冷たい汗が染み出す。心臓の鼓こ動どうがさらに早くなり、息が荒くなるのが自分でもわかった。男はフランシスカの正体に気付いてしまったのだろうか。その燃えるような色の目で、全てを見通してしまったのか。

　イアンは己を叱しつ咤たした。考えろ。この場を切り抜ける一言を。男に向かって何といえばいい？

　そのとき、イアンから見て男の背後、最初に三機の機巧鎧アームネインが現れた方向から、再び喧けん騒そうが聞こえてきた。時をおかず、先ほどとまったく同じように、木々をかきわけてまたしても数機の機巧鎧アームネインが姿を現す。今度は全部で四機で、最初に現れた三機と同じ機種だった。ただし、炎の塗装は施ほどこされていない。そのうちの一機は、操縦している機士以外にもうひとり別の人間を、腕に乗せて連れて来ていた。

　一体全部で何機いるんだ？

　イアンはますます自分が窮きゆう地ちに立たされていく感覚にとらわれた。

『若、ここにいたんですね！』

『……な、何だこれは!?　三機ともやられて……』

『一体、何があったんだ？』

　四機の機巧鎧アームネインの間から、次々に驚きと戸惑いの声が発せられる。目の前の光景に、意表を衝つかれたようだった。

　四機の機巧鎧アームネインは男とイアンを取り囲むようにして立ち、動きを止めた。操縦席が次々に開き、中にいた機士たちが地面へと降り立つ。

　そのうちのひとりが、男のほうに近づいて行った。

「若、これはどういうことですか!?」

　男は答えない。新たな機巧鎧アームネインが現れてからも、彼の視線は一切それることなく、ずっとイアンに向けられたままだった。

「若……」

　男に向かって近づいていった機士はさらに何かを言いさしたが、結局それ以上は何も口にせず、黙だまり込んだ。男とイアンの様子に、ただならぬ雰囲気を感じたのかもしれない。

「もう一度聞く。お前は何者だ」

　周囲が静まるのを待って、男はもう一度、同じ問いかけをイアンに向かって発した。先ほどと比べて、声に苛いら立だちが増しているようにも思える。

　焦あせりと恐れに心を支配されたイアンには、この場を切り抜けるための答えが見つけ出せなかった。

　男が機巧鎧アームネインの操縦席から、軽やかな動きで地面へと飛び降りた。その手にはいつの間にか、一本の剣が握られている。

　濡ぬれた地面をイアンたちのほうに向かって大またで歩きながら、男は手にした剣を横にして目の高さに掲かかげ、鞘さやから引き抜き始めた。

　この場に新たに現れた機巧鎧アームネインの機士たちが、一斉に息を吞のむ気配が伝わってくる。

　その瞬しゆん間かん、まるで天恵のように、イアンの脳のう裏りにひとつの答えが兆きざした。

　もはやためらっている余裕はない。彼はその答えを口にした。

「……僕は……奴隷です」

　嚙かみ締めるように、ゆっくりとそう告げる。

　その途端、男がぴたりと歩みを止めた。

「……その娘もか」

「この子は……妹です。ふたりで、ご主人様のところから逃げて来ました」

　そう述べるなり、まわりを囲んでいた機士たちが一斉に何かを口にしかけた。だが男が炎の刺青いれずみを施した左腕を素早く横に向かって伸ばした途端、ざわめきがたちまちやむ。

　イアンを見つめる男の眼光が、さらに鋭くなった。今聞いた言葉を頭の中で反はん芻すうし、真しん偽ぎを確かめようとしているかのようだった。

　イアンが口にしたのは無論真実そのものではない。だがまったくの虚きよ偽ぎでもなかった。彼が告げたのは、いわば真実の断片だった。

　自分が奴ど隷れい身分であること。

　主人の下から逃げ出したこと。

　いずれもそれ自体はまごうかたなき事実だった。自分とフランシスカが、今は兄妹の関係にあるということも。

　そう。自分は、噓はいっていない──

「そうか。お前は奴隷か」

　抜きかけの剣を手にして、男が口を開いた。

「……はい」

　イアンはその場に打ち倒されそうなほどの男の強烈な眼まな差ざしを、一身に浴びながら答えた。

「逃げてきたのか」

「そうです」

　揺ゆらぐな。臆するな。そう己に言い聞かせながら、イアンは腹に力をこめ、男を見つめ返す。

　男は何やら思案する様子を見せた。ややあって、彼は不意にイアンから視線を外し、新たに現れた機士たちのほうに顔を向けた。

「ターレス」

「……はあ」

　返事をしながら前に進み出たのは、機巧鎧アームネインの腕に乗って現れた人物だった。小柄で瘦やせた、まるで陰のような雰囲気を全身にまとった男だった。髪はばさばさに乱れ、着ているものは垢あかと汚れにまみれて黒くなっている。もしかしたら奴隷身分かもしれない。声の感じからするとさほど年配でもなさそうだったが、背中を丸め、のっそりと歩くその様子からは、若々しさは微み塵じんも感じられなかった。

　ターレスと呼ばれたその男は、無造作にイアンに近づいて来ると、まるで品定めしようとするかのような無遠慮な視線を注いできた。

「こいつ、俺と同じにおいがする」

　イアンの顔をまじまじと見つめ、鼻をひくつかせながら、ターレスがそう告げた。

「なるほど。奴ど隷れいというのは本当のようだな」

　男は手にしていた剣を再び鞘さやに収めると、背後にある、自分の乗って来た機体を指し示した。

「ところでターレス、こいつの勝手に関してはよくわかったぞ。合格だ。使ってやる」

「どうも……」

　ターレスと呼ばれた人物は、抑よく揚ようのないぼそぼそした口調で答えた。

「愛想のない奴やつだ」

　男は苦笑を浮かべ、次いで視線を、ターレスから他の機士たちへと移した。

「実験は成功だ。戻るぞ」

　そう口にして、男は新たにこの場に現れた機士たちに向かって右手を挙げた。それが合図になったらしく、彼らは再び各々の機体の操縦席へと戻って行く。ターレスも現れたときと同様、一機の機巧鎧アームネインが差し伸べた手の上に両足を乗せ、その肩にしがみついた。

　男が再びイアンのほうを振り向いた。

「おい、そこの野の良ら」

　声をかけられた瞬しゆん間かん、イアンの心臓が大きく鼓こ動どうを打った。

「……はい」

「お前たちは今から俺のものだ」

　え……？

　イアンは男の言葉に愕がく然ぜんとなった。

　この人は何をいっているんだ？

　確かに自分は奴隷で、元の主人から逃げて来たといった。だからといって、いきなり男の所有物にされてしまうのか？　しかも自分ばかりでなく、フランシスカまで──

「おい、誰かこの野良どもを運べ」

　男の命令を受け、数機の機巧鎧アームネインが、思い足音を響ひびかせながら一斉に向かって近づいて来た。逃げることもかなわず、イアンたちはたちまちとらわれの身となってしまう。

　その様子を見ながら、男が告げた。

「俺がお前たちの新しい主人になってやる。ついて来い」




　　　　２




　長期間に渡って降り続いた雨と、その他の諸条件が重なることで発生した災害は、カーマイン峡きよう谷こくを進んでいたリュクサリア王国軍を山崩れという形で直撃した。数十機に及ぶ機巧鎧アームネイン、及びそれ以上の数にのぼる人間が、あるいは大量の土砂に飲み込まれ、あるいはオルティス河の濁だく流りゆうの中へと押し流され、姿を消した。

　山崩れの規模は土砂災害にしては比較的小さく、局所的ではあったが、リュクサリア王国軍にとっては致命傷を受けたにも等しかった。よりにもよって本隊、それもフランシスカを乗せた機巧輿キヤバリーと、イアンの操縦するエリュシオンが、まともに土砂に巻き込まれることになったからだ。

　王国軍は進軍を停止し、危あやうく難を逃れた近衛このえ長官ファウラーや副長官ヴィクトの陣頭指揮で、ただちにフランシスカとエリュシオンの捜索、及び街道の復旧作業が開始された。山崩れが起きたのは午後遅くだったため、すぐに日没を迎えることとなったが、作業は無事だった人員をほとんど総動員する形で夜を徹して行なわれた。そのため翌朝には、ひとまず街道の状態は、再び軍の進行を可能とするまでに持ち直した。

　当初の混乱はひとまず収まり、少なくとも表向きは元の平静さを取り戻しつつあったといっていい。

　とはいえ、気持ちを落ち着けることのできた者など、リュクサリア王国軍の関係者の中にはひとりもいなかったに違いない。

　詳細は伏せられていたものの、本隊が山崩れの直撃を受けたという情報は既に将兵たちの間にも伝わっており、不安と混乱が澱おりとなってリュクサリア王国軍全体を覆っていたからだ。

　中でも近衛長官たるファウラーの焦しよう燥そうぶりは、群を抜いていた。彼は山崩れが起きた地点のすぐそばに設営された天幕の中で、一睡もすることなく、次々寄せられる情報に耳を傾けていた。しかし、彼の待ち望んでいる報告は一向に入ってこなかった。

「なぜだ……！　なぜあのとき姫様をお助けできなかったのか……！」

　床しよう几ぎに腰かけていたファウラーは、両手で白髪しらが頭をつかみ、かきむしった。昨日きのうから何度同じ言葉を口にしているか、自分でももうわからなくなっている。

「姫様にもしものことがあれば、王国は終わりだ……亡き陛へい下かにも申し訳が立たぬ……！」

「明るくなって捜索も本格的に再開されたし、そろそろ何かわかってもいいはずだけど……」

　そう口にしたのは、ファウラーの傍かたわらに付き添っていたシルヴィアだった。

　ファウラーは苛いら立だたしげに床几から立ち上がると、出口へ向かい歩き出した。だがそこを、すかさずシルヴィアに制止されてしまう。

「どこへ行くつもり？」

「む……」

　ファウラーは足を止め、唸うなった。彼はこの天幕の中に、無理やり押し込められていたようなものだった。動どう揺ようしているさまを他の将兵たちの目から隠すためだ。それくらいファウラーの昨日からの混乱ぶりは凄すさまじく、そのままにしておいては全軍の士気に関わると、周囲に判断されたのだった。

　ファウラーの代わりに、副長官を務めるヴィクトが捜索活動の指揮を執とり、天幕と外を行き来していた。今はちょうど彼は外に出ており、ファウラーの近くに控えていたのはシルヴィアだけだった。

「こんなことなら、オルグレン公こうの提案に何としても反対するのだった……」

　ファウラーはがっくりと肩を落としながら、そう呟つぶやいて唇を嚙かんだ。この言葉も昨日きのう以来、すっかり繰くり言となっている。先日の会戦の直後に行なわれた軍議で、ヴィクトが提案した即時進軍案を採用していれば、少なくとも昨日、ここでフランシスカが災害に巻き込まれることはなかった。ファウラーにしてみれば、悔くやんでも悔やみきれない思いだった。

　そのオルグレンは、今はヴィクトやヒュームと連携しながら、遭難者の救援、及び街道の復旧活動に当たっているはずだった。フランシスカの捜索が何よりも最優先とされていることはいうまでもない。彼女を乗せた機巧輿キヤバリーにしろ、イアンのエリュシオンにしろ、山崩れが起きた現場付近では見つかっていなかった。いずれもオルティス河へと押し流され、そのまま下流へ運ばれてしまったという見方が今では有力となっている。そのため広い範囲での捜索が行なわれていた。

　ファウラーは大きくため息をつくと、再び出口に向かって足を踏ふみ出した。

「お父様！」

「用を足してくるだけだ。すぐ戻る」

　ファウラーが吐はき捨てるように口にしたのとほぼ同時に、天幕の中にひとりの兵士が飛び込んで来た。

「失礼いたします！」

　兵士は天幕を入ったすぐのところにファウラーがいるのを見て目を丸くしたが、すぐに立ち直り、敬礼した。

「ご報告いたします。王女殿でん下かがお乗りになられていた機巧輿キヤバリーが」

「見つかったか！」

　皆までいわせず、ファウラーはその兵士の両肩をつかみ、大声をあげていた。

「それで、姫様は？　姫様は無事だったのか!?」

「は、そ、それが……王女殿下は、中にいらっしゃらなかったとのことです……」

「何だと!?」

　ファウラーの塩辛声が怒声となって響ひびき渡った。兵士の肩をつかむ手に力がこもる。

「……お、王女殿下だけでなく、同乗していた侍女の姿も……どこにもなかったと……」

　肩をつかまれた兵士が、痛みにうめきながら答えた。

「ええい！　もう待ってはおれん！」

　ファウラーは兵士を突き飛ばすようにして肩から手を離すと、出口に向かって大またで歩き始めた。

「お父様、待って！」

「待てるか！」

　シルヴィアに向かってファウラーが怒鳴り返したところへ、今度はヴィクトが、ひとりの瘦やせて背の高い若者を伴い天幕の中に入って来た。若者は全身が泥と水にまみれており、寒さのせいか小刻みに体を震わせている。

「ファウラー閣かつ下か、こちらは鎧がい師しのハスローさんです。襲歩機ギヤロツパーに乗ったまま昨日きのうの山崩れに巻き込まれ、河を流されたところを、つい先ほど救出されたそうです」

　ファウラーはだからどうしたといわんばかりに、眉まゆをひそめた。

「ハスローさん、先ほどのお話を、ファウラー閣下にもお聞かせいただけますか」

「は、はい……」

　ハスローと呼ばれた若者はヴィクトに促うながされると、大きくくしゃみをしてから話し始めた。

「昨日、崖がけが崩れるときに目にしたんですけど……おそらく王女殿でん下かは、アルトゥール様と一緒だと……」

「何だと……？」

　ファウラーはハスローに目を向けた。

　その視線に射すくめられたように身を震わせながら、鎧師の若者は言葉を続ける。

「ア、アルトゥール様がエリュシオンの操縦席を開けて、王女殿下を中に連れ込まれるところを、確かに見ました」

「その後は!?」

　ファウラーが声を荒げて問うと、ハスローは目を白黒させ、震え上がった。

「そ、その後は……おれ、あ、私も流されたんで見てません……すみません」

「肝心なことがわからないではないか！」

　ファウラーは再び手で白髪しらが頭をかきむしった。それでも、フランシスカが単身河に流されたわけではないとわかったことで、絶望に閉ざされそうになっていた彼の心に、一筋の光明が兆きざしたのは確かだった。

「今の言葉に間違いはないな？」

「は、はい。俺、こんな眼鏡めがねしてますけど、結構目はいいほうですから！　あ、これ、度は入ってない、いわゆるかっこつけなんで、その点はご心配なく……」

　ハスローがファウラーの剣幕に怯ひるみながら答えた。

　ファウラーがもういいとばかりにハスローに向かって右手を振ると、ハスローはファウラーとヴィクトに深々と頭を下げ、天幕から出て行った。

「アルトゥール様が王女殿下を保護なさったのであれば、おふたりともご無事でいらっしゃる可能性は高いでしょう」

　ヴィクトがファウラーに向き直り、述べた。

「そうであってくれるといいが……」

「あの奇跡を起こしたアルトゥール様と、エリュシオンです。信じましょう」

　ヴィクトにそういわれ、ファウラーは頭の中で、イアンの姿を思い浮かべた。

　あの戦闘奴ど隷れいの若者なら、フランシスカを再び救ってくれるだろうか。

　あれだけ苦にが々にがしく思っていたはずのイアンに、自分がすがるような気持ちを抱いていることに対して、何て現金なのだろうという思いがファウラーの中に込み上げる。

　だが今となっては、あの若者に希望を託たくすしかなかった。

　頼む。もう一度──

　もう一度、姫様を守ってくれ。

　ファウラーは心の中で、イアンに向かって声をかけた。




　イアンとフランシスカが連れて行かれたのは、絶ぜつ壁ぺきの一角に刻まれた葛籠つづら折おりを延々上がっていった先にある山の中腹だった。

　峻しゆん険けんな峰々が四囲にそびえる中、ぽっかりとそこだけ開けた場所に、大勢の人間が、同じくらいの数の機巧鎧アームネインともどもひしめき合うように集まっていた。彼らは男が姿を現すなり、一斉にその場で直立し、男に向かって敬礼した。

　イアンとフランシスカはそれぞれ別の機巧鎧アームネインの腕に抱えられて、ここまで連れて来られていた。ふたりから少し離れたところで、男が乗っていた機体から外に降り立つのがイアンの目に入る。

「そいつらを降ろせ。娘はドナートのところだ」

　男がイアンたちのほうを振り向き、命じた。ふたりを抱えていた機巧鎧アームネインがそろって腰を落とし、イアンたちを腕から解放する。フランシスカは地面に立っていられず、その場で頽くずおれた。イアンは急いで彼女の下に走り寄った。

「大丈夫!?」

　イアンはフランシスカに声をかけた。彼女の返事はない。相変わらず、荒い息遣いが聞こえてくるばかりだった。

　近くにいた人間数名が、一斉にふたりに向かって近づいて来た。イアンはあわててフランシスカを背中にかばう。

「……いや待て。どうせ寝かせることになるなら、あそこにするか」

　男は背後を振り返り、近くにあった天幕のひとつを指し示した。

「娘を俺の天幕へ運べ」

「何をする気だ！」

　男の言葉を耳にした瞬しゆん間かん、イアンの口から怒声がほとばしった。

「勘違いするな。医師に診みせようというだけだ」

　男が歩いて来て、イアンに向かってそう告げた。

「医師……？」

「信用できないという顔をしているな。だがこのまま放っておけば、その娘の命の火は確実に燃え尽きるぞ。それでもいいのか？」

　イアンは男の言葉に息を吞のんだ。それはまさに、彼が心の中で密かに恐れていたことでもあったからだ。それくらい、今のフランシスカは明らかに予断を許さない状況にあった。

「病人を置いておくなら、俺のところが一番温かくていいだろう」

　男がそういうと、まわりにいた何人かがたちまちイアンを押しのけるようにしてフランシスカに近づき、彼女の体を担かついで天幕へと連れて行った。

　この人は、一体……？

　ここまで抱いていた男に対する印象が揺ゆらぐのをイアンは感じた。男がどういう人間なのか、彼にはまったくつかめなかった。恐ろしい人物であることは間違いない。それは何のためらいもなく三機の機巧鎧アームネインを葬り去ったことや、イアンを簡単に斬きり捨てようとした態度からも明らかだった。しかし、男のフランシスカに対する扱いは随分と手厚く、それがイアンを戸惑わせた。普通の主人なら、決して病気の奴ど隷れいを自分の天幕で休ませたりなどしないだろう。イアンは己が過去を振り返って、そう断言することができた。

　この男は何者なのか。同じ疑問が繰り返し、イアンの中に湧わき起こる。

　男の下に、ここまで一緒に戻って来た機士たちが集まり、話をし始めた。あのターレスという男の姿もその中に混じっていた。

「雨もやんだし、風の具合もまあ……これなら何とか……」

「では予定通り……決行ということですね？」

「そうだ。そのためにここへ来たんだからな」

　イアンは男から視線を外して、周囲を見渡した。大勢の人間たちが、忙しそうに動き回っている。この場にある機巧鎧アームネインの数を考えると、ほとんどが機士だと思われた。イアンが見慣れたリュクサリア王国の機士たちとは、着ている物も雰囲気も明らかに違う。ここにいる人々のほうが総じてより猛たけ々だけしく、粗そ野やな印象が強かった。もしリュクサリアの人間でないとすれば、オルガンド軍ということになるのだろうか？　だがそうだという確信も得られなかった。強しいていうなら、彼らは正規の軍隊というよりも、昔自分が住んでいた村を襲った、傭よう兵へい部隊に雰囲気が似ている気がした。

　唯一はっきりしているのは、男がこの集団を率いる立場らしいということだけだ。

「すぐ準備にかかれ。でき次第出発する」

　男がそう告げると、周囲にいた機士たちが一斉にその場から散った。後にはイアンと男だけが残される形となる。

　男がイアンに顔を向けた。

「おい、野の良ら」

「は、はい」

「来い。さっきの話の続きだ」

　男はイアンに向かって顎あごをしゃくると、身を翻ひるがえして歩き始めた。イアンはあわててその後をついて行く。

　男が向かったのは焚たき火のそばだった。火のまわりに肉を刺した鉄てつ串ぐしが何本も立てられている。男はそばに置いてあった床しよう几ぎを引き寄せ、焚き火の前に座り込むと、刺さっていた鉄串を一本手に取り、炎で炙あぶり始めた。たちまち、肉の脂が炎の中に落ち、香ばしいにおいと音を生じさせる。

　イアンは男のそばに立ち、その様子を見つめていた。

「逃げてきたといったな」

　男が鉄串を火の上でまわしながら、イアンに向かって口を開いた。

「はい」

「よく逃げられたな。あんな足手まといがいて」

「……足手まといじゃありません」

　フランシスカのことをいっているのだとわかり、イアンは男の言葉を言げん下かに否定した。

　男はそんなイアンを咎とがめることもなく、さらに言葉を続ける。

「お前ひとりなら、こうして捕まることはなかったかもしれないのに、か？」

「それは……」

　イアンは返事に窮きゆうした。男の指摘は的確だった。フランシスカが洞どう窟くつに留まっていて、あの場にいたのが自分だけだったらあるいはやり過ごせたかもしれないという思いは、イアンの中に確かにあった。

「随分と妹想いだな。どうしてそこまでして守る？」

　男は火の通った肉を口元に運び、頰ほお張ばりながら尋ねてきた。

「兄妹というだけではそこまでする理由にならん。世の中には、なまじ血がつながっているせいで、余計に憎悪を募つのらせる人間もいるというのに」

「僕は……あの子を守ってやりたいんです」

「お前の兄妹はあの娘だけなのか？」

　男がなおも質問を重ねてきた。

「……姉がいました……」

「姉……？」

　イアンを見る男の目が細められる。

「はい。姉を守れなかったので……せめて妹だけはと……」

　イアンは自分でも驚くほど、素直に自分の心情を口にしていた。生き別れとなった姉エミリアの姿を脳のう裏りに思い浮かべる。楽しかった幼い日々のこと。あの襲撃のとき、自分を逃がすため傭よう兵へいたちの前に立ちはだかった彼女の姿。最後にいわれたあの一言──

　男が肉を食べるのをやめ、じっとイアンを見つめてきた。相変わらずの強烈な視線だった。しかもそれだけではない。姉のことを口にした途端、男の眼まな差ざしにこれまでとはどこか違う、熱っぽさのようなものが加わったのをイアンは感じた。全身の緊張がますます高まり、背中から冷たい汗がにじみ出す。

「その姉は死んだのか」

　男の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、イアンはこの質問には絶対に噓うそはつけない、と心の中で思った。男の口調に変化はなかったが、眼差しから受ける真剣味の印象は、これまでとまるで違っていた。

「……わかりません。連れていかれてしまって、その後どうなったか……おそらく、もう……」

　イアンは前にヴィクトにしたのと同じ話を、かいつまんで男に語った。男は黙だまってイアンの話を聞いていた。

　イアンが話を終えても、男はしばらく何もいわなかった。思い出したように、手にしていた肉を再び口元に運び、食べ始める。

　ややあって、再び話しかけてきたときには、話題はまったく変わっていた。

「……ところでお前、鎧よろいに乗れるのか」

「えっ？」

「とぼけても無む駄だだ。首に提さげているそれは何だ」

　イアンははっとなって、胸に手をやった。エリュシオンを操縦するために必要なペンダントを、表に出したままだった。男は今までそのことに言及しなかったが、しっかりと目には入っていたらしい。

「……乗れます」

　もはや言い逃れはできそうにない。イアンは正直にそう答えた。奴ど隷れいのくせにおかしくないか、当然次はそういわれるだろうと想像し、頭の中で懸命に答えを探す。

　だが、そうはならなかった。男が質問してきたのは別のことだった。

「じゃあなぜ、鎧に乗って逃げなかった？」

「それは……」

　イアンは虚きよを衝つかれた。まさかそんなことを聞かれるとは思わなかった。どこまで答えるべきだろうか？　下へ手たに乗って来たなどといって、あの河のほとりを探されることがあってはまずい。エリュシオンがもし見つかってしまったら、自分たちの素す性じようはたちまちばれてしまうに違いない──

「逃げるために、主人の鎧を持ち出したんじゃないのか」

「いえ……」

　イアンは指先でペンダントの硬い感触を確かめながら、おずおずと答えた。

「とりあえず、このペンダントを持ってきただけで精一杯で……機巧鎧アームネインまでは……」

「お前は馬ば鹿かか？」

　その途端、男が鋭く、冷たい声を発した。それと同時に、彼が手にしていた鉄てつ串ぐしが、イアンに向かって突き出される。

　男の動きのあまりの速さに、イアンはまったく反応できなかった。殺される、と瞬しゆん間かん的に心の片隅で思う。

　男は鉄串の先端を、正確にイアンの心臓の位置に押し当てていた。胴着を貫き、鉄が肌に直接触れる。

「お前は間違っている。お前の間違いはふたつだ、野の良ら」

　イアンの動きを完全に制した状態で、男は口を開いた。

「ひとつは、鎧よろいに乗れるにもかかわらず、そうしなかったことだ。だからもたもたしてこんなところでとっ捕まってしまう。それともうひとつは……」

　イアンは男が猛烈に怒っているのがわかった。彼を見み据すえる赤い瞳ひとみはさらに光を増し、今にもそこから火炎を噴き出させそうなほどに燃え盛っている。

「……もうひとつは、姉を探していないことだ。なぜ探さない？」

　そういうなり、男は鉄串を上に向かって振り上げた。空気を切り裂く鋭い音がイアンの耳に飛び込んでくる。彼はまるで風圧に押されるように、その場に力なくへたり込んだ。

「な、なぜって……」

　なおも男は容よう赦しやしない。すかさず、イアンに向かって一歩足を進め、今度は鉄串の先端を、イアンの眉み間けんにぴたりと押し付けてきた。

「連れていかれた？　どうなったかわからない？　だったらどうして、あらゆる手を使って探そうとしない。あきらめるのは、死んだとはっきりわかってからにしろ」

　男はイアンの眉間に鉄串の先端を食い込ませながら、次々と怒りの言葉を叩たたき付けてきた。イアンは身じろぎひとつせず、男の文句を浴び続けた。無論、彼の側にも言い分はある。だがそれを口にはしなかった。とてもできる空気ではなかった。

「……俺にも姉貴がいる」

　イアンに向かって一気にまくし立てた後、男が不意にぽつりと呟つぶやいた。

「姉貴が俺を大切にしてくれたお陰で、今の俺がある。俺はそのことを一生忘れない」

　男はイアンから顔をそむけ、どこか遠くのほうを見つめながらそう口にした。彼の両目に宿っていた怒りの炎も、心なしか少し静まったように見えた。

「それは……僕も同じです……」

　イアンは男の言葉に同意した。

　そう。姉があのとき、身を挺ていして守ってくれていなかったら、自分はこうして生きながらえていなかったかもしれない。

　そのことは、今も決して忘れたりはしていない──

「だったら何としても探せ。俺がお前なら、何に代えてもそうするだろう」

　男はそう告げると、何やら考える様子になった。

「……なるほどな。お前には何かありそうだと思ったが、そういうことだったか」

　小声でそう呟つぶやいてから、男は再びイアンのほうを見た。

「それで野の良ら。お前はこれからどうする気だ」

「……とりあえず、あの子を連れて、河の対岸に渡りたいです」

　イアンは男に向かって答えた。

「当てはあるのか」

「いえ……」

　問題はその点だった。近くに橋は見当たらない。かといって、あんなに増水して激しく流れている河に迂う闊かつに足を踏ふみ入れるわけにもいかなかった。

　イアンは暗あん澹たんとした気持ちになり、目を伏せた。そんな彼に向かい、男が突きつけていた鉄串を下ろしながらゆっくりと口を開く。

「ひとつ、方法がないこともない」

「え……？」

　イアンは男の顔を見た。男の面には、この事態を面白がっているような表情が浮かんでいた。

「俺は星の強い奴やつが好きだ、野良」

　イアンは男の言葉に眉まゆをひそめた。男が何をいわんとしているのか、即座に理解できなかった。

　男はイアンの戸惑いに構う風もなく、さらに言葉を続ける。

「こうやって俺とお前が会ったのも、お前の星の強さゆえかもしれない。俺がお前に機会を与えてやる」

　男はそこまで述べると、怪け訝げんな顔をしているイアンに向かってにやりと笑った。




　轟ごう々ごうと激しい音を立てて流れる河のほとりに、ひとりの人物が立っていた。

　女だった。

　彼女の全身は泥まみれになっていた。茶色い髪が乱れ、一部が顔に張り付いている。着ているのは侍女の服だった。元は長かったはずの裾すそがすっぱりと腰のところで切られ、太ふと腿ももがむき出しになっている。布地の裂け方から見て、何かの刃物で切られたようだった。もし彼女が自分でそうしたというのであれば、それはよほどの理由があってのことだったに違いない。たとえばそれは、水の中に落ちたとき、長い裾が足に絡まって溺おぼれるのを防ぐためだったのかもしれなかった。

　普通の侍女なら、咄とつ嗟さにそんな機転が利きくとも思えない。

　だが彼女は、普通の侍女ではなかった。

　その証あかしは、彼女の太ふと腿ももの付け根からわずかに覗のぞく刻印が物語っていた。

　その刻印は本来は誰の目にも触れぬよう隠されているものだったが、今、周囲には他に誰の姿もなかった。

　彼女はその刻印を堂々とさらしたまま、あたりを歩き回り始めた。何かを探しているようだった。きびきびした身のこなしで、周囲を見渡したり、地面にかがみ込んで足下を調べたりしている。

　やがて、そんな彼女の視線が、河のほとりからやや奥まったところにある、木々の密生した斜面の一角に吸い寄せられた。

　彼女はすかさず地面を蹴けり、その一角へと走り寄った。

　そこには洞どう窟くつの入り口と、彼女と同じように泥まみれになった一機の機巧鎧アームネインがあった。

　彼女はためらうことなく洞窟の中に入って行き、すぐにまた出て来た。手に女物の衣服を持っている。彼女はその衣服をしばし見つめ、険けわしい顔をしたかと思うと、再び地面にかがみ込んで何かを観察し始めた。

　彼女の視線は洞窟の入り口から、斜面のさらに上のほうへと次第に移っていった。

「……あっちか」

　彼女はそう呟つぶやくと、その場で立ち上がり、上に向かって走り出した。

　その姿が木々の間に消えるまで、時間はかからなかった。

　やがて──

　彼女が向かった方向からわずかにそれた地点に生えていた木々が突然揺ゆれ始め、そこから二機の機巧鎧アームネインが姿を現した。

　いずれも、黄金色のきらびやかな装甲で全身を覆っている。晴天の下ならさぞまぶしく輝いて見えることだろう。頭部の両脇わきにあしらわれた尖とがった角と、肩の部分の盛り上がった装甲が特徴的だった。人間の甲冑をそのまま大きくしたような自然な姿形は、リュクサリア王国軍のライオットとも、オルガンド軍のドラードとも雰囲気が大きく異なって気品に満ちていた。

『今の女、見た？』

『ああ。太腿の付け根に例の刻印……やはりここにも……』

『ねえ、あそこにあるの、例のあれじゃない？』

　二機のうちの一機がそう叫さけび、洞窟のほうを指差す。

『すごい置き土産みやげね。どうやら中身は空っぽのようだけど』

『確かめよう』

　そのまま、二機の黄金色の機巧鎧アームネインは、洞窟のそばに置かれたままとなっているエリュシオンのほうへと足を進めていった。
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　こんなに違うのか、というのが正直な印象だった。

　イアンは今、男から貸し与えられた機巧鎧アームネインに乗り込み、操縦している真っ最中だった。だが動かし始めてからしばらく経っていたにもかかわらず、彼は相変わらずその機巧鎧アームネインの挙動に慣れることができずにいた。機体の動きをどれだけ詳しよう細さいに頭の中で思い浮かべても、実際の反応がひと呼吸分どうしても遅くなってしまう。そんなもどかしさを、拭ぬぐうことができずにいたのだ。体に合わないだぶつく服を、無理やり着させられている感じに近いだろうか。エリュシオンに乗っているときは一度も生じたことのない感覚だった。

　操縦席の中にはフランシスカもいた。何でもイアンが今乗っている機巧鎧アームネインは男が乗っていた機体の試作型にあたり、訓練機として用いることも想定して乗員二名で設計されているらしい。教えてくれたのは、あの機巧鎧アームネインの腕に乗っていたターレスだった。その話を聞いて、イアンはターレスがスコルドやハスローと同じ、機巧鎧アームネインの技術者らしいと察しをつけた。

　フランシスカはイアンの後ろで、彼が着座している操縦席の背に体を預けながら眠っていた。ずっと荒かった呼吸も、ここへ来てようやく少し鎮しずまりつつある。男の命令によって彼女を診察した医師の処方してくれた薬が、効きいているようだった。

　ふたり乗りというだけあって、フランシスカがいても操縦席にはなおゆとりがあり、イアンが両手両足を動かすのに支障はない。その点はありがたかった。

　イアンは男たち一行について、山の中腹を出発し、さらに上へ向かって、ますます急きゆう峻しゆんになる一方の斜面を登っているところだった。既にかなりの高さまで来ているのは間違いない。周囲に密生していた木も次第にまばらになっていき、今ではほとんど見られないほどになっていた。道らしい道もなくなって久しい。茶色い土肌がむき出しになり、巨大な岩の塊がそこかしこに点在する中を、機巧鎧アームネインの一群が二列、時には一列になって、上に向かって行進していた。その数は全部で二百、あるいは三百機にも及ぶだろうか。列の前半分に、男が乗っているのと同じ、尖とがった頭部を持つ機体が固まって進んでいた。男の機体以外は、皆槍やりを携たずさえている。男がいるのは先頭で、列の中ほどにいるイアンの位置からは少し離れていたが、他に同じ塗装の機体がないためよく目立った。

　そして列の後ろ半分には、イアンが最初に出会った三名の機士が乗っていたのと同じ機体が集まっていた。こちらはその多くが、武器の代わりに大きな布を丸めたような、長い物体を肩に担かついで運んでいる。その物体が何なのか、イアンには見当がつかなかった。男が何者で、これだけの数の機巧鎧アームネインを率いてどこへ行き、何をしようとしているのかといったことも一切教えられていない。男がイアンに機巧鎧アームネインを貸し与えた、その意図についても然しかりだった。それが男が与えるといった『機会』とどう関係するのか、それすらもわからない。全ては男の一存で決定され、そこにイアンの意志が介在する余地は一切なかった。

　高度が増すにつれ、ますます傾斜もきつくなっていった。その中を、慣れない機巧鎧アームネインに乗ってついて行くのはイアンにとっては神経を使う作業だった。

「う……ん……」

　イアンの耳に、背後のフランシスカが声を漏もらすのが聞こえてきた。

「目が覚めた？」

　ちょうど両手両足を使って大きな岩肌をよじ登っているところで、操作に集中しなければならなかったため、イアンは前を向いたまま彼女に声をかけた。

「兄様……ここは……？」

「機巧鎧アームネインの中だよ」

　かすれた声で問いかける彼女に向かって、イアンは答えた。

「エリュシオンではないようですが……」

「あ……実はこれには事情があって」

　イアンはフランシスカに、男が機巧鎧アームネインを貸してくれたことを説明した。

「そんなことが……」

　フランシスカが驚いた声をあげる。

「見知らぬ私たちに、機巧鎧アームネインまで貸してくださったその方というのは……一体どういう人なのでしょうか」

「それは……」

　イアンは答えに詰まった。相変わらず、彼は男がどういう人物なのか、つかめないでいた。まわりにいる機士たちが若と呼ぶのを聞くばかりで、よく考えたら名前すら知らない。

　イアンにわかっていたのはただひとつ。今の自分には男の決定に逆らう余地はないということ、ただそれだけだった。男が自分の決めたことに抗あらがう者を決して許さないだろうということは、まわりにいる機士たちの態度などからも何となく察せられた。

　ここで下へ手たに抵抗しようものなら、一緒にいるフランシスカにまで危険が及ぶ可能性もある。そう考えると、とにかく今はこのまま彼らと共に行くしかなかった。

　幸い、今は機巧鎧アームネインに乗っている。あるいは隙すきを見て逃げ出すことも可能かもしれない──

　イアンは慎重にその機を窺うかがおうと心に決めていた。

　なおも上に向かって進んで行くうちに、やがて一行は山頂へとたどり着いた。

　イアンは周囲を見渡した。同じくらいの高さの山がいくつも連なり、尾根を形成している。地面の茶色と木々の緑に彩られた麓ふもとの様子が、山々の間、はるか下のほうにうっすらと窺えた。曲がりくねった線のように見えるのは、河の流れだろうか。リュクサリア王国軍の姿が見えないかとイアンは考えたが、それはかなわなかった。

　雨は降っていなかったが、山頂付近は遮さえぎるものが何もないこともあり、風が強かった。機体の間を吹き抜ける際に生じる音が、イアンたちのいる操縦席の中に、まるで何かの唸うなり声のように響ひびいてくる。

『なるほど。俺たちにはお誂あつらえ向きの場所だな。よし、すぐに準備を始めろ』

　一番上にいた男が、全体に向かって指示を出すのが聞こえた。その一言で、列の後ろにいた機巧鎧アームネインが次々に担かついでいた長い物体を地面に下ろし、あわただしく何かの作業を開始する。

　イアンはその作業の様子を見つめた。長い物体の正体は、巨大な布地と、多数の棒のようなものだった。天幕だろうかとも思ったが、それにしてはあまりにも大きい。広げた布地の面積や棒の長さを考えると、機巧鎧アームネインがすっぽりと収まってなお余裕がありそうだった。

　彼らが一体何をしているのか、イアンには見当もつかなかった。

　そこへ、一機の機巧鎧アームネインが近づいて来た。機体の右腕を足場にして、肩のところにターレスがしがみ付いている。

「やり方……知りたい？　知りたいなら教えてやってもいいよ」

『やり方……？』

　いきなり話しかけられ、イアンは面食らった。

「その反応……どうやら若から何も聞かされてないようだね。まあ、あれをよく見ればわかるだろうけど……何かに似てるだろ」

　ターレスは作業をしている機巧鎧アームネインのほうを指し示した。そこでは布地と棒を組み合わせて、巨大な三角形、ないし菱形のようにも見える物体が次々と形作られていくところだった。

　その物体の形状は、イアンにあるものを連想させた。

『翼……？』

「そう。翼だよ」

　ターレスはにやりと笑って、イアンの言葉に頷うなずいた。

「まさか……」

　イアンは男たちが何をしようとしているか、ようやく想像がついた。にわかには信じがたい。だが、他の可能性は思いつかない。

　彼らがこんな山の上まで、あんな物を抱えてわざわざ上がってきた理由。それは──

『もうすぐだな』

　男の声が背後から聞こえてきた。イアンはそちらを振り返る。

　男の乗った機巧鎧アームネインが、山頂から下りてくるところだった。

『俺たちが何をしようとしているか、わかったか？　野の良ら』

　近くまで来た男が、イアンに話しかけてきた。

『あの翼を使って……空を……飛ぶつもりなんですか？』

『そうだ』

　イアンがそれでも半信半疑で尋ねたのに対し、男はまるでためらう様子もなく答えた。

　するとそれに続いてターレスが、得意げな口調で話し始める。

「もちろん、普通の機巧鎧アームネインじゃそんなことは簡単にはできない。素材に秘密があるんだよ。翼にしろ、骨組みにしろ、本体の装甲にしろ……まあ、あの素材をあれだけふんだんに使える人間は、俺以外にはそうそういないだろうね。何たって本部の……」

　ターレスはさらに何かを言いさしたが、そこで男が再び口を開いた。

『俺がターレスに命じてこの鎧バテイスを作らせたのは、こうするためだ』

「本当は覇空王バシレウスって名前にしたかったんだけど……」

　ターレスが、ぶつぶつと小声で呟つぶやく。

『最初はもっと数をそろえてから、別のところで使うつもりで考えていたが、こうなったのも俺の星の巡りがそうさせたからだろう。野の良ら』

『は、はい』

『これが、俺がお前に与えてやる機会だ。あの河をさっさと渡るつもりなら、こうするしかない。俺たちも飛ぶ。だからお前も飛べ』

　イアンは男の言葉に息を吞のんだ。機巧鎧アームネインに乗って空を飛ぶなど、普通ならあり得ない。

　だが男が冗談でも何でもなく、本気でいっているのだということは口調からはっきりとわかった。

　この人たちは本当に、あの翼を使ってここから飛ぼうというのか。

『どうしてそんな無茶なことを……？』

『俺にもお前と同じく、河の向こうへ行かねばならない理由がある。ここからだと、ちょうど目の前の山を越えた反対側だ』

　男はそう口にして、前方を指し示した。イアンがそちらに目をやると、ちょうど今自分たちがいるのと同じくらいの高さの山がそびえ立っているのが見えた。

『あの山を越えた先、河の向こう側にいる星を、これから落としに行く』

『星……？』

　イアンは男が何をいっているのか、理解できなかった。河の向こう側にいる星とは、どういうことなのだろうか。

『若、準備ができました。いつでも行けます』

　機巧鎧アームネインが一機近づいて来て、男に報告した。

『よし、始めるぞ』

　男が自分の背後、斜面の上のほうを振り向き、口を開いた。

『聞け。これより、奴やつらの下へ向かう』

　奴ら……？

　イアンは男の言い方に引っかかりを覚えた。奴らとは一体誰のことを指すのだろうか？

　男の言葉はなおも続く。

『奴やつらは今頃、自分たちの身に起きた不運を嘆なげいていることだろう。だが厳密にいえば、奴らが不運なのではない。俺の星が強いから、そうなったのだ。天も俺に味み方かたしている』

　男は機巧鎧アームネインの右手を左の手て甲こうのところに持っていき、そこに格納されていた剣を引き抜いた。

『もう一度伝えておく。雑ざ魚こに目はくれるな。中央を狙ねらえ』

　男の言葉を受けて、上のほうにいた機巧鎧アームネインが一斉に姿勢をただす。

　まさか。

　イアンの中に、悪い予感が兆きざした。男の口ぶりからすると、彼らがこれからどこかを攻撃しようとしていることはどうやら間違いなさそうだった。

　これだけの数の機巧鎧アームネインで、何を攻撃しようというのか。

　男は右手に握った剣を振り上げた。

『よし。行け！』

　男が号令と共に剣を振り下ろすのを合図に、バティスと呼ばれていた機巧鎧アームネインのうちの十機ほどが、下に向かって走り出した。

　十機のバティスはイアンや男のいるそばを通過し、下へ向かって行った。翼を組み立てていた機巧鎧アームネインが、数機がかりでそれを持ち上げ、やって来たバティスの背中に装着する。ちょうど翼の中心にバティスの機体が納まり、頂点の位置に、頭部が来るようになっていた。

　それを見たイアンは、バティスの特徴ともいえる尖とがった頭部が、翼を装着した状態で全体の一体感が出るよう意図して設計されたものであることを悟った。

『準備完了しました。出ます』

　十機のバティスのうちの一機が声をあげてそう告げるなり、翼を装着した状態で先ほど登ってきた斜面をさらに下に向かって走り降り始めた。

　そこに向かって、男が言葉をかける。

『目標は山崩れの起きた地点だ。その付近に本隊がいる』

　まさか……！

　イアンの中で、疑念がさらに大きくなった。彼らが攻撃しようとしている対象。それは──

　その瞬しゆん間かん、地面を走り降りていた機巧鎧アームネインが、まるで全ての重量を失ったかのように、ふわりと地面から浮き上がった。

『飛んだ……！』

　イアンは目を瞠みはった。他の機巧鎧アームネインの間から、次々に歓声があがるのが聞こえてくる。

　浮かび上がった機体は、機体を翼と水平にし、ちょうど鳥が空を飛んでいるときのような姿勢になった。そうすることにより、みるみる速度が上がっていくのが離れて見ていてもわかる。

『よし、その調子だ。後に続け！』

　男の声が飛ぶのと同時に、翼を装着し終えた他の機体が、ひとつ、またひとつと最初の機体に続いて空へ飛び立っていった。その間に、また新たに十機のバティスが、山頂のほうから下へと走って行き、翼を装着する作業に取りかかる。

　最初に飛び立った一機の姿は、早くも小さくなっていた。

『本当に空を飛ぶなんて……』

　イアンは自分の目に映っている光景が信じられなかった。

『よし。俺も出るぞ』

　イアンのそばにいた男が、そう口にするなり、翼のあるところに向かって歩いて行った。

　すかさず、男の下に翼を持った別の機体が近づいて行き、男の機巧鎧アームネインの背に装着し始める。

　その翼にも機体同様、炎のような塗装が施されていた。

　それを見てイアンは急ぎ男に向かって走り寄って行った。

『待ってください』

『どうした、野の良ら』

　男は翼を機巧鎧アームネインの背に装着されつつある状態で、イアンに問いかけてきた。

『あなたは……一体どこへ行くつもりなんですか』

『いっただろう、星を落としに行くと』

　男はきっぱりとした口調で答えた。

『河を越えた向こう側に、俺の安あん寧ねいを邪じや魔まする奴やつらがいる。それを叩たたき潰つぶすのが、即すなわち星を落とすということだ』

　やっぱり──

　イアンの抱いていた疑念は、この瞬しゆん間かん確信に変わった。

　男たちの目標はリュクサリア王国軍だ。間違いない。

　この人たちは、王国軍を空から奇襲しようとしている！

　翼の装着作業が終わった。男はもはやイアンに関心はないとばかりに、彼のほうを顧かえりみることもなく、大地を蹴けって疾しつ走そうを開始した。

　あの人を、行かせてはいけない。

『待って！』

　イアンが叫さけぶのと同時に、男の機巧鎧アームネインが空へと飛び立った。

　その瞬間、鋭い一陣の風が男のほうからイアンに向かって吹き付けてきた。

　立ちはだかるものを何であろうと根こそぎなぎ倒そうとするかのような、強烈な意志の力を内在した烈風だった。

「兄様、このままでは皆が……！」

「僕たちも行こう。このままにはしておけない」

　イアンは背後を振り返り、フランシスカの目を見ながらきっぱりとした口調で答えた。

　フランシスカも迷う素振りを見せることなく、彼に向かって即座に頷うなずく。

　あの人を追わなければならない。そのためには──

　そこへ、ターレスのしがみ付いた機巧鎧アームネインが近づいて来た。

「……ねえ、それで結局どうすんの？　早く決めてほしいんだけど」

「僕たちも飛びます！　あの翼を貸してください！」

　イアンは彼のほうに向き直り、答えた。

「……あ、そう。じゃあこっち」

　イアンたちはターレスに先導され、翼の置いてある場所へと向かった。

　その場にいた機巧鎧アームネインによって、イアンたちの機体の背に巨大な翼が装着されていく。見渡したところ、最後のひとつのようだった。

「早く！　急いでください！」

　機体の頭部に、男たちの乗るバティスのような尖とがった部品をつけられた。まるで帽子を被らされたようだった。

　全ての準備が終わったところで、ターレスは操縦席の中のイアンを振り向き、頷うなずいた。

　イアンは自分の気持ちを落ち着かせようと深呼吸をしてから、背後のフランシスカに向かって声をかけた。

「じゃあ……飛ぶよ！」

「はい！」

　フランシスカの返事を合図に、イアンは翼を背負ったまま、斜面を走り降り始めた。たちまち、全身に強い空気の抵抗を受け、機体のあちこちから軋きしんだ金属音が聞こえてくる。

　だがそれも、長くは続かなかった。

　突然、イアンはそれまで自分たちを地面に縛り付けていた重力の頸くび木きが、全て消失したような感覚に見舞われた。

　イアンとフランシスカを乗せた機巧鎧アームネインは両足を地面から離し、大空に機体を躍おどらせていた。




　新鮮な空気を吸って少し気分を落ち着けようと、ファウラーは天幕の外に出た。

　フランシスカが見つかったという報告は未だに届いていない。そのため、リュクサリア王国軍は相変わらずカーマイン峡きよう谷こくから動けず、その場に留まり続けていた。

　戦いを間近に控えた軍が当然のように発はつ露ろしているはずの気は、今のリュクサリア王国軍から失われつつあった。限界なのはファウラー自身にしても同じだった。これだけ待てども報告なしの状況が続くと、いやでも悪いほうへばかり考えが向いてしまう。

　もう二度と、フランシスカに会うことはかなわないのではないか。

　そんな思いが、老将の心の中に強く湧わき起こった、そのときだった。

　ふと、何の気なしに空を見上げたファウラーは、そこに生じているある異変に気付いた。

　対岸にそびえる断だん崖がいのさらに奥、切り立った岩肌が荒々しい印象を抱かせる山の天頂付近から、何かが次々と、自分たちのほうに向かって飛んで来ようとしている。

「あれは……？」

　ファウラーが声に出して呟つぶやくのと同時に、そこかしこでざわめきが生じ始めた。どうやら他にも、異変に気付いた者が何人もいるらしい。

「鳥か？　しかし……」

　鳥にしては形も飛び方もどこか変だった。

　何かがおかしい。そう思いながら、じっとそちらに向かって視線を注いでいたファウラーの胸の内に、やがてひとつの可能性が浮かび上がった。

「あれは……そんな馬ば鹿かな！」

　その間にも、謎の飛行物体の一群は、ファウラーたちのいるほうに向かって急降下してきて、その姿がみるみる大きくなり、輪郭がはっきりととらえられる段階になって、ファウラーの想像は確信へと変わった。

「敵襲！　空から敵が来るぞ！」

　ファウラーは大声で叫さけんだ。彼の両目は、巨大な翼のようなものを背負った謎の機巧鎧アームネインの姿を、はっきりと視界にとらえていた。

　機巧鎧アームネインから離れていた機士たちが、大急ぎで自分の機体へと戻って行く。天幕の中からあわてて飛び出してくる者たちや、そこかしこで飛び交う大声も加わって、ファウラーの周辺でたちまちのうちに激しい混乱が生じた。

　そこへ、空から飛来した機巧鎧アームネインの一団が次々と突っ込んで来た。いずれの機体も、手に槍やりを構えている。

　ファウラーが今まで見たことのない機体だった。

　ファウラーの周辺にいた将兵たちは、まるで巨大な鳥のような機巧鎧アームネインの姿を見て、たちまち恐慌状態に陥おちいった。

　天幕の中にいたシルヴィアが飛び出して来たのもそのときだった。

「空から敵って、一体どういうこと!?」




　機体を水平にした途端、翼との一体感が増し、空を滑すべる速度が上昇するのがわかった。

　空気を切り裂く鋭い音が、操縦席の中に絶え間なく聞こえてくる。眼下に、自分たちが上がってきた斜面や他の山へと連なる稜りよう線せん、さらにははるか下にある景色までもが一望できた。機巧鎧アームネインの背丈を軽く越える高さを誇っていた森の木々も、まるで手に載せられそうなほどに小さくなって見えている。

　改めて、自分たちがとてつもないところにいるのだということを実感した。

　まるで夢のような光景。しかしこれは、紛まぎれもない現実だった。

　イアンたちは大地の束縛を離れ、空のただ中に浮かんでいた。

「本当に……飛んでる……」

[image: ]

　フランシスカが驚きを隠せないといった声で呟つぶやいた。

「うん……」

　彼女の言葉に同意しつつ、イアンは前方に視線を向けた。彼らの乗っている機巧鎧アームネインは、操縦席の視界が前方だけでなく、上のほうまで広く確保される設計になっている。なぜそうなっているのか、最初は意図をつかみかねていたイアンだったが、今になってようやく理解した。全ては翼をつけて空を飛ぶときの機巧鎧アームネインの体勢を考慮して設計されたものだったのだ。そのお陰で、機体を起こさなくてもイアンは操縦席の中で自分の首を上げるだけで、進行方向の様子を視界に収めることができた。

　地面を蹴けって飛び上がり、機体を翼と水平にして体勢を安定させ、風に乗る。事前にターレスに教えられたことは、ここまではうまく実践できているといえそうだった。

　しかし、問題はこれからだった。

　空の上から味み方かたの軍の位置を特定し、男たちの一団よりも先に戻って味方に危険が迫っていることを伝えなければならない。既に男たちの一団はイアンたちのずっと先を進んでいる。まずはそこに追い付かなければならなかった。

　焦あせる気持ちを抑え、イアンは機体の操作に意識を集中させた。目の前に、男が先ほど指し示した山が迫ってくる。

　大きく息を吐はいて、イアンは体の重心を左側に傾けていった。機巧鎧アームネインがそんな彼の動きに追つい随ずいするのが伝わってくる。やがて、機体が飛んで行く向きそのものが、ゆっくりと変わっていった。

　イアンとフランシスカを乗せた機巧鎧アームネインは目の前の山を巻くようにしてかわし、反対側へと出た。

　その瞬しゆん間かん、一気に視界が開けた。

　圧倒的な広がりを見せる天と地、そのまにまに漂いながら、イアンは見た。

　地面に向かって急傾斜で落ちている断だん崖がいと、その先に流れている河を。河の対岸に、森を挟はさんで向かい合っているもうひとつの絶ぜつ壁ぺきを。さらに、その絶壁に沿うように刻まれている一本の街道を。

　まるで魚の群れのようなきらめきを発しながら、街道の上をびっしりと埋うめ尽くしている軍勢の姿が目に入った。その一角には、山崩れの跡が生々しく刻まれている。

　そして──

　その軍勢目指して、男が率いる機巧鎧アームネインバティスの一群が、次々と急降下を開始していた。

　間に合わない……！

　イアンはますます焦しよう燥そう感を募つのらせた。

　そこに、フランシスカの鋭い声が被さった。

「兄様、前を！」

　イアンは進行方向に目を向けた。そこには円を描くようにして空中をゆっくりと旋回する、男の機巧鎧アームネインがあった。

　赤く燃えたぎっているかのような、火か焰えんの翼を背にまとった機巧鎧アームネインが。

　周囲にもはや別の機体は残っておらず、男以外は全て降下に移った後のようだった。

『見ろ、奴やつらのうろたえぶりを！　このまま一気に決着を着けるぞ！　今日きようでリュクサリアの歴史を終わらせてやる！』

　伝声器を通じて発せられる男の声がイアンたちの下にも聞こえてきた。

　そうはさせるか！

　男の発言を聞いた途端、イアンは無我夢中で操そう演えん桿かんをつかむ両手に力をこめ、機体の速度を上げていた。

　このまま、彼らの思い通りにさせるわけにはいかない。

　こうなってしまった以上、彼らを止める最善の手段はたったひとつだった。

　指揮官であるあの男の動きを封じる。他に手はない。

　イアンは迷うことなく、男に向かって機体を突っ込ませていった。

『野の良ら!?』

　急速度で迫ってきたイアンたちの存在に気付いた男が、初めて驚いた声をあげる。

　だがそのときには、既にイアンたちの機巧鎧アームネインは、男の回避不能な位置にまで迫っていた。

　激しい衝しよう突とつ音を生じさせながら、空中で二機の機巧鎧アームネインが組み合う。

『お前……何を……！』

　男の声に、狼ろう狽ばいの色がにじんだような気がした。

　二機の機巧鎧アームネインはもつれ合ったまま体勢を崩し、そのままもろともに落下を開始する。

　イアンは機巧鎧アームネインの両腕で、男の機体をつかんだ。

『離せ！』

　男の機巧鎧アームネインから叫さけび声があがったが、それもすかさず、耳を聾ろうさんばかりの風を切る落下音によってかき消された。

　ずっと下のほうに見えていたはずの断だん崖がいが、たちまち目の前に迫って来る。体勢を立て直す暇いとまも与えられず、二機の機巧鎧アームネインは大きな破は砕さい音を発しながら岩壁へと激突した。

　機体全体を激しい衝しよう撃げきが見舞う。翼を構成していた棒がへし折られ、布地が裂ける音が響ひびいてくる。

　イアンとフランシスカの体が操縦席の中で跳はね、壁に何度もぶつかる。

「うくっ……！」

「ああっ……！」

　ふたりの口から、同時に苦痛のうめきがあがった。

　二機の機巧鎧アームネインはなおも組み合ったまま、断崖を転がっていった。
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　叩たたき付けるような風圧と共に、何機もの翼をまとった灰色の機巧鎧アームネインが、立て続けにファウラーの頭上を通過していった。

　そのたびに、機巧鎧アームネインが手にしていた槍やりが、街道上のリュクサリア王国軍に向かって次々に投とう擲てきされる。鋼はがねの豪雨が甲かん高だかい音を立ててファウラーたちに向かって降り注ぎ、そのうちの一本が、走り出していた老将の目の前の地面に鈍にぶい音を立てて突き刺さった。

　ファウラーは間かん一いつ髪ぱつのところで地面に転がり、これを避けた。あと少し反応が遅ければ、全身を槍の穂先に貫かれていたに違いない。

「おのれ……！」

　対岸のはるか上空から飛来した謎の機巧鎧アームネイン部隊は、街道に沿う形で、王国軍の前方から降下してきていた。ファウラーたちのいる本隊の真上に到達したところで槍の投射攻撃を仕掛け、そのまま後方へ抜けて街道の上に次々に着地していく。飛行時の勢いを維持したまま、灰色の機巧鎧アームネインの一団は地面を滑すべるように走り、それと同時に背中に装着していた翼をまるで脱ぎ捨てるようにその場に落としていった。

　街道の上にいた王国軍の兵士や、襲歩機ギヤロツパーや、機巧鎧アームネインが、猛速度で走行する灰色の機巧鎧アームネインの一団に、次々蹴け散ちらされていく。ファウラーの見ている前で、兵が敵機の足に跳はね飛ばされ、鮮血を撒まき散らしながら物いわぬ肉にく塊かいと化して地面に倒れ伏した。襲歩機ギヤロツパーが踏ふみ潰つぶされ、断末魔のひきつれた金属音を発しながらただの残ざん骸がいと化した。灰色の機巧鎧アームネインの突進をまともに受けたライオットが、受け止める体勢も取れずに跳ね飛ばされ、街道のさらに下を流れるオルティス河の濁だく流りゆうへと叩たたき落とされた。

　ファウラーの周辺で、味方将兵の数多の命が、灰色の機巧鎧アームネインの一団によって奪われていった。あたり一帯にたちまち生じた喧けん騒そうが、街道の脇わきにそびえる断だん崖がいによってさらに増幅され、まるで地鳴りのような響ひびきと化して老将の耳を圧する。

　ファウラーは背後を振り返った。そこでは自分がいた天幕が、敵機の放った槍に貫かれて潰れ、ただの布切れと化していた。

　その前にシルヴィアが、愕がく然ぜんとした表情を浮かべて立ち尽くしている。

「シルヴィア！」

　ファウラーは娘の下へと走り寄った。

「お父様！　あれは何なの!?」

　シルヴィアは近くに降り立った敵機を見ながら叫さけんだ。予想もしていなかった空からの奇襲に、どう対処していいのかわからないといった様子だった。彼女だけでなく、恐らくこの場にいる味み方かたのほぼ全員が、同じ思いを抱いていることだろう。

　機巧鎧アームネインが空を飛んで、襲いかかってくるなどあり得ない──

　それが、普通の人間が持ち合わせている常識だからだ。

　ファウラーは潰れた天幕のほうに目を向けた。中にはヴィクトを初め、数名の部下がいたはずだった。彼らは無事なのだろうか？

「また来るわ！」

　シルヴィアの鋭い声がファウラーの意識を引き戻した。上空を見上げたファウラーの視界に、今度は王国軍の後方から、新たな灰色の機巧鎧アームネインの一団が迫ってくるのが映った。

「シルヴィア、こっちだ！」

　ファウラーはそう声をかけるなり、走り出した。ヴィクトたちのことも気になったが、今は何よりも、襲ってきた敵機への対応を優先させなければならない。

　ファウラーが目指しているのは自分の機巧鎧アームネインのところだった。

　鋭いうなり音をあげながら、敵機の編隊が襲いかかってきた。本隊の上を通過する際に、またしても機体の手にした槍やりが、一斉に下に向かって放たれる。

　ファウラーは咄とつ嗟さにシルヴィアの手を取り、横よこ跳とびした。一いつ瞬しゆん前まで彼らのいた位置に、敵機の槍が鈍にぶい音を立てて深々と突き刺さった。

　敵は明らかにこちらに狙ねらいを定め、高い精度でもって攻撃を仕掛けてきていた。周囲を見渡すと、またしても多くの兵や天幕が槍の斉せい射しやの犠牲となっていた。

　ファウラーは臍ほぞを嚙かむ思いだった。決して敵の奇襲に対する警戒を怠おこたっていたわけではない。だがここまでの事態は想定外だった。

　上空からの奇襲に対し、リュクサリア王国軍はまったく無力だった。抵抗らしい抵抗もできないまま、確実に被害だけが拡大していく。機巧鎧アームネインですら、その波には逆らえなかった。ファウラーは多くのライオットが、頭部に槍やりの直撃を受け、地面に倒れるのを目まの当たりにした。機巧鎧アームネインの頭部には操縦者の意志を受け止め、機体にそれを伝える『蒼そう煌こう石せき』と呼ばれる管制機構がある。そこを破壊されれば機体は完全に沈ちん黙もくしてしまうという、機巧鎧アームネインの急所ともいえる部分だった。敵の攻撃はその頭部を、正確に狙ねらってきていた。

　息をつく間もなく、さらなる敵機の集団が空から迫って来る。今度の一団は槍を上空から投げることなく、手に持ったまま、ファウラーたちのそばに地じ響ひびきを立てながら着地した。ここまでに襲来した機体の総数は数十機、もしかしたら百機近くに及ぶだろうか。

　ファウラーは、敵が自分たちのいる本隊に攻撃を集中させているらしいと察しをつけた。

　味み方かたは何をやっている。そう思いながら街道の前後に目をやった老将は、新たな驚きに目を瞠みはった。

　いつの間にか、敵機の多くがこちらの本隊を挟はさみ込むように街道の前後に密集し、壁を築いていた。そうすることにより、本隊への味方の来援を妨さまたげていることは明らかだった。

　これではまるで自分たちが、敵軍の中に閉じ込められたようではないか！

　敵は狭い街道の上という地形の特性を、完全に把握した上で行動していた。その動きは統制が取れており、全てにおいてまったく隙すきがない。

　個々の機士の錬れん度どもさることながら、ファウラーはこの一連の奇襲作戦を立案し、実行した敵指揮官の能力に戦せん慄りつした。襲ってきたのがオルガンド軍の一隊なのは間違いないだろうが、率いているのは一体誰なのか？　ここまでのことをやる人間が、相手方にいるとは──

　そのとき、ファウラーとシルヴィアの目の前に、槍を構えた敵の灰色の機巧鎧アームネインが立ち塞ふさがった。

「こいつ……！」

　ファウラーはその機巧鎧アームネインを見上げた。尖とがった頭部と、両腕に大きな手て甲こうを備えた、まったく見覚えのない機種だった。全体の輪郭は三角形で、巨大な魚を髣ほう髴ふつとさせる。特に背に翼を装着したままだと、その印象はさらに顕けん著ちよだった。

『長官閣かつ下か！』

　一機のライオットが、地面を震動させながら走って来て、ファウラーたちと敵機の間に割り込んだ。

『その声、ラウリーか！』

　最近ファウラーの部下となった機士のひとりだった。機士としての技量は確かで、先日のウェンズローの戦いでも、ファウラー指揮の下堅実な戦いぶりを見せている。

『ここは私にお任せを。閣かつ下かは早くご自分の機体のところへ！』

　そう口にするなり、ラウリーは手にしていた槍やりを目の前の敵機へと突き入れていった。敵機は身を翻ひるがえし、この攻撃をよける。その動きは俊しゆん敏びんだった。

「お父様、行きましょう」

「わかった……ラウリー、死ぬなよ！」

　ファウラーはシルヴィアと共に、その場から走り出した。

　彼らの機巧鎧アームネインが置いてある場所はそう遠くなかったが、狭い街道のあちこちで味方の機巧鎧アームネインと敵機の戦闘が始まっていたため、その間をすり抜けるのは至難の業だった。

　ファウラーたちは、目の前で地じ響ひびきを立てて倒れる機体や、攻撃によって跳はね飛ばされる装甲、武器などをよけながら走った。

　さらに、ようやく彼らが自分たちの機巧鎧アームネインの下へ到着しかかったところへ、狙ねらいすましたように、一機の敵機が襲いかかってきた。その敵機は手て甲こうから引き抜いて構えた剣を、ファウラーの乗機に叩たたき込もうとしていた。

「よさんかあ！」

　ファウラーは走りながら、割れんばかりの大声で叫さけんだ。

　そのとき、不意にファウラーの背後から、風が吹き付けてきた。

　風は瞬またたく間にファウラーを追い越し、敵機に肉薄する。

　風の正体は味み方かたのライオットだった。そのライオットは流れるような動きでたちまち敵機の後ろを取ったかと思うと、手にしていた剣をすかさず相手の背部へと突き立てた。

　装甲が切り裂かれる甲かん高だかい音と共に、敵機の動きがぴたりと止まる。やがて、全身をまるで痙けい攣れんしているかのように細かく震わせながら、敵機は膝ひざから地面に頽くずおれ、うつ伏せに倒れた。

　ライオットは敵機の背から剣を引き抜くと、ファウラーのほうに向き直った。

『ファウラー閣下、今のうちです』

「無事だったのか、ヴィクト！」

　危あやうく敵の手にかかりそうになっていたファウラーの機巧鎧アームネインを守ったのは、天幕の中に残っていると思っていたヴィクトだった。彼はいつの間にかあの場から抜け出て、自分の機体に乗り込んでいたらしい。

　ファウラーは自分の機巧鎧アームネインにたどり着くと、即座に操縦席の中へ飛び込んだ。

「ヴィクト、こいつら、空から……」

『はい。オルガントにこのようなことを考え、実行する人間がいたとは少々意外でした。ですが……』

『リュクサリア王国の機士たちよ！』

　ヴィクトが何かをいいかけたところへ、突とつ如じよ何者かの大音声が被さった。

　ファウラーは声のしたほうを振り向き、眼前に出現したまたしても意外な光景に息を吞のんだ。

　そこには全身を黄金色の装甲で覆った見知らぬ機巧鎧アームネインの姿があった。右手に剣を構え、周囲に激しい音を立てて斬きり結ぶ敵味方の機巧鎧アームネインがいるにもかかわらず、悠然とその場に立っている。その様子はこの世のものならぬ、伝承の中から現れた天上の存在のようだった。

　操縦席の扉を閉め、機体を起動させながら、ファウラーは伝声器越しに叫さけんだ。

『あれは誰だ!?』

『わかりません。どこから……？』

　質問に答えるヴィクトの声も、彼にしては珍しく歯切れが悪かった。

『リュクサリア王国の機士たちよ、この敵機を恐れる必要はない！　空を飛ぶ用途に特化している分、こいつらは出力が犠牲になっている。あわてず、落ち着いて戦うことだ！　そうすれば、ライオットが遅れを取ることはない！』

　黄金色の機巧鎧アームネインは手にした剣を構え、堂々たる声で言い放った。

　近くにいた二機の敵機が左右から黄金色の機巧鎧アームネインに襲いかかっていく。二機はそれぞれ手にした剣を振りかぶり、飛びかかるように上と横からほぼ同時に黄金の機巧鎧アームネインに斬りつけていった。

『危ない！』

　ファウラーは思わず声をあげ、黄金色の機巧鎧アームネインに向かって走り出していた。

　黄金色の機巧鎧アームネインは、上から襲ってきた敵機の攻撃を、機体を半身にそらして軽々とかわした。そうしながら、もう一機が横から振るってきた斬ざん撃げきを、右手に握った剣を切っ先を下にして機体と平行に構え、受け止める。刃と刃が真っ向からかち合い、火花が散りそうなほどの激しい音を立てた。

　そこへ、ファウラーが追い付いた。

『食らえ！』

　ファウラーは走りながら、自分の機巧鎧アームネインの手に持たせていた炎の刃紋を持つ豪ごう槍そうインフェルノを構え、加速がついたままの状態で、黄金色の機巧鎧アームネインに攻撃をよけられた敵機に打ちかかっていった。

　敵機のほうもこの動きに反応し、手にした剣を構え直す。

　インフェルノの槍そう身しんと、敵機の剣の刀身が激しくぶつかり、割れんばかりの音を生じさせた。刃同士を嚙かみ合わせながら、そのまま力比べに突入する。互いに全身を軋きしませながらの押し合いは初めはまったく互角と思えた。だがファウラーが渾こん身しんの力をこめ、圧力をかけていくうちに、形勢は次第にファウラー側の優位へと転じていった。

　こらえきれなくなった敵機が、体をいなしてファウラーの体勢を崩そうとする。

『その手には乗らん！』

　ファウラーは腰を落として機体が泳ぐのを食い止めると、その体勢からインフェルノを再び敵機に向かって打ち込んでいった。赤い刃が目にも留まらぬ速度で、敵機の胴の部分を狙ねらって繰り出される。敵機がその攻撃を剣で受け止めようとすかさず身構えたが、ファウラーの一撃はそんな相手の防御を弾はじき飛ばし、槍そう身しんを脇わき腹ばらに食い込ませていった。

　裂れつ帛ぱくの気合を口からほとばしらせ、ファウラーはそのまま横よこなぎするようにインフェルノを走らせた。

　まるで悲鳴のような音を奏かなでながら、敵機の胴体が深々と抉えぐられ、操縦席にまで至る致命傷を受けてその場に倒れる。

『なんと見事な槍やりさばきだ。さてはあなたが、リュクサリアにその人ありと名高き、エリック・ファウラー殿か』

　こちらももう一機の敵機を地面に打ち倒し、とどめを刺し終えた黄金色の機巧鎧アームネインの機士が、感心したような口調で話しかけてきた。

『貴き公こう……何者だ？』

『私はクルドニア護衛機士団を率いるパーシヴァル・レクス。貴国にお味み方かたするべく、海を越えて参じた身だ』

　黄金色の機巧鎧アームネインの機士がファウラーの質問に答えたところへ、ヴィクトの乗ったライオットが近づいて来た。

『ファウラー閣かつ下か、このレクス卿きようのおっしゃられたことは正しいと私も思います』

『敵機を恐れる必要はない、か？』

『はい。機体の稼動音などから恐らくそうだろうと推察はできたのですが、実際に手合わせしてみて、間違いないと確信しました』

　ファウラーは目の前の地面に倒れている、たった今自分が仕留めた敵機に目を向けた。いわれてみれば今しがたの力比べでも、相手の抵抗は自分が想像したほどではなかったように思える。

『稼動音からそこに気付くとは大したものだ。貴公も我々と同じ鎧がい機き士しか？』

『いえ、私はただの機士に過ぎません……なるほど、レクス卿は鎧機士ですか』

　鎧機士とはその名の通り、鎧がい師しの技能を併あわせ持つ機士のことだった。

『そうか……』

　ファウラーはパーシヴァルとヴィクトの判断がどうやら正しいらしいと結論付けた。その途端、体の内側からふつふつと熱い力が湧わき起こってくる。

　それはあふれんばかりの闘志であり、怒いかりだった。

　こんなところで、栄光ある王国軍が敗れるわけにはいかない。

　オルガンドの奴やつらを、いつまでもいい気にさせておいてたまるものか──

　ファウラーはインフェルノの柄えを両手で握ると、赤い刃紋の浮き出た槍身を頭上高く突き上げ、周囲一帯に響ひびき渡る大声で叫さけんだ。

『近衛このえ部隊全機に告ぐ。この敵は恐るるに足らず！　各自僚りよう機きと連携し、全ての敵機をオルティス河へ叩たたき落とせ！』

　そこまでいいおえると、ファウラーはすかさずインフェルノを構え直した。

『レクス卿きよう、貴公の力、借り受ける。ヴィクト、行くぞ！』

　そう叫さけぶなり、彼はすぐ近くで味み方かたと対たい峙じしていた敵機に向かい、全力で走り出した。




　全身を包んでいた強烈な加速感が不意に喪そう失しつし、背中が何かに思い切り打ち付けられる激しい衝しよう撃げきがそれに取って代わった。あまりの痛みに思わず息を詰まらせる。視界いっぱいに、厚い雲に覆われた空が広がった。

　イアンは自分たちの乗っている機巧鎧アームネインが、仰あお向むけになった状態で停止したのだということに気がついた。断だん崖がいを転がっていた時間はさほど長くなかったため、崖がけの一番下まで落ちたとは考えにくい。どうやら途中でどこかに引っかかったようだった。

　そうだ、彼女は？

　イアンはあわてて体をひねり、後ろを振り向いた。たちまち全身に激痛が走り、こらえきれずにうめき声を漏もらす。

　フランシスカは操縦席の背を両手でつかみ、頭を押し付けるようにして、そこにしがみ付いていた。

「だ、大丈夫……？」

　イアンは恐る恐る声をかけた。

　固く閉じられていた彼女の目がゆっくりと開いていく。

「は、はい……何とか……」

　イアンのほうを見つめながら、フランシスカは答えた。実際は大丈夫どころではないに違いない。ただでさえ体調が悪いところに加えて、あれほどの衝撃に見舞われたのだ。現に彼女の顔は蒼そう白はくで、声も消え入りそうなほどにか細くなっていた。

「ごめん……無茶をして……」

　イアンは翼を担かついで空に飛び上がった後の自分の行動を思い返して、身震いした。無我夢中だったとはいえ、よくもあんな無む謀ぼうなことをしたものだと思う。あのとき、男の機巧鎧アームネインと組み合った状態のまま、空から地面にまっしぐらに落ちていた可能性もあったはずだ。そうなっていたら、いくら機巧鎧アームネインに乗っていたとしても、無事ではすまなかっただろう。そう考えると背筋の凍る思いだった。

　フランシスカはイアンの言葉にかぶりを振った。

「謝らないでください。私なら大丈夫です……それよりも、あの人を止めることはできたのでしょうか……」

「あれで、攻撃を食い止められていればいいけど……」

　男は果たしてどうなっただろうか。岩壁にぶつかるまでは一緒だったのは覚えているが、その後はわからなかった。もしかしたら自分たちのすぐそばにいるのかもしれないし、あるいはさらに下まで落ちていったのかもしれない。

　とにかく、今真っ先にやるべきなのは、自分たちの置かれている状況を確認することだった。イアンは再び前を向き、左右の操そう演えん桿かんをつかんだ。落下の衝しよう撃げきで機巧鎧アームネインが壊れていないことを祈りながら、機体を起き上がらせていく。

　空に次いで視界に入ってきたのは、自分たちが滑すべり落ちてきた断だん崖がいだった。下から見上げると、まるで覆い被さってきそうなほどの急傾斜に見える。機体の足下に、棒と布地がずたずたになった翼の残ざん骸がいが転がっているのが見えた。

　イアンは自分たちがいるのが、どうやら岩棚のようなところらしいと察しをつけた。上半身だけを起こした状態から、両手を使って機体の向きを変える。

　次の瞬しゆん間かん、驚きよう愕がくした。

「あれは……！」

　彼らがいるのと同じ岩棚の縁ふちのところに、燃え上がる炎のごとき塗装を全身に施ほどこした男の機巧鎧アームネインが、こちらに背を向けて立っていた。彼ひ我がの距離は二十リム（約二十メートル）足らずといったところだろうか。翼はもげてなくなっており、背中の装甲一面が大小無数の擦さつ過か痕こんに覆われている。ところどころに裂傷までも見受けられ、頭部や両肩の尖とがった部分がひしゃげて曲がっていた。それら全てが、断崖に衝しよう突とつした際の衝撃がどれほど大きかったのかを如によ実じつに物語っていた。恐らくイアンたちの乗っている機巧鎧アームネインも、状態は似たようなものだろう。

『……ここからだと下の様子がよく見えるな』

　男が不意に口を開いた。静かだが低く、重々しい声だった。

『結局、崩せないで終わるか。どうやら向こうにも、物のよく見える奴やつがいるらしい』

　男はイアンたちに背を向けたまま話していた。イアンたちが後ろにいるとわかって聞かせようとしているのか、単なる独白なのか、その口調からは判断できない。

　イアンは両手を地面につき、機巧鎧アームネインを立ち上がらせていった。機体のあちこちから、まるで悲鳴のような軋きしんだ音が生じる。内部の機構にもかなりの損傷を受けているだろうということが、音の具合から容易に察せられた。

『……なぜ俺の邪じや魔まをした？』

　男が再び口を開いた。相変わらず背は向けたままだったが、今度は明確な、イアンに対する質問だった。

　男の心を表したかのような強い風が、二機の機巧鎧アームネインの間に吹き渡る。

『お前の自由を奪い、支配してきた主人も、リュクサリアの人間だろう。それなのに邪魔をするのはなぜだ。答えろ』

　男がなおも尋ねてくる。イアンにとっては答えのわかりきった問いだった。

『……あなたを皆のところに行かせるわけにはいかないからです』

　イアンは伝声器を通して、きっぱりした口調で答えた。

　男はそうか、と呟つぶやき、黙だまり込んだ。イアンの言葉を反はん芻すうしているのか、それともどこか別のところに関心を向けているのか、後ろから見ているだけでは判断がつかない。

　多数の機巧鎧アームネイン同士がぶつかり合う喧けん騒そうが、どこからか風に乗って聞こえてきた。自分たちがいるのがどれくらいの高さの場所なのか定かではないが、恐らくこの下のほうで、味み方かたの部隊と男の部下たちが激しい戦いを繰り広げているのだろう。男が崩せないといったところからすると、味方のほうが優勢なのだろうか。

『お前……本当は何者だ？』

　男がそう呟き、イアンたちのほうに向かっておもむろに機体を振り向かせた。

　その途端、イアンはまるで刃のような、禍まが々まがしく鋭い視線がたちどころに自分に向かって吹き付けてくるのをはっきりと感じた。

　男の声は、真実を知っている者の響ひびきに満ちていた。

　ここまできたら、もう隠し立てはできない。

　イアンは腹を決めた。

『……僕はアルトゥール。リュクサリア王国の……王子です』

　イアンがそう答えた瞬しゆん間かん、男の哄こう笑しようが炸さく裂れつした。何かが爆発したかのような、これまでの静かな口調とは一転した激しい笑い方だった。

『やはりな……だったら妹のほうは、神み子こ姫ひめというわけか』

　男の言葉に、背後のフランシスカが息を吞のむのが気配で伝わってくる。

『つまりお前たちは、あの山崩れに巻き込まれ、味方とはぐれてしまったわけだ』

　男はなおも笑いながら、言葉を継ぐ。心底おかしくてたまらないといった様子だった。

『王子のくせに、自分を奴ど隷れい呼ばわりするとは。俺もターレスもすっかり騙だまされた。まさかにおいまでごまかせるとはな……大した役者だ』

「どういうことですか……？」

　フランシスカが怪け訝げんそうに呟く。彼女が男の言葉を理解できないのも当然だった。イアンはフランシスカに、男と具体的にどういった会話を交わしたのかということまでは話していなかったからだ。

『お前の兄貴は大噓うそつきだということだ、神子姫』

『兄様は噓つきなどではありません！』

　フランシスカの厳しい声が、伝声器を通じて機巧鎧アームネインの外に響いた。

　噓つき──

　イアンはその言葉を、複雑な思いで嚙かみ締めた。男の暴言にも、フランシスカの憤いきどおりにも、何も答えることができなかった。

　沈ちん黙もくするイアンをあざ笑うように、男がさらに言葉を継ぐ。

『お前を守るための噓うそだぞ。黙だまって喜んでいればいい』

『ひどい……』

　フランシスカが憤いきどおりをこらえ、体を震わせるのがわかった。

『だがそうまでして守ってもらっても、結局ここで死んでしまうのだから皮肉なものだな』

　男の声に、隠しようのない殺気がこもる。イアンはあわてて周囲を見渡した。彼らが今いる岩棚は、前後左右いずれも二十リムほどの広さがあった。背後は落ちてきた断だん崖がいで、それ以外に見えるのは空ばかりだった。下がどうなっているかはまったく見当がつかない。

　この場を切り抜けるためにはどうすればいいだろうか。

　男の追撃をかわして、うまく逃げられるだろうか？　それとも──

『お前たちが生きて味方の下へ戻ることはない。その理由はふたつだ』

　まるでイアンの心中を見透かしたかのように、男が告げた。

『ひとつは、お前が俺に噓をついていたことだ。俺は噓のうまい奴やつは嫌いだ。だから必ず殺すことにしている。それともうひとつは……』

　イアンは息を吞のんだ。男のいる位置を中心として、周囲にみるみる気が凝縮していくのがはっきりと感じられる。自分たちを包んでいる空気までもが、男が発する強烈な闘気によって、体を刺すような異質な何かに変へん貌ぼうしていく錯覚を覚えた。

『……もうひとつは、俺の狙ねらう星はお前たちだからだ』

　次の瞬しゆん間かん、男の機巧鎧アームネインが紅ぐ蓮れんの暴風と化して、イアンたちのほうへ突っ込んで来た。

　本体よりも一足早く叩たたき付けてきた殺意の圧力に、イアンの体がごく一いつ瞬しゆんではあったが、反射的にすくむ。

　しまった、と思ったときには、既に男の機巧鎧アームネインはイアンの機体を射程にとらえており、上体を思い切り前に倒して下から攻撃態勢に入っていた。

　イアンは頭の中で反射的に、自分が取るべき回避行動を想像した。上体を思い切り後ろにそらしながら、同時に地面を蹴けって今いる場所から離脱、男と距離を取る──

　男の機巧鎧アームネインの右手が左の手て甲こうにかかり、そこに格納された剣を引き抜きがてら、下から跳はね上がるように斬きり付けてきた。

　イアンの目は、男の一連の動きをはっきりととらえていた。

　この間合いなら大丈夫、よけられる！

　抱いた確信は次の瞬間、あっさりと打ち砕くだかれた。自分の機体の反応が、イアンが想定したよりもわずかに遅い。そのせいで、イアンが男の間合いから離れるよりも早く、男が放った一撃がイアンたちの乗る機巧鎧アームネインに到達していた。

　迫り来る白刃のきらめきに、イアンの両目が大きく見開かれる。

　間に合わない!?

　イアンが渾こん身しんの力を両足にこめ、後方に飛び退しさるのと、男の剣がそれ自体鋭利な刃物のごとき強烈な風圧と風音を伴い、イアンの機体の操縦席を切っ先にとらえたのとはほぼ同時だった。

　装甲が切り裂かれる鋭い音と、機体全体を揺ゆすぶる衝しよう撃げきが、まったく同時にイアンたちを見舞う。

　イアンとフランシスカの口から同時に苦痛のうめき声が漏もれた。

　そこへ息もつかせず、男の第二撃が襲いかかってきた。後ろに下がったイアンの機体を追って、頭上高く振り上げていた右手の剣を、伸び上がった体勢から目にも留まらぬ速度で突き入れてくる。

　イアンは機体を横にそらし、この剣先をかわそうと試みた。しかしやはりわずかに機体の反応が遅い。直撃こそ何とか免まぬがれたものの、今度も男の放った剣の刀とう尖せんが機体をとらえ、かすり傷とは呼べないほどの傷痕を、脇わき腹ばらの部分に刻み付けていった。再び、装甲の抉えぐられる不穏な音が、大音量となってイアンの耳を圧する。

　男の攻撃はなおもやまない。イアンが機体を右、男から見て左のほうへそらしたところへ、狙ねらいすましたように今度は左手の手て甲こうの一撃を繰り出してきた。

　完全に体勢を崩していたイアンには、もはやこの攻撃を避ける術すべがなかった。尖とがった手甲の先端が思い切り腹にぶち当たり、その部分の装甲を内側へとめり込ませる。装甲のひしゃげる音が絶ぜつ叫きようのように響ひびき渡る中、イアンは自分の体を何度も、操縦席の背に打ち付けていた。

　もはやこれ以上は立っていることすら不可能だった。イアンたちを乗せた機巧鎧アームネインは後ろに向かってよろけ、そのまま地面にへたり込んでしまう。

　その好機を男が逃がすはずもなかった。右手に持った剣を素早く構え直すや、頭上高く振りかぶり、大きく前に踏ふみ込んで斜め上からイアンたちの機体に向かって振り下ろしてくる。

　この動きも、イアンはしっかりとその目にとらえていた。回避のための動きも明確に脳のう裏りに思い浮かべている。しかし、やはりどうしても機体の実際の反応が、ほんのわずかだが遅くなった。時間にすれば瞬まばたきひとつ分にも満たないほどだったが、その差はこの状況においては決定的だった。イアンは両手を使って機体を横に逃がそうとしたものの、逃げ切れなかった。

　男の放った剣がイアンの機体の左肩をとらえ、鋼はがねの白刃を深々と食い込ませた。

「ぐっ……！」

　イアンは自分自身の体に直接剣を受けたかのような錯覚にとらわれた。肩に焼け付くような痛みを感じる。機体を襲う激しい振動に全身を揺すぶられながら、彼は反射的に、男の機巧鎧アームネインに向かって自分の機体の右足を蹴けり出していた。頭の中で像を結ぶよりも早い、ほとんど反射的な行動だった。

　男は手にした剣からすかさず手を離し、まるで風に舞うかのような流りゆう麗れいな動作で難なくこれをよける。

　イアンの窮きゆう余よの一撃はあっさりと空を切ったが、いったん男の機巧鎧アームネインと距離を置くことにだけは成功した。

　イアンは肩に剣を食い込ませたまま、急いで機体を立ち上がらせた。自分の体と機巧鎧アームネインの双方が悲鳴を上げているのがはっきりと感じられる。機体のあちこちから何かの軋きしむ音や潰つぶれる音が一斉に起こり、操縦席の中に不穏な残響を轟とどろかせる。

　右手で自分の左の肩をさすり、何ともなっていないことを確認する。斬きられたのはあくまで機巧鎧アームネインで、イアン自身の体に傷はついていなかった。

　大丈夫、まだ戦えるはずだ。

　イアンは動どう揺ようする己を叱しつ咤たした。

　わずかな時間の間に、イアンの体は早くも全身汗まみれになり、まるで全力疾しつ走そうをした直後のように呼吸も荒くなっていた。

　男の強さを、イアンはひしひしと肌身に感じていた。ひとつひとつの攻撃の早さや正確さ、それに連携の滑なめららかさやこちらにかけてくる圧力の強さは、あの黒い牙きばと比べてもまったく遜そん色しよくないように感じられる。慣れない機体の特性に手こずっているイアンと異なり、男のほうは機巧鎧アームネインを完全に自分のものとし、思うがままに操っているように思えた。

　状況はイアンにとって圧倒的に不利だった。機士としての技量、機巧鎧アームネインの扱いに関する習熟度合い、どれをとっても男がイアンをはるかに上回っていることは確実だった。しかもそれに加えて、イアンの機巧鎧アームネインには武器がなかった。どう考えても、まともに渡り合えるはずが──

　イアンはかぶりを振って、心の中に兆きざしそうになった絶望感をあわてて追い払った。

　そうだ。剣ならここに！

　イアンは機体の右手を左肩へ伸ばした。そこには男の剣が、相変わらず食い込んだままになっていた。彼は剣の柄えに手をかけ、力をこめて肩から引き抜いた。装甲の剝はがれる音と共に刀身が肩から外れ、男の剣がイアンの右手に納まる。

　イアンは男の機巧鎧アームネインに向かってその剣を構えた。

『やはり俺は絶対的な星の下に生まれ付いているな』

　男が機巧鎧アームネインの左手を右手の手て甲こうに持っていき、二本目の剣を引き抜きながら口を開いた。

『結局どうあっても、お前が今日きよう、この場所で俺に倒されるという結末に変わりはなかったということだ』

　男は手にした剣を右手に持ち替える。

『お前は噓うそまでついて生き延びようとしたが、まったく無む駄だだったようだな』

　次の瞬しゆん間かん、男の機巧鎧アームネインが再びイアンに向かって飛んできた。振り上げた剣を、そのまま斜め上から強烈な風圧を巻き起こしつつ斬り下ろしてくる。

　イアンは右手に持った剣を男の剣に合わせていった。刃と刃がぶつかり合い、互いに弾はじき合って激しい音を生じさせる。

　受け止めた、と思った次の瞬間、反対側から左手の手甲の一撃が襲ってきた。イアンは機体を後退させ、既すんでのところでこれをよけた。

　これだ。相手の動きを予測し、ひと呼吸分早く動き出すことができれば──

　男はすかさずイアンに向かって距離を詰め、今度は剣を両手で握って打ち込んで来た。イアンは再びこれを右手の剣で受けようとする。しかし今度は男のかけてくる圧力のほうが強かった。刀身と刀身が甲かん高だかい音を立ててぶつかり合うや、弾はじかれることなくそのままイアンのそばへと迫って来る。イアンはあわてて損傷した左手を刀身に添え、男の剣を押し返そうと試みた。だが肩のところを深々と切り裂かれたためか、左腕にまったく力をこめることができない。二の腕や肘ひじのあたりからたちまち悲鳴のような軋きしみ音が生じる。

　イアンは男の圧力にまったく歯が立たなかった。ぎらついた輝きを放ちながら、男の剣がみるみるイアンの眼前に接近してくる。イアンの剣が操縦席の扉のところに当たり、こすれた音を立てた。

　このまま力比べを続けても絶対に勝てない。

　イアンは機体をさらに後ろに下げ、もう一度男の間合いから離れようとした。だが右足を大きく後方にずらした途端、踵かかとが何かにぶつかる。

　しまった。後ろは行き止まり──！

『はまったな、野の良ら！』

　男は剣をいったん手元に引き寄せると、両手で握ったまま今度は閃せん光こうのごとき突きを、イアンの機体の操縦席目がけて繰り出してきた。

　イアンは咄とつ嗟さに機体を真下に沈め、そのまま横に転がってかろうじてこの攻撃をよけた。機体の背中が背後の岩壁に当たってこすれ、鈍にぶい音を立てる。

　男の剣先がイアンが直前までいた位置の背後にあった岩壁を直撃し、耳障ざわりな音を生じさせた。

　イアンは横に一回転して再び立ち上がった。その際に操縦席の中で体が振られ、一いつ瞬しゆん自分の体が浮いたようになる。背後でフランシスカが壁にぶつかり、小さく悲鳴をあげるのが耳に入った。背後を振り返って彼女の状態を確認したかったが、今、男の機巧鎧アームネインから一瞬といえど目を離したら、それが致命傷になってしまう気がして、できなかった。

『……風の噂うわさで聞いたが、お前は妙みような技を使うそうだな』

　男がイアンのほうに機体を振り向かせながら声をかけてきた。

『その技、今すぐここで俺に見せてみろ。俺がお前の死に様ざまを忘れてしまわないよう、派手にやれ』

　男はまるでイアンのほうから攻撃を仕掛けるのを、誘っているかのようだった。

　イアンは唇くちびるを嚙かんだ。自分があのとき何をしたのか、自分でもわかっていないというのに、もう一度やれといわれてもできるはずがない。操そう演えん桿かんを握る左手は、あのときとは違い、緊張に汗をにじませてこわばるばかりだった。

『どうした、出せないのか？』

　男がなおも尋ねてくる。

　イアンは左手に向けていた意識を振り払い、左右の操そう演えん棹かんを握る手に改めて力をこめた。

『なら、そろそろ終わりにするぞ』

　いいや、終わらせない！

　今、彼女を守れるのは、自分しかいないのだから──

　イアンは地面を蹴けり、自分から男の機巧鎧アームネインに向かって踏ふみ込んで行った。離れていた距離を一気に詰め、振り上げた右手の剣を全力で、男の機巧鎧アームネインめがけて斬きり下していく。

　男は半身になってあっさりとこの攻撃を回避した。刀身がむなしく空を切る音が操縦席の中に響ひびく。

　イアンはすかさず、斬り下したばかりの剣を、返す刀で男の機巧鎧アームネインの胴へと振り上げていった。だが男は軽やかな足取りで、これも難なくかわしてしまう。

　それでも、イアンの動きはなおもやまなかった。空振りした剣の刀身を、勢いを殺さず弧を描くようにして地面と水平に構え、さらに大きく前に足を踏み込みがてら、今度は横なぎに斬りかかって行く。

　イアンの口から雄お叫たけびがほとばしった。

　だが男は、イアンの剣先が届く寸前のところで機巧鎧アームネインを後ろに下げ、射程から逃れ出てしまった。

『俺が見たいのは、そんな無ぶ様ざまな剣さばきではないぞ！』

　男が嘲あざけるように叫さけぶのがイアンの耳に入る。

　それでもイアンは、剣を振りながら男に向かって突進するのをやめなかった。持てる力の全てをここで振り絞ろうとするかのように、上から、下から、横から、渾こん身しんの剣撃を男の機巧鎧アームネインに向かって立て続けに繰り出していく。

　男はそれらの攻撃を、機巧鎧アームネインを後ろに下げながら全て回避した。

　あと少し……！

　全力で剣を振りながら、イアンは男の背後に意識を向けていた。そこには岩棚の縁ふちが見えていた。

　自分の攻撃がそう簡単に当たるはずがないということは、イアンにとってもあらかじめ想定済みだった。それでもこうして猛もう然ぜんと打ちかかっているのは、男を後退させるという本当の意図があったからだった。

　あの縁のところまで男の機巧鎧アームネインを後退させ、そのまま下に落とす──

　イアンはそこに一いち縷るの望みをかけ、がむしゃらに剣を振り回していたのだった。たとえ無様といわれようと決して手を止めない。左手を右手に添えて剣を両手で握り、足を一歩、また一歩と、男の機巧鎧アームネインに向かって進めながら剣を打ち込んでいく。剣を一振りするたびに、刀身が空気を切り裂く鋭い音が、操縦席の中に聞こえてきた。

　男はイアンの攻撃を、完全に見切っていた。イアンの剣が男の機巧鎧アームネインをとらえることは決してない。だがそれでも、本当の目的のほうは、あとわずかで達成するところまでこぎつけていた。

　イアンが目指す岩棚の縁ふちは、少しずつ、彼の間近に迫って来ていた。

　もう一歩。もう一歩だけ、このまま下がらせることができれば──

　イアンがなおも吼ほえながら、残っている全ての力を使ってとどめの一押しをくれようと、操そう演えん棹かんを握る手にさらなる力をこめたときだった。

『馬ば鹿かが』

　男が吐はき捨てるのがイアンの耳に入った。

　イアンがはっと思ったときには、男の機巧鎧アームネインは機体を大きく一回転させながら、イアンの機体の脇わきを疾しつ風ぷうのようにすり抜け、背後へと回り込んでいた。

　速い！

　イアンの目は男の機巧鎧アームネインの動きの一部始終をとらえていた。だが肝心の機体のほうがイアンの肉体の反応に追い付かなかった。

　一いつ瞬しゆんのうちに、互いの位置関係は完全に入れ替わっていた。

　イアンの視界いっぱいに、岩棚の縁のところからほとんど垂直となって真下に続いているかに見える断だん崖がいが飛び込んできた。体を引き、あわてて機体を振り返らせた刹せつ那な、地面を踏ふみしめていたはずの右足の感覚が不意に喪失し、体が下へ引きずり込まれる。

　落ちる──！

　イアンは咄とつ嗟さに両手で崖がけの端にしがみ付き、その場に留まろうとした。

　イアンのちょうど目の位置に、地面が見えた。両腕にあらん限りの力をこめ、機体を持ち上げようと試みる。

　そんな彼の目の前に、男の機巧鎧アームネインの足が立ち塞ふさがった。

『終わりだ、野の良ら』

　男がそういいながら、右手に持った剣をゆっくりと振り上げていくのが、頭上を振り仰あおいだイアンの視界に映った。

　イアンは必死に歯を食いしばり、落下を持ちこたえようとした。しかし、左腕がほとんど利きかない事実上右腕一本だけの状態で、機体の全重量を支えるのは絶望的だった。イアンの奮闘も空むなしく、機体は徐々に下に向かって沈み込んでいく。

『最後にひとつ、教えておいてやろう』

　男の声が上から降ってきた。

『俺の名はダジェス・ベルガ。生まれ変わってきたら、お前たちの主になる男だ。来世までよく覚えておけ』
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　そう告げるなり、男の振り下ろした剣が、イアンの機体の頭部を断ち割っていた。装甲が切り裂かれるのと同時に、何かが砕くだけ散る破は砕さい音がイアンの耳に響ひびいてくる。

　その瞬しゆん間かん、イアンの機体にこめられていた全ての力が喪そう失しつした。

　イアンとフランシスカを乗せたまま、機体は断だん崖がいから滑すべり落ちていった。たちまち、気を失いそうなほどの激烈な加速感と、断崖のあちこちにある出っ張りにぶつかって装甲が思い切りひしゃげる衝しよう撃げき、さらに鼓こ膜まくが破れそうなほどの轟ごう音おんが、まとめてイアンたちの身に襲いかかってくる。

　操縦席の壁に思い切り叩たたき付けられ、息が詰まりそうなほどの痛みに全身を蹂じゆう躙りんされながら、それでもイアンはなお操そう演えん桿かんを握り締しめ、機体に自分の意志を伝えようとした。しかしそんな彼の必死の抵抗も空しく、機体は断崖を、みるみる速度を上げながら滑かつ落らくしていく。

　あまりの加速と衝撃の大きさにとうとう抗しきれなくなり、イアンの意識が飛びそうになった。

　全身の装甲から断末魔の絶ぜつ叫きようのような音が生じ、彼の耳を圧する。

　機体がどこかに当たり、大きく跳はねた。全身を襲ったとてつもない痛撃に息を詰まらせる。その刹せつ那な、イアンは視界の片隅に、金色に光る何かをとらえていた。

　一いつ瞬しゆん浮き上がったかのようになった機体が、再び落下を開始する。

　その、矢先だった。

　機体がこれまで落下していたのと反対の方向に突然強い力で引っ張られたかと思うと、数回にわたって激しく上下に振動し、やがて頭を下にした状態で止まった。

　イアンとフランシスカの体が、床を離れ、下になった天井に思い切り押し付けられる。機体の足のほうから、何かが激しくこすれる音が聞こえてきた。

　上下が逆さまになった状態のまま、イアンは操縦席の外に目を向けた。機体の足が、上に見えている。そこには太い鞭むちのようなものが巻き付き、さらに上に向かってまっすぐに伸びていた。

　機体の動きが完全に止まってからもなお、イアンは自分たちの身に何が起きたのか、まったく理解できなかった。

『……よく捕まえた』

『当たり前でしょ。あたしを誰だと思ってるの？　それより手を離さないでよ、ブランシュ！』

　上のほうから誰かの話し声が聞こえてきた。それに続いて、鞭が自分たちの機体を吊つり下げた状態で、ゆっくりと上に向かって引き揚げられていく。

　イアンたちの乗った機体は、断だん崖がいの中腹にある道のようなところに引き揚げられた。

　イアンは目の前に、二機の機巧鎧アームネインの姿を認めた。いずれの機体もイアンが今まで目にしたことのない、黄金色に輝くまばゆい装甲に全身をまとっていた。

　鞭のもう一方の端は、二機のうちの一機の両手に握られていた。そこを残るもう一機が、鞭を持った一機の胴体を抱え込むようにして支えていた。

　イアンは二機の機巧鎧アームネインが、力を合わせて自分たちを引き揚げてくれたのだとわかった。

　イアンたちの機巧鎧アームネインを道の上に横たえると、二機の黄金色の機巧鎧アームネインは互いに離れ、イアンたちの機体を上から見下ろすようにして立った。

『ちょっと、生きてる？』

　問いかけてきた声は若い少女のものだった。

　意識が朦もう朧ろうとしてくる中、イアンは自分を見下ろす二機の機巧鎧アームネインを黙だまって見つめていた。
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　空気を震わせる烈声と共に、ファウラーの機巧鎧アームネインの両手に握られたインフェルノが前方に向かって繰り出された。

　炎のごとき赤みを帯びた槍そう身しんが、目にも留まらぬ速度で風を切り裂き、ファウラーの目の前にいたオルガンド軍の機巧鎧アームネインの操縦席に突き入れられる。槍身は破は砕さい音と共に扉の装甲を易やす々やすと貫き、背部まで到達した。

　恐らく中の機士は苦痛を感じる間もなく、一いつ瞬しゆんのうちに絶命したことだろう。ファウラーがインフェルノを引き抜くと同時に、オルガンド軍の機巧鎧アームネインは機体を細かく震わせながら地面に頽くずおれた。

　ファウラーはインフェルノの柄を両手で持って上に掲かかげ、大きくひと振るいした。赤い残像が老将の頭上に円を描く。

　ファウラーの周辺には、敵機の残ざん骸がいの山が築かれていた。その数は既に十を超えている。いずれもファウラーに戦いを挑いどんだものの、インフェルノの前に突き倒され、なぎ払われ、叩たたき伏せられて命を散らすことになったオルガンド機士たちの成れの果てだった。

　彼のいる場所から少し離れたところでは、ヴィクトやシルヴィアの乗るライオットや、パーシヴァルの操る黄金色の機巧鎧アームネインもそれぞれ剣を振るっている。いずれもファウラーと同様、周囲に倒した敵機の山を現出させていた。

　カーマイン峡きよう谷こくは今や、オルガンド軍の巨大な墓場と化していた。リュクサリア王国軍は完全に戦意を回復し、奇襲してきた敵の機巧鎧アームネイン部隊を逆に圧倒している。敵が本隊を味み方かたから切り離すべく築いていた壁も完全に突き崩され、消滅していた。

　もはや戦いの帰き趨すうは、ほぼ決したといってよさそうだった。およそ百機に及ぶ編隊を組み、空から奇襲をかけてくるという奇策に出たオルガンド軍だったが、今では満足に稼動している機巧鎧アームネインは当初の五分の一にも満たない。このまま行けば殲せん滅めつは時間の問題だろう。

『この場は何とか収まりそうですね』

　ファウラーの近くで剣を振るっていたヴィクトが話しかけてきた。

『そうだな。後は……』

　後はとにかく、フランシスカが無事に戻ってさえ来れば。ファウラーの最大の関心はそこにあった。たとえオルガンド軍の撃退に成功しようと、肝心のフランシスカの安否が確認できないことには、気持ちが落ち着くはずもない。

　こうしている間に、取り返しのつかないことにならなければいいが。

　ファウラーが心の中でそう思ったとき、暗い赤色の塗装を全身の装甲に施ほどこし、両刃の鉾ハル槍バードを携たずさえたライオットが、戦っている敵味方の間を縫って近づいて来た。

　その機体の操縦者が誰なのか、知らない者はリュクサリア王国軍の中にはいない。

　五公こうのひとりである、ランディ・ヒュームの乗るライオットだった。

　彼の機体にも、激闘の後を彷ほう彿ふつとさせる跡がところどころに刻まれていた。

『ファウラー伯はく、報告がある』

　ヒュームはファウラーとヴィクトのそばまで寄って来ると、伝声器の音量を絞って話しかけてきた。

『どうされた、ヒューム公』

『エリュシオンが見つかった』

『本当か！』

　ヒュームの言葉を耳にした瞬しゆん間かん、ファウラーの心臓が大きく鼓こ動どうを打った。待ちに待った知らせだった。

『さっそく、機体回収のための人員を向かわせている。ミリアム嬢も一緒に保護されたようだ』

『それで、姫様は!?』

　ファウラーは勢い込んで尋ねた。エリュシオンのことも無論大切だったが、今のファウラーにとって何よりも最優先なのはフランシスカだった。

『それが……』

　ヒュームの口調が、突然重苦しいものに転じた。それを聞いたファウラーの胸が、不安と焦しよう燥そうでたちまち張り裂けそうになる。

『どうしたというのだ、公こう。まさか……』

　絶対に聞きたくないと思っている答えを意識の片隅によぎらせ、それを必死に否定しようと務めながら、ファウラーはヒュームに問いかけた。

　ヒュームはしばらく沈ちん黙もくしていた。

『ヒューム公！』

　焦じれたファウラーが再度答えを促うながす。それを受けて、ヒュームはようやく重い口を開いた。

『残念だが……おふたりは……』

　そのとき、そばにいたヴィクトがふたりに向かって声をかけてきた。

『ファウラー閣かつ下か、ヒューム公、対岸の断だん崖がいをご覧ください』

『対岸だと……？』

　いわれるまま、ファウラーはヴィクトに指示された方向に視線を向けた。彼らが今いる街道の下をオルティス河が流れており、その向こうに、こちら側にあるのと同じような断崖がそそり立っている。

　ファウラーはその断崖の中腹のところに、パーシヴァルの機体と同じ型の黄金色の機巧鎧アームネインが二機並んで立っているのに気がついた。そのうちの一機は、まるで自分たちの存在を主張するかのように、右手に握った剣を上に掲かかげている。

『あれは私の配下です。どうやらあの分だと、無事目的を達成したようだ』

　近づいて来たパーシヴァルがファウラーたちに向かって告げた。

　ヴィクトが言葉を継ぐ。

『腕のところに、誰かを抱えているようです。恐らく王女殿でん下かと、アルトゥール様と思われます』

『何だと！』

　ファウラーはあわてて目を凝らし、対岸にいる黄金色の機巧鎧アームネインをもっとよく見ようとした。しかし、肉眼ではよく見えない。操縦席の中に遠とお眼鏡めがねを常備していたことを思い出し、あわてて手に取って目に当てる。

　そして、老将ははっきりと見た。

　横に並んでいる二機のうちの、片方の機体の腕に抱えられているフランシスカの姿を。




　聖紀四〇七年十一月七日にカーマイン峡きよう谷こくを舞台として繰り広げられたリュクサリア王国軍とオルガンド軍奇襲部隊の戦いは、リュクサリア方の勝利で終わった。

　とはいうものの、その前の山崩れも含めて考えると王国軍の蒙こうむった被害は少なからぬものがあり、素直に喜べる結果ではなかった。

　先だってのウェンズロー会戦のときとは異なり、歓呼の声があがることのない、静かな勝利だった。

　戦闘が終結した後、王国軍はただちに進軍を再開し、その日のうちに本隊はカーマイン峡谷の北端にある関に到着した。

　記録によれば、このとき五公こうのオルグレンとヒューム、並びに近衛このえ長官ファウラーの名において声明が発せられている。その内容は王女フランシスカと王子アルトゥールが無事であることと、王都奪だつ還かんに向けてこのまま予定通り進撃することを改めて明言するものだった。

　この声明が将兵の間に広がっていた動どう揺ようと不安を払ふつ拭しよくするためのものであったことは疑いの余地がない。フランシスカたちの名をわざわざ出しているのも、逆にそれだけ、彼女たちの安否を不安視する声が多かったことの証しよう左さと見ていいだろう。

　山崩れに始まりオルガンド軍の奇襲に至るまでの、二日間に渡る一連の出来事が、王都奪還を目前とした王国軍の間に黒い影を落とすことになったのは間違いないところだった。




　関の中にある一室で、イアンはひとり、寝台に横たわっていた。全身に打撲傷を負っており、少しでも体に力を入れたり、動かしたりしようものなら、たちまち鋭い痛みに襲われる。そのため、寝台の上から動けずにいたのだった。

　かといって、眠りに落ちるわけでもない。意識を冴さえ冴ざえとさせたまま、彼はじっと天井を見つめ、洪水のように次々押し寄せる思考と感情の波にその身を委ゆだねていた。

　昨日きのう、そして今日きようと、あまりに多くのことが起こったため、容易に気持ちの整理がつきそうにない。

　先ほど部屋にやってきたヴィクトの話では、フランシスカは医師の診療を受け、今は眠っているとのことだった。命に別状はなく、外傷はイアンに比べると程度は軽いらしいが、発熱が続いたことによる衰すい弱じやくがとにかく激しいという。

　自分がもっとしっかりしていたら、こんなことには……。

　そんなことをイアンが思ったとき、不意に部屋の扉を叩たたく音が聞こえてきた。

「はい」

　イアンは返事をしながら、寝台の上で体を起き上がらせた。まるで熱した火ひ箸ばしを押し付けられたかのような激しい痛みが体中から発し、息が詰まりそうになる。

　部屋に入ってきたのはファウラーだった。彼は眉まゆ根ねを寄せ、口を引き結び、いつも以上に険けわしい表情になっていた。

　イアンは痛みをこらえて立ち上がろうとした。だがファウラーがそれを制した。

　ファウラーはイアンのそばまで近寄ってくると、彼を間近で見下ろしながら口を開いた。

「眠っていたのではなかったのか」

「は、はい」

　イアンが答えると、ファウラーはそれきり黙だまり込み、顔を思い切りしかめながら室内を見渡した。そんな彼の様子を見て、イアンの緊張がたちまち最高潮に達する。ファウラーがここへやって来た理由は、彼の顔を一目見ただけで察しがついた。フランシスカに怪け我がを負わせ、発熱させてしまったことを叱しつ責せきするつもりなのに違いない。

　ファウラーがフランシスカをどれだけ大切に思っているかはイアンもよく知っている。今の彼女の状態を見て、彼が怒らないはずがなかった。

　なぜあんな怪我を負わせた。

　なぜ彼女のそばにいながら、体の状態に気を配れなかった。

　そんな怒りの言葉が、たちまちいくつも思い浮かぶ。何となればそれは、イアン自身が己に向かって投げかけていた文句でもあった。

　イアンはファウラーに何をいわれようと、全てを甘んじて受ける覚悟を固めていた。たとえどのような事情があったにせよ、フランシスカがああなってしまった原因は自分にある──

　ファウラーが黙ったまま、イアンを厳しい視線でにらみ据すえてきた。その顔はどうやって怒鳴りつけようかと考えているようでもあった。

　ややあって、彼は渋々といった口調で告げた。

「……もうすぐここに、レクス卿きようたちがやって来る。改めて挨あい拶さつをしたいそうだ」

「レクス卿……？」

　イアンが問い返した瞬しゆん間かん、ファウラーのイアンをにらむ表情がますます厳しくなった。

「姫様とお前を助けてくれた、クルドニア護衛機士団の隊長だろう。そんなことも忘れたのか」

「す、すみません」

　イアンはたちまち体を萎い縮しゆくさせ、消え入りそうな声で答えた。

　打ちしおれるイアンの様子を見ながら、ファウラーが気まずそうに顔を背そむけ、まるで吐はき捨てるような口調で言葉を継いだ。

「わしは……奇跡というものは、一度では信じないことにしている」

　イアンはファウラーの言葉に戸惑った。一体何の話を始めたのか、意図がつかめない。彼は目を丸くして、ファウラーの横顔を見つめた。

　老将はなおも続ける。

「しかしお前は、その奇跡を二度も起こし、姫様を救ってくれた」

「でも僕は……彼女に怪我までさせて……」

　イアンがそう口にすると、ファウラーは改めて彼のほうに向き直り、かぶりを振った。

「あの濁だく流りゆうからお前が姫様を救っていなければ、わしらがもう一度、あの方のお顔を拝見することはかなわなかっただろう。幸い、怪け我がは大したことはない……お前よりよほどましだ」

「それは……」

　その点はよかったと思う。しかし──

「……姫様を守ってくれたことに、感謝する」

「あ……」

　イアンはそれ以上何も答えられなかった。あまりにも意外な成り行きだった。

　ファウラーはイアンが何も反応しないのを、自分の意図が伝わっていないと解釈したらしい。

「……礼をいっているのがわからんのか!?　何度もいわせるな！」

　彼は苛いら立だたしそうに白髪しらが頭をかきむしりながら、付け加えた。

「……とにかくだ。お前がいつまでも寝たきりだと姫様も悲しむ。早く体を治せ」

「ファウラーさん……」

　今まで厳しいとばかり思ってきたファウラーに思いがけずねぎらいの言葉をかけられ、イアンの心は少しだけ軽くなった。だが同時に、これまで漠ばく然ぜんと心の中に抱いていたひとつの懸け念ねんも、くっきりと浮き上がってくる。

　このままオルガンド軍との戦いが続けば、あのダジェスや、黒い牙きばとも、きっと再びまみえることになるだろう。とどめを刺される寸前まで追い込まれた、濃紺の機巧鎧アームネインも出てくるに違いない。

　偶然や奇跡頼みでは、とても乗り切れないだろう。

　彼らを相手に、自分は渡り合えるのだろうか──

　そこへ、再び扉の叩たたかれる音が聞こえてきた。

　ファウラーが頷うなずくのを確認してから、イアンがどうぞ、と答えると、それに応じて扉が外に向かって開かれた。

　扉のところに立っていたのは三人の人物だった。いずれも赤しやく銅どう色をした金属製の胸当てをまとい、兜かぶとを小こ脇わきに抱えている。ひとりは均整の取れた体つきの精せい悍かんな印象の男で、もうひとりは部屋の入り口につかえてしまうのではないかと思うほどの巨漢、そして三人目は、ウェンズロー砦とりでで会ったあの少女、シンクレアだった。

　精せい悍かんな男を先頭にして、三人は部屋の中に入って来た。イアンの前に横一列に並び、床に片かた膝ひざをついて礼を取る。

「初めまして。クルドニア護衛機士団のパーシヴァル・レクスです」

　真ん中にいた精悍な男が名を名乗った。それに合わせて、彼の左右にいた巨漢の男と、シンクレアも頭を下げる。

「こうしてお目にかかることができ、嬉うれしく思います。アルトゥール殿でん下か」

　イアンの視線はたちまちパーシヴァルに引き付けられた。パーシヴァルは普通にふるまっているだけかもしれないが、彼の物腰や話し方は、イアンの心に強い印象を刻み付けた。悠然かつ堂々としているというのだろうか。自然にしていても人目を引き付けずにはおかない、生まれながらの気品や貫禄といったものが備わっているかのようだった。

「レクス卿きようらのご尽じん力りよくにより、こうしてアルトゥール様も無事に我々の下に戻って来られた。卿らには改めてお礼を申し上げる」

「ありがとうございます、ファウラー閣かつ下か」

　パーシヴァルが立ち上がりながら答えた。後のふたりもそれに続く。

　彼は改めてイアンのほうを見た。

「我らクルドニア護衛機士団百機、本日より、アルトゥール殿でん下かの旗の下で腕を振るわせていただくことに相なりました。どうか我々を、殿下の忠実なる剣として、存分にお使いあれ」

　パーシヴァルはそう告げると、口こう辺へんに微笑を浮かべながら胸を張った。

　その様子を見て、イアンはなぜか、乾いた風が自分に向かって吹き付けてくる感覚にとらわれた。

　まるでその風に自分の体が押し包まれ、流されていくような気がした。










　　　　終章




　カーマイン峡きよう谷こくでリュクサリア王国軍の本隊が山崩れに見舞われ、その後オルガンド軍の奇襲攻撃を受けたという情報は、ウェンズロー砦とりでにももたらされていた。

　負傷した兵や損傷して行軍から離脱した機巧鎧アームネインの一部が運び込まれたこともあって、砦の中はたちまち上を下への大騒ぎとなった。

　砦の城代を臨時に拝命していたサミュエル・マレット伯はく爵しやくの下に、兵のひとりから報告が寄せられたのはそんな喧けん騒そうの最中だった。

　砦内の一室にて謹慎を命じられていたジェラルド・エリクソンが姿を消したという。

　兵の話によれば、彼が通路を巡回していたところ、エリクソンの部屋の前で、二名の警備兵が折り重なるようにして倒れているのを発見したとのことだった。ふたりとも、鋭い刃物で喉のどをかききられ、鮮血を冷たい床の上に撒まき散らして絶命していたらしい。腰に差していた剣が抜かれた形跡はまったくなかったとのことだった。

　エリクソンのいた部屋の扉は開け放たれ、中には誰もいなかった──

　それが、兵の報告の全てだった。

　マレットは戦せん慄りつした。とんでもない不ふ祥しよう事じだった。彼はただちに砦内に命令を発し、エリクソンの捜索を行なわせた。だが兵士たちが血ち眼まなこになって探し回ったにもかかわらず、彼を見つけ出すことはできなかった。

　砦の各所にある出入り口を固めていた衛兵にももちろん確認を取ったが、誰もエリクソンの姿を見た者はいなかった。

　マレットはあきらめることなく、さらなる捜査の続行を兵たちに命じた。

　そうした中、衛兵のひとりが、自分の見たふたりの侍女たちが怪あやしいと言い出した。何でもその侍女たちは、エリクソンの捜索命令が出る少し前に、襲歩機ギヤロツパーに乗って砦を出て行ったという。

　衛兵が彼女たちのことをよく覚えていたのは、襲歩機ギヤロツパーを乗りこなす侍女という存在そのものが珍しかったのと、ふたりの見た目に特徴があったためだった。ふたりのうちのひとりは、少年のようにも見える中性的な顔立ちをしていたらしい。そしてもうひとりは、やけに大柄だったという。少年のような見た目の侍女のほうが、もうひとりの大柄な侍女を支えるようにして、襲歩機ギヤロツパーに乗り込んだとのことだった。大柄な侍女のほうは具合が悪いのか、体を折り曲げ、顔をうつむけて歩いていたらしい。

　マレットは念のためこの侍女たちの身元を調べさせたが、結局特定には至らなかった。

　衛兵はあのふたりが兵を襲い、何らかの目的でエリクソンを連れ去ったのではないかと主張したが、明確な証拠がなかったため、上の人間に取り合われることはなかった。

　彼の主張があながち間違っていなかったことをマレットを初めとする人々が知るのは、これよりもずっと後のことになる──




　カーマイン峡きよう谷こくに設けられた関に、リュクサリア王国軍は三日に渡って滞陣した。

　聖紀四〇七年十一月十日の払ふつ暁ぎよう、軍は再び動き始め、午後になってついに、目指す王都リュクシス近郊へと到達した。

　王都までおよそ四リグド（約二十キロ）の段階で、リュクサリア王国軍の下に、オルガンド軍が迎撃のために軍を出してきたとの一報が偵察部隊によりもたらされた。

　この報告を聞いて、指揮官たちはどよめいた。彼ひ我がの現状の戦力差から見て、オルガンド軍は初めから完全な籠ろう城じよう策を採るだろうという見方が、彼らの間で大勢を占めていたからだ。

　陣形を横陣に組み替えながらリュクサリア王国軍は進軍を続け、やがて両軍はおよそ三千リム（約三キロ）の距離を隔へだてて対陣した。

　イアンはエリュシオンに乗り、はじめは中央の本隊の中ほどにいた。やがて彼は、ファウラーとヴィクトに伴われ、列の最前列へと歩を進めた。

　先日のウェンズロー砦とりで近郊における戦いのときと同じだった。今度はイアンが直接前に出て行く必要はなく、最初に指示を出すだけでいいとヴィクトには事前にいわれていたが、そういわれたからといって安心できるというものでもない。

　イアンの胸は緊張のあまり、押し潰つぶされそうになっていた。

　彼の前方には、オルガンド軍の機巧鎧アームネインの大部隊が整列していた。さらにその背後には、王都の堅けん牢ろうな城壁と、西日を反射して燦さん然ぜんと輝く雪せつ月げつ宮きゆうの尖せん塔とうも見える。

『ではアルトゥール様、下げ知ちをお願いいたします』

　ヴィクトに促うながされ、イアンは剣を手にしたエリュシオンの右手を頭上高く振り上げた。

　途端、自分の周辺で機巧鎧アームネインが一斉に突撃体勢を取る。機体の稼動により装甲がかすれる擦さつ過か音が、まるで潮しお騒さいのざわめきのように聞こえてきた。

　この三日間というもの、イアンの胸には多くの思いが去来した。抱いた不安は未だに払ふつ拭しよくできていない。しかし、そうした迷いの全ては、事ここに至っては封じ込めるしかなかった。彼は自分の背後に控える何万もの味方の息い吹ぶきと視線を、さらには前方に待ち構える敵軍からの強烈な殺気を同時に感じながら、まさに今、戦いの開始を告げようとしていた。

　エリュシオンの右手が、前方に向かって振り下ろされる。

　その途端、リュクサリア王国軍の機巧鎧アームネイン部隊が、一斉にオルガンド軍に向かって前進を開始した。

　イアンは剣を振り下ろした姿勢のままその場に立ち止まっていた。あたり一帯に地震のような激しい揺ゆれが生じ、土つち埃ぼこりが視界を妨さまたげんばかりに湧わき起こる。

　前方にいるオルガンド軍も、茶色の機巧鎧アームネインの指揮に応じて動き出すのがわかった。

　莫ばく大だいな熱量と破壊力を秘めた鋼はがねの軍勢同士が最初の激突を開始したのは、わずか後のことだった。

　たちまち、前方でとてつもない轟ごう音おんが生じる。

　イアンはその喧けん騒そうを、戦せん慄りつと共に聞いていた。

　後のちに第一次リュクシス会戦と記録されることになる両軍の戦いが、こうして始まった。







　あとがき




　前巻『機械じかけの竜と偽りの王子』から七ヶ月ぶりとなります。安あ彦びこ薫かおるです。このたびは『機械じかけの竜と火か焰えんの翼』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今巻は前巻からの続きとなります。この『機械じかけの竜と○○××』というネーミングは、今後も継続する予定です。ただ、それだと棚に並んだときに巻数がわかりにくいということで、シリーズタイトル？　もつくことになりました。Ⅱという数字を見ると緊張します。Ⅱとついたからにはぜひ次はⅢと行きたいところです。

　これからも力の限り、精一杯走り続けたいと思っていますので、どうかよろしくお願いいたします。

　なお、タイトルが長くて覚えにくいという方がいらっしゃいましたら、どうかお好きな形に略してしまってください。「機械じかけ」でも「双竜記」でも「機械竜」でも何でも構いません。ちなみに私自身は、「鎧よろい」と呼んでいることが多いです。




　前巻を書き終えたとき、自分で思ったのは、「この話、男が多いなあ」ということでした。扱っている題材を考えれば当然なのかもしれませんが、やはりそこはそれ、花も欲しい。そこで今巻では、女性をなるべく出そうと思って書き始めたのですが……

　まだまだこれからも、色々な人物をどんどん出していく予定で考えていますので、ご期待いただけると嬉うれしいです。




　今巻も完成に至るまでに、多くの方にご助力いただきました。新担当の黒崎さんと土屋さんには途中から引き継いでいただく形となり、色々とお手数をおかけしたと思います。ありがとうございました。

　前巻に引き続き、イラストを描いてくださったTomatikaさんにも感謝の気持ちでいっぱいです。原稿が上がって、絵ができてくるのを待っているときが一番楽しみです。これを書いている段階ではモノクロイラストの案を拝見しただけなのですが、すごいと思います。




　次巻は戦闘プラス、今巻から新たに加わった者たちも含めて、人間同士のやり取りをあれやこれやと盛り込んでいく形になるでしょうか。まだ出てきていない重要登場人物もぼちぼち姿を現す予定です。

　それでは、次巻でまたお目にかかれることを祈りつつ。





安あ彦びこ　薫かおる
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安あ彦びこ 薫かおる

子供のころからバナナが好きです。毎年この時期になると、店においしい台湾バナナが並ぶので見逃せません。値段はやや高めですが、毎年の楽しみなので買います。しばらく埃をかぶっていたジューサーミキサーも再び大活躍するでしょう。バナナ万歳。

[image: ]




Tomatika

北海道から神奈川に引っ越しました。最近の趣味は博物館巡りのはずが一館しか行ってません。各方面でイラストを描かせてもらっております。









電撃文庫





双そう竜りゆう記きⅡ




機き械かいじかけの竜りゅうと火か焰えんの翼つばさ











安あ彦びこ 薫かおる








二〇十三年五月三十日　配信
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